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平成29年９月第３回山都町議会定例会会議録 

 

１．平成29年９月７日午前10時０分招集 

２．平成29年９月７日午前10時０分開会 

３．平成29年９月７日午前11時53分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 山都町役場議場 

６．議事日程（第１日）（第１号） 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期決定の件 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 行政報告 

日程第５ 提案理由説明 

日程第６ 認定第１号 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第７ 認定第２号 平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

日程第８ 認定第３号 平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について 

日程第９ 報告第９号 平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書について 

日程第10 報告第10号 平成27年度山都町一般会計継続費精算報告書について 

日程第11 議案第62号 工事請負変更契約の締結について（白小野鶴越線②道路災害復旧工

事） 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

７．本日の出席議員は次のとおりである（13名） 

  １番 吉 川 美 加     ２番 藤 原 秀 幸     ３番 飯 星 幹 治 

  ４番 後 藤 壽 廣     ５番 藤 澤 和 生     ６番 赤 星 喜十郎 

  ８番 工 藤 文 範     ９番 藤 川 憲 治     10番 稲 葉 富 人 

  11番 田 上   聖     12番 中 村 益 行     13番 佐 藤 一 夫 

  14番 中 村 一喜男 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

８．本日の欠席議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

９．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

  町 長   梅 田   穰     副 町 長   岡 本 哲 夫 

  教 育 長   藤 吉 勇 治     総 務 課 長   坂 口 広 範 

  清 和 支 所 長   増 田 公 憲     蘇 陽 支 所 長   橋 本 由紀夫 
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  会 計 課 長   藤 島 精 吾     企画政策課長   本 田 潤 一 

  税務住民課長   田 中 耕 治     健康福祉課長   山 本 祐 一 

  環境水道課長   佐 藤 三 己     農林振興課長   荒 木 敏 久 

  建 設 課 長   後 藤 誠 輝     山の都創造課長   楢 林 力 也 

  地籍調査課長   玉 目 秀 二     老人ホーム施設長  藤 原 千 春 

  学校教育課長   渡 邉 尚 子     生涯学習課長   工 藤 宏 二 

  そよう病院事務長  小屋迫 厚 文     監 査 委 員   志 賀 美枝子 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

10．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

  議会事務局長   緒 方   功   外２名 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

開会・開議 午前10時０分 

○議長（中村一喜男君） ただいまから平成29年第３回山都町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中村一喜男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、11番、田上聖君、12番、中村益行君を指

名します。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第２ 会期決定の件 

○議長（中村一喜男君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は本日から９月29日までの23日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月29日までの

23日間に決定しました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（中村一喜男君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 議長としての報告事項は、お手元に配付しているとおりです。 

 次に、本日までに受理した陳情等は、陳情等文書表のとおり、所管の常任委員会に付託しまし

た。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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 日程第４ 行政報告 

○議長（中村一喜男君） 日程第４、行政報告の申し出があっております。これを許します。 

 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） おはようございます。行政報告をさせていただきます。 

 まず最初に、地方創生加速化交付金事業に係る検証結果の報告についてです。 

 地方創生加速化交付金事業につきましては、山の都の「都の幸ブランド化」創出プロジェクト

事業というものの採択を受けまして、平成27年３月補正予算で2,040万の交付金措置を受けまし

て、平成28年度事業として実施しております。 

 この加速化交付金事業につきましては、外部組織による効果検証と、また、議会等への報告、

公表を行うこととされておりますので、この場をおかりしまして報告させていただくものです。 

 外部組織による効果検証につきましては、総合計画審議会を検証機関として、先に検討評価を

いただいたところでございます。 

 配付しております資料をごらんください。採択を受けました「都の幸ブランド化」創出プロジ

ェクト事業につきましては、ここにありますように、１と２の二つの事業に分けまして、一つに

は山都町の農産物ブランド化推進事業、もう一つは有機農業を担う人材の育成ということで行っ

ております。ブランド化事業につきましては、商品開発や販路拡大を進め、また、有機農業を担

う人材育成事業としましては、食農観光塾を中心に地域リーダーの養成を図っているところでご

ざいます。 

 表の実績額は提示のとおりでございます。 

 中ほどに、本事業における重要業績評価指標ということで指標を、１のほうは三つ、２の事業

につきましては一つ挙げておりますが、いずれも指標値は低くしておりますが、実績値としまし

ては、このようにそれぞれ成果を、指標値は達成したということになります。特に商品開発事業

につきましては、23商品、また、新規就農者を４名ということでございましたので、それなりの

一定の成果は上がったのではないかと思います。 

 右側に事業成果を書いておりますが、こちらのほうはお読みいただきたいと思います。下の人

材育成のほうにつきまして、食農観光塾というのを行っているわけでございますが、１期生、２

期生とも地域リーダーとして活動を始めるなど、非常に成果が上がっているのではないかと思い

ます。現在は３期生を募集ということで、本年度も引き続き活動を行っているところでございま

す。 

 一番右に、今後の方針、展開でございますが、これまで以上に本町の農産物のブランド化、そ

して、消費拡大を目指して今後も取り組みを行っていくということにしております。 

 また、人材育成についても先ほど申しましたとおり、食農観光塾を中心に、１期、２期生をリ

ーダーとしながら、また３期生、４期生と、今後農業を目指す人材の育成に取り組んでいくとい

うことにしています。 

 以上、報告を終わります。 

○企画政策課長（本田潤一君） 続けていいですか。 
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○議長（中村一喜男君） どうぞ。 

○企画政策課長（本田潤一君） 次に、行政組織の改編について報告をいたします。 

 行政組織の改編につきまして、行政改革推進幹事会並びに行政改革推進本部におきまして、現

健康福祉課の組織改編を検討しておりますので報告させていただきます。 

 お配りしております資料をごらんください。 

 開いていただきまして、右側に現行の組織図がございます。現在の健康福祉課は１課５係、支

所を含めますと７係を所管する極めて大きな組織と現在なっております。 

 左に戻っていただきまして、再編の必要性でございますが、健康福祉課の業務は行政サービス

における市民福祉の根幹を担っております。多種多様な制度事業や、国県からの事務移譲がなさ

れ広範囲に業務が及んでおりますこと、また、所管業務もふえてきておるということでございま

す。 

 また、会計所掌におきましても、一般会計並びに特別会計を含め４会計にわたると。このよう

なことを踏まえ、人事評価制度を含む課のマネジメント機能や、本町の重要な施策となります住

民サービス、福祉サービスに真摯に取り組んでいきますために、この健康福祉課の再編を進めて

いるところでございます。 

 再編案につきましては、右側の下段のほうに表をあらわしております。仮称でございますけど、

健康保険課並びに福祉課ということで二つの課に分けたらということで、今、検討中でございま

す。 

 今後のスケジュールにつきましては、これに基づき、12月議会のほうへ、関係条例を含め手続

を行っていきまして、来年４月からこのように改編できたらというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以上、行政報告とさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 次に、老人ホーム施設長、藤原千春君。 

○老人ホーム施設長（藤原千春君） おはようございます。老人ホーム民営化移管法人の選定

について行政報告をさせていただきます。 

 山都町立養護老人ホーム浜美荘の民営化に係る移管法人を、社会福祉法人日生会に決定しまし

た。 

 浜美荘の民営化につきましては、平成25年度より、民営化を実施した市町村、また、民営化を

進めている市町村などの視察研修を行いながら、高齢者支援、財政、人材、企画、老人ホームな

ど関係部署合同の内部検討会を重ねてきました。あわせて、町の行政改革、組織改編計画等に基

づき社会福祉法人に運営を移管することとし、行政改革幹事会、行政改革推進本部会等で協議を

行い進めてまいりました。 

 お手元の資料をごらんください。 

 具体的には、平成27年９月に、養護老人ホームにおいても民間活力の導入を進め、さらなる老

人福祉の充実向上に努めていくことを目的としまして、浜美荘民営化実施計画を策定しておりま

す。その中で、浜美荘民営化の妥当性の検証を行うとともに、選定に当たってはプロポーザル方
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式により選定するとしました。 

 平成28年３月の定例会で、平成29年度から社会福祉法人による運営に移行すること、入所者に、

よりよい環境、運営を提供できる社会福祉法人を選定していくということを行政報告させていた

だきました。 

 しかし、その直後の４月14、16日の熊本地震により、公募を一旦中止したところです。 

 平成28年６月の定例会において、熊本地震により被災した施設の災害復旧を最優先することと

し、移行年度を平成30年度に延期するといたしまして、行政報告をさせていただきました。その

後、各方面からの御支援をいただきながら復旧工事が終了したことから、平成30年４月の移管に

向けたスケジュールを、ことし、平成29年３月の定例会で行政報告させていただき、４月３日か

ら募集要領等の告知、配布を行ってきたところです。 

 募集に際しましては二つの法人より応募をいただきまして、選定委員会を設置し、選定を進め

てまいりました。 

 第１回選定委員会を７月18日に開催しました。内容につきましては、運営要領、選定要領につ

いての確認。提出された応募書類等により、募集要領に定めた応募資格を満たしていることにつ

いての報告。応募書類、事業計画書等の内容についての意見交換を行っております。また、選定

の着目点について、評価項目、評価ポイント等の意見交換を行っております。 

 第２回選定委員会を８月10日に開催し、面接審査、プレゼンテーション及びヒアリングを実施

しております。 

 その結果と応募書類、事業計画書などにより、各観点についてさまざまな角度から評価をして

いただき、委員会として優先的に交渉する移管法人を選定していただきました。その結果を町長

に報告いたしまして、９月５日に、最終の移管法人を決定したところです。 

 裏面、２ページをごらんください。今後のスケジュールです。 

 ９月下旬より来年３月までの期間に県への変更認可申請、町有財産等の処分など必要な手続を

進めてまいります。10月初旬に移管法人、入所者及び御家族、町による三者懇談会を開催します。

入所者及び御家族の不安を軽減するため、また、よりよいサービスを提供していただくため、以

後においても随時開催していくことといたします。12月定例会においては、財産譲渡議案、条例

改正案等の議案を予定しています。 

 平成30年１月からは引き継ぎ期間としまして、円滑に移管ができますよう引き継ぎを行ってい

きます。平成30年３月までに財産の譲渡など必要となる契約の締結を行い、４月１日より移管法

人による運営開始となる予定です。 

 参考といたしまして、社会福祉法人日生会の主な事業内容を記載しております。 

 以上、行政報告をさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 次に、環境水道課長、佐藤三己君。 

○環境水道課長（佐藤三己君） おはようございます。行政報告をさせていただきます。 

 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会の進捗状況についての報告をさせていただきます。 

 本町としてこの協議会に参加することにつきましては、平成27年12月の定例会の行政報告の中
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で説明をさせていただいているところでございます。その後の進捗状況と今後のスケジュール、

あわせて候補地の選定について説明をさせていただきます。 

 当初の整備計画では、新施設の稼働目標は平成37年度と示されておりましたが、昨年の熊本地

震の発生で管内三つの焼却施設において甚大な被害が発生し、一部の施設では長期間にわたって

稼働ができなかった施設もありました。現時点では全ての施設で稼働できるまで復旧してはおり

ますが、震災のダメージにより、耐用度の低下、災害ごみの受け入れによる焼却量の増加、運転

時間の延長等により、各施設には震災前に比べて大きな負荷がかかっており、今後、維持修繕に

かかる費用の増加が懸念されている状況となっております。 

 また、協議会のほうですけれども、平成28年度に予定しておりました各種計画の策定や各種会

議、協議会等が震災の影響で開催できずに、本年度においてスケジュールの見直しが検討されま

したが、震災前に比べて、先ほど申し上げましたような施設の現状の中で、施設更新の緊急性が

さらに高まっているということから、当初の稼働目標の先送りはできないと判断され、平成37年

度の稼働目標は変更しないで進めていくということが確認されたところでございます。 

 今後のスケジュールですけれども、資料のほうをごらんください。 

 まず、組織体制のスケジュールです。 

 平成27年に推進組織として協議会が発足し、平成32年に新組合を設立し、これに移行していく

こととしてあります。この中で、新設の稼働までは既存の組合は存続し、現行の体制で運営して

いき、平成32年度から平成36年度までの新組合は施設整備に向けた業務となります。平成37年度

から新施設の管理運営へと移行していくということにしてあります。新施設稼働までの既存の施

設は現行体制で運営していくということになります。 

 次に、施設整備スケジュールです。 

 一番下に施設稼働、平成37年からとされております。これに向けて用地取得、各種計画の策定、

建設工事の着手、竣工の工程が示してあります。この中で、用地取得に向けての候補地選定業務

が本年度スタートしております。 

 この中に、公募推薦候補地評価委員会と書いてありますが、候補地を選定するに当たり、候補

地評価委員会が組織されております。これには各市町村、行政から１名、民間から１名の２名と、

有識者、学識経験者４名、全体が16名で構成されております。本町からは行政から岡本副町長、

民間からは町の環境審議会の尾上会長の２名の方に入っていただいております。 

 次に、公募と推薦とありますが、公募は管内の個人、地域からの応募で、区長もしくは代表者

からの応募となります。推薦については、三つの衛生施設組合と山都町からの推薦ということに

なります。 

 募集要件として、面積がおおむね５万平方メートル程度。約５ヘクタール程度であること。そ

れから、関係所有者の同意がある程度得てあることとしてあり、今月末が応募推薦の期限となっ

ております。本町からは、清和地区の小峰クリーンセンター周辺にあります、以前から最終処分

場として計画しておりました町有地周辺を推薦することとしております。 

 候補地選定スケジュールですが、９月末で応募を締め切り、10月から評価委員会において候補
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地の評価に入っていきます。本年中に委員会の中で最終候補地を絞り込み、協議会へ答申。本年

度の最終協議会、これは３月に予定してあります。この中で候補地が決定され、平成30年から用

地交渉に入っていくこととされております。 

 以上、本協議会の進捗状況、今後のスケジュールと本町からの推薦候補地についての説明報告

とさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） これで行政報告が終わりました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第５ 提案理由説明 

○議長（中村一喜男君） 日程第５、提案理由の説明を求めます。 

 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） おはようございます。 

 平成29年第３回定例会を招集しましたところ、御参集いただきましてありがとうございます。 

 今議会に提案しております議案についての説明に先立ちまして、６月定例会以降の町政の動向

等について御報告を申し上げます。 

 ことしの夏は、厳しい暑さや局地的な集中豪雨と、異常ともいえる気象状況下にありました。

また、熊本県は、直撃こそ逃れましたが台風が襲来し、ハウス等への被害が出たところでありま

す。そして、九州地方を初め本州各地にも大きな被害をもたらしました。自然災害、大変憂慮し

ておるところでございます。 

 特に、九州北部豪雨により大規模な災害に見舞われました朝倉、日田地区の方々には、衷心よ

りお見舞いを申し上げます。熊本地震及び６月豪雨で被災した本町といたしましても、とてもよ

そごととは思えず、直ちに職員３名を朝倉市に派遣し、復旧支援に当たったところでございます。

また、社協においても、災害ボランティア等々の、今、派遣も続けておるところでございます。 

 熊本地震からの復興につきましては、熊本市や郡内各町においても徐々に復旧の兆しが見てと

れるようになりました。阿蘇地域では、俵山ルートに続き、先般、長陽大橋も開通いたしました

が、新たな阿蘇大橋の建設や南阿蘇鉄道の再生復旧、また、国道57号線のトンネル工事など、ま

だまだ大きな課題が残されており、復興を目指す被災自治体へのさらなる支援と連携を図ってい

かなければならないという思いでおります。 

 一方、我が町の状況ですが、公共災、農災を中心に、速やかに復旧事業を進めているところで

ございますが、人手不足や建設資材の高騰などから、今、不調・不落となる工事が多発しており

ます。８月末における入札に対する落札件数の割合は40％となっております。大変厳しい状況下

にありますが、町としましても、町外業者の方々への入札参加の働きかけや建設作業員の皆さん

のための宿舎の準備など、できる限りの、今、努力をしておるところでございます。工事事業者

におかれても、さらなる御協力のお願いをしておるところでございます。 

 商業・観光業関係では、浜町商店街など、グループ補助金等を活用した復旧が徐々に進んでお

ります。しかしながら、まだ十分に回復しているとは言えず、消費の低迷や入込み客の減少など、

商業・観光業を取り巻く情勢には厳しいものがあります。各種イベントや祭りの開催のほか、山
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の都創造ファンド等を活用した魅力ある店舗整備などの支援を行い、少しでもお客さまの呼び込

みに繋がるよう努めてまいります。 

 また、マスコミ等でも報道されましたが、白糸地域の農地や水路保全に、県内外からの復興ボ

ランティアや矢部高校ボランティアの皆さんが、継続して活動をしていただいております。熊本

地震など大きな災いを転じて都市との交流の活発化や子供たちの愛郷心の醸成に繋がればという

思いでおります。 

 漏水しておりました通潤橋の導水管もしっくい詰め作業の段階に至っております。来年度中に

は、農業用水路として復旧とともに再び豪快な放水がごらんいただけるよう、鋭意改修工事を進

めてまいります。 

 次に、私が掲げております三つの重点プロジェクトについて、改めて進行状況をふれておきま

す。 

 総合体育館につきましては、これまで検討された建設候補地を４カ所に絞りこみました。この

中から最適地を選定し、防災機能も備えた総合体育館の建設を目指すこととしております。 

 旧浜町庁舎跡につきましては、若者定住を図るため、分譲宅地として整備いたします。来年度

からの分譲開始に向けて、若者世帯への勧誘策など分譲条件を検討してまいります。 

 農業振興につきましては、安心・安全の本町産農産物のブランド化、付加価値化を図るため、

県で推進されている化学肥料、農薬を減らしたグリーン農業に積極的に取り組んでまいります。

このため、この秋、県下市町村に先駆けて、くまもとグリーン農業推進の町宣言を行いたいと考

えております。 

 また、長年の懸案でありましたイノシシや鹿の肉の加工場を、来る10月から稼働させます。捕

獲鳥獣を本町の有効な資源として活用できるよう、調理、加工法の検討や販路開拓などに取り組

むこととしております。 

 畜産関係では、５年に１度、全国の優秀な和牛を一堂に集めて、改良の成果やその優秀性を競

う全国大会である全国和牛能力共進会が、本日から仙台市で開催されております。その熊本県代

表に山都町から３頭が選ばれており、和牛生産者の日ごろからの御苦労に敬意を表するとともに、

大変誇りに思っておるところであります。本町からの出品和牛の健闘を心から祈っておるところ

です。 

 さて、この時期は、山都町の三大祭りが連続して開催されます。 

 先月末に開かれました火伏地蔵祭に参加をいたしましたが、町内外からの多くのお客様で大変

な賑わいでございました。また先週は、八朔祭におきましても、好天に恵まれまして大盛況の中

で開催することができました。祭り最大の呼び物、大造り物も見事なできばえで、来場者を魅了

したところでございます。製作に携わられた各連合組、そして、矢部小学校、矢部高校、そして

山都町職員の皆さんの心意気と御労苦に、心からの感謝とねぎらいを申し上げます。 

 観光文化交流館、やまと文化の森を整備したことで、祭りのメーン会場として、また、大会本

部として有効な活用が図られ、祭りの円滑な運営につながったと感じております。なお、やまと

文化の森の管理運営につきましては、町観光協会による民営を前提に協議を進めてまいりました
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が、震災の影響で協会の準備が整わなかったため、暫定的に町商工観光係を館内に配置し、町職

員が通常業務の傍ら、接客等の管理運営に当たってきました。 

 こうした中で、このほど、観光協会による運営体制が整ったことから、年度後半となる10月か

ら、同協会と町が連携して管理運営を行うことといたしました。協会が持つ観光ノウハウや情報

ネットワークを生かし、やまと文化の森が、本町の観光文化の情報発信拠点としてこれまで以上

に機能することを期待しております。 

 来る９日、10日は、清和文楽の里祭りが開催されます。文楽の無料公演とあわせて、農産物、

物産展なども開催されます。多くの方々においでいただき、本町が誇る農村伝承文化であります

清和文楽や山都町の秋の味覚を楽しんでいただきたいと思っております。 

 次に、行政改革でありますが、さきに報告しましたとおり、来年度から民営化を予定しており

ます養護老人ホーム浜美荘の移管法人の決定を行ったところでございます。今後、正式な移行手

続を進めてまいりますが、現在入所されている方や家族の皆さまに不安や御心配をかけないよう、

綿密な引き継ぎを行うなど、スムーズな移行に向け、万全を期すこととしております。 

 また、庁内組織の健康福祉課につきましても先ほど行政報告をいたしましたが、二つの課に分

割することで検討を進めております。昨今、福祉関係業務が複雑多岐にわたるようになり、これ

に伴い担当職員の増加や予算規模が拡大していることから、課の再編を行い、より細かな住民サ

ービスに取り組んでいく趣旨でございますので、御理解を賜りたいと思います。また、条例の整

備等につきましては、12月議会で提案を予定しております。 

 次に、教育関係であります。 

 少子化が進む中、子供たちに適正規模での教育を保障する観点から、山都町小中学校統合検討

委員会を設置し、関係者による検討を開始しました。委員会での議論を通じて、適切な方向性を

示していただくことを期待しております。 

 次に、山都塾でありますが、本町の子供たちに町の歴史、文化や自然などを学んでもらい、郷

土に対する理解や誇りを醸成する目的で昨年度から開催しております。私も本町の次代を担う子

供たちにとって大変意義がある事業であると考え、本年度も引き続き実施することとしました。

先月、開講式及び第１回目の講座が開講されましたが、受講する子供たちが目を輝かせているこ

とに深い感銘を受けたところです。 

 さて、このたび、山下泰裕氏が全日本柔道連盟の会長に就任をされるという、本町にとりまし

ては大変うれしいニュースがありました。山下会長を輩出した本町として大変うれしく、また、

誇りとするところであります。 

 山下会長は、人格者としても知られ、ふるさと山都町のことも常々気にかけていただき、本町

の発展に寄与しておられます。東京オリンピックも見据え、日本柔道界の発展はもとより、スポ

ーツ界全体の牽引者として山下会長の今後ますますの御活躍を心からお祈りしたいと思います。 

 次に、今定例会に提案しております議案について御説明いたします。 

 今回の定例会に提出する議案は、条例１件、補正予算３件、決算認定３件、報告２件、その他

２件です。 
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 議案第58号、山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正については、関係法

律の改正を受け、個人情報の定義の明確化及び要配慮個人情報の取り扱い等について規定するこ

とに伴い条例の一部の改正を行うものです。 

 議案第59号は、平成29年度山都町一般会計補正予算（第２号）です。７月に発生した台風や九

州北部豪雨により被災した町道、林道及び農地等の復旧に係る経費を中心に４億2,800万円の増

額補正を行い、補正後の額を150億8,200万円とする予算を編成しました。 

 歳出の主なものとして、５款農林水産業費に、農業経営の向上や地域営農組織の法人化、地域

特産物産地づくりのための整備費の支援などの各種補助金と、台風により被災した作物や施設の

支援事業費等848万円を計上しました。 

 10款災害復旧費には、台風や九州北部豪雨により被災した農林業施設や公共土木施設等の復旧

事業経費３億8,983万円を計上したところです。今補正予算により、一日も早い復旧復興を図っ

てまいります。 

 議案第60号、平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算（第１号）については、主に前年度

繰越金の確定及び平成28年度国県支出金の精算償還による4,508万円を計上し、補正後予算を27

億7,058万円としています。 

 議案第61号、平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）については、事業繰越に

伴う消費税納付額466万円を計上し、補正後予算を７億2,568万円としました。 

 議案第62号、白小野鶴越線道路②道路災害復旧工事に係る工事請負変更契約の締結については、

工法等の変更による契約額変更に伴い、山都町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があるため提案するものです。 

 議案第63号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理に関する事務の変更及び規定の一部変更に

ついては、同組合の構成団体の地方独立行政法人化による組合規約の変更に伴い、地方自治法第

290条の規定により議会の議決を経る必要があるため提案するものです。 

 次に、認定第１号、認定第２号及び認定第３号については、地方自治法第233条第３項及び地

方公営企業法第30条第４項の規定により、平成28年度山都町一般会計、特別会計、水道事業会計

及び病院事業会計の歳入歳出決算を議会の認定に付するものです。 

 なお、監査委員におかれましては、各会計の歳入歳出決算書につきまして、長期間にわたり、

十分な審査を尽くしていただきましたことに深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 報告第９号、平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書については、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、健全化判断比率等の報告を行うものです。 

 報告第10号、平成27年度山都町一般会計継続費精算報告書については、地方自治法施行令第

145条第２項の規定により、平成27年度に設定した継続費に係る事業が終了したため、継続費の

精算報告を行うものです。 

 以上、提案理由について説明をいたしました。 

 詳細については、担当課長から説明をさせますので、適切な決定をいただきますようお願いを

申し上げまして挨拶とします。よろしくお願いします。 
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○議長（中村一喜男君） 提案理由の説明が終わりました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第６ 認定第１号 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第７ 認定第２号 平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 日程第８ 認定第３号 平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について 

 日程第９ 報告第９号 平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書について 

○議長（中村一喜男君） 日程第６、認定第１号「平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳

入歳出決算の認定について」、日程第７、認定第２号「平成28年度山都町水道事業会計利益の処

分及び決算の認定について」、日程第８、認定第３号「平成28年度山都町病院事業会計決算の認

定について」及び日程第９、報告第９号「平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書につい

て」は、関連しますので一括議題とします。 

 認定第１号、認定第２号及び認定第３号の執行部の説明については省略します。 

 報告第９号の説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） おはようございます。それでは、報告第９号、平成28年度山都町

財政健全化判断比率等報告書について報告をいたします。 

 この財政健全化判断比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき

まして、地方公共団体の財政運営の健全性が確保されているか否かを判断・分析をし、これらの

状況を踏まえ、早期の是正措置を講じるなど的確な対応に基づく財政運営を行っていく必要があ

るかを見るものでございます。 

 表紙をめくっていただきまして、１の健全化判断比率でございます。一番上の表をごらんくだ

さい。 

 指標の説明を簡単にいたしますと、一番左の実質赤字比率。これは地方公共団体の一般会計の

赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものでございます。 

 次の連結実質赤字比率。これは全ての会計、一般会計だけではなく特別会計を含んだものです

けれども、これらの赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地

方公共団体全体としての運営の深刻度を示すものでございます。 

 この二つの比率は赤字となった場合にのみ数値があらわれますので、本町の平成28年度決算は

いずれも黒字でございましたので、この場合はバー――横棒で表記をしているところでございま

す。 

 次に、実質公債費比率です。借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰

りの危険度を示すものでございます。平成28年度は6.3％となりました。前年度の同比率は6.8％

でしたので0.5ポイント減少となったところでございます。これは元利償還金の減少が主な要因

です。 

 続いて、将来負担比率です。地方公共団体の一般会計の借入金や、将来、支払っていく可能性
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のある負担などの現時点での残高の程度を指標化し、将来、財政を圧迫する可能性が高いかどう

かを示すもので、平成28年度の指標は47.7％です。この前年度比率は28.5％でした。今回、前年

度に比して19.2％増加したものですけれども、これは災害復旧事業債等の借り入れに伴います地

方債現在高が増加したことや、財政調整基金等の取り崩しによる基金が減少したことに起因する

ものでございます。 

 次に、真ん中、中段の表をごらんください。 

 ただいま説明しました四つの指標に対応する段階別の基準を定めたものでございます。 

 地方公共団体は、健全化判断比率により、それぞれ、健全段階、早期健全化段階、財政再生段

階の三つの段階に区分され、早期健全化段階や財政再生段階になった場合には、それぞれの計画

に従って財政健全化を図ることとなります。よって、健全化判断比率のいずれかが早期健全化基

準以上の場合は、財政健全化計画の策定や外部監査の要求の義務づけが科され、地方公共団体の

自主的な改善努力による財政健全化を図らなければなりません。 

 また、健全化判断比率のうち、将来負担比率を除いた三つの比率のいずれかが財政再生基準以

上の場合には、財政健全化計画の策定や外部監査の要求の義務づけのほか、起債の制限や財政再

生計画の総務大臣協議など、国の関与による確実な財政健全化が求められるというものでござい

ます。 

 これに照らして本町の指標を改めて見ていただきますと、いずれの基準も下回っていますので、

健全段階と言うことができます。しかしながら、一昨年度から始まりました交付税の段階的な縮

減措置に加えまして、昨年の熊本地震及び集中豪雨に係る災害復旧事業等が今後の財政運営に大

きく影響を及ぼすことから、こうした状況を見据えながら、今後も効率的で持続可能な行財政運

営に向けてふだんの見直しを行っていく必要がございます。 

 次に、２の資金不足比率です。これは、公営企業会計の資金不足を料金収入等と比較して指標

化をし、経営状況の深刻度を示すもので、平成28年度はいずれの会計も資金不足はないために横

棒表記となっております。 

 以上、山都町の平成28年度決算に基づき算定した数値でございますが、全国の決算状況等によ

り、今後、変動する可能性もございますので、そのことを申し添えまして報告書の説明を終わら

せていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 報告第９号「平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書につい

て」は、説明が終わりましたので報告済みとします。 

 ここで10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午前10時46分 

再開 午前10時54分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 監査委員から、認定第１号、認定第２号、認定第３号及び報告第９号について決算審査意見書
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が提出されております。 

 ただいまから決算審査意見書の報告を求めます。 

 代表監査委員、志賀美枝子君。 

○監査委員（志賀美枝子君） おはようございます。それでは、決算審査報告書意見書を読み

上げて報告とさせていただきます。 

 なお、金額については、多くの場合、1,000円単位まで、また、内容につきましても要点を中

心に報告させていただきます。 

 それでは、１ページから報告に入ります。 

 平成28年度山都町一般会計特別会計決算審査意見書。 

 第１、審査の概要。 

 １、審査の対象は平成28年度山都町一般会計歳入歳出決算及び六つの特別会計歳入歳出決算、

それぞれに関する証書類です。 

 ２、審査の期間は平成29年７月19日から８月２日までの実質９日間です。 

 審査の手続は、審査に付された各会計歳入歳出決算に関する証書類等について、これらの計数

の正確性を検証するため、通常実施すべきと認める審査手続を実施し、担当課長等からの聞き取

りを行い、審査を実施しました。 

 第２、審査の結果。 

 審査に付された各会計歳入歳出決算書等は、関係法令に準拠して作成されており、全ての計数

は誤りのないものと認めました。 

 ２ページをごらんください。 

 第３、決算の概要。 

 １、総括。（１）決算規模。平成28年度における各会計の歳入歳出決算は、第１表のとおりで

す。一般会計及び特別会計の決算総額は、予算現額300億8,089万6,000円に対して、歳入総額228

億5,704万5,000円、歳出総額213億4,755万6,000円、差し引き15億948万9,000円の黒字決算とな

ります。 

 ３ページをごらんください。 

 （２）決算収支。決算収支の状況は第４表のとおりです。歳入歳出差引残額から翌年度へ繰り

越すべき財源を差し引いた実質収支額は５億7,508万8,000円の黒字。また、これから前年度の実

質収支額５億2,488万2,000円を控除した実質単年度収支額は5,020万6,000円の黒字となります。 

 （３）予算執行状況。歳入歳出予算の執行状況は、第５表、第６表のとおりです。調定額277

億4,250万4,000円に対する歳入決算額は228億5,704万5,000円であり、収入率は82.4％となって

います。予算現額に対する歳出決算額は213億4,755万6,000円であり、執行率は71.0％となり、

翌年度への繰越額は81億2,254万2,000円、不用額は６億1,079万8,000円となります。 

 （４）財政の構造。 

 ①歳入の構成。歳入決算を自主財源と依存財源に区分し、第７表に年度別比較を、第８表に科

目別構成費及び前年度比較を示しました。 
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 自主財源と依存財源の構成比は20.2対79.8です。自主財源の増加の主な理由は、財政調整基金

等からの繰入金10億8,615万9,000円（343.3％）の増です。 

 ５ページをごらんください。 

 普通交付税は、町村合併10年後の平成27年度から平成31年度の５年間で段階的に縮減され、平

成32年度から一本算定に移行される。一般財源の縮減は財政圧迫につながるものであり、ソフト

事業、ハード事業問わず各課の事業見直しが要求されます。最大の依存財源である普通交付税の

縮減額は第９表のとおりです。 

 ②歳出の構成。歳出決算を性質別に区分し、前年度と比較すると第10表のとおりです。義務的

経費と投資的経費等の歳出総額に占める割合は、義務的経費が33.0％、投資的経費が30.3％、そ

の他の経費が36.7％となります。一般単独事業の見直し、補助事業への転換など、投資的経費に

ついて検討されてください。また、その他の経費についても、冗費、補助費等のあり方など、全

てにおいて経費の見直しを行うなど、財政健全化に向けた論議を真剣に進められてください。 

 次に、③財政構造の弾力性。普通会計における財政力の動向、財政構造の弾力性を判断する主

要財源指標の前年度との推移は第11表のとおりです。 

 ア、財政力指数。本年度も0.2となり、大変厳しい数値で、地方交付税等に大きく依存する状

態です。 

 イ、経常収支比率。本年度は82.3％と、前年度より減少しています。 

 ウ、公債費負担比率。本年度は前年度から2.1ポイント下げて13.1％となっています。 

 エ、経常一般財源等比率。８ページをごらんください。前年度より0.9ポイント上げて96.7％

となっています。 

 オ、実質公債比率。前年度より0.5ポイント低くなって6.3％で、安全圏内にあります。 

 カ、実質収支比率。前年度より1.1ポイント上げて4.7％になっています。 

 ④人件費。人件費の推移は第12表のとおりです。 

 （５）町債の償還状況。普通会計による公債費の支出額及び年度末町債残高は第13表のとおり

です。年度末地方債残高は90億8,723万9,000円です。 

 （６）債務負担行為の状況。当年度末の債務負担行為支出予定額は15億9,498万8,000円です。 

 ９ページをごらんください。 

 ２、一般会計。 

 一般会計の決算収支の状況は第14表のとおりです。歳入160億7,851万1,000円、歳出148億

2,529万1,000円、歳入歳出差し引き残額12億5,322万円、翌年度へ繰り越すべき財源８億9,814万

9,000円を差し引いた実質収支額は３億5,507万1,000円です。 

 （１）歳入。歳入決算の状況と構成比は第15表のとおりです。 

 次のページをごらんください。 

 ①収入未済額がある科目及び不納欠損処分をした科目は第16表のとおりです。第16表の収入未

済額の合計は１億3,030万7,000円にもなり、町税の不納欠損額は1,120万8,000円になっています。

詳細については12ページから14ページに記載しています。 
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 次に、15ページをごらんください。 

 （２）歳出。歳出決算の状況と構成比は第19表のとおりです。款別歳出執行状況と主な執行内

容は15ページから17ページに記載しています。 

 主要なものを読み上げます。次のページをごらんください。 

 ２款総務費。①総務管理費。 

 イ、安全衛生。熊本地震、集中豪雨による災害の復旧復興の対応に追われながらも通常業務を

粛々と執行する中で、職員の精神的、身体的な疲れが多発すると思われます。メンタルヘルス相

談、ストレスチェックが行われているが、さらに職員の健康管理に留意していただきたい。 

 エ、山都町復興計画（熊本地震、豪雨災害）。今後の具体的な復旧復興の取り組みをまとめた

山都町災害復旧計画が作成されたが、この復興計画は、後世のためにも第二次山都町総合計画に

成文化しておくべきと思われます。 

 オ、光情報通信基盤整備事業。平成30年度に山都町全域が開局予定であるため、インターネッ

トを利活用した運営について、今から民間を含めたプロジェクトチームをつくり、論議されるこ

とを要望します。特に、あすを担う子供たちの糧となる対策を模索してください。 

 次に、３款民生費。①社会福祉費。 

 ア、国民年金事業。平成29年３月末現在、年金受給者は7,260人で受給額は49億1,000万円であ

り、町民生活の基盤となっています。現在の非保険者は2,351人、年金納付率は75.0％（前年度

68.2％）と、納付率は増加しています。今後においても年金制度の周知、納付の促進を啓発しな

がら受給者の確保に努めていただきたい。 

 イ、人権センター（中尾児童館）。中尾児童館では、経済的な事情や親の都合で食事を十分に

とれない子供たちを支援するため、昼食を低料金で提供する子供ランチを開設しています。こう

した活動が各地区で展開されることを期待します。 

 次のページをごらんください。 

 ③災害救助費。熊本地震及び豪雨災害の被災者支援を迅速に行うため、避難所設置及び運営の

委託など、また、災害弔慰金や罹災者見舞金などについても災害救助費において対応しています。

山都町社会福祉協議会に災害ボランティアセンター設置及び地域支え合いセンター事業の委託を

行った。応急仮設住宅入居者、一部損壊以上の世帯の見守り支援など、被災者の生活サポートを

継続して実施しています。 

 ４款衛生費。①清掃費。ア、塵芥処理費。熊本地震により、御船甲佐衛生施設組合の焼却施設

が被災したことから、４月27日から49日間、一般廃棄物の受け入れ、焼却をしています。 

 次に、５款農林水産業費。①農業費。 

 次のページをごらんください。 

 イ、国営開発事業。矢部開パ地区において一筆ごとの作付調査が実施され、未植栽地82.6ヘク

タールと判断されました。その中で、管理良好で農地への回復可能面積は30.4ヘクタールあり、

農地の有効利用、耕作放棄地の解消を図るため、具体的な導入作物の検討をしながら企業の農業

進出を促していただきたい。 
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 ウ、山都町農産物ブランド化推進事業（地方創生加速化交付金）。関係課との連携をとりなが

ら事業を展開されているが、この事業の一環に矢部高校を冠とした仕掛けができないか。このこ

とにより、知名度アップにつながるとともに事業効果が期待できるのではないでしょうか。 

 次に、６款商工費。 

 次のページをごらんください。 

 ①商工振興。ア、山都町観光文化交流館の整備。山都町の観光文化の拠点として位置づけ、本

町の豊かな歴史と文化、九州屈指の自然という恵まれた環境の情報を発信する施設が建設されま

した。また、いろいろなイベントに利用できる多目的ステージを備えた施設として建設されてい

ます。この目的を十分に発揮できる施設、さらに、訪れる方が安らぎを覚える場としての活用を

考慮しながら、活気ある運営の方法を検討していただきたい。 

 ②山の都づくり。ア、定住促進事業。山都町地域仕事支援事業や空き家データベース構築、山

都町短期滞在施設など、空き家バンク制度、山都町空き家改修活用事業補助金、山都暮らし人交

流サイトと数多くの事業を重ねながら定住促進に努力されているが、実際に住める条件を満たさ

ない空き家物件が多くあり、県内外からの移住者の受け入れが難しい状況にあります。思い切っ

た投資が必要と思われます。 

 22ページをごらんください。 

 ７款土木費。①道路橋梁費。ア、大矢野原演習場周辺民生安定事業や特定防衛施設周辺整備調

整交付金事業が執行されていますが、自衛隊関連施設が所在する自治体における独特の事業であ

るので、当該事業の理解を深めながら事業拡大に努めていただきたい。 

 23ページをごらんください。 

 ８款消防費。山都町消防団員の条定数は740人であるが、平成28年４月１日現在の団員数は660

人です。自主防災組織、機能別消防団を設置し、住民の安心と安全の確保に努めています。防災

拠点のかなめとして消防会館の移設が必要ではないかと思われます。 

 次のページをごらんください。 

 ②罹災証明交付事務。熊本地震に伴い、平成28年４月23日から平成29年４月11日にかけて、町

職員や他の自治体職員の応援を得ながら、住宅等の被害家屋認定調査業務を行い、罹災証明交付

事務が行われています。 

 ９款教育費。①教育総務費。 

 ア、学校教育。光情報通信基盤整備事業が進捗する中で、学校において、タブレット端末を活

用した教育ができないか検討されたい。 

 イ、奨学資金貸付事業。卒業後、本町に定住する高校生や大学生に対し、町奨学金の返済を全

額免除する取り組みができないか検討していただきたい。 

 次のページをごらんください。 

 ②社会教育費。エ、矢部高校応援事業。矢部高校応援プロジェクトチーム会議、矢部高校応援

町民会議、矢部高校への経済的支援及び学生寮ニーズ調査、矢部高校魅力化コーディネート事業

等を展開し、矢部高校の魅力を発信し入学者増加を図っているが、同時に、中学校との密接な連
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携が必要ではないか再考されたい。 

 10款災害復旧費。②農林水産施設災害復旧費。熊本地震、梅雨前線豪雨により多大な被害が発

生したが、県内のコンサルタント不足等により、現地調査が11月までと時間を要しています。 

 次のページをごらんください。 

 受益者負担金の徴収に関し、特例条例の制定により、災害査定設計の受益者負担金がゼロ％、

災害復旧工事の受益者負担金が１％に軽減されたことは評価に値します。 

 ③公共土木施設災害復旧費。熊本地震、梅雨前線豪雨により道路が寸断された藤木猿渡線、河

川が埋塞した赤木川などについては、住民生活を優先させ、応急本工事として災害復旧工事を実

施しています。 

 次のページをごらんください。 

 これより、特別会計に入ります。 

 （１）国民健康保険特別会計。国民健康保険特別会計の決算収支の状況は第20表のとおりです。

歳入歳出差引残額１億4,114万2,000円のうち5,000万円を国民健康保険財政調整基金として繰り

入れ、9,114万2,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当と認めます。 

 31ページをごらんください。 

 （２）後期高齢者医療特別会計。後期高齢者医療特別会計の決算収支の状況は第27表のとおり

です。歳入歳出差引残額458万9,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当と認めます。 

 次のページをごらんください。 

 （３）介護保険特別会計。介護保険特別会計の決算収支の状況は第31表のとおりです。歳入歳

出差し引き残額5,499万5,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当と認めます。 

 34ページをごらんください。 

 （４）国民宿舎特別会計。国民宿舎特別会計の決算収支の状況は第35表のとおりです。歳入歳

出差引残額1,019万4,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当と認めます。 

 36ページをごらんください。 

 （５）住宅新築資金等貸付事業特別会計。住宅新築資金等貸付事業特別会計の決算収支の状況

は第38表のとおりです。歳入歳出差引残額525万7,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当

と認めます。 

 次のページをごらんください。 

 （６）簡易水道特別会計。簡易水道特別会計の決算収支の状況は第41表のとおりです。歳入歳

出差引残額4,009万2,000円を翌年度へ繰り越すとする本決算を妥当と認めます。 

 39ページをごらんください。 

 ４、財産に関する調書は以下のとおりです。 

 41ページをごらんください。 

 第４、結び。 

 平成28年４月の熊本地震及び６月の集中豪雨により、本町も多大な被害が発生しました。発災

直後から、町長を初め職員一丸となって、被災された町民の方々の身体的精神的不安の払拭、さ
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らには災害の復旧と復興に関する現場対応など、全ての業務は想像を超えるものがありました。

また、各方面からの協力もいただき、その力は非常に大きなものがありました。その間、通常業

務に関しても滞ることなく、住民の安心と安全の確保に努力されております。課を越えたつなが

り、協力体制は非常にすばらしいものがあり、町民の方からのお礼の言葉も数多く聞かれました。

改めて感謝と敬意を表しますとともに、このたびの災害の対応は、今後の行政運営の糧となるこ

とを期待申し上げます。 

 本町での財政状況は、合併当時からすると、おおむね健全化に向かっていると思われます。そ

の要因は、地方債現在高が88億8,500万円減額となったこと、人件費が７億3,400万円減額となっ

たことにありますが、投資的経費に充当される一般財源は３億5,800万円の減額となり、財政運

営の厳しさをあらわしています。 

 今後も、普通交付税は一本算定に向けて段階的に縮減され、人口減少は交付税算定に大きく影

響し、財政運営の厳しさが増大してまいります。このため、前例踏襲ではなく、ソフト事業、ハ

ード事業を問わず、全ての事業見直しを核とした積極的な財政論議を進めていただきたいと存じ

ます。 

 続きまして、平成28年度山都町水道事業会計決算審査意見書に入ります。 

 第１、審査の概要。 

 １、審査の対象は、平成28年度山都町水道事業会計決算報告書等と決算附属書類です。 

 ２、審査の期日。平成29年７月20日。 

 ３、審査の手続。審査に当たっては、平成28年度山都町水道事業決算報告書等について、決算

計数及び執行状況の確認、分析、その他必要と認める審査手続を実施したほか、課長等からの聞

き取り調査を実施しました。 

 第２、審査の結果。 

 審査に付された水道事業決算報告書等の計数は誤りのないものと認めました。 

 第３、決算の概要。 

 １、事業の状況につきましては、ごらんのとおりです。 

 ２、収益的収入と収益的支出。収益的収入は第１表、収益的支出は第２表のとおりです。 

 収益的収支の状況。収入総額8,077万5,000円。支出総額7,278万3,000円。収入支出差し引き額

799万2,000円。当年度純利益595万8,000円。 

 ３、資本的収入と資本的支出。資本的収入は第３表、資本的支出は第４表のとおりです。 

 資本的収支の状況。収入総額4,012万5,000円、支出総額7,616万7,000円、収入支出差し引き額

マイナス3,604万2,000円、資本的収支不足額3,170万円。 

 ４、決算の状況。水道事業会計の業務活動によるキャッシュフローは3,085万4,000円、投資活

動によるキャッシュフローはマイナス2,646万8,000円、財務活動によるキャッシュフローはマイ

ナス841万円であり、平成28年度資金減少額は402万4,000円となり、資金期末残高は１億8,092万

4,000円となる。よって、本決算を妥当と認めます。 

 第４、結び。 
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 平成28年度の水道普及率等はごらんのとおりです。 

 熊本地震により、上水道の排水管の破損や水源地に濁水が発生し、飲料水としての機能が失わ

れましたが、自衛隊、岡山県吉備中央町、町内企業等の応援により応急給水が行われ、同時に、

災害復旧工事に取りかかり、住民生活の不安の払拭に努められました。 

 平成29年度の簡易水道事業と上水道事業との統合による公営企業会計制度への移行は、熊本地

震により３年延長されたが、統合運営は確実であり、山都町水道事業として貸借対照表に計上さ

れる資産額も相当な額となります。企業会計としての広範囲な水道事業運営となりますが、効率

的な経営を求めます。 

 続きまして、平成28年度山都町病院事業会計決算審査意見書に入ります。 

 第１、審査の概要。 

 １、審査の対象は、平成28年度山都町病院事業決算報告書等と決算附属書類です。 

 ２、審査の期日。平成29年８月１日。 

 ３、審査の手続。審査に当たっては、平成28年度山都町病院事業決算報告書等について、決算

計数及び執行状況の確認、分析、その他必要と認める審査手続を実施したほか、課長、事務長等

からの聞き取り調査を実施しました。 

 第２、審査の結果。 

 審査に付された病院事業決算報告書等の計数は誤りのないものと認めました。 

 第３、決算の概要。 

 事業の状況につきましては、ごらんのとおりです。 

 ２、収益的収入と収益的支出。収益的収入は第２表、収益的支出は第３表のとおりです。 

 ３ページをごらんください。 

 収益的収支の状況。収入総額９億9,459万3,000円、支出総額９億6,721万5,000円、収入支出差

引額2,737万7,000円、当年度純利益1,880万4,000円。 

 ３、資本的収入と資本的支出。資本的収入は第４表、資本的支出は第５表のとおりです。 

 ４ページをごらんださい。 

 資本的収支の状況。収入総額2,466万円、支出総額4,996万4,000円、収入支出差し引き額マイ

ナス2,530万4,000円。 

 ４、決算の状況。病院事業会計の業務活動によるキャッシュフローは7,049万2,000円、投資活

動によるキャッシュフローは6,943万6,000円、財務活動によるキャッシュフローはマイナス

1,183万7,000円であり、平成28年度資金増加額は１億2,809万1,000円の計上となり、資金期末残

高は６億3,561万1,000円となる。よって、本決算を妥当と認めます。 

 第４、結び。 

 平成24年11月12日にスタートした山都町包括医療センターそよう病院は５年目を迎え、恵まれ

た環境の中に最新鋭の設備を備えた病院として運営されている。当病院は、へき地医療拠点病院

及び第二次医療施設として良質な医療の提供が求められており、町内外の住民の健康保持を約束

する町立病院として期待する声は大きいものがあります。 
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 なお、医療スタッフ確保については例年どおりの課題であります。医師はもとより、医療従事

者を積極的に招致するとともに、職員研修を充実して資質の向上を図り、安心と安全の医療が提

供できるよう万全を期していただきたい。 

 次に、平成28年度山都町財政健全化判断比率等の審査意見書の報告をいたします。 

 去る７月27日に財政担当者から詳しい説明を受けました。提出された算定基礎となる資料を定

められたチェックポイントに従って点検を行いました。それでは、今から内容を報告いたします。 

 平成28年度山都町普通会計財政健全化審査意見書。 

 第１、審査の概要。 

 財政健全化審査は、健全化判断比率及びその算定の基礎となる書類が適正に作成されているか

どうかを主眼として実施しました。 

 第２、審査の結果。 

 １、総合意見。審査に付された書類は、次表に示すとおり、いずれも適正に作成されているも

のと認められます。 

 ２、個別意見。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率のいずれ

についても健全な段階だと認めます。 

 ３、是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項はありません。 

 次に、３ページから６ページの事業会計及び特別会計の経営健全化審査意見書につきましては、

概要、結果等が同様なので、まとめて報告させていただきます。 

 平成28年度山都町水道事業会計、病院会計、簡易水道特別会計、国民宿舎特別会計、経営健全

化審査意見書。 

 第１、審査の概要。 

 経営健全化審査は、資金不足比率及びその算定の基礎となる書類が適正に作成されているかど

うかを主眼として実施しました。 

 第２、審査の結果。 

 １、総合意見。審査に付された資金不足比率及びその基礎となる書類は適正に作成されている

ものと認められます。 

 ２、個別意見。資金不足比率については、実質的な資金不足額は発生しないため、健全な状態

にあると認められます。 

 是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項はありません。 

 以上で全ての報告を終わります。 

○議長（中村一喜男君） 計算審査意見書の報告が終わりました。監査委員におかれましては、

長期にわたる決算審査、大変御苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 認定第１号「平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について」の審査は

総務常任委員会に付託し、各常任委員会と連合して審査することにしたいと思います。認定第２

号「平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定」の審査は、経済建設常任委員会
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に付託して審査することにしたいと思います。認定第３号「平成28年度山都町病院事業会計決算

の認定について」の審査は、厚生常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。したがって、認定第１号、認定第２号及び認

定第３号については、各常任委員会に付託して会期中の審査を行うことに決定しました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第10 報告第10号 平成27年度山都町一般会計継続費精算報告書について 

○議長（中村一喜男君） 日程第10、報告第10号「平成27年度山都町一般会計継続費精算報告

書について」説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） それでは、報告第10号、平成27年度山都町一般会計継続費精算報

告書について報告いたします。 

 ただいまの決算審査意見書の前に報告書がつづってございます。 

 本件は地方自治法施行令第145条第２項の規定により、平成27年度に設定をしました継続費に

係る事業が終了しましたために、継続費の精算報告を行うものでございます。 

 表紙をめくっていただきまして、精算報告書です。 

 本事案は、７款土木費２項道路橋梁費。事業名は大矢野原演習場周辺民生安定事業、上鶴線道

路改良工事に係る継続費でございます。 

 この継続費の設定、全体計画は、平成27年度から28年度までの２カ年間で全体事業費は１億

5,050万円。その２カ年間の内訳は年割額のとおりでございます。 

 特定財源につきましては、防衛施設周辺民生安定整備事業国庫補助金が１億168万2,000円とな

っております。 

 この全体計画に対しまして、表中央の実績欄のとおり、２カ年間の合計で１億4,637万2,000円

を執行したものでございます。よって、一番右の比較表のとおり、入札による残額等によりまし

て、計画額と実績額の差が412万8,000円となったものでございます。 

 以上、報告といたします。 

○議長（中村一喜男君） 報告第10号の説明が終わりました。 

 よって、報告第10号「平成27年度山都町一般会計継続費精算報告書について」は報告済みとし

ます。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第11 議案第62号 工事請負変更契約の締結について（白小野鶴越線②道路災害復旧工

事） 

○議長（中村一喜男君） 日程第11、議案第62号「工事請負変更契約の締結について（白小野

鶴越線②道路災害復旧工事）」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） それでは、御説明をいたします。 

 議案第62号、工事請負変更契約の締結について。 

 平成28年第４回山都町議会定例会において議決された白小野鶴超線②道路災害復旧工事の請負

契約のうち、請負代金額9,860万4,000円を１億210万119円に変更することとする。 

 平成29年９月７日提出、山都町長。 

 提案理由。本件の工事請負変更契約を締結するには、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があります。 

 これが議案を提出する理由です。 

 次ページをお願いいたします。 

 説明をいたします。 

 工事番号、28災補道矢第4415号です。 

 工事名、白小野鶴越線②道路災害復旧工事です。 

 工事場所につきましては、山都町津留地内ということでございます。 

 工事の変更の内容でございますが、復旧延長127メートル。掘削工ですが、土砂、それから岩

ですね、１万2,713立方メートル。のり面植生工、78平方メートルです。モルタル吹付工、2,707

平方メートルです。アスファルト舗装工、1,010平方メートルです。排水工一式がほかにござい

ます。 

 契約の相手方。山都町下市242‐１。株式会社坂本建設、代表取締役中崎晃紀です。 

 続きまして、次ページをお願いいたします。仮契約書の案でございます。 

 変更契約事項としまして、４ですね、349万6,119円の増額でございます。 

 平成28年12月１日付で請負契約を締結した上記工事について、上記変更契約事項のとおり請負

契約を変更する。なお、議会の議決を得られたとき、本契約としての効力を生ずるものとしてお

ります。本変更契約のあかしとして、本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有

するとしております。 

 平成29年８月24日。発注側は山都町。山都町長、梅田穰。受注者、山都町下市242‐１、株式

会社坂本建設、代表取締役中崎晃紀となっております。 

 続きまして、町の管内図に位置図をつけております。 

 それからその次に、災害復旧の平面図、それから縦断図を添付しております。縦断図は下のほ

うですけれども、右側のほうに短い縦断図がございます。これは津留のほうから上がってきてお

ります津留線とちょうど交差しておりますので、そこの交差点部分が入ったところがございます

ので、二つの縦断図が発生しているというところでございます。 

 大きな変更の内容としましては、のり面の方向、当初は植生工といいまして、芝が生えるよう

な復旧工事にしておりましたけれども、実際、工事に入ってのり面を切って掘削していきますと、

転石等が大分出ておりまして、それをそのまま植生工ですれば、のり面の安定が図れないと。落

石等の不安が生じるということで、コンクリートモルタルの吹付工に変更したというのが一番で
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ございます。 

 そのほか、その次におきましては、契約の締結のときに少し御説明をいたしましたけれども、

恐らく岩が出るだろうということで路盤を掘削しておりましたけれども、岩が一律出なかったと

いうことでございます。出れば、ペーラインコンクリートといいまして、岩の上にコンクリート

ですね、敷きモルタルと考えていただければいいかと思いますが、それによって安定を図って、

そしてアスファルト舗装をかけて、安定を図るという工法なんですけれども、今回の場合にはそ

れが、一定基準が掘削しまして出ませんでしたので、それを一括、下層、上層、表層とあります

けれども、さらに掘削をして採石で安定をさせようという工法に変えたものですから、その分で

の変更が大きいということでございますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 議案第62号の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 大変な高いのり面ですね。恐らく本町の町道では一番高いんじゃない

かなと思いますが、随分苦労があったと思います。 

 一つだけ聞いておきたいのは、いつからここが完成して通れるようになるのか。あるいは、時

間帯で交通規制をやりながら通すようにするのか。 

 とにかく、うちの村は、あの通りのどこを行っても、今、ちょっと間違うと交通どめになるん

です。今、県道をやっています、一部を。県道も何カ所かやらなきゃなりません。１カ所は、さ

っき町長の提案理由にありましたように、業者がいないんでしょう、宮崎から来ています。これ

は落石するおそれがあるから、県がそこにネットを張って、今、大変危険な工事をやっています。 

 そういう状態なもんですから、とにかく、いつになったら安心して、どちらか通れるように。

とにかく１カ所潰れれば全く、陸の孤島じゃなくて、陸の谷つぼになってしまいます。それをち

ょっと聞いておきます。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 御説明をいたします。確かに、今、議員がおっしゃったように大

変なところでございました。大変な苦労をして、ようやく今のところ、通せるようにはしており

ます。盆の前から、あそこはなるだけ早く通せるようにということで、坂本さんが請け負ってお

られましたけれども、確かにおっしゃるように、宮崎のほうから業者さん来ておられたと思いま

す。今、時間帯でも通すようにしております。 

 ただ、先ほど言いましたように、取りつけ部の津留線もまだ災害がございまして、今、名ケか

ら入ったところの入り口も数カ所、まだのり面の工事をしなくちゃなりません。ですから、私ど

もとしましては、全面通行どめよりも時間帯の通行でもできればしたいというふうに考えており

まして、まだ、今、提案をいたしました鶴越線のほかに、まだそれに通ずる道路の災害復旧を、

今、行っておる途中でございますので、もうしばらくは地元の方には大変御迷惑をかけますけれ

ども、そういった意味で対処していきたいというふうに思っておりますので、どうかよろしくお

願いをしたいと思います。 
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 （「よろしくお願いをしておきます」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑ありませんか。 

 ６番、赤星喜十郎君。 

○６番（赤星喜十郎君） 一つだけ。この工事請負変更契約の概要がありますが、ここに工事

変更の内容が変更契約の額ではなかでしょう。この横断図に書いてあります数字を見ますと、差

が大分あると思いますが。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 御説明をいたします。これは最終的な数字で、１枚目の説明資料

の中には最終的な数字を上げております。ですから、実際わかりやすくしますと比較表をつけれ

ばよかったかと思いますけれども、最終的な数字で、この金額で積算しますと変更金額が出ると

いうことでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑ありませんか。 

 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） この工事契約書に関しては何らありませんけれども、今までずっとこ

ういった工事契約で、変更契約した場合においては、必ずほとんどが増額変更ですね。そういっ

たことになります。それはそれとして。 

 こういった部分に、ずっと今まであったときに、庁舎も同じですが、その前の調査活動、コン

サル、そういったところの施設。庁舎においては、岩盤がかたかったと。しかし、非常にそのか

たさも広範囲になっていたと。しかし、地質、土質調査をしたときには、調査するポイントが少

なかったと。これをもう少し多く、箇所をやれば、そういった岩盤の広さ、かたさというのがわ

かったということで、そういったコンサル、調査活動をやれば、こういった変更契約なく工事も、

また再度、契約を議会に提出しなければならない。そういった部分で工事もまたおくれてくると

いうことがありますので、その部分について十分な配慮を業者に対してもしていただくように、

要望ですけれど、お願いをしておきます。何かあったならば。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 今の御意見でございますが、お答えしますと、コンサルのほうに、

実質、査定を受ける前には、数カ所、ボーリング調査をしまして地質調査をいたします。 

 ただ、広くなれば、全体的に小さくまとめて掘削試験をすることがなかなか難しいところがご

ざいますもんですから、何平米かに１カ所というような割合がありますもんですから、それでや

っているもんですから、そういうような結果になったかと思います。 

 今後は気をつけて積算のほうは進めていきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） これで質疑を終わります。 

 これから議案第62号を採決します。 

 お諮りします。 
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 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。したがって、議案第62号「工事請負変更契約

の締結について（白小野鶴越線②道路災害復旧工事）」は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 一般質問の通告の届け出は、本日午後２時までにお願いします。 

 本日はこれで散会します。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

散会 午前11時53分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 12 日（火曜日） 
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平成29年９月第３回山都町議会定例会会議録 

 

１．平成29年９月７日午前10時０分招集 

２．平成29年９月12日午前10時０分開議 

３．平成29年９月12日午後３時21分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 山都町役場議場 

６．議事日程（第６日）（第２号） 

日程第１ 一般質問 

      10番 稲葉富人議員 

      ５番 藤澤和生議員 

      12番 中村益行議員 

      ９番 藤川憲治議員 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

７．本日の出席議員は次のとおりである（13名） 

  １番 吉 川 美 加     ２番 藤 原 秀 幸     ３番 飯 星 幹 治 

  ４番 後 藤 壽 廣     ５番 藤 澤 和 生     ６番 赤 星 喜十郎 

  ８番 工 藤 文 範     ９番 藤 川 憲 治     10番 稲 葉 富 人 

  11番 田 上   聖     12番 中 村 益 行     13番 佐 藤 一 夫 

  14番 中 村 一喜男 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

８．本日の欠席議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

９．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

  町 長   梅 田   穰     副 町 長   岡 本 哲 夫 

  教 育 長   藤 吉 勇 治     総 務 課 長   坂 口 広 範 

  清 和 支 所 長   増 田 公 憲     蘇 陽 支 所 長   橋 本 由紀夫 

  会 計 課 長   藤 島 精 吾     企画政策課長   本 田 潤 一 

  税務住民課長   田 中 耕 治     健康福祉課長   山 本 祐 一 

  環境水道課長   佐 藤 三 己     農林振興課長   荒 木 敏 久 

  建 設 課 長   後 藤 誠 輝     山の都創造課長   楢 林 力 也 

  地籍調査課長   玉 目 秀 二     老人ホーム施設長  藤 原 千 春 

  学校教育課長   渡 邉 尚 子     生涯学習課長   工 藤 宏 二 

  そよう病院事務長  小屋迫 厚 文 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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10．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

  議会事務局長   緒 方   功   外２名 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

開議 午前10時０分 

○議長（中村一喜男君） おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第１ 一般質問 

○議長（中村一喜男君） 日程第１、一般質問を行います。 

 ７人の方から質問の通告があっておりますので、本日４人、あす３人としたいと思います。順

番に発言を許します。 

 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） おはようございます。10番議員の稲葉富人でございます。第３回定例

議会、通称、決算議会といわれております。28年度の事務事業の成果について審査をし、そして

認定するものであります。 

 また、今回の定例会は、今期10月の末で任期が切れますが、最後の定例会となるわけでありま

す。私も、この４年間、議会を構成する議員の一人として、その職責を果たしてきたことはもち

ろんのことでありますが、町民の皆さんに議会の信頼回復と、その思いで活動してまいりました。

しかし、どうでしょう。不信、不満の紡がれた結果になってしまったんではないかと反省をして

いるところでもあります。 

 一方、執行部におかれましては、工藤町政から本年３月、梅田町政へ引き継がれたわけであり

ます。山都町の将来像、みんなでつくる山都町の物語。それと、第２次総合計画、五つの柱に向

けて取り組んでおられます。 

 ６月の第２回の定例会におきましては、移住定住促進の若者向けの住宅分譲地造成、そして、

防災拠点施設機能を備えた総合体育館の建設、そして、有機農業の推進、農産物の魅力情報発信

の施策を打ち出しておられます。既にＰＴがスピード感を持って動いているようでございます。 

 ９月、この第３回の定例会におきましては、県下市町村に先駆けて、くまもとグリーン農業推

進の町宣言を行いたいと提案をされております。梅田町長におかれましては、強い行政運営、ス

ピード感あふれる行政運営、リーダーシップを発揮していただきたいとエールを送っておきます。 

 それでは、今回の一般質問、地域づくりについて、行財政運営の影響について、そして大矢野

原演習場周辺整備ついて、この３点について尋ねてまいります。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） まず、第１番でありますが、地域づくり、自治振興会の現状と課題に

ついてでございます。 

 地域づくりの基盤は自治振興会であります。住民自治活動におきまして、それぞれの組織で、

地域でできることは地域でみずから取り組んでいこうという考えのもとで活動しているわけであ
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ります。コミュニティーの活動であり、経済活動であり、組織活動であります。 

 これまでに、大野自治振興会が平成18年だったか、19年だったか定かではありませんが、長い

間、休眠しておりました白石神楽の復活ということを見まして、今、それを引き続いて頑張って

おられますし、通潤、それから、菅、島木、それぞれの振興が、過疎再生支援事業への取り組み

について、地域の活性化につながっておりますし、各地のふれあいの福祉まつり、中島東部振興

会の東部フェスタ、各地のフットパスコースづくりなどの町内外の交流会など、活発に取り組ん

でおられます。 

 しかし一方では、地域づくりの参加が少なくなったと。特に若い人の参加が少なくなってきた。

指導者も不足しているというような課題も多くなってきております。町道の管理であったり、用

水路の管理にしても、非常に今の人員体制では無理が生じていると。そのように、集落機能も低

下の傾向にあります。全体的に地域力が低下してきていると思っております。地域が元気でない

と、この町の元気につながってこないと、そう思っています。 

 地域づくりは総合計画のまちづくりの一つの柱でありますので、まず、町長に、基本的な考え

方を聞いておきます。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） おはようございます。今、稲葉議員から地域づくりの基本的な姿勢と

いうことでございますが、山都町、合併をしまして自治振興区、自治振興会制度の中で、今、28

の自治会組織をつくっていただいて地域活動をやっていただいております。 

 私も去年の暮れの出馬表明以来、きのうまで多くの自治振興区の行事に参加をさせていただき

ました。老若男女、参加されている自治振興区もありますし、特色のある、また長年続いたと、

この間、上差尾の体育大会に行きましたが59回と。来年は盛大に60周年をしますよという話もご

ざいました。長く続いとるいろんな地域の行事を支えておられる地域の方々とともに、我々行政

ができない分をお願いしてあるのが自治振興区制度だろうと思います。 

 そうした中、きのう、日曜日でございましたが、下矢部西部の体育大会、中島西部の体育大会、

白糸第三のふれあい祭りに行きましたが、もうほとんど子供さんがおらない中、白糸第三では小

学生は一人もおられないという、子供さんがほとんどおられない中で、ふるさと祭りをされてお

りました。そういう地域は地域なりに、また大変にぎわった祭りをされておりますので結構かな

と思っておりますが、その地域に合った活動を今後とも続けていただくためには、もう少し、今

までの自治振興区のある方を検討する部分があろうかという思いであります。 

 先般、清和の自治振興区の会長さんと区長さんの合同の会議が年２回ほどあるそうでございま

すが、初めて参加しました。もう一回、区長制度がよかっじゃなかかなとの御意見もあったのも

事実でありますし、まだまだ区長制度と自治振興区の中での区長会の組織がしっくりいってない

自治振興区もあるんじゃないかなという思いであります。 

 しかしながら、これは、地域地域で一生懸命やっていただければいい部分じゃないかなと思っ

ております。やはりまちづくりの基本は地域づくりだという思いでおりますので、今後ともいろ

んな部分で支援ができる部分、できない部分あろうかという思いでありますが、積極的に我々執
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行部もでございますが、職員もそういう形の中で取り組んでいきたいという思いでおります。 

 後で職員の取り組み状況等々については、課長のほうから説明がありますが、もっともっと職

員が地域の中に入ってほしいなというのが実感でありますので、そのような体制づくりももう１

回構築をし直していきたいなという思いでおります。 

 よろしゅうございますか。終わります。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 町長の考え方として、今の自治振興区のあり方を見ながら、考えるべ

きところもあるということでありますが、しっかりした地域づくり、基本ではありますので、町

長は職員にしっかりとした指示をしながら、つなげていただきたいと思っております。 

 それでは、自治振興会の活動や、そして、現況を把握しておられますかということであります

が、いろいろな取り組み、問題は、その取り組みの後がどうなっているかということでございま

すので、この点につきましてお尋ねをしておきます。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） おはようございます。お答えいたします。地域づくりにつき

ましては、今、町長が申しましたとおり、山都町の28の旧小学校区に分けまして、それぞれ地域

の実情に応じた問題解決をするために、それぞれ活動いただいているところであります。 

 今、議員から御指摘ありましたように、さまざまな課題を抱えていることは事実でございまし

て、一番の問題は、過疎化、高齢化の中で、おっしゃいましたように地域運営の担い手が減少し

てきているということ。それから、リーダーの高齢化であります。さらには、どこの地域に回っ

てもおっしゃることは、多くの役職があって、その役職のかけ持ちが多いということで、幾つか

の役を、もう一人で何役も受けなんというようなことが一番大きな声と聞いてきておるところで

す。 

 山都町の高齢化率は既に45％前後となっておりますし、集落によっては90％を超える集落も既

にございます。団塊の世代も、もう高齢者の仲間入りをされましたので、当面こういった状況が

続くという中で、今、おっしゃいました地域づくり、これまで取り組んだことを、どう成果とし

て捉えているのか。また今後、どうなる方向なのかということでございます。非常に難しい問題

でございますが、行政として支援できることは、あくまでも財政支援、そして職員の人的サポー

トというとなります。 

 これまで、先ほど例示をいただきました大野、菅、白石、島木、それから中東もございますが、

総務省の過疎事業、かなり大きな事業をいただいて、地域づくりのてこ入れをしました。このこ

とについては、非常にその後、地域の住民の意識として、引き続き、そういうバックボーンがで

きたと、仕組みづくりができたと。さらには自治振興区の体制の強化になったというふうに感じ

ております。 

 一部には確かに、それをしたからといってどうにもならんだったなという地域があるのも事実

であります。これにつきましては、先ほど申しましたような実情が原因じゃないかと思っており

ます。 
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 総合計画のときにアンケートをとりました住民意識調査では、健康づくり、それから環境保全、

それから地域コミュニティーへの支援については非常に高い満足度を示しておりました。 

 ただ、問題は、地域づくりの人材をどう確保するか。それから、やはりそれぞれ住民一人一人

の方々の声をどの場で反映させていくのかということについては、非常に満足度が低かったとい

うところがございますので、そういったところが今の課題となっております。 

 今後も地域づくりについてはさまざまな補助メニューが用意されておりますので、これにつき

ましては、本課を中心に、補助金等の窓口の一本化等々を図りながら、地域の方がこういう取り

組みをしたい、もしくはこういう課題を持っているという声に、どういった支援事業があるか、

そういったところも踏まえて、御相談に乗っていきたいと思っております。 

 課題につきましては、地域ごとの課題ということで総括したことが言えませんけれども、とり

あえず私の課題として考えることを申し述べさせていただきました。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 課長がおっしゃられましたように、それぞれの地域で頑張って活動を

やっておられるということ。これには住民の意識をしっかり高めていくことも非常に重要である

と。あわせて、役場のほうも、それぞれの財政支援をつくりながら、支援のメニューというのを

準備しながらやっていくということでございます。引き続き、地域支援に力をいただきたいと思

います。 

 それから、財政支援のことになりますが、組織の運営支援の助成金2,600万。それから、独自

事業の補助金1,100万。独自事業につきましては、昨年から40万が30万に見直されました。いい

か悪いか、わかりませんけれども。防災組織であったり、社会福祉の地域支援であったり、女性

部活動の強化もしっかりとやっていかなければならないということでありますが、この助成金、

補助金に問題、課題はありませんか。そのことを尋ねておきます。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） お答えいたします。今、御例示をいただきましたとおり、自

治振興区の助成金事業については、総額2,600万程度を自治振興区の助成金として用意をしてお

ります。 

 また、独自事業につきましては、非常に申しわけなかったんですが、10万円の減額ということ

で減らさせていただきましたけども、代表者会議の中でおわびを申し上げながら、30万でどうに

か頑張ってほしいということでやっております。 

 それから、昨年から区長部会については、これは区長手当の継承ではございますけども、この

予算が2,400万ということで、総額5,900万程度が地域づくりの、自治振興区への支援とになって

おります。 

 これにつきましては、非常に柔軟性を持たせているといいますか、そこは、うちの町としては

やっぱり特筆すべきことだと思います。それぞれの交付金につきましては、それぞれの総会をも

って、その決算をもって報告をいただくということでやっておりますし、事業内容についても総

会資料をいただく中で、それぞれの地域の活動状況がよく見えるんではないかと思っております。 
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 また、独自事業につきましては、それぞれの振興区ごとに地域課題は違うと。いろんな文化を

大事にするところ、それから、いろんな環境整備を大事にしなければならないところ、それから、

高齢者を含めての人的支援を頑張らなければならないところ、違いますので、それぞれ人口規模

とか面積規模ではなくて、１振興区当たり30万を上限として、そこの特色ある地域課題に当たっ

てほしいと。こういう事業につきましても、非常にほかの自治体と比べれば、特異性を持ったと

いいますか、いい制度ではないかと思っております。金額の問題はございますが。 

 そういったところでありますが、先ほど申しましたとおり、決してこれで地域活動をしっかり

支援しているでしょうということではございません。その他にも、それぞれ活用いただいている

宝くじ交付金事業とか、それから、先ほど申しましたいろんな国県の補助事業もたくさんござい

ますので、必要に応じてそういった補助金との組み合わせもお受けいただく。もしくはそのアド

バイスをさせていただくことにしたいと思います。 

 それから、独自事業につきましては、積み立て、繰り越しも可能としておりますので、そうい

った国県の補助を受けられる場合に、補助裏も充てて、独自事業のお金を２倍にも３倍にも５倍

にも活用することも可能でございますので、これは地域の方々のアイデア、工夫、こういったと

ころもぜひ取り組んでいただきたいと。うまく活用していただきたいと思っているところでござ

います。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 財政支援につきましては、以上とおりでありますが、それには、当然、

基礎的な経営に合わせながら公募されておりますが、リーダー不足、それから、情報不足、指導

者のサポート不足ということで、活発な地域づくりに取り組むことが非常に難しくなってきてお

ります。 

 今後におきましても、人的支援、職員の地域班のサポートの強化が重要であると考えます。こ

のことにつきまして、副町長のほうから一つ、考え方を聞いておきます。 

○議長（中村一喜男君） 副町長ですか。 

○10番（稲葉富人君） 課長。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） それでは、自治振興区において設置しております地域班の現

状について、私のほうからその説明をさせていただきたいと思います。 

 地域班につきましては、病院とか現業職を除く職員が230名おりますが、そのうちの225名、ほ

ぼ全員を地域班員として、それぞれ、出身地区や今在住している地域に割り当てをしております。 

 地域班と申しますのは、自治振興会の活動を行政職員の立場から支援するというものでござい

ます。職員が自治振興区内で、それぞれ書記とか会計とかいろんな役員をしておりますが、こち

らは原則、その地域の住民といいますか、構成員という立場でございますので、地域班の活動と

は若干異なるものであると御理解いただきたいと思います。 

 現状なんですけれども、自治振興区への配置につきましては、あくまでもどうしても出身地域

とか、今在住してるというのをメーンにしておりますので、振興区間で非常にアンバランスが生
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じております。一人しかいないところ、それから、一番多いところは十六、七名おります。こう

いった非常にアンバランスの中で、じゃあ、これをどうしていくかというのが今、大きな課題と

なっております。ただ単に、あなたはこちらの地域班の担当やってくれというだけでは、なかな

か地域活動というのは顔が見える、そこに生まれ育ったとか、そこに住んでいるということでな

いとなかなかうまくいかない点がございますので、その辺、どうしていくかというのは大きな今

後の課題になるのではないかと思っております。 

 私たち、基礎自治体の職員は単なる地方公務員ではございませんで、あくまでも概念として、

地域公務員であるという認識のもと、これからもしっかりと地域班員として支援していく体制を

整えていかなければならないというものを課題としながら、現状の報告とさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 引き続き、人的な支援の地域づくりは非常に大事なところであります

ので、職員が少ないということじゃなくして、やっぱり役場と地域が非常に身近になることが非

常にこれから先、大事なところであると思いますので、引き続き、それぞれの職員が、いないと

ころにはそれぞれの中で地域の支援に強化をしていただきたい、そんなふうに思っております。 

 それでは、２番目の行政運営の問題と影響についてに入ります。 

 本議会当初、監査委員から決算の審査の意見書が提出されました。一般会計、特別会計、企業

会計、財政健全化判断比率の影響の指標であります。 

 総括いたしますと、財政力、財政構造の弾力性など、おおむね健全な状況にあるということで

あります。財政運用につきましては、健全化に厳しさはあったと思いますが、職員の皆さんの努

力を高く評価しなければならないと思っております。 

 一般会計歳入におきましては、自主財源、依存財源の構成比率を見ますと、17年度、自主財源

17.6％から依存財源82.4％。28年度におきましては自主財源20.2％、依存財源79.8％、わずかな

増加をしております。自主財源の伸びは、ここ近年、鈍くなっておりますものの、増加した部分

につきましては基金の取り崩しであります。 

 依存財源にしましても、約50％を占めます地方交付税も、27年度から31年度までに縮減されて

まいります。その縮減の推移でありますが、約８億8,000万円の減額になります。既に28年度に

交付されたのは、減額された４億1,100万円になっております。 

 歳出にいたしましても、経常収支比率、これを見ますと27年度84.9％、28年度は83.2％と減少

しております。その要因は、人件費の削減であり、公債費の削減であります。投資的経費、災害

復旧事業債は別にいたしまして、普通建設事業債が6.8％減であります。充当されます一般財源

は10億1,150万。８億6,500万円に減額されております。 

 行政運営の効率化と財政支出の縮減、事務事業の見直しを進めていくということが基本的な考

えで取り組んでおられますが、そこで、財政支出の縮減と事務事業の見直しが住民に与える影響

をお尋ねいたします。 

○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 財政支出の削減と事務事業の見直しの影響というお尋ねでございま
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す。 

 現在の本町の財政状況でございますが、ただいま稲葉議員からもお話がありました。また、今

議会冒頭でも財政事情の御報告ということで御説明させていただきましたけれども、おおむね指

標的には健全な状況を保っております。 

 しかしながら、新生山都町が発足しまして10年が経過しました。平成27年度をもって普通交付

税の合併特例期間が終了いたしました。以後、５年間にわたって、毎年交付税の減額が行われま

す。おおむね毎年、２億から３億程度の減額が行われる見込みであります。特例期間中は60億円

を超えておりました普通交付税も、合併15年になります平成32年度からは50億円程度まで減額さ

れることが見込まれております。 

 また、こうした財政事情に加えまして、昨年の大災害によりまして財政支出が大幅にふえてお

ります。このため、不断の事務事業の見直しが不可欠となっております。町では平成28年度に第

２次行政改革大綱を策定しまして、この推進方針に基づきまして組織の見直しや業務の民間委託

など、行財政運営の効率化や職員の適正配置などを図っているところでございます。 

 事務事業の見直しに当たっては、住民サービスの低下につながらないこと。これを第一として

おります。 

 しかしながら、限られた財源の中で町政運営を図ってまいりますので、例えば公共施設の改修

など、優先順位をつけながら、順次、施行していくことになります。地域によりましては多少お

待たせするというケースもあるかと思いますが、現下の財政状況、将来の財政状況も御理解いた

だいて、住民の皆様には御協力をお願いするところであります。 

 財政状況の詳細については、この後、総務課長のほうから御説明いたします。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） おはようざいます。それでは私のほうから、財政の具体的な数値

に基づいて御説明をさせていただきたいと思います。 

 昨年12月の定例会におきまして、稲葉議員より、平成29年度予算の見通しについてのお尋ねが

あったところでございます。これに対しまして私の方からは、29年度予算編成に当たっては、歳

入歳出全般にわたって事務事業の見直しを行いますという答弁をいたしました。これは、熊本地

震及び豪雨災害からの速やかな復興を図ることが、現在の本町の何よりも優先すべき課題である

ということ。このために必要な財源を確保して、これを効率的かつ集中的に復旧事業へ投下する

予算を編成する必要があったということでございます。こうした編成方針のもと、事務事業の整

理合理化、それから、簡素化を行ったところでございます。 

 具体的には、投資的経費におきましては、事業の必要性、緊急性、投資効果を十分に検証の上、

優先順位の厳しい選択を行いました。 

 また、一般行政経費に当たりましては、前年度、当初予算額から20％減額した額を基本として

編成を行ったところでございます。 

 その結果、今年度の肉づけ予算になります、６月補正後の予算総額、一般会計の総額ですけれ

ども、146億5,400万円が総額でございます。これから災害関連経費を除きますと、114億1,800万
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円となります。これが29年度の通常予算ベースでの当初予算額に該当することになろうかと思っ

ております。 

 よって、ここ数年の当初予算額を平均しますと、おおむね120億円が当初予算ベースになって

おりますので、これに比べますと110億円と、おおむね６億円が今年度の見直しの影響額といえ

るのかなと思っております。 

 しかしながら、こうした財政支出の縮減と、事務事業の見直しといいますのは、今年度に限っ

た措置ではございません。災害からの復旧復興には大変長い時間と莫大な財源が必要となってま

いります。特に、先ほどから出ておりますように交付税の合併算定からの縮減措置というのは非

常に重要な影響を与えるものでございます。27年度、60億程度ありました交付税も、今年度の決

定額は54億5,000万程度でございます。２年間で６億3,000万減額しております。 

 先ほど副町長からもお話ありましたけれども、これまで８億、それから10億程度の影響額かな

というところで、下方修正する必要があるかというところで、現時点での試算では約11億から12

億円程度、この合併特例から一本算定になる影響額があると予想しているところでございます。 

 加えて、平成32年には国勢調査も実施されます。国勢調査人口というのは、御案内のとおり、

国税算出の重要な基礎要件でございますので、この動向にも十分留意が必要だと考えております。 

 また、さらにもう一つ、地方債残高でございます。28年度末で約90億8,600万円となっており

ますけれども、これはあくまでも一般会計における残高でございます。特別会計ですとか、企業

会計、これを含めた町全体での残高といいますと126億3,500万円となります。 

 さらに、次年度以降計画をしております総合体育館建設事業、防災行政無線デジタル移行事業、

簡易水道事業、さらには、熊本中央一般廃棄物の処理施設整備事業等の大型事業も控えておりま

す。今後の財政運営の見通しはかなり厳しいと言わざるを得ないかなと考えております。 

 こうした状況を見据えながら、歳入歳出全てにわたりまして、不断の見直しを行っていきなが

ら、効率的で持続可能な行財政への転換を図っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 財政におきましては、その影響がこれからもしっかりと及んでくると

いうことでありますし、今、副町長、総務課長からお答えがありましたように、住民サービスの

低下にならないように、それぞれの取り組みをしていくということでありますし、それぞれの事

業につきましては、優先順位をつけながら、順次、整備をしていくと。 

 しかし、私たち住民としましては、こういった執行部におきましては事業の見直し、それから、

縮減をしていくということになりますと、生活の基盤、生産の基盤というのが非常に遠のいてい

くということになります。そうしますと、このことを住民の人たちが理解できるような形の発信

をしていく必要があると思っております。 

 次に、まいります。 

 一般会計、特別会計の未納額、未収分の徴収対策についてお尋ねしておきます。これは、それ

ぞれの形で今まで何度も質問してまいりましたが、しっかりした形の体制を整えて、徴収に当た
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っております。これは特に、一般会計、特に、児童福祉の負担金、この中でも、過年度分653件、

収納率８％。そして、奨学金返還金、過年度分26名、収納率７％。問題は、いろいろな背景があ

ると思いますが、現年度におきましては、非常にいいような、児童福祉負担金については99％、

奨学金返還金については92％というような成績を納めております。これは徴収の体制が整って、

それが功を奏しているものと思っております。さっきも言いましたように、問題はこの過年度分

の徴収の部分です。恐らくこれはもう固定費化したものではないか思っております。 

 子供は大きくなって成長してまいりますし、高校生、大学生はもう既に仕事にも就いておると

いうことになります。昨年は、地震、大雨、大変な大災害が発生いたしました。あわせて、近年

の長引いている経済状況の悪化もありますが、なぜ調子が上がらないのか。体制の不備ではない

かと思いますが、この取り組みの体制の整備だけを一つ、答えていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） ただいまの御指摘のように、納付期限を経過しても納付されない

税金、それから保育料、そういった債権の回収、管理の問題といいますのは、財政状況が脆弱な

本町のような公共団体にとりましては喫緊の課題ということは申すまでもございません。本町で

も、滞納者に納付を促すためのさまざまな措置を講じているところでございますけれども、御指

摘のように、ここ数年は滞納額の減少は見ておりますけれども、過年度分の滞納収納率等々の問

題もありまして、まだまだ多くの滞納額が残っている状況にございます。 

 そこで、議員御指摘のように、債権回収一元化、また、それに向けての体制で、早急にという

御意見だと受け取っております。これまで各所管課で個別に対応してきておりました、こういっ

た各種公金の徴収事務、これは滞納処分等に関します豊富な知識と経験を有します税務部局と一

体となって取り組むことで、各所管課でそれぞれ保有しております個別の滞納者情報を収集しな

がら、適切な債権回収が図れるということ、これが非常に有効な取り組みであると認識をいたし

ております。 

 一昨年から、税務住民課徴収係や総務課の財政係を中心に、債権を管理する各係長において、

いろんな債権回収の研修会ですとか勉強会、それから、債権対策会議を開催いたしております。

ここしばらくはやや停滞ぎみになっておりましたけれども、今後は一体徴収の取り組むに当たり

ましては、課題や問題点をさらに精査しながら、効果的な一体徴収を実現するために必要な体制

や方策について、さらに精度を高める議論を加速してまいりたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 債権の回収は財政状況の悪化の一つになりますし、負担の公平性の確

立も必要であります。併任徴収協定、そういったものをフルに生かしながら、さらなる体制の強

化と債権の回収に頑張っていきますように期待をしておきます。 

 次に、入ります。 

 けさの新聞で報道もされましたが、含めまして、大矢野原演習場と周辺整備についてでありま

す。 

 大矢野原演習場につきましては、執行部も議会も十分承知されていると思います。演習場は昭
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和32年11月27日、南九州財務局より駐留軍提供財産は防衛庁に所管がえとなりました。陸上自衛

隊大矢野原演習場として新たに発足をしたわけであります。以来、矢部町時代から山都町現在に

至るまで良好な関係が保持されております。 

 しかしながら、課題も多くあるわけであります。周辺の重要な地域組織、大矢野原演習場周辺

対策期成会、その組織力の強化や、火入れ問題、使用協定書運用、放牧、採草の問題、大きくは

周辺整備の問題、特に防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第３条障害防止工事の助成

の事業であります。 

 また、新たにＭＣＶ機動戦闘車両、これを使用した演習の射場と弾着地の問題、そして、予想

されるＦＴＸ日米共同訓練であります。そのような中でありますが、順々に尋ねてまいります。 

 まず、周辺整備の法律３条、８条、９条は認識しておりますが、先日の町の組織であります大

矢野原周辺整備協議会の総会で、基地交付金等に関する要望調査資料に、第７条買い入れた土地

の無償使用、これについて具体的にはどれをどうされるのかお尋ねをしておきます。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） 大矢野原周辺の整備事業につきましては、今、議員がおっし

ゃいましたように、通常、３条の障害防止事業、そして、８条民生安定事業、そして、９条にあ

ります調整交付金と俗に言っておりすが、その３種でそれぞれ事業に対応しているところでござ

いますが、７条につきましては、これまで活用したこともございませんし、これにつきましては

調べてみました。 

 ７条につきましては、自衛隊の飛行機による離発着の著しい騒音があった場合に、その直下に

あります住宅等が移転をします。移転した際に、そこを国が買い入れるわけですけれども、買い

入れた土地を地元の自治体のいろんな広場とか花壇、それから駐車場、消防施設等々に無償で使

用できるという条項でございます。 

 これにつきまして、当該、大矢野原演習場が該当するのか調べてみましたが、残念ながらこれ

を指定されております区域は、九州では築城飛行場、芦屋飛行場、新田原飛行場、鹿屋飛行場と

いうことで、どうも飛行場だけでございまして、うちの大矢野原演習場が当該７条の該当にはな

っていないということでございます。 

 先ほど議員が申されました基地交付金に係る要望の事項でございますが、全ての基地関係の自

治体からの要望書を取りまとめたものでございまして、山都町がこの第７条について直接要望し

ているということではございませんでしたので、そのことにつきましては御理解いただきたと思

います。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 課長が言われましたように、７条はこの山都町には関係がないと。対

象の地域ではないということであります。 

 それでは、２番目ですが、町民の皆さんにもわかってもらわなければなりませんので、周辺整

備で施行されました事業の実績と成果について伺っておきます。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 
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○企画政策課長（本田潤一君） それでは、周辺整備で施行されました事務事業の成果につい

て報告をさせていただきたいと思います。これにつきましては、昭和42年から平成28年度までの

結果を集計しておりますので、それを報告させていただきたいと思います。 

 障害防止事業につきましては、総額34億5,000万。民生安定事業につきましては、22億9,000万。

調整交付金につきましては、10億4,000万となっております。 

 また、そのほか、基地交付金、また、事務委託料を含めまして総額70億強の、これまで交付を

受けているところでございます。 

 ちなみに、周辺整備事業につきましては、集計したものについては167事業。障害防止事業に

つきましては、用水、道路、水道、河川、砂防になりますけど、障害防止のほうは71事業。民生

安定事業につきましては、道路、水道、公民館、消防、防災無線、農業施設等を入れまして18事

業。調整交付金につきましては、道路、水路、水道、防犯灯等々を入れまして68事業をカウント

しております。その他、分類できませんでした事業もございますが、それが10事業ございまして、

総計167事業をこれまでやってきておられているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 非常にたくさんの事業が周辺整備ということでおりてきているという

ことであります。 

 それでは、以上の実績、成果を踏まえた上で、27年度に予算化され調査されましたその結果、

要望があっております。積み残された事業の部分と、今後の進め方を、どのような形でされてい

かれるのか、お尋ねをしておきます。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） 大矢野原演習場周辺につきましては、残されております課題

はたくさんございます。地域要望もかなりございます。また、優先する公共事業も多く抱えてい

ると認識しております。地元組織であります大矢野原演習場周辺対策期成会を初め、関係機関、

並びに県等も含めます担当部局等々と協議を重ねながら、今、事業に当たっているところでござ

います。 

 今、議員からありました、27年度に大矢野原演習場障害防止事業の調査ということで行いまし

た。これにつきましては、その調査結果を受けまして、また、地域の方のアンケート調査を受け

まして、この２年間、事業採択に向けて九州防衛局と協議を重ねてまいりました。 

 事業内容としましては、中島地区の用水路等につきましては、もう事業開始から34年を経過し

ておりまして、第１次で整備した、もう既に、用水路につきましては、非常に老朽化が進んでお

ります。これにつきましては、第３次までやった時点で終了しておるわけでございますが、その

用水路の更新、要するに改修でございますが、から、また用水不足の改修を行うために、今般、

中島地区用水路の第４次事業として取り組んでいこうということで、現在、国との協議は最終段

階を迎えつつあるということであります。もちろん確定ではございませんが、これまでできなか

った事業につきまして、最短であれば来年、その調査を国の予算で入れて、再来年から実施でき

るという方向でいけたら一番最短になるのではないかと考えております。 
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 また、その他の障害防止事業につきましても、県営であります砂防ダムを含め、まだまだ残さ

れたものがございますので、こういったものにつきましても、ぜひ採択に向けて、また、事業化

に向けて実現できるように、現在目指しているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） いろいろな要望がたくさん出ておりますが、周辺整備のほうでしっか

りした形でありますので、この３条、８条、９条、これをしっかりと踏まえながら、次の防衛省

のほうに攻め込むというものをしていただきたいと、そう思っております。 

 施設局としての考え方がここにありますので、紹介をしておきます。 

 大矢野原演習場施設が安定的に使用してこられたのは、ひとえに当該施設が所在する自治体を

初めとする地元の方々の理解と協力のたまものであります。当支局としましては、今後とも演習

場等の使用に伴う障害の防止、軽減に努め、各諸施設を自治し、防衛施設の安定的使用が図れる

よう、周辺自治体及び地元の方々と調和を図り、地元関係住民の方々の生活の環境の安定及び福

祉の向上に寄与できるように、一層の努力を続けていく覚悟でありますということでありますの

で、これを踏まえて、なおこの演習場というものは、縮減するよりも拡大すると。ずっとこれは

このまま続いていきます。そのことが、先ほど、事業がこれまで続けてありました、あの事業の

数と、そして金額ベース、こういった形でこの自治体にしっかりした国の補助金としてできてお

りますので、このことも、一般財源扱いで支出を少なくするためにもしっかりと取り組んでいた

だきたい、そう思っております。 

 それぞれの事業は、やはり組織であります大矢野原周辺期成会、あわせて、町が持っておりま

す周辺対策協議会、この協議会は会長が町長で、副会長が期成会の会長であるし、我が議会の議

長であります。そして、各、総務課、農林課、環境水道課、建設課、それぞれの課が関係してお

ります。しっかりとそれぞれの組織で十分に協議をされて進めていただきたいと思います。 

 最後になりました。４番目ですが、予想をされます６回目になりますか、ＦＴＸ日米共同訓練。

第１回目は、平成10年11月５日から15日まで行われました。恐らく、今回予想される分について

は、オスプレイＭＶ‐22、これは、海兵隊の仕様の機種でありますし、ＣＶ‐22、これは特殊作

戦に用いる空軍の仕様であります。同時に参加すると予想されます。 

 町長の日米共同訓練に対する認識と対応について聞いておきます。ちょうど、冒頭に言いまし

たように、山都町では、きょうの朝刊ですが、山都町で日米共同訓練12月計画、オスプレイ夜間

飛行も、ということで載っておりますが、私は予期もしておりませんでしたが、大体予想される

という時期にあったので、今回、大矢野原関係の質問の事項の一つにしたわけであります。 

 このことを踏まえて、町長の認識を聞いておきます。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） けさの熊日の朝刊を見てびっくりして、きょうここに立っております。

きょうの回答書につきましては、検討してここに書いてありますが、これが突然、あのような発

表になりました。あの発表のとおりといいますか、予定につきましては、４月には、今年度中の

訓練の日時等は決まっておりませんが予定をされますという報告は受けておりましたが、きょう
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の突然の報道であります。 

 先ほど稲葉議員が予定をした中できょうの発言をというようなことでございますが、我々に対

して正式な要請であり、また、日時の部分、また、夜間飛行、オスプレイがする訓練内容等につ

いて、まだ正式な要請であり発表はあっておりませんし、全国的にもプレス発表もあっとらんと

いうことでありますが、きょうの新聞報道は熊日の独自取材の中で、私にも何回か記者が来たと

ころでございます。きょう発表したとおりでありますが、本当に先ほど来、いろんな大矢野原演

習場があることによって周辺対策等々できておるのも事実でありますが、これとそれとは別じゃ

ないかなという思いでおります。 

 やはり、これだけオスプレイにつきましては、ここ数年、またここ数カ月の間に多くの重大事

故を起こしとる部分であります。きょう、普天間については、操縦士のミスによる事故だと報道

が、ちょうど同じ紙面に載っとったところでございますが、そういう部分を含めながら、非常に

安全性の疑問がある物が我が基地の演習場で演習をすることにつきましては、我が町のトップと

して大変歓迎すべきものではありません。非常に遺憾の意を持っておるのは事実でありますし、

しかしながら、この演習が我々の意のように中止になるということができるかどうかは私もわか

りませんが、やはり町民の一人として、また代表として、やはりできれば飛行中止を、演習中止

をお願いできればなという思いでおります。 

 今の状況下では、説明等々の不足もたくさんあるという思いでありますし、町民の皆さんもき

ょうの新聞を見て、大変驚いておられるという思いであります。私のコメントのとおり、町民の

安心安全が確保されるような形での訓練ができればなという思いでおりますので、強く、これが

事実であれば、防衛局等々にも申し入れをしていきたいという思いでおります。 

○議長（中村一喜男君） 10番、稲葉富人君。 

○10番（稲葉富人君） 発表ではありましたが、これはあくまでも予想でございますので、も

しもこういったことが現実になって、これから当然だろうと。当然というよりか、もう必ずある

だろうと思っておりますが、町長が言われましたように、町民の安心安全、不安をなくすような

形の対応をしていただきたい。 

 これによって、今回の一般質問を終わりますが、やはり、第２次の総合計画、人づくり、そし

て、産業づくり、環境づくり、地域づくり。四つの柱と、そして、行財政のしっかりとした運営。

これに、オール山都で取り組んでいただきたいということをお願いいたしまして、私の一般質問

は終わります。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、10番、稲葉富人君の一般質問を終わります。 

 ここで10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午前11時０分 

再開 午前11時10分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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 一般質問を続けます。 

 ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） おはようございます。９月に入りまして、随分しのぎやすくなりまし

た。ことしの夏は、例年になく、何か暑かったような気がいたしております。我々、ハウス農家

としては、毎年毎年、暑さがだんだん厳しくなってきておるような気がいたしております。これ

も地球温暖化のせいかなと考えておりますけれども、世界規模でそこらあたりはいろいろ協議し

ながら、少しでも温度を下げるような工面をしなくちゃならないんじゃなかろうかという気がい

たしております。 

 以前は、私のところは、９月19日が大川阿蘇神社の祭りなんですけれども、そのときには、私

どもが小さいころは、寒くて、ジャンパーとか、ちょっとオーバーなことを言いますと、オーバ

ーのようなものを着ていたような記憶がございます。それに比べると、随分温度が高くなったな

という気がいたしております。 

 きょうは、いつも皆さん方に何かお伝えすることがないかと思って、いつも前段で考えておる

んですけれども、粋な計らいをされた村を、少し紹介したいと思っております。 

 これは５月６日に、ＢＳ-ＴＢＳでサタデードキュメント宮崎という番組がございまして、こ

れは皆さんも見られた方もたくさんおられるかと思いますが、宮崎県で一番小さな自治体のこと

なんですけれども、宮崎県児湯郡西米良村が、村長さんが高齢者の方々といろいろ懇談をする中

で、高齢者の方が東京に行ったことが一度もないと。生まれかつてですね。そういうことで、な

ら、どうにか考えようということで、募集されたら25名の高齢者の方が手を挙げられたそうでご

ざいます。 

 そういうことならば、村自体が計画して、個人負担を１万円していただいて、あとの負担は全

部村が見ましょうということが決まって、２泊３日の東京見物旅行に行かれたそうです。非常に

珍道中で、高齢者の方々ですので、おもしろおかしく言っておりましたけど、入り口の鍵ですね、

部屋の鍵も今は難しくなっておりますけれど、そこら辺から一つ、問題があったり、バスですね、

ここらあたりはカーテンを浴槽の中にやるか外にやるかということで随分といろいろな条件が違

いますものですから、その辺のことも言われておりましたが、いずれにしましても、４万、やが

てすっと５万ぐらい２泊３日ならかかりはせんかという気がいたしております。それで５万かか

ったとして、４万は村負担ということになれば、25人ですから、そこにあっというような100万

ばかりかかるというようなことで、なかなか普通のところではできないような取り組みをされた

なと思いました。 

 それで、帰られていろいろ聞かれたところが、冥土のお土産としていいことをしていただきま

したというのと、やっぱり西米良が一番よかばいと。帰ってきたとき、そういうお話をされたと

いうことで、非常に我々も、なかなか、先ほどから財政面のこともいろいろ話しがあっておりま

すけども、できることやないというようなことは十分認識をしておりますけど、今まで何と言う

か、世知辛い世の中で、ちょっとしたほっとした気持ちがするようなことじゃなかったかなと思

いましたものですから、お話をさせていただきました。 
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 それでは、発言台のほうから一般質問をいたします。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 初めに、防災対策ということで質問させていただきたいと思いますが、

一番に、防災対策はいろいろな面でいろんなことがあろうかと思いますけども、まず１に砂防ダ

ムについて質問させていただきたいんですが、これ、その次の河川整備あたりも県の管轄という

ことは私、十二分に知って質問をするわけですので、その辺はよろしくお願いしたいと思います。 

 去年の熊本地震、また、６月の大雨ということで、皆さんも御承知のように、汗見で、１軒の

家が上からの土砂で埋まったような形になりまして、非常に災害の大きかったというようなこと

でございます。 

 そういうことで、鎌野あたりの上に砂防ダムが幾つかありまして、あちらずっと、黒峰からこ

っちにかけて、菅あたりに来て、幾つもの砂防ダムがあると思いますが、こっちのほうも幾つか

小さな砂防ダムはあろうかと思いますけど、山手のほうの砂防ダムは大体どのぐらいあるものか。 

 それと、これには種類があるそうですけれども、その種類はどういうような種類があるか。そ

の辺がもしおわかりになったなら、ちょっとお知らせばいただくならと思います。その辺、よろ

しいでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） ただいまの御質問でございますけれども、数については私のほう

でもちょっと把握しておりませんが、恐らく、山深いといいますか、奥のほうに行きますと、恐

らく、砂防事業によるダム、それから、治山事業によるダムというのがございます。治山事業に

よりますと、今度は県の林務課になります。私ども建設課で要望いたしますのは、治山ダムのほ

うでございまして、内容としましては山を守るのが治山ですね。農林のほうでするやつと、私ど

もでしております砂防というのは、下流域にある人家とか耕地を守るという目的が主でつくって

おりますので、形状は似てはおりますけれども、多少の形状は違うといったところでございます。 

 数につきましては、県のほうにもう一回確かめて、両方の課にまたがりますもんですから、確

かめて御報告をさせていただきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 数はわからんならよろしいです。どのくらいあるかなと、もしそこで

おわかりならちょっと聞きたかったんですけども。 

 それで、私も、鎌野集落のほうから要請がございましたもんですから、黒峰川の砂防と、鎌野

川の砂防を見させていただいたんですけども、同じ砂防ダムにしても取り除かれる砂防ダム、そ

れと、そのままの状態でずっと置くというか、止めだけの砂防ダムがあるということ鎌野で言わ

れたんですけども、この前行きましたところ、現地の人の案内で行きましたけれど、まだ余裕が

ありますし、今すぐということではございませんけども、ある程度、汗見のことがありましたも

んですから心配されて、これがずっと上からいったら、今、どのような災害が起きるかわからん

ような状態の豪雨が降りますから、その辺、心配されて言われました。そのあたりの、取り除く

というのが今までにされたような経過はありますかね。 
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 それともう一つなんですけど、これ、県の管轄ということだったんですけど、ちょうどこの前、

委員長研修で上益城の振興局長の村上さんと思いますけど、お会いしたときに、いろいろ話す中

で、やっぱり砂防とかそういう災害に関するような事は、町と県とが共有して、お互いにそこら

辺のことを理解していっていくのが本当であるというようなことを言われたもんですから、あえ

てこういう格好で一般質問に上げたんですけれど、そこあたりを考えよくと、災害が起きたとき

には、私たちに言わせれば、町だろうが国だろうが関係ないわけなんですよね。要するに、災害

が起きたらば、そういう管轄の違いというようなことじゃないと思いますので、その辺をお伺い

したかったわけでございます。 

 それと、砂防ダムについてはそういうことでございますけれども、ある程度、何カ所かある中

で、ほとんど取り除くとか何かは、いっぱいになっとって取り除くべきところは取り除いてある

のか、そのあたりはですね。そのままの状態なのか。その辺はいかがですかね。そこらあたりも

県の人たちが巡視の形で見て回って、ああ、ここは取り除かにゃいかんなという格好で取り除か

れるんだろうと思いますけど、その辺のことは何も情報は入っとらんですかね。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） お答えをいたします。これは県に一応を確認しましたし、うちの

担当のほうも確認したところでございます。そのほとんどが取り除かれていないと。いっぱいに

なりましたら、その上下流にまた新しいやつをつくるというのが基本で今、進んでおるというと

ころだそうです。 

 ただ、まれにダムをつくるときに仮設道をつくります。その仮設道が残っておれば取り除くこ

ともありますということで県からはお聞きしたところではあります。 

 ただ、近年は、ダムもちょっと形状が変わっておりまして、通常、全面コンクリートじゃなく

て、スリット型といいまして、中に鉄骨を入れまして木の根っことか大きい岩はそこでとどまる

というような施工も各地で多く施工されておるようでございますので、山都のほうでも数件そう

いうのができているようでございます。そういう工法で、今、つくられておるという報告をさせ

ていただきたいと思います。 

 それから、県と町との連携も、今、お話をされました。私どもでは、地元のほうから要望があ

りましたら、全て、県の河川についてもそうなんですけれども、一応、我々が受けとりまして、

そして、県のほうの土木に要望として出すようにしております。 

 せんだっても、県の事業のヒアリングが年に１回ございますけれども、ちなみに今年度、治山

の砂防は１件上がってきておるところでございます。 

 先ほど言われますように、昨年の大災害からそういったところに目が届くようになったという

のが現状でございまして、急傾斜も、いっぱい、今、要望が上がってきておるというような状況

でございます。上がってくれば私どもは、とめることはなく、県のほうにすぐ上げるようにはし

ております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。 
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 砂防ダムはそれとして、今、非常に木材の伐採が進んでおりますね。どこそこ、非常に赤肌が、

地面が見えとるところがたくさんございます。そこあたり、植林をされとるならいいんですけど

も、植林がされない部分もかなりあろうかと思います。それで、そこあたりの対応もですね。大

きな伐採をしてあるところもございますし、ちょこっとしたところもありますし、伐採の仕方に

よっては、何て言うんですか、皆伐と間伐がございますけども、間伐もある程度切ったなら集積

するというようなことが基本というような話ですけども、切ったままのところもかなりあると聞

いておりますし、そうなったとき、集中豪雨が来たとき、どこそこにかかって大変なことになる

というようなおそれもあるということですので、そのあたりはいかがですかね。担当は違うと思

いますけれども、そこあたりのことは森林組合さんを中心に補助金の分があると思いますけども、

役場もそこらを把握でもされるようなことありますかね。全然、部署違うという格好で何もされ

ないのか。そのあたりはいかがでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 先ほど言われましたように、ほとんどが森林組合の補助等を使っ

ているところが多いかと思います。 

 ただ、面積によりまして、こちらに届け出制度がございますので、ある程度の面積がいきます

とですね。その面積が小さいところは出てきませんけども、大規模にするところはこちらのほう

に届け出を出さなくてはならないというような規定がございますので、そういったところは把握

できると思いますので、つけ加えたいと思います。 

 それから、言われましたように、確かにこちらから見ますと大分切ってあるなというところも

ございます。そういうところは私どもも大変危惧しておるところです。実際に、下に人家があっ

たりしますもんですから、そこらはちょっと気をつけて見ていきたいなと考えております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 次は、避難所の確保は万全かということで質問をしたいと思います。 

 昨年の４月、６月の災害後、避難所の場所が変更になったところはどのくらいありますかね。

全然ないということはなかろうと思いますし、非常に災害が大きいところが、今、多なっとるも

んですから、避難所はここじゃいかんと、いろいろと変更になったところが多少あろうかと思い

ます。その辺のことがありましたなら教えてください。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 避難所についての御質問でございます。 

 本年６月に開催をしました山都町防災会議に合わせまして、今おっしゃいました避難所等の見

直しを行っております。 

 まず、避難所等の定義について少し説明をさせていただきたいんですけれども、災害の危険性

があって、非難した住民等、災害の危険性がなくなるまでに、必要な期間滞在をさせ、または災

害により家に戻れなくなった住民を一定期間滞在させるための施設を指定避難所という言い方を

しております。 

 本町では主に千寿苑ですとか、清和、蘇陽両支所などの管内の公共施設を中心に14カ所を定め
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ているところでございます。これについては、従前は32カ所としておりましたけれども、さまざ

まな要件、条件を勘案しまして、今回、14カ所に数値を改めたところでございます。 

 また、これに対しまして、災害が発生して、または発生するおそれがある場合に、その危険か

ら逃れるために緊急に一時的に避難する場所として、指定緊急避難場所ということで、これは61

カ所設定をしております。先ほど言いました千寿苑や蘇陽、それから清和両支所などを含めた公

共施設、それから、体育館、地区公民館などを加えた内容になっておりまして、これは61カ所と

いうことになっております。これはほぼ、従前の数と変わらない数になっております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。 

 ちょっと固有の名前を出しますけども、旧朝日西部小学校ですね、あそこが避難所から変わっ

たという話も聞きました。これはこの前、確か２番議員の藤原議員のほうからも質問があっとっ

たと思いますけども、あそこから清和研修センターかな、あっちの清和の支所のほうに避難所が

変わったという話も聞いたんですけども、その辺のことはどうかなと思ったんですね、私自身が。

清和支所というのは随分距離感もありますし、私が思うのは、避難所というのは一番近くて安全

なところがベストと思いますし、果たして西部小学校跡あたりが、一番私は、あの地域では高台

でもあるし、がけ崩れのあるところでもありませんし、一番ベストのところじゃなかろうかとい

うふうな気がいたしておったんですけども、変更になったって。さっき言われたように、緊急の

場合といろんな場合でその辺が変更になったかというふうに思いますけども。 

 ただ、いつだったかな、これ。生涯学習課長だったと思いますけども、その辺のことば、一遍

言われたことがあったですもんね。緊急的に、改修よりも、後からまたちゃんとした対応をする

って言われたことがあったけど、いつだったかなこれは。確か、応急的な処置にとまっている。

今後は、避難所として整備していくと生涯学習課長が言われたけん、そこら辺ば考えると、総務

課と生涯学習課長のあれが全然できとらんとじゃなかろうかって、そぎゃん思いましたものです

から、その辺はいかがですかね。 

 最終的には、とりあえず改修が要るから、金も要るからしばらく待てと。で、清和支所のほう

にいって、後から改装とかちゃんとしたことができたら、また避難所はこっちのほうに戻すとい

うお気持ちなのか。その辺はいかがですかね。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） まず、指定に当たりましては、今、議員からもございましたよう

に、いろんな役割を果たすために、管理条件ですとか立地条件、それから、構造条件、そして、

耐震条件等が含まれます。今回の今、おっしゃいました朝日西部、これは体育館ですね。これは

実は、今回、指定から外させていただきました。その中で、なかなか前回の熊本地震の影響を受

けて、今回、体育館としての利活用を今後図ることが困難だということでございましたので、私

どもとしては現有施設の中で、今申し上げましたような条件に合致しないということで、今回、

その指定から外したところでございますけれども、これも地区的なことで議員さんのほうからお

話がありましたので、そのことについてお答えをいたしますと、朝日西部地区につきましては、
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現在、花高原、こちらを建設作業員の宿泊所として、今、整備を進めているところでございます。

この花高原、御案内のとおり、ホールがございますので、そういったところの、今後、避難所と

しての利活用ができないかということで、今、関係課とも協議を進めております。もちろん、う

ちの防災係、それから、教育委員会とも話をして、そういった方向で今後進めていきたいなと思

っております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 大体のことはわかりました。地元の人が言われるのは、区長に話がし

てあったけれども、住民の私たちは知らん部分もあったし、非常に不満と。今のところはどうし

てでけんかと言われておりましたものですから、そういうことはやっぱり住民の皆さんに周知す

るようにしていただかんと。区長さんによっても違いましょうし、区長さんが聞いとって、みん

なに周知とかがなかった場合は非常に不満が出てくるだろうと思います。その辺のことも徹底し

ていただくならばと思います。 

 続きまして、河川整備についてですが、最近は大矢川筋に私も田んぼを持っておりますけども、

最近、しょっちゅう大雨でつかります、田んぼが。昔はそういうことは全然なかったんですけど

も、どこもかしこもコンクリの道になってしまって、直通に流れてくるとも一つの原因かと思い

ますけれどですね。 

 前、菅原工場が水害に遭ったときは平成８年だったと思いますけど、今、あそこはかさ上げし

てあるから、その辺は非常に十分大丈夫になっておりますけども、その下流あたりが、やっぱり、

カーブしたところあたりの土砂がたまって、その上にヨシがはびこっとるわけなんですよ。この

辺も県へのお願いを、町からもすべきじゃなかろうかと思うんですよね。上流のほうはきれいに

して、下流のほうはせんもんですから、やたらと来るわけなんですね、正直言うと。毎年大雨が

降ったときには必ず、田んぼあたりが水害を受けまして、その辺がかなわんことはなかろうと。

交鶴線があったのを御存じの方もおられると思いますけど、非常にひどいです。 

 そういうことでありますし、それと、今、ちょうど集落から川に近いところは、コンクリート

舗装で川のほうさへ降りるようにしてございます。これは消防あたりのポンプ車とか、河畔あた

りに持っていって、どやんか、給水管でん、つけて、送るというようなことがでくるような状態

にしてあっとだろうと思いますけれども、ほとんどヨシで隠れたような状態になっております。

そういうことを、地元の人、その地域の人がすればいいんですけど、なかなか高齢化とか何かで、

集落の道切りあたりもままならんような時代になって、何とかそのあたりがならんかなという気

がいたしておりますけれども、その辺の認識を持っておられたのか。消防あたりのことを考えれ

ば、今、消火栓とか、防火用水あたりがありますけども、大火になったらそこらあたりで間に合

うかいというようなこともありますし、そこあたりも何か認識があるかどうかちょっと、お願い

します。済みません。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 十分認識はございます。わかってはおります。これは、県に、随

分その都度要請はしておるところです。特に、除草作業につきましては、県のほうから委託とし
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て私どものほうに補助金が来ておりますので、地区割り当てをしまして、大体15河川の30カ所ぐ

らいは、今、地元の方々に切っていただいておるというところでございます。 

 ただ、たまっとる土砂をのけるという浚渫工事なんですが、それはなかなか進んでいないとい

うのが現状であります。せめて人家があるところは切迫詰まったところで、災害が非常に危惧さ

れますので、それだけでもちょっと考えてくれという要望は強く言っておるところなんですが、

なかなかやっぱり、この前ヒアリングでも言いましたけれども、昨年の災害でどたばたしておる

というのが現状でございまして、済みませんがという県の回答ではございました。 

 ですから、私どもも、一応そういう認識はしておりますので、要望は行っているというところ

でございます。 

 先ほどありました、カーブの改修とかいうことも含んだところでの質問かと思います。それに

つきましても、実は、清和地区では、安方のほうですか、あちらのほうで、一応計画はあるとい

うようなことはお聞きしました。 

 ただ、須原のほうですね。あちらのほうも議員から、以前から私どもにお問い合わせがありま

したけれども、あれについてはどうですかということを県に尋ねましたところ、今のところ、そ

こはまだ計画としてはないという返事をいただいたところでございます。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。県が買収しとるところもまだあるわけなんです。何も

手つかずのところが。そこはつくってもよい、耕作してもよいという話だったんですけど、誰も、

年を経るごとに荒れてしまって、竹やぶとか何かなっとるのも非常にありますけどですね。まず

財政のことと言われるけれど、そういうことをずっと積み重ねれば、またそこに手が要って金が

要るというような形になろうかと思いますもんですから、財政のこともわかりますが、そのあた

りも、県あたりにちょっと行っていただいて、少しでも改修ができるようなことをお願いするな

らと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 次、２番目に行きたいと思います。 

 職員の待遇についてということですね。非常に職員の方々も、去年の地震、そして６月の大雨

ですね。これで残業も大変されて、心労ともに非常にきつい面があったかと思いますし、私ども

一般人として、非常に職員の方には感謝を申し上げたいと思います。 

 それで、地震のときもでしょうけれども、災害のとき出られるのはもちろん出られるというふ

うに思いますが、ここの残業はどぎゃんなっとるかなと。皆、一昼夜おられることもありましょ

うし、途中で交代されることもいろいろありましょうけど、そのときの基本的な考えですよね。

それは町として、それはいたし方ないという格好のものなのか、災害だから仕方ないということ

だろうか、そぎゃんこともあろうかと思いますけれども、今、残業で非常に、電通あたりから、

あれが一番初め、過労死とか、いろいろ、自殺とかありましたですよね。その辺で非常に残業ち

ゅうことにはぴりぴりされる企業はあろうかと思いますけども、役場にもタイムカードが設置し

てあると思います。私どもも、218号線通るとき、遅なったときも、駐車場あたりどぎゃんかな

と思い、こっちを見れば、やっぱり随分車がとまっております。そうするとこれ、残業されとる
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のは間違いないと思いますし、これは果たして、ある程度、どうですかね。月に20時間とか二十

何時間という残業という上限を聞いたことはございますけれども、ほとんどがサービス残業じゃ

ないかということをちょっと感じましたもので、その辺はどうなのか。 

 そうするならば、要するに仕事面の、何か改革が必要じゃないか。人手が足らんなら、そこら

あたりのことも考えにゃんいかんし、今はたまたま大災害があってこういう状態だろうと思いま

すけど、日ごろ、そういうことはどうかなと思いますし、今、ＯＡ機器、パソコンがずっと発達

しておりますね。昔は、何ちゅうですか、事務んこつはみんな手書きというようなことだったん

ですけど、今はプリンターもあるし、ファクスもあるし、いろんなものがありますから、そのあ

たりでまでも人が足らんかな。そこまで残業をしなくちゃならんかなということも思いますもん

ですからね。 

 ある企業あたりの大きいところは、今、週３日制のところもあるそうですもんね、そのあたり

は。仕事を効率よくするためには、いろいろこの間、話もあっとったんですけども、電話応対は

課長がするとか、あとは部下に仕事は皆させると。そういうような話もちょっとテレビかなんか

であっとったんですけど、そのあたりのことをしていかんと、職員の方々も家族を持って小さい

お子さんあたりもおられるところは大変というような気持ちを持っておりますけど、そのあたり

のことはいかがでしょうか。どういう考えでおられますでしょうか。最後に町長も後で回答お願

いします。総務課長からよろしいです。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） お答えいたします。昨年の熊本地震、それから、続きます集中豪

雨災害の対応ですとか、こういった復旧復興関連業務の増加によりまして、御指摘のように、職

員の時間外労働の増加などで過重な労働にさらされているという、これは新聞報道でもあったと

ころでございます。 

 これは、過労死や心の病につながることが懸念をされますので、今回被災をしました、特に市

町村におきましては、その対策は急務でありますし、喫緊の課題といえます。 

 一般的に、過労死ラインとされておりますのは、月80時間以上の時間外労働でございます。さ

らに、厚労省が、労災認定等で過労死と、その因果関係の判定基準としますのは、２カ月連続で

月80時間以上、また、月100時間以上ということになっております。 

 昨年の８月に安倍政権が閣議決定をいたしましたけれども、経済対策の一つであります働き方

改革、これにおいても長時間労働の抑制が掲げられております。これは、議員からもありました

ように、健康の確保だけではなくて、仕事と家庭生活の両立を困難にしている、そして、少子化

の原因にもなっている、こういったことを阻む原因が長時間労働にあるということで、強く変革

が求められているものであります。 

 さて、本町の時間外の勤務の実態をちょっと御説明したいと思いますけれども、特に復旧事務

を直接担当する部署にありましては、地震と豪雨災害後の、昨年６月から本年２月までの間とい

うのは昼夜分かたぬ勤務でございまして、月80時間を超えている職員も中にはおりました。28年

度の時間外の勤務時間のトータル時間数でいいますのは、3,500時間にも上っております。これ
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は単純に時間外勤務をいたしました職員数で割りますと、１人当たり年間150時間程度に上って

いるということでございます。 

 また、この手当てにつきましても、28年度予算で御案内のとおり、追加補正を数回させていた

だきました。予算額としましては9,300万円ということでございますけれども、実績支払い額と

しましては8,700万円を支払っております。これは、平年ベースでは約2,000万円前後ということ

になりますので、大体４倍以上の支払い額となっております。これも、単純に職員に、平均36万

円ということになっております。 

 しかしながら、本年３月からは、徐々に時間数も減少してまいりました。この７月に最も多く

時間外勤務を行ったものでも、月25時間でございまして、ピーク時に比べますと約４分の１程度

に減ってきております。平常時に戻りつつあるのかなと感じておるところでございます。 

 もちろん、この間には、土改連の応援ですとか、任期付職員の採用、それから、近隣の町村か

らの応援等々の体制も十分とってきているつもりではございます。 

 ただ、被災した町村の職員といいますのは、復興を進める上で大変重要な役割を担っていると

いうことは申すまでもございません。これも議員御指摘のように、過労死や長期休暇などを防ぐ

ためにも、さらに勤務実態等をきちんと把握をして、適切な労務管理と心のケアに努めていきた

いと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 災害時のそれはよくわかりました。ただ、その点わかりましたけども、

日常そういうことを頭に入れていただいて、やっぱり改革することは改革して、仕事の内容あた

りも精査するべきじゃなかろうかと思います。 

 残業あたり、私も過去、月120時間から130時間したことがございますけど、職員の方々の残業

はどのぐらいかということも頭に入れていく必要がありゃせんかと思いますし、恐らく、公務員

さんあたりは、要するに自治労か地区労か知りませんけど、その辺ちゃんとしておられるから把

握をしておられると思いますけども、個人個人がですね。民間会社は就業規則というのがありま

す。就業規則は誰でも見られるご、なっとります。誰でも見られるところに置かにゃいかんごな

っとる。だけん、いろいろしたら、きょうは残業したけ、どのぐらいなのかなと、個人で見られ

るわけですね、自分で。自分で把握ができる。上からじゃなくして、給料もろたて、ああ、これ

だけと見らんでも自分で計算がでくるけん、どのぐらい残業したなら、ああ、10時から以降は深

夜手当とかいろいろありますから、その辺のことを考えられます。 

 そういうことを踏まえて、労使あたりでいろいろ交渉あたりするときも、そげんことさるっだ

ろうと思いますけど、少なくとも、住民の皆さんにわかるような、皆、残業はこれしこやっとる

ばってん大変だなというようなことがわかられるようなシステムや情報を開示していただきたい

し、職員の方々もそこら辺な、自分がそこ辺のところは把握できるようなことをしていただくな

らばというふうに思いますがいかがでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 議員御指摘のことにつきましては、大変ごもっともなことだと思
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っております。労基法とか、おっしゃっているのは労使協定等々もきちんと締結をしながら、よ

り適切な業務に職員が従事できるように、今後とも労働環境の整備についてはきちんと意を用い

ていきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） ついでに、ちょっと入れ変わりましたけども、町外の居住の職員につ

いてちょっと質問させていただきます。これはいつだったかな、質問の中で、平成27年６月の定

例会ですかね。現在の職員数は、そのときには349名と。合併時から70名の削減をしたというこ

とをおっしゃられております。それで、さっきの一般質問の中で230名という職員の数が出まし

たものですから、今、これだけ減ったのかなという疑問を持ちましたものですから、そのあたり、

正式には何名でしょうか。教えてください。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 先ほどの二百数十名というのは、病院ですとか現業職の職員を除

いた数で言ったものございまして、４月１日現在の全職員数は325名でございます。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） これは全部含めたところですね。 

 それと、こういうこつ、聞いていいかようわかりませんけど、いわば嘱託さんとか、臨採の

方々はこの中に含まれとるですか。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 正規の職員数でございますので、含まれておりません。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） ではほかの方はどのぐらいおられますか。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） ここではちょっと正確には、人数、私も調べておりませんけども、

約100名程度じゃなかったかなと記憶しております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） この前、そよう病院の運営審議会かな、あそこであったときに、そよ

う病院は職員数が66名と。町外から来られる方は、熊本市あたりもおられましたけど、一人ぐら

いだったと思いますけど、15名というようなことを言われたと思っとりますけど、今、ほとんど

がこっちのほうに大分移られたと思いますけれども、どのくらい町外からこっちに通勤しておら

れる方がおられますか、職員の中で。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 全体では325名の職員数のうちに、町外からの通勤者というのは65

名おります。割合では20％となります。 

 今、そよう病院のお話が出ました。そよう病院の町外居住者のほとんどは看護師ですとか、医

療技術者等の有資格者でございます。御案内のとおり、転職者も非常に多く、必要な有資格者を

得るためには、おのずと町外からの採用もやむを得ないと考えているところございます。 
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○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） さまざまな理由があることはわかっております。そういうことで、こ

の前ちょっと、町長が何かお願いをされたというようなことが耳に入ったんですけど、どういう

ことをされたのか、まず町長にお伺いしたいんですけど。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） お答えします。一番初めの就任の挨拶でもその部分には触れましたが、

６月の初めだったと思いますが、職員組合の方々と協議をする場を持ちました。その中で、やは

りまちづくりをするには、やはり住みよい町に住んだ職員であってほしいなということを言いま

した。今、定住化促進、特に仮庁舎跡地に分譲等々も計画をしております。 

 いろんな理由の中の一つに、今、現在進行中で、ことしもうちの近くの職員の方が町外に住宅

を建てられました。住宅地がない、住宅地がない、適地がないという理由が、私たち、ここ数年

聞いている中でも何件もあるということでありますので、ぜひそういう形の中で、今回の分譲地

に職員の方も優先的に入っていただきたいなという話の中で、執行部の方、20名近くだったと思

っておりますが、そういう話をしました。 

 先ほど、自治振興区の話もありました。それと同様に、去年の大災害の対応についても、やは

り、職員間で遠隔地におられる方々との対応の差は大分あったというようなことでありますので、

そういう部分も含めながら、やはり、これだけの山都町をつくりたいと。町の基本方針として人

口減少をとめたい、老齢化をとめたい、小学校の統廃合をとめたいという中で、やはりいろんな

事情があろうと思っておりますが、先ほどもあったように、特に教育等の問題等につきましても、

矢部高校をどうにかしたいなと町を挙げてしておる中で、町に勤めておる方々が町の施策に反す

るようなことじゃいかんじゃないかなと。これはいろんな事情はあります。先ほど、憲法の話ま

でありましたが、個人の自由の部分について何も拘束するものではありませんが、町を愛する人

が町の職員になっていただいとるという思いでおりますので、そういう思いをみんなで持ってほ

しいなと。 

 すぐすぐ今、ことし、来年、再来年、すぐに町に帰って住居を構えてほしいとは言いません。

ぜひ長い立場の中で、職員の方、そういう思いを持ってほしいなという考えは職員組合の方にも

お話しておりますし、いつの場でもそのような形で発信をしておりますので、ぜひ理解を。今、

言われるような、また、課長が言った数字もそのままだという思いでおりますので、そういう部

分も含めながら、今後、いろんんな発信を職員の方ともやっていきたいなという思いでおります。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 私も今、町長がおっしゃるとおり、同感でございます。ぜひ。やたら

と理由もあると思いますけど、子供さんの方、家庭の問題とかいろいろあって、町外の方もおら

れると思いますけど、ぜひ山都町に、この広大な場所がございますので、ぜひ住んでいただきた

いと思います。 

 防災面もいざというときに、すぐ駆けつけられるようなことが一番かと私は認識をしておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 
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 それで、あそこの産山村ですね。ここがちょっと、職員にお願いとか、条例かなんか定められ

たと聞きましたものですから、電話で聞いてみました、総務課に。どういうことをされたのかと

聞きましたら、あそこ、産山村は人口が1,540人ぐらいの、わりかし小さな村ですね。昔の清和

よりもちょっと小さいぐらいかなと思いましたけれども。それで、村外からの通勤は50％だそう

です。そして、やっぱり一ノ宮とか、阿蘇町とか、そっちのほうに家があると。そうすると、一

番の要因、原因は、高校の問題だそうです。それでやっぱし、どうしても、部活とかいろいろあ

ったときなんかに遅くなったりするという格好でそこら辺に住居を置いておられる方が非常に多

いというような話をされました。 

 それで、議会からもいろいろやかましい話が出ましたということで、条例を定めようというこ

とで、５キロ以上は、一律4,200円だそうです、通勤手当が。そういうことで、山都町は、高森

峠からこっち、非常に遠いもんですから、これに当てはまりませんけれど、どこの町でもそうい

うこつは皆一緒に考えとるんだなと認識したわけでございます。 

 そういうことでございますので、何もこんなことをせという意味じゃございませんが、こうい

うことも行政はいろいろ考えとるというようなことを、おつなぎさせていただきたいと思います。 

 時間も随分過ぎましたので、３番の企業誘致に移りたいと思います。 

 今までも、何回ともなく私は企業誘致のことについて質問をさせていただいとるんですけども、

まず、言えば、そぎゃんとは来る企業はおらないというのが通例の話になっております。 

 しかしながら、過疎対策とか何かば考えれば、十二分にそこらあたりを審議してお願いするこ

つばせにゃいかんというようなこともありゃせんかと思いまして上げたんです。 

 この間、県の新聞に載っとったんですけど、重さちゅうんですかね、あれが、だんだん北部の

ほうに行っておるという格好で、人口が多いところ、それはそうであると思いますけども、合志

とか菊陽、大津、あのあたりが非常に人手も多くなったと。企業も多いですよね、物すごく。本

田技研関係の会社も相当あろうかと思います。 

 それで、私は思うのは、北中島までは30年ですから、再来年の４月１日からですよね、開通、

供用開始となれば随分近くになるし、市内どこに行くにしても。それもそれなんですけども、や

っぱし通勤していくのは、何年も住むと、行き来しよると疲れとか何か出てくるなら、やっぱり

その近くに住居を構えるというのがほとんどじゃなかろうかと思います。それで、この前からも

言っておりましたんですけど、早目に企業誘致あたりをするならば、ある程度の場所を確保して

せんと、これは１年や２年でその話がでくるもんじゃありませんもんですから、10年なら10年、

５年なら５年のスパンを切って、そこら辺をする必要がありゃせんかということを思っておりま

す。 

 それで、どうですかね。この前、林業関係、農業関係の企業さんが進出してこられた等々、聞

きますけど、ある生産者の方が立ち上げたとも聞きますけれども、そのほかに何か、特別なこと

をするような企業は何にもございませんかね。話もないんかなと思って。そのあたりは副町長、

いかがですかね。御存じあるならば。副町長は後からでよかですよ。ほかの部署でんよかですか

ら、課長から。 
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○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 地域の活性化について、やはり企業誘致が一番の特効薬といいまし

ょうか、決め手だと思います。 

 しかしながら、合併後の山都町におきましては、製造業に関しては主だった誘致実績が今のと

ころございません。これはやはり、企業が人件費の安い海外進出を施行しているということ。ま

た、国内においても非常に誘致合戦が熾烈でございまして、ある程度の工業団地、用地を準備し

て、また優遇策も非常に手厚いもの用意してやらないとなかなか企業が来ないという状況があり

ます。 

 山都町の場合、先行して企業用地をつくるということは、非常に土地の問題もありますし、大

きなリスクもある。もし、来ない場合は塩漬けになる可能性もあるということで、なかなか用地

を準備して待つということは難しゅうございます。 

 しかしながら、山都町のよさといいましょうか、非常に自然が豊かである。また、廃校を含め

て空き家、あいている土地も比較的あるということで、大規模製造業というのは難しゅうござい

ますが、例えば、ソフト関係の企業、幸い、山都町は議員御指摘のように高速も開通しますし、

本年度中にはネット環境が、光ケーブルが完全に布設されますので、そういったソフト関係の企

業、また都会におきましてそういったＩＴ関係の企業というのは厳しい環境の中で仕事をされて

おりますけれども、こういった自然豊かなところで、サテライトオフィスといいましょうか、自

然の中でゆっくりと、いろいろ知的作業をするというようなことを試行する企業も多いようでご

ざいます。ですから、大規模企業ではなくて小規模、ソフト関係の企業とか、そういった企業に

的を絞って誘致活動していくということも、これからの町の方向としてあるのではないかなと思

っております。 

 詳細については、続いて、企業誘致担当の山の都創造課長より説明をさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 企業誘致につきましては、やはり、大規模の企業誘致は非

常に難しい現状がございますけれども、今、副町長が申しましたとおり、ＩＴ関係とかというこ

とでは誘致をしっかり応援していきたいと思っております。 

 ことし、まさにＩＴ関連のインターネットビジネスを浜町商店街の空き店舗で行うと。起業し

て誘致するということが決まりました。これは県のほうも、そういう小さな企業誘致についても

しっかり応援していこうということで、５名以上の雇用を確保すれば財政支援、設備投資の支援

もするというような協定を、今度、県と町が、企業立地課と協定を結びまして、積極的に進めて

いこうということで、今、計画しておりまして、実際、１企業が７月から準備を始めております。

そういった空き店舗に、少しずつＩＴ関連、そういったものを進めていきたいと思っております。 

 それから、企業立地法がことし６月２日に改正になりまして、地域未来投資促進法と変わって

まいりました。これは、成長が望まれる新しい企業を国が応援するということで、これについて

は、県、国と事業計画を策定して、来るべき企業誘致に備えようということで、そのことについ

ては町も早急に県との協議をして計画書をつくりました。 



- 53 - 
 

 これはどういうことかといいますと、高速道路ができたときに新しい企業が出てきて物資の集

積地になるということで、この計画書をつくっておきますと、そこの地域を選定した企業が来れ

ば設備投資、あるいは財政的な支援、固定資産税の減免措置とか、特区とよく言われますけれど、

それをするまでもなく支援をしていただくということが新しい法律でできましたので、早速、そ

こについては計画書をつくりまして、今度はどこにそういう土地を選定するかということを、今

後、検討していきたいと思っております。 

 これからやはり高速道路ができますと、新しい環境ができますので、そういったところではし

っかり対応できるように、今、準備を進めているところであります。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。私も大規模な企業誘致、そういう意味で言ったわけで

ございません。 

 ただ、先ほど言いましたように、動向がみんな、菊陽とかあっちのほう、みんな北部のほうに

行ってしもうとるからですね。こっちを見ると八代から、うちあたりも一緒ですけれど、山都も

一緒ですけれど、南部のほうを何とか、少しでも県にも考えいただいて、特区という申請ができ

ないかと思ってそこに重点を置きたかったんですよ。だから、県のことをよく御存じの副町長も、

県にちょっと言っていただいて、やっぱり少しでもこっちに、小さな企業でもよいから、分散さ

せるような特区制、そこ辺はできないかと。このあたりは、県の先生方とか国会あたりも通じて、

少しでもばらつかせられるようにしてこんと、向こうばかりにして集中して、だんだん過疎化は

進むは、そうなっと人がまたおらんごんなる。誰が見るかというのは、これは大きな問題と思う

んですよ。 

 私、こういうのが、どこでも東京一極集中、そやんこつ、福岡もそやんですが、だんだんだん

だんそやんなっていきよっじゃなかですか。そこら辺を是正してするには、やっぱり行政の力、

国の力、県の力、町の力がぜひ必要と思いますよ。そういうこともぜひやっていただきたいと思

います。 

○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 県の均衡ある発展という意味においては、今、北高南低という形に

なっています。北のほうがある程度活性化しているのに、南のほうは非常におくれているという

ことで、県も南部に対しては重点的に支援すると申していますし、中山間地における山都町を初

めとした周辺地域におきましても、県の均衡ある発展という観点から、県においても力を入れて

いだたきたいと思いますし、私も県に席を置いておりましたので、県の企業立地課等へ行きまし

て、そういった地元の要望、声も届けていきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） よろしくわかりました。よろしくお願いしたいと思います。時間も随

分迫っております。 

 次、農業災害ですけど、簡単でよろしいですけども、災害で40万円以下の申請がどのくらい数

があったのか、その辺をちょっと教えていただきたいのと、先ほどの普及の今後の見通しはとい
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うことは町長のあれでもあったから、その辺は時間もございませんので、どのくらい申請があっ

たか、その辺のことを教えてください。 

 それと同時に、実際に個人で工事を済ませとるところあたりのものはどういう扱いになっとか。

恐らく、それも申請に上がって認めるという話だったと思いますので、その辺はどのぐらいあっ

たのか、ちょっとお知らせください。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 災害40万以下の申請ということで、７月19日、蘇陽地区を皮

切りに９月７日まで申請を受け付けたところでございます。９月７日現在で申請者数が515名、

申請件数が1,653筆という実績が上がっております。 

 なお、今後の事業の進め方といたしましては、復旧に要した事業費が確定した分につきまして

は、交付申請等、請求等の処理を行いまして、年内の支払いを予定しております。 

 なお、復旧未済み分がございます。恐らく、この秋の収穫後に復旧に取り組まれると思います

が、今後も、復旧完了後の随時の受け付けとなると考えております。 

 必要な書類としましては、作業日誌、領収書、現場写真等がございますが、窓口に来ていただ

きますと書類を作成できるまでにとどめておりますので、今後も受け付けをしていきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 自力でした分はどのくらい。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 今のが自力復旧のやつでございます。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。よろしいです。ありがとうございました。時間もござ

いませんので、いろいろ非常に災害が多かったということにつきると思います。一刻も早くその

あたりが、うまいこと復旧になればええと思っております。 

 最後になります。もう４分ぐらいしかありませんので行きたいと思います。５番の鳥獣処理加

工施設についてお尋ねをしたいと思いますが、これも簡単にいきたいと思います。 

 処理能力と捕獲数量のバランスはということでお願いしとったんですけども、これは処理能力

が１日当たり５頭という話を聞いております。 

 それと、そこに多くとられるところには話をしてあるそうですけども、１時間以内が30分以内

という話も聞きました。その辺のほうは変更になったのかどうなのか。 

 それと、バランスちゅうのが、５頭の処理能力しかないのに、とれたなら、皆、わっと来たと

きの処理の方法はどうするのか。いわば、冷蔵庫とか何かに入れておくのか。先物どりで連絡す

れば、５頭しか入れないのか。その辺のところ。 

 それともう一つ、よかとこどりっちゅうですか、悪いところははねらるって思うとですよ。そ

やんところの処理の方法ですよね。どこで処理をされるのか。 
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 その辺の問題と、あとは排水処理ですよね。これは普通の家庭の処理と同じような格好でされ

ておるのか。また別な格好の処理場でされとるのか。その辺のはどうなのか。その辺を一括して

お願いいたします。時間がございませんのでよろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） それでは、お答えいたします。処理能力と捕獲量のバランス

ということですが、御指摘のとおり、今、試算としましては１日５頭、それから、200日稼働で

年間1,000頭を処理する計画でございます。 

 捕獲頭数におきましては、現在、平成27年、28年とともに、イノシシ、鹿を合わせますと

5,000頭を超えてるような状況ということでございますので、処理能力の判断につきましては、

数年の実績を見た上での能力が確定していくと思っておりますが、この間も処理能力の向上と安

定化のために、技術者の養成が必要になっております。 

 それから、受け付けられない部分につきましての処理でございますが、まずは外見の判断を厳

しくしまして、持ち込む条件をつけております。どうしても内部的なものにつきましては、中を

解体してみないとわかりませんので、その分につきましては処理場のほうで処理をするというと

ころでございます。 

 それから、御質問にありました、排水の関係でございますが、今回の施設におきましては解体

処理後の残渣とか、あるいは、動物の油脂等々が出てきますが、グリストラップという施設を設

けております。グリストラップとは、学校の給食場にもありますとおり、残渣等を一時期、ため

置く施設でございます。その回収につきましては、町内の清掃業者のほうでも定期的に回収され

ておりますので、そういった同じ取り扱いをしていくというふうに思います。 

 それから、合併処理浄化槽につきましては、御承知のとおり法定検査等もございますので、そ

れで対応を進めたいというふうに思います。 

 それから一番大事なのが、やはり、地域住民の方との信頼関係でございますけども、本年３月

に環境保全協定書というものを米生地区の皆さんの御理解のもと、区長さんと交わしております

ので、今後も環境衛生に努めて信頼関係を築いていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） わかりました。いずれにしても、うまいこといけばいいなと私たちも

思っております。竣工式も間近のようでございますので、その辺も願っております。 

 終わります。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、５番、藤澤和生君の一般質問を終わります。 

 ここで、昼食のため午後１時10分まで休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午後０時10分 

再開 午後１時10分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 12番、中村君益行君。 

○12番（中村益行君） 皆さん、こんにちは。最近、夜は虫の声が大変騒がしいくらいします。

秋の深まりを感じますけれども、それと裏腹に、きょうの熊日の一面に日米共同訓練、オスプレ

イも来るというのが載っておって、私、またかという気持ちがしました。 

 先ほど稲葉議員の一般質問の中で、町長から、こんな危険なものは来てほしくないと、訓練中

止も申し入れたいという、非常に町民が安心できるようなコメントをいただいたところですが、

国は何でもありの、今、安倍政権ですから、何をやるかわかりません。とりあえず、そのあたり

のことを町長に聞いておきます。 

 今、北朝鮮をめぐって、国際社会、大変な大騒ぎになっています。12時のニュースでは、国連

が全会一致で制裁決議をやったというニュースが流れておりました。この挑発と制裁の応酬のエ

スカレートがどういう結果を生むか。 

 日曜日のくまにち論壇の中で、国際ジャーナリストの堤未果さんという方が書いておられまし

た。北朝鮮の核開発を非難するアメリカは、自分では7,000発もの核兵器を持っていると。国際

社会では１万5,000発あるんですよ。米中ロを中心にしてですね。そして、自分たちの保有につ

いては、例えば、核兵器禁止条約、国連でありましたね。これには反対。安倍政権は、この条約

には参加しないと。高校生平和大使が国連に行って、そのことを訴えようとしても発言させない。

それが今の安倍政権の姿であり、国際社会の姿なんですね。アメリカは7,000発も持っている。

核実験も２回もことし、やってるんです。そして、一方にはけしからんということで、こぞって

制裁を加える。この矛盾を私どもはどう解釈したらいいのか。これは、普通の常識で考えて、や

っぱり自分たちも減らすから北朝鮮もやめろということじゃないと、決して北朝鮮はやめないと

思います。 

 窮鼠猫をかむということわざがあります。追い詰められたら、ネズミは猫に逆襲するんです。

かなわんまでも逆襲する。それがあの1940年、いわゆる大東亜戦争、12月８日。日本が起こした

あの戦争は、まさに追い詰められた国際情勢の中での日本の最後のあがきだったわけですね。 

 こういうことにならないようにと、識者たちは大変警告を発しております。もっともっと国際

社会、冷静にしなさいと。何をしでかすかわからない、あのトランプ。また、どう暴走するかわ

からない北の独裁者。この２つを据えながら、ただ世界の人々は手をこまねいて見ている以外に

ないのかという思いがします。 

 その国際情勢のあらわれ一つとして、今度は大矢野原にオスプレイが数機飛んでくるというの

が、けさの熊日の記事でした。これについて通告はしておりませんけれども、町長のお考えをお

聞きしておきたいと思います。あとは通告どおりに尋ねてまいります。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。通告にありませんので、通告に従って質問をお

願いいたします。 

 12番、中村益行君。 
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○12番（中村益行君） 通告にないですが、町長のコメントがあればお願いしたいと思います。 

 私は、まず冒頭に同和問題について聞いてるんです。人権侵害の最大のものは戦争なんです。

そういう関連で、もしお答えいただければよろしくお願いします。議長が私の最後の質問を妙な

ところでとめるというのは、私は非常に不満です。これは、日本の、あるいはこの町の安全にか

かわることですから。そのことは、しかと私は不満を述べながら、聞いてまいります。 

 それでは通告どおりにいきます。その中で町長が触れるところがあればお願いしたいと思いま

す。 

 人でも、あるいは組織でも、この町でもいいんですが、その品格や文化のレベルというのは、

差別の中身によって、差別のあり方によって図られると私は思います。その物差しは部落問題だ

と私は思って、部落問題を物差しにしながら、この人権侵害、人権問題についてはずっと考えき

たところです。 

 これについて、町長あるいは副町長、総務課長あたりに、簡単でいいですからコメントをいた

だきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） こんにちは。今、中村議員の御質問にお答えしたいと思っております。 

 先ほどの件につきましては、先ほど、稲葉議員の質問に答えておりますので、何ら変わらない

ということでございます。 

 そして、町の品格や文化のレベルは差別のありようにということであります。私としましては、

品格や文化レベルをはかるのは、多くの物差しといいますか、差別とか部落問題とかばかりじゃ

なくて、いろんな部分の中で物差しはあるだろうという思いでおります。物差しの一つとして、

今言われる部落差別の問題や、部落の問題があるものと思っておりますので、多様な部分の中で

町の品格、文化のレベルのはかりようがあるんじゃないかなという思いでおります。 

 そしてまた、同和、人権問題については、これも同じように、多様な人の意見があり、多様な

行動を各住民の方々がされておるのも事実であります。しかしながら、同和問題につきましては、

長い歴史の中で、中村議員を先頭といいますか、中心となった中で、山都町、矢部町時代から取

り組んでいただいておるのも事実であります。しかしながら、今現在もいろんな部分で部落差別

が残っておるのも事実だと私も認識をしておるところであります。 

 そのような中で、去年の12月の国会の差別解消に向けた法律も制定されたというようなことで

あります。これが制定されたこと自体、まだ部落差別問題が解決をしていないあかしかなという

思いでおりますので、これにつきましては、今後とも地区住民の方はもとより、全ての町民の

方々と一体となった中で取り組んでまいりたいという思いでおります。 

 先ほど、人権侵害の際たるものは戦争という話がありました。やはり、人権の基本はまずは我

が身、家族であり、そして、地域であり、町であり、それから自治体、国の根幹にかかわるもの

と。その基本をなすのは、まずは家族だと。やはりそういう思いがみんなにあれば、早く解決す

るんじゃないかなという思いであります。 

 非常に難しい問題、心のうちと行動はみんな違うと言われるであろうかという思いでおります
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が、この心のうちをみんなで変える、変わっていくような地域社会、山都町をつくっていかなく

てはいけないという思いでおります。 

 それについては、人権センターを中心とした中で、まずは我々、行政に携わる者が率先した取

り組みを進めております。今、後でまた担当課とかからもあろうかと思っておりますが、取り組

み状況等については、また議員の皆さん方の意見等も聞きながら進めてまいりたいという思いで

おります。これぐらいでようございますでしょうか。 

 終わります。 

○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 町の品格についてのお尋ねでありますが、町長も申しましたように、

その品格をはかる物差し、非常に難しゅうございますが、私は最も大事な物差しの一つとして、

やはり町に住む人が住みやすい町であるか。この町に住んでよかった、あるいは、よその方がこ

の町に住んでみたいと思うような町であるかどうかが品格の一つの尺度ではないかと思います。 

 そうした意味において、誰でも、それぞれ個人が尊重される、基本的な人権がきちんと守られ

る、そういう町であることが非常に大事だと思います。 

 そういった意味で、中村議員御指摘のように、文化、品格というのは差別のありようによって

図られるということについては全くそのとおりだと思います。特に本町は、部落問題という長年

の問題がありましたし、差別が現実には残っていると。また逆に、昔は目に見える差別が多うご

ざいましたが、ネット社会の進展で、目に見えない仮想現実の中での差別も大変多くなっておる

ようでございます。 

 そうした中で、昨年、部落差別解消の推進に関する法律もできたところでありますが、この法

律ができはしましたが、我々がこの法律をいかに実体のあるものにしていくか。そして、差別の

ない、本当に皆さんが住みやすい町をつくっていくかということが重要だと考えております。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 今、町長の答弁、あるいは副町長も、差別のありようを何ではかるか

と。さまざまな物差しがあるんだとおっしゃいました。それはそうなんです。 

 しかし、そのさまざまな差別事象の中で、その根っこにあるのが部落差別意識だと私は思って

います。何でもない特定のところに生まれただけで社会意識が生まれてきた。違う、怖いといっ

た間違った意識が。いわゆる偏見が。それが400年続いたんです。だから、私はそこを物差しに

すれば、あらゆるものが見えてくる。どうしても木のてっぺんから、皆、見ようとしますが、や

っぱり根っこから見る。部落差別という一番底辺に置かれた人たちの生活実態、そこから見ると

いう物差しが私は必要ではないかと。 

 今、町長は、人権も平和も家族ファーストだとおっしゃいました。そのとおりなんです。自分

に重ねれば、自分のところにそれが降りかかったならばどうするかと。それが永田町の、２世、

３世の議員たちにはわからない。全くその感覚がない。お坊っちゃま、お嬢ちゃまで育っている。 

 そして、近代史を知らない。日清戦争以降の日本がどういう経緯をたどって、帝国主義、侵略

国家になっていたかという歴史を知らない。執行部の皆さんも改めて近代史を読み直してみてく
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ださい。一番わかりやすいのは、夏目漱石の娘婿さん、孫婿さんかな、半藤一利さんがたくさん

近代史を書いています。それらを読んでみてください。 

 私は最近、宮崎滔天の伝記を書いた本を読みました。日本があの日清戦争以降、どんなふうに

変わって帝国主義化していったのか。滔天は、世界人民がみんな解放されなければ、本当の平和

は来ないと活動した社会運動家でした。単なるシナ老人じゃないんですよ。そういうこともぜひ

学んでください。 

 そこで、くどいようですが、町長と副町長にお尋ねします。同和という名称について、どうい

う印象を持っておられますか。一言でいいです。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 同和という言葉について、先般、山都みらい保育園のときのいろんな

議論の中で、いろんなことがあったと思っておりますが、全ての人たちが同じ立ち位置に立った

中で生活ができ、議論ができ、そうすることだという思いでおります。難しいことは、私はわか

りません。 

 やはり、全ての国民が、町民の方々が、本当に融和したまちづくり、村づくりができる。そう

いう思いの中で同和という言葉が生まれたんだろうという思いでおります。 

○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 同和という言葉は、本来は同胞一和、つまり同じ民族として和して

仲よく暮らしていこうと、そういう高い理想を掲げたもんだと思います。部落開放のスローガン

として同胞一和ということで掲げられた言葉でありますが、ただ、歴史の中で同和という言葉に

偏見があるのも事実じゃないかと思っております。もともとは非常に崇高な理念をさした言葉で

あると思っております。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） そのとおりです。本来は、同和という言葉はそういう意味を持った普

通名詞なんですよね。ところが皆さん、どうでしょうか。同和という言葉に何か違和感を持った

り、偏見を持っている人、おりませんか。 

 昔、私がいます事務所があるところ、中尾という地名です。中尾と聞いただけで、皆さん、偏

見持つんじゃないですか。普通の地名なんですよ。しかし、それに偏見を持ってるから、同和と

いう普通名詞に特殊名詞の感情を入れてしまう。これは、おのれが偏見差別意識を持っている証

拠なんですよ。 

 同和保育所はそれをなくすためにあえて同和とつけて、その偏見をなくしていこうと。そして、

その考えのもとに子供たちを育てていこうということでつくったんですよ。しかしこれは、見事、

否定されてしまいました。これは副町長もかかわっておられますから、私は人生をかけてこのこ

とを問い続けていっていただきたいと思います。何もこれがおかしい名称でも何でもない。これ

ほど立派な名称がありますか。理念をきちんと込めた、そして今おっしゃったように、同じはら

から、同胞は仲よくしていこうと。ある面、融和的なところがありますけれども、本当は、我々

は積極的な面をとって同和問題と言ってまいりました。 
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 日本人は和という言葉が非常に好きなんです。日本人だけでなくて、人類はみんな和という言

葉を大事にしなきゃならないと思うんです。 

 ７世紀でしたか、聖徳太子が出て、十七条の憲法というのがあります。その第１番目に「和を

以って尊しとなす」と言っています。非常にこれは、仏教を深く学んだ聖徳太子の哲学性のある

言葉でもあるんですよ。ですから、日本では、ずっと元号に和と入れた元号がたくさん出てきま

す。江戸時代だけでも５回出てきます。だから、決して特殊名称でなくて、そのようにこの時代

はあってほしいという願望を入れて元号をつくるんですね。 

 だから、同和というのは大正が終わって昭和と並んで元号候補にもなったんですよ。だから、

同和の名称をつけた企業がたくさん残っとるでしょう。同和火災とか同和工業とか、そういった

が。これ、一部上場企業ですよ。 

 偏見を持たずに見れば、それは普通名詞として受けとめるでしょう。それをどうしても特殊名

称として考えてしまう。それが差別心のある証拠だと。これは、しかと認識していただきたいと

思います。まだまだ部落差別解消法というのができても、これは運用次第では被差別側のほうに

責任を押しつけるような運用になってしまいますからね。 

 あるとき、県立大の姜尚中さんが何かに書いておりましたけれども、いろんな属性を持った人

間が、個人の力ではどうしようもない属性を持った人間を差別すると。これはたまったもんじゃ

ないと。あの方は在日２世なんですね。在日ということで差別するならば、よし、俺は勉強して

東大に行って大学教授になって、それをなくす。そういう発言をしていこうということで、彼は

言論人として、あるいは著述家としていろんな活動をやっております。済々黌を卒業してそうい

う志を立てたんでしょうね。 

 私が今、尚中さんの言葉をわかりやすくいうと、自分の責任でないのに差別を受ける。体に障

害を持っている、あるいは特定の地域に生まれた。これは自分の責任じゃないでしょう。それを

勝手にレッテル張って差別をする。その意識がまだまだ、40年間、同和行政がこの町でも進めら

れましたけど残っている。それをしっかり認識していただきたい。やっぱり私は、梅田行政は、

その辺は非常にやわらかい発想で前向きに取り組んでもらえると思って申し上げておるところで

す。 

 たくさん質問しておりますので、時間がありませんので、私のほうから一方的にそれは申し上

げました。今後、これは職員研修の根っこに入れてもらわないと。職員自身が同和問題は社会教

育課の問題だ、隣保館の問題だ、福祉課だぐらいの考えしかいないのは大間違いです。行政総体

として、いや、それ以上に、人としてどう生きるかということを深く深く問われる大きな課題な

んですよ。 

 だから、最近、私はまた連絡受けておりますが、熊本県の浄土真宗の皆さんが、同和問題で毎

年来ていますけれども、勉強に来たいと。非常に求道的な宗教活動をやっているわけですから、

若い人たちが宗教、仏教の再生ということで、本当に親鸞のあの教えの原点に返ると。それには、

やっぱり部落問題を深く学ばないことには、同和問題を学ばないないことには進めないと。本当

の親鸞の教えが理解できないということで、毎年この町にやってきてもらっております。時間が
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あったり、折があれば、町長、副町長にも出席いただければと思います。本当に真面目にやって

おられるんですよ。非常に真摯な仏教のあり方、追求の大事な柱になさっております。浄土真宗、

お東さんでは、払子がトップになって部落差別をなくすための同胞運動というを行っておられま

す。高野山に行くと、あそこは曹洞宗ですね、高野山町という門前町があります。あそこに大き

な、同和問題の解消の町みたいな大きな看板が立っているんです。これは、一般の皆さんが持っ

てられる偏見とは全然違う精神世界。冒頭に言いました、やっぱり品格と文化レベルがここで問

われると。何も高尚な音楽を聞くとか、高尚な絵画を見るとか、これも大事なことでしょう。そ

れ以上にここがしっかりしてないと、本物の文化でない。それはえせ文化だと私は常々思ってま

いりました。そのことを申し上げておきます。 

 それから、もう時間がありませんね。同じことばっかり言ってますから。これは絶対なくして

いかなきゃならない。部落解消推進法もできたわけだから、一つ、私のほうから提案、お願いが

あります。 

 さっき言いましたように、人権は平和な社会でなければ守れません。戦争があったり、公害が

あったりしては人権が守られません。だから、人権や平和の塔を、ぜひこの町のあかしとして、

品格のあかしとしてどこかに建てていただきたい。今、万坂に１本建っております。非核宣言の

町ということで。これは旧矢部町時代に建てました。だから、非核宣言の町でもいいし、そうい

う形でぜひ梅田町政の１期目の仕事として、どこか目立つところにモニュメントを建ててほしい

と思います。 

 神戸市は、この前、原発事故が起きたときに、市民の皆さんに詳しい資料を出して、今でもパ

ンフレットを出している。神戸市が出しているんですよ。今は平和とか、反原発というと、どこ

の自治体も何となく尻込みする。オスプレイが来ると。これは反対だと、きょうは町長におっし

ゃっていただいたけれども、なかなかそれが言えない自治体が多くなった。そういう空気が私は

怖いと思います。やっぱりきちんと、真っすぐ見て、だめなものはだめと言える町であってほし

いと思います。町長、平和の塔についてお尋ねしておきます。どこかに建てていただくように。

非核宣言の町とか。これはどこにでも建ってはおります。しかし、改めて建てると。合併して改

めて建てるというところに意義があると思いますので、尋ねておきます。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 今ありましたことについては、まだ先般、通告書で見たばかりでござ

いますので、いろんな部分で検討していきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 検討しますということは、そのうち、うやむやにしてしまいますとい

うことの別の言い方に私は聞こえますが、もう一回、お願いします。これは私の遺言ですからね、

しっかり。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 中村議員の思いを十分酌んだ中で検討いたします。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 
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○12番（中村益行君） 私はこの壇上からこういった発言をするのは今回が最後になります。

160回か、それ以上になったかと思います。 

 今まで１回も満足した質問をしたことがないんですね。それはどういうことかというと、私は

いつも原稿なしでやってしまうもんですから、きょうもメモだけでやっておりますので、少し飛

び飛びになってしまいますが、しかし、大事なところだけは私は、今度は一町民としてそこは求

め続けますので、絶対逃げないでください。 

 それでは、観光振興について、楢林課長にはたびたび通告しながらお話しする機会が、時間が

なくて申しわけなく思っております。 

 あと、環境問題、福祉問題、特別支援教育。これは時間がないので、項目だけ言っときますが、

環境問題については中央地区の処分場に、我が町が一つ、立候補しているということですね。こ

れは、大変、周辺住民の住民感情があります。これを大事にしなければ先に進みません。 

 個人の名前を言って失礼ですけれども、実は、後藤議員が課長時代に、まだ、中央権能じゃな

くて、この町が独自に処分場を進めるということで、私に状況はどうなっておるかという話だっ

たから、簡単に説明はできないと。だから、時間をとれば、一番詳しいのは私と、前の衛生組合

の甲斐事務局長が一番詳しいから、二人から同時に聞いてくれと。ただ、あそこは環境アセスメ

ントは済んでおるという話をしたけれども、何の話もない。議員になった途端に環境問題言いだ

したから、自分のときは何もせんでと、私ちょっとやじを飛ばしたことがあります。 

 どうか、担当者たち、３年で担当が変わるからということで無責任に仕事をしないでください。

そこだけは。特に環境問題というのは人権問題と同じで、全町的な問題意識を持ってやってもら

わないといけません。ダイオキシンの問題、あるいはアスベストの問題。この間、水俣条約がで

きました。水銀の問題。これらを全部ぶち込むのが、もちろん分離はしますけれども、場合によ

っては全部ぶち込むのが最終処分場なんですよ。そういうところをきちんとしないと、私は大変

だと思っております。 

 だから、処分場は、私の言うことを聞かなかったから、またアセスをしたと思います。昔、熊

大の先生を中心に、熊大工学部を中心に確か2,000万ぐらい、1,500万か2,000万ぐらいかけてア

セスをしているんですよ。新たにまたやって、またそれくらい金かけたんじゃないかな。二重に

費用をかけている。その辺のところが一つ心配だったと。 

 それから、福祉問題については、浜美荘のことについては、私は公営のやつを何もかも民営に

するのはどうかなということは、一言、言いましたけれども、もう流れとして、厚生常任委員会

を中心に方向が出ておりましたので、あえてそれ以上申し上げませんでした。今度出しておるの

は、だったら、公営と同じようなレベルで、サービスを落とさないような担保はどうしてとって

おるのかということ、時間があればそこはお聞きしておきます。 

 それから、特別支援教育。いわゆる障害児教育ですね。体にハンディを持っている子供さん。

これはそればかりでなくて、今、いろんな形の子供の状況があります。不登校があったり、いろ

いろある。一般的には、そういう子供たちは保健室登校とか、そういう形が当たり前のようにな

されておる。これはいかがなものかなと。時間があれば、この町の実態はどうなのか。本当はそ
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ういうくくりでなくて一緒に育てる。同和教育が求めてきたのは、ともに育つということでした。

それによって、いわゆる健常児も、両方とっても発達するんです。これは、私が同和保育所から

浜町小学校、中学校と見てきました、そういう子供たちを。この発達の仕方が違う。周りの子供

たちの成長が違う。社会人になっても違います。そういうことを、実は論議したかったんです。 

 それでは、観光のところで、楢林課長。これを一時期、今の状態で基幹産業になり得るかとい

う疑問を持ちました。ここでは基幹産業として発展させるためにはどうするかということをまず

聞いておきます。 

 それから同時に、三セクの今のような状態では、とてもじゃないが大変厳しいということ。そ

れも聞いておきます。中身の細かなことは、決算で出ておりますからね。私は６月議会だよりで

出しました。各セクターの赤字。全部赤字なんですから。その辺のところを課長にお尋ねします。

きょうは20分ありますので、慌てないで答弁してください。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 基幹産業になり得るかということでございますけれども、

今現在、山都町の就業人口の比率でいいますと、農業が38％、それから、商工関連サービス業が

28％ぐらいということで、約７割を農業と観光商工で占めております。ですから、これはやっぱ

り、農業と観光を結びつけて、この二つの産業が山都町の次の将来を握るという覚悟で今までも

やってきたつもりでございます。 

 第三セクターで、合併以前から、そよ風パーク、通潤山荘、文楽館、これらを町の基幹産業、

それから、地域活性化のためにつくって、そして受け皿をつくってやってきたわけです。それぞ

れの施設を本当に一生懸命運用していただいております。それには敬意を表します。 

 ただ、長引く赤字というところでは、やはり指定管理料も7,000万以上年間にしておりますの

で、10年すれば７億円です。ですから、この費用対効果はいかがなものかということでしてみま

すと、非常に問題は残るわけですけれども、私は、商工観光課の人員をふやしていただいて、し

っかりやれと言われてやってまいりました。その中では、これを基幹産業にするために農業と観

光を結びつける。そして、今あるいろいろな11の指定管理施設を、経済の牽引役にしていただく

ということで努力したつもりですけども、まだ道半ばであることは事実でございます。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 今の課長の答弁を受けて、町長のほうはどうでしょうか。町長も通潤

山荘だったかな、通潤協会の評議員か何かなさっとったと思うんですね。どう見ておりますか。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） お答えします。私も虹の通潤館の取締役を十数年間しておりました。

いつも言っておりますのは、今、こういう立場になっておりますが、甲斐町長、工藤町長、町議

会では大変な思いの中で答弁されておるばいと、私はずっと職員にも言っておりました。 

 しかしながら、通潤山荘のあれだけの入り客を受け入れ切る今の通潤山荘は大事にしていかな

くてはいけないなと思っておりますし、そよ風パークも、清和文楽の文楽館も、そして、山のス

ターフェスタをこの間しました天文台を含めた中で、また、今、多くの弊立神社初め、観光地が
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あります。そしてまた、キャンプ場も七つほどあるということでございますが、こういうものを

有機的に一体的にもう一回、きのうもキャンプ場の話もしたところでございますが、協議会を早

くつくって発信ができる体制、そしてまた、今、三つの第三セクターについても、一つの組織で

いいんじゃないかないう思いでおります。そしてまた、民間の活力を十二分に活用した組織、模

様がえを早急にしたが一番いいんじゃないかなと私としては考えておりますので、あと、議会の

方々、常任委員会の方々とも相談をしながらやっていきたいという思いでおります。みんな、宝

がある、自然があると言いながらも、その発信力がなかなか難しいというようなことです。 

 私も土曜日、クラス会、全国から20名ほどのクラスが集まってしました。私は行きませんでし

たが、通潤山荘のバスが２日間、観光地を案内して回ったと。運転士さんの懇切丁寧な歴史的認

識を持った中で説明をしていただいたと、大変感謝の言葉を二人の出席者からいただいたところ

です。やはり、観光業に携わる者、また、我々、山都職員を含め、全てがそういう思いの中で観

光客のおもてなしをしていくべきじゃないかなという思いでおります。 

 宝があるという、宝をまだ発信しきれないのが山都町の観光の実情ではないかなと思っており

ますので、観光協会、またいつも言われますが、観光協会、商工会と、また、観光業界と一体感

を持てるような組織づくりをしながら発信を努めていきたいという思い出おります。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） この一番の、当面の問題点は、楢林課長、委託管理あり方ですよ。パ

ークも、あるいは文楽館も、通潤山荘も、民間に委託させておる。建て前でやっている。ところ

が、その民間会社の社長は全部町長なんです。だから、そういうまやかしの組織じゃだめだと、

ずっと言い続けてきました。 

 それは、結局、みんなもたれ合いの親方日の丸の結果にしかならないと。本当に独立採算で、

民間企業みたいな意識を持ってやらないと、垂れ流しばかり。 

 楢林課長、今、パークの累積赤字、どれだけありますか。１億5,000万ぐらいありますか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） トータルで言いますと約１億4,000万でございます。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） それに、町からの借入金が2,000万ぐらいあったと思うんですね。まだ

残っています。 

 同じように、通潤山荘だって。そよ風パークは30億ばかりの償還金を一般会計で払った後で、

経営の中で１億4,000万も赤字がある。累積ですよ。これは、資本金は１億でした。5,000万だっ

たのは、ちょっと5,000万水増しというとおかしいですけど、そういう形で一時逃れをしながら、

債務超過になる、5,000万ですぐ債務超過になった、それを何とか逃れようということで１億に

した。で、今、１億4,000万です。 

 これは、町長はＪＡにおられたので、こういう経済のメカニズムは一番ピンと感じられると思

いますので、ここが一番改革の第一。それが町長の答弁にあったように、管理委託を一本化する

と。これも一つの方法です。ぜひ、試みにやってみてください。それもできれば、本当に民間会
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社に。 

 一時期、再春館かな、熊本の。あそこが手を挙げたことがあったでしょう。最初の管理委託を

するときに。管理委託の論議をするときに、私がいろいろ不明な点を尋ねたら、当時の議長が質

問を打ち切りました。議長はそういう権限を持っているんです。さっき、中村議長が私に質問さ

せなかったのと同じです。そういう権限を持っているんです。とにかく、曖昧な形で発足したん

ですよ。そこをやってもらわにゃいかん。 

 もう一つ、曖昧な形で民営になってしまっている蘇望苑のこともあります。町が４割出資して

います。実際の設立については、町は100％ですよ。一部1,000万は山口先生が出しておられます

が、今の理事者たちは一銭も出してないんですよ。そしていつの間にかそういうことになってし

まっている。施設のサービス内容がどうかは知りませんがね。 

 一時期、職員の間で大変ないじめみたいなことが起こって混乱した時期がありました。今から

三、四年前に。ところが、完全に形の上ではもう民営になってます。いつ、町の財産がそっちに

行ったのか。これは何かきちんとした取り決め、契約書がありますか。企画課長は知りませんか。

総務課長。あんたたちは知らんでしょう。何でも、町がすることはその程度なんですよ。 

 パークの当時の町長の売り掛けが、私が百条で調べたときに700万ぐらいあって、時々それは

払っていて、最後は幾らだったかな、かなりの額が残りました。しかし、合併直前に慌てて払い

ましたのでね、それでもあと80万残っておりました。それを甲斐町長にきちんと回収するように

と言いましたけれども、どうも私が知る限りじゃ、それがきちんと整理されたということは聞い

ておりません。何百万かする、あの壺の問題ですね。陶芸家の。これも行方不明。 

 とにかく、全てが親方日の丸で流れてしまうことが非常に私は心配。そういう状態を残したま

ま、私はこの席を去っていきます、残念ながら。もうほとんど、住民監査請求あたりはこの町の

住民には変わりありませんから、そういうこともできるかもしれませんが、そうまでしなくても、

これは梅田町長の手できちんと整理していってほしいと思っております。 

 それから、もう三セクのことについてはそれぐらいでいいかな。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） まだ議会には報告をしておりませんでしたが、虹の通潤館の取締役は、

梅田は辞任をいたしました。副町長に社長職を、先般の取締役会でお願いをしましたんで報告し

ておきます。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） とにかく、独立採算でやれるように。 

 私はこの前、虹の通潤館のある役員さんにつかまって、うちは黒字なんだというわけです。そ

れを一生懸命言うわけなんですね。彼が言うのは、あそこの売店があるところは何ていいますか。

虹の通潤館の売店部分だけの話なんですよ。通潤山荘のことは、自分の関心のらち外になってし

まっている。だから、それはあんたおかしいよと。私は少し事を荒げて言って、もう時間がなか

ったので出てきましたけれども、事ほどさように、非常に全体を見ると。そのセクションの責任

者と。その人は、虹の通潤館全体の責任者でもあるわけです。そういう立場の人でしたから、私
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はそう言いましたけれども、今度、副町長がなられたならば、その辺のところはですね。 

 そしてもう一つ、管理指定だけじゃなくて、やっぱり、支配人、社長、こういう人たちの待遇

は、私は報酬制になすべきだと前から言っておりました。月給じゃだめだと。35万か40万やって

るんでしょう。どうしてもそこに安住してしまうんですよ。 

 だから、一定の額で頭はとめておって、成績が上がれば、これはそこに奨励の意味での報酬を

あげると。だから、出来高払い的な制度にしなさいと。その辺のところは、楢林課長、どうして

るんですか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 今、役員報酬等につきましては、御指摘のとおり、給与制

ではありません。全部、報酬になっております。そよ風パークにしろ、文楽の里協会にしろ、通

潤館にしろ、全てそうなっておりますので、景気がよくなれば報酬を上げる。職員の皆さんも全

くそうです。やはり単独のそれぞれの経営でやるということですね。 

 それから、議員の御指摘の中に、いろいろ齟齬がございます。一々修正はしませんけれども、

いろいろ先ほどの報酬のこともそうですけれども、基本的には、第三セクターは民間でありませ

ん。そもそもですね。ですから、梅田町長のほうが、ことし、指定管理のあり方について検討し

て、指定管理にするのか、あるいは、今のそれぞれの指定管理施設は民営化がいいのか、それか

ら、健全に自立化できるのか、そういったものをことし中に検討して、来年はその指定管理制度

で募集する。 

 それに当たっては、これまでの指定管理者ありき、三セクありきの受託ではなくて、民間も極

力こちらからでも、やっぱり、してくれないかということで、能動的にやっていこうということ

で指示を受けております。 

 また、町長のお考えで、いろいろな組織を統合したほうがいいんじゃないかとかいうことです

ので、そういったことでしっかり取り組んでいきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 私は、第三セクターを民間だと言っていません。民間なら第三セクタ

ーと言いませんから。だから、民間のようにやりなさいということでしょう。私がずっと言って

きたのは。民間企業のような経営意識を持たないと。収支の感覚を持たないと、親方日の丸にな

ってしまうと。だから、委託については民間に委託しますという触れ込みでした。しかし最後、

みんな、どの委託会社も、皆、町が社長になっておると。そこに問題があると言っておるところ

です。 

 それから、企画課長、このことはさようにあなたにも尋ねておきますが、観光振興については

企画課の企画力にも大変頼るところがあるわけですね。 

 ふるさと創生でどういうことをやってきたかというと、高齢化と人口減をどう食いとめるかと

いうことで、住民意識を、内発力を、いわゆるエンパワーメントを引き出すということだったで

しょう。そして、なるべく町はコーディネーターかプロデューサーに徹しなさいと。それで活力

を生むようにしなさいと。だから、企画力、そういうことについては町も肩入れをしながらやっ
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てくるでしょうけれども。 

 企画課長に聞く前に、楢林課長。私は20年ぐらい前から、観光振興については、ここの辺の、

インバウンドとさかんに横文字で言っていますけれど、国内の旅行者だけでは非常に、もう人口

は減る、皆年寄りばかりになってきたということではが先が見えないと。だから、今後は、東南

アジアの人たちを呼び込む方法を絶対考える必要があると。私、もう20年ぐらい前から、合併す

る前からそれは言い続けてきたんですよ。 

 このごろ少しはそういう人たちがふえてきましたか。一言だけ。もう時間がないから、企画課

長に聞かにゃいかん。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 今、韓国、台湾、インドネシアあたりから通潤山荘は特に

お客さんがふえておりますし、これについては、営業のほうも支配人がみずからそういう活動を

行っております。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） お答えいたします。地方創生の一番の目的は、過疎化、人口

対策、定住対策であるのは間違いありません。 

 その中で、観光業、これを先ほど楢林課長のほうも基幹産業と捉えるということであります。

私の認識もそうであります。基幹産業というのは、通常、農業をいいますが、１割の産業が９割

を支えるものが基幹産業です。決してどれだけの売り上げがあるとか、これは山都町のサービス

業が一番なんですが、そうではありません。基幹産業というのは、一番は農業でありますが、観

光産業の一番の利点は、すぐにそれが経済効果としてあらわれると。これがやっぱり一つのカン

フル剤とは申しませんが、そういった役目を果たすということで、しっかりとこれには本町は向

かっていくべきものであります。地方創生の中でも、これを一つの重要な施策として取り組んで

まいりたいと考えております。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） ひと・まち・しごということで、子育ても含めて、教育、あるいは福

祉ですね、こういうことを注視しながら地域振興を図っていくというのは地方創生の大きな狙い

でもあるわけですから、ぜひその方向でいってもらいたいと思います。 

 それには、やっぱり我々議会ももっと提案能力が必要だったなと、私は終わりになって反省を

しています。 

 執行部は、特に町長は、打ち出の小槌を持っているかのように、町民要求をあれもやれ、これ

もやれと、議員は言いたがるんですね。だから、ここは見識を持ってやっていく。反対のための

反対でなくて、是は是、非は非としてこの町の未来のために議会の皆さんも頑張っていただきた

いということをお願いして質問を終わります。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、12番、中村益行君の一般質問を終わります。 

 ここで10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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休憩 午後２時10分 

再開 午後２時20分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） こんにちは。９番議員の藤川憲治です。本日の最後の質問者となりま

したが、皆さまもお疲れのところ、よろしくお願いいたします。 

 平成25年に議席を得ました私たちですが、この同じ顔ぶれ、同じメンバーでの定例会は最後と

なります。今の時期、自分なりに、この４年間の反省と総括をしていますが、私もこの４年間、

同僚議員の皆さん、執行部の人たち、そして、町民の皆様には、いろいろとお世話になり、御指

導を仰ぎました。おかげさまで、議員活動、議会活動に取り組むことができ、無事にその職務を

全うすることができます。心からのお礼と感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 さて、ことしの夏も異常気象、異常天候で、全国各地で豪雨災害、特に身近な福岡県朝倉市や

大分県日田市などで甚大な被害が発生をいたしました。行方不明や死者の方も多数おられます。

あの17万トンといわれる流木の山、そして、川の流れが変わる。あのような映像を見ると、改め

て自然災害の恐ろしさを痛感いたしました。 

 全国各地の猛暑、県北の玉名市でも37.9度を記録しました。東京の長雨や、アメリカのハリケ

ーンの被害、氷河が溶けて数十年ぶりに遺体が発見されたことなど、気象に関する報道には事欠

きませんでした。日本列島も北から南まで自然災害の多発で被害の拡大に拍車がかかっておりま

す。 

 世界規模での気象の変化やその背景には、地球温暖化の影響があるといわれています。地球温

暖化防止対策推進計画の速やかな実行を望むものであります。 

 あとは質問席のほうから質問をさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） 梅田町長がこの町のトップリーダーに就任されまして、早くも６カ月

がたちました。その間、休む間もなく、会議、行事、町内各地の催し物、国や県に対し要望活動

など、東奔西走され、町民の皆様の声を聞きながらこの町の再生、活性化に取り組んでおられま

す。町長の一挙手一投足が、我々町民に勇気と元気を与えてくれます。 

 町長におかれましては、さきの提案理由説明書の中にも自分の思いを記されていました。そし

て、答弁の中にも、町長の人間性、人柄がにじみ出ていますので、簡潔で結構ですが、今の心境

を述べてください。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） お答えします。面映ゆい言葉をいただきまして恐縮をしておるところ

でございますが、３月６日に就任以来、もう９日の日には３月の定例議会という形の中で就任を

し、今日まで至りました。その間、議員の皆さん、また、執行部の皆さん、そして、町民の熱い
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思いと協力のおかげで今日まで来られたと、心から感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 もうずっと言い続けております、去年の大震災、そして、大豪雨の復旧復興に向けた取り組み

を第一義と考え、ずっと進んでまいりました。そして、復旧復興に向けた取り組みを、全職員挙

げた中で取り組んでいただきました。 

 先ほど、残業の話も出ておりましたが、実際には８時間、100時間を超えた職員が残業しなが

ら、これだけの2,300件以上の災害件数を３月末にはほとんど査定が終わるような作業をしてい

ただきました。職員の質の高さをまざまざと見せつけられたなと、大変うれしい思いでおります。

町民の皆さん、そして、議会の方々、こういう職員を育ててこられた先輩諸氏に心から感謝を申

し上げたいという思いでおります。 

 しかしながら、新聞、テレビ等々の報道でありますように、落札率が非常に低いということで、

大変憂慮しておる事態であります。先ほど建設課長からもあったとおりでございますが、これに

向けては、県の建設業界、上益城郡の建設業界、山都町の建設業界はもとよりでございますが、

多くの県内各地の建設業の方々にもお願いをしながら、９月からはもうちょっと入札率を上ぐる

ばいと、建設業界からもお話をいただいておりますので、早い時期の復旧復興に向けた取り組み

を加速させていきたいという思いでおります。 

 ありますように、できる限り、現場へという思いでありますが、なかなかスケジュールの都合

で全ての、案内があっております地域の方々の会合等に行くことができないわけでありますが、

行ったところでは、本当に先ほど自治振興区のときも申しましたが、いろんな取り組みをしてお

られます。大変うれしい限りという思いでおります。 

 そして今、また、若い方々が、山都でしか株式会社はもちろんでございますが、この方々の取

り組み、日曜日には、蘇陽そよ風パークでオールドカーの展示会がありました。聞きますと、九

州一の規模になったと。まだ２回目でございますが、この仕掛けをされたのも、蘇陽地区の若い

後継者の方々が率先してやられたと。大変な盛況でありました。そしてその効果が、清和文楽の

里にも、祭りにもあらわれたと、たくさんの方々が行き帰りに寄っていただいたということであ

ります。若い方々が、農業はもちろんでございますが、こういうイベントの取り組みに、先ほど、

観光につきましても質問があって、また答えたところでございますが、もっと視点を変えた中で

の観光業務は大事じゃないかなという思いでおるところであります。 

 また、先ほどもう何回も、私、就任以来、６月議会におつなぎをしました三つのプロジェクト

の早急な振興を進めていきたい。スピード感を持った中でということで、特に今、プロジェクト

チーム、月２回程度の会合を重ねながら進めておりますので、実効ある、特に農業、有機農業問

題については取り組みをしたいし、また、体育館につきましても早急に用地の選定等もしていた

だきながら取り組みを加速させたいという思いでおります。 

 定住化につきましても、先ほど申しましたように、若い山都町の職員はもとよりですが、多く

の方々が住宅で心配しなくていいようなまちづくりをという思いでおります。今、農業を目指す

若い人たちが、そしてまた、山都町に勤めたい、勤めておられる方々の住宅がないということで

ございますので、町営住宅の設置等々についても早急に取り組みたいという思いでおります。 
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 高速道路の開通が来年度末にということでございますので、先般も中島地区の自衛隊期成会の

方々とも話した中で、また、きのう、中島西部の運動会でももう言いました。中島地区にそうい

う方々のための町有住宅の建設を検討しますと。そういう部分も含めた中で、いろんな分で取り

組んでまいりたいという思いでおります。 

 だから、人材が豊富な山都町、やはり、先ほどありましたように、議会の皆さんからも、町民

の皆さんからも、そして職員にもいつも言っておりますが、提案提言を真摯に受けとめたいとい

う思いでおりますので、町民の皆さんにもぜひいろんな提言提案をしていただくような受け皿づ

くりをつくっていきたいという思いでおります。 

 今後とも、初心忘れることなく町政に当たりたいという思いでおりますので、どうぞよろしく

お願いを申し上げるところでございます。お願いします。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） とにかく、町長職というのは激務です。どうか、健康、あるいは体調

管理には十分気をつけられて、今述べられたことを実行していただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 私たちの町は、平成17年２月に郡域を超えて県下で３番目に広い545平方キロの面積を有する

３カ町村が合併をしましてから、既に10年以上を経過しました。私も、合併前から町長も任意協

議会、あるいは法定協議会のメンバーとして、この合併には深くかかわってきました。 

 17年６月定例会において、新しいまちづくりの基本姿勢を当時の甲斐町長に質問したときに述

べておりますので、少し読み上げてみたいと思います。 

 私は、合併そのものは自治体の将来を保障するものではなく、また、明るい未来を地域社会に

約束するものでもありません。合併は目的ではなく手段の一つであると思います。一番大切で重

要なことは行財政改革であり、時代に合った、いや、時代を先取りした改革前進が必要と思いま

すと述べております。 

 総務課長にお尋ねいたします。 

 合併時の指標通知と現状及び成果をお答えください。もう、指標通知知だけで結構でございま

す。細かいところは要りませんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） それでは、お答えいたします。合併時の普通会計の平成16年度決

算と、同28年度におきます財政に関する分析指標、２点についてお答えしたいと思います。 

 まずは１点目、経常収支比率でございます。 

 これは、財政構造の弾力性を示す指標で、この比率が高いほど財政の硬直化が進んでいるとい

われるものでございます。 

 個人の家計で申しますと、給料などの経常的な収入に対しまして食費や家賃などの生活費、教

育費などの経常的な支出の割合が大きくなりますと、突発的な事故などで急な出費が必要になり

ましたときに弾力的な対応ができなくなってしまうというようなものでございます。 

 この数値ですけれども、16年度時点で96.2％であったものに対しまして、18年度決算では
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83.2％、13ポイント縮減をいたしております。 

 この比率の県内市町村の平均が大体90％近い値を示しておりますので、この数値からも財政状

況は好転をしているといえます。 

 もう一つが、ただいま述べました経常収支比率の減少の大きな要因の一つであります地方債現

在高、これもまた大きく減少いたしております。 

 地方債現在高とは、家計でいいますところの借金残高でございますけれども、これが16年度決

算時において約179億7,000万円であったものが、28年度決算では約90億8,000万円となり、88億

9,000万円の縮減を図ることができたことになります。 

 しかしながら、残高総額は減少しましたけれども、人口１人当たりの残高というのは県内自治

体の中の平均額に比べましてもまだ依然として高額であります。地方債の発行に当たりましては、

今後は過重な財政負担を招かないように留意をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） 課長、人口動態というか、そういう当時の人口と現在の人口というの

はわかりますでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 税務住民課長、田中耕治君。 

○税務住民課長（田中耕治君） お答えいたします。平成17年４月１日現在ですが、人口が２

万228人。世帯数でいいますと、6,715世帯。２万228人と6,715世帯で、平成29年４月１日が１万

5,655人、6,588世帯。この間でおよそ4,573名の減、127世帯の減少になっているという状況でご

ざいます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） ただいま課長から答弁があったように、合併当時と比べて人口で4,570

人減少しております。 

 これは、この町だけの問題ではありません。日本の社会そのものが人口減少の社会に入ってお

ります。国も、熊本県も、先日の新聞に出ておりましたが、熊本市も人口減少の時代に入ってお

ります。 

 ただ、この山都町、余りにも急激な人口減少であったのではないかということで、私たち議会

議員も反省をしておりますけども、いかんせん、どうしようもないということでございますので、

これから先、もう少し穏やかな、緩やかな人口減少の町にするために、梅田町長以下、執行部の

方々にも汗をかいていただき、また、私たち議員も、先ほど話があっていたように、提案ができ

るような議員活動をしていかなければならないのではないかと思っております。 

 そういうことで、財政におきましては、俗にいう借金が88億も減りましたけれども、これから

先、まだまだいろいろな問題が発生いたしますので、大変な時期になるのではないかと思ってお

ります。 

 そういうことで、財政運営につきましては、先ほどから何回も話が出ているように、答弁の中

にも、あるいは幹事の報告書の中にも出ていますので、健全な財政運営ができているということ
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は認識いたしますけれども、今後とも、必要なところには必要な投資をしなければなりません。

無駄、無理、むらのない、さらなる財政の効率化を目指して、行財政改革を進めていっていただ

きたい。このように思います。 

 次の質問に移ります。 

 梅田町政の三つの重点プロジェクト、先ほどから何回も言われておりますように、すなわち、

防災拠点を備えた総合体育館の整備。二つ目が、移住定住に向けた旧浜町庁舎跡地の整備。三つ

目が、安心安全の農産物を生かした農業振興。以上の重点施策の進捗状況を、これは副町長にお

尋ねいたしますので、簡潔にお願いをいたしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 重点プロジェクトの総括責任者が副町長とされておりますので、私

からお答えさせていただきます。 

 重点プロジェクトと申しますのは、梅田町政におきまして、重点的かつ集中的に取り組む施策

として、関係各課連携しながらスピード感をもって進めております事業です。 

 ただいま議員から御指摘がありましたように、総合体育館の整備、移住定住に向けた若者世代

向けの宅地分譲、そして、安心安全の農業の推進、三つのプロジェクトを現在推進しているとこ

ろであります。 

 各プロジェクトは、係長クラスの中堅職員で構成されおりまして、それぞれプロジェクトリー

ダー、そして主幹課長を任命しております。また、先ほど申しましたように、総括責任者を副町

長としまして責任体制を明確にしております。 

 プロジェクトの進行管理につきましては、毎月、町長以下、全課長による会議におきまして報

告することとしまして、事業内容、また、全課長、町長以下、検討協議を行っております。 

 また、各プロジェクトとも進行スケジュールを作成しまして、これに基づいて的確に着実に推

進することとしております。 

 各プロジェクトの当面の目標としましては、年内の総合体育館の用地選定、来年度からの若者

世帯向けの宅地分譲の開始、そして、熊本グリーン農業の全町的な推進を掲げまして、鋭意取り

組みを進めているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） ただいまの説明、十分理解ができました。議員に対するところの政策

審議会でも、るる説明をされておりますので、議員諸氏も理解をしているかと思いますけれども、

どうか１日も早く答申がなされ、これらの案件が実現できるよう期待するものであります。ひと

つよろしくお願いいたします。 

 次に、29年度も下期になります。いろいろと重要な施策があります。長年の懸案事項であった

イノシシの加工所の稼働、老人ホームの民間委託、後で質問するところの災害の復旧復興など、

町長以下一丸となって取り組まなければならない施策が山積をしております。このような問題に

対しまして、今のところ大きな問題や課題は施策遂行上ありませんでしょうか。 

 また、そういう課題問題は発生していないか。ありかなしで答えて結構でございますので、答
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弁をお願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 答弁をしますといいますか、今、藤川議員からあったとおりだという

思いでおります。 

 鳥獣処理センターにつきましては、10月から稼働いたします。その前の準備が着々と進んでお

るところでございます。特に、猟友会の皆さんとの協議が具体化しつつあるということで、稼働

前には解決をしたいという思いでおるところでございます。 

 浜美荘の移管につきましては、民間委託業者の決定を、先般、行政報告でしたとおりでござい

ますが、入所者の方々が安心して、本当によかったなと言われるような引き継ぎ業務を今から始

めるわけでございますので、これは、今、浜美荘の藤原施設長を初め、職員の方々、大変かなと

いう思いでおりますが、まずは第一に入所者の方々の安全安心を第一義と考えておりますし、ま

た引き継いでもらった以上、今まで以上のサービス体制をしていただくよう取り組みを加速をさ

せていきたいという思いでおります。 

 そしてまた、先般も報告をしたと思いますが、観光、文化交流館、やまと文化の森につきまし

ても、10月１日から観光協会との話がついたというようなことでございますので、あの施設を本

当に有効に活用をしたい。観光行政の一番の、今までここ４年かかって建設をしていただいた施

設でございます。今、八朔の、ただ、祭りの本部機能ばかりじゃ到底できないじゃないかなと。

誰も納得していただけないという思いでおりますので、観光協会にもお願いをしながら、やはり

商業施設としての利用等もできるということでございますので、それも含めながら早急に進めて

いきたいという思いでおります。 

 きのう、矢部高校の校長が来ました。いろんな話をした中で、矢部高校の農産物加工品をまず

はあそこで売ってみらんかいたという話もしたところでございます。具体的にではありませんが、

そういう部分を含めながら、もったいない施設をぜひ有効に。また、今後ともまた建設予定であ

ります、造り物小屋の展示場等々も含めた中で、早急に具体策を進めてまいりたいと思っており

ます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） そういうことで、いろいろと問題、課題もあるかと思いますけれども、

副町長の強力なリーダーシップによって、ぜひともこれらの政策が実現できるようにお願いをし

たいと思っております。 

 次に、山都町のインフラ整備について質問をいたします。 

 インフラといいますと、産業基盤の社会資本のことでありますので、大分繰りが大きいので、

きょうは道路網の整備について、上水道と簡易水道について、そして通信網の整備のこの３点に

ついてそれぞれ各課長にお尋ねいたします。 

 まず、道路網の整備です。 

 山都町中島長谷地区の445号を走りますと、橋脚の上に橋桁も乗り、周辺の地理的環境も以前

と比べ見間違うほど整備されつつあります。30年度開通まであと１年半です。昭和62年、今から
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30年前、九州横断自動車道路延岡線が予定路線に追加されたのを機に、建設促進協議会等を立ち

上げ、早期開通を目指して、各界、各層、各団体を網羅して、名称も最近では九州中央自動車道

として促進運動を展開してきました。 

 この路線は、九州の西側と東側を中央部で結ぶ重要な横軸であり、九州縦貫自動車道や東九州

自動車道と一体となって九州全体を浮揚させる循環型高速交通ネットワークを形成させるために

質疑を不可欠な路線であります。 

 過疎化に歯どめがかからず、企業誘致も期待できない現状の中山間地のこの町に、高速道路が

走ることになれば熊本市や周辺地域の通勤が可能となります。それは、就業の機会がふえ、この

山都町で、そして、この地で生活を家族とともに営むことができるものと思います。そして、観

光面、農林産物の流通面、町民の皆様の就業、生活全般と、この山都の産業、経済発展に大きく

寄与するものと思います。 

 建設課長にお尋ねいたします。中央道の進捗状況と今後の見通しについてお答えください。 

 なお、矢部阿蘇公園線についても通告をしていましたが、11番議員の田上議員も質問されます

ので、本日は割愛したいと思います。 

 しかし、この中央道と阿蘇公園線、この両路線が山都町発展の基軸となることは間違いありま

せん。中央道の進捗状況について、建設課長、お願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） それでは、お答えいたします。今、九州地方道のことにつきまし

ては、概略も議員がおっしゃってしまいましたもんですから、私は言うことはほかにございませ

んけれども、先ほど言いましたように、北中島までは30年度中には供用が開始されるということ

でございます。今、北中島からこの浜町まで、至るところで工事がなされております。 

 ただ、供用開始が何年度というのは、いまだ公表はされておりません。ただ、ここまで来るの

は確実にわかっておりますので、ここまで来たときに、それから先私たちが考えるのは、先ほど

議員がおっしゃいましたように、観光であったり、農業であったり、それを生かすのは私たちで

はないかと思います。 

 ややもすれば、新しい道路ができれば、古い道路の町並みというのは寂れてくるというような

現状もあります。それを生かすのは、今から私たちの課題だろうと考えております。 

 また、今後につきましても、こちらの矢部から蘇陽間、あるいは、蘇陽から高千穂間、計画段

階評価の早期完了、早期着工に向けて、私どもは各種団体、期成会等もございますので、力を合

わせながらさらに努力をしていきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） まさしく、今、課長答弁のとおりでございます。中央道の状況とか進

捗はわかりました。 

 問題となってくるのが、やはり、開通してから、その対処の方策とか施策を考えるのではなく、

今の段階から、今の時点から仕組みや仕掛けを考え、具体的に実行に移していかねばなりません。 

 以前はよく、高速道路が開通すれば、ストロー現象によって、さらにこの町は疲弊してしまう
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という考えを持った方もいらっしゃいましたけども、もうそういうことは言っておられません。

いかにこの町が、高速道路が通って潤うか。このことに力点を置いたほうがいいのではないかと

思っておりますので、どうかひとつ、中央道早期完成を目指して、梅田町長は会長でございます

ので、ひとつ、みんなで一丸となって、議会も、執行部も、また、町民の皆さん方も、各種団体

も、この開通を目指して、どうかひとつ、私が生きてる間に宮崎まで開通していただければ非常

に幸いかと思っております。 

 次に、県道、町道についてであります。 

 昨年の熊本大地震や豪雨災害により、主要道路、すなわち生活道路として欠かせない県道、町

道も、全面通行どめのところが何カ所も発生しました。現場を見たとき、これは復旧まで相当な

日数を要すると思っていましたが、県道は県、あるいは、町当局の懸命な努力で通行どめの箇所

もあとわずかであります。 

 建設課長にお尋ねします。現在の通行どめの箇所と解除の見通しを答えてもらいたいと思いま

す。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） それでは、答えいたします。熊日新聞のほうに市町村別の現在の

通行どめの状況が載っていたかと思います。本町におきましては７路線と載っておったかと思い

ます。 

 これにつきましては、さきの、変更の伺いを議会に出しました白小野鶴越線もその中に当然入

っておりまして、現在全く通ることがちょっとできないという路線は２路線ほどございます。あ

とは、時間帯、あるいは片側通行によってどうにか通行はできるという状況でございます。 

 今、実際、今はまだ入札事務を進めておりまして、その中には、不調の部分もございましたも

んですから、今、最終的にいつまでにできるということはちょっとお答えはできませんけれども、

早期に完了するように、さらに努力を務めていきたいなと思います。 

 先ほど言いましたように、片側通行等でまだ完全完了ではございません。ただ、今から先は、

稲刈り等でそこを通られることがあるかと思いますので、通られる場合には注意をして通行して

いただきたいなと感じておるところでございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） できるだけ、今、答弁のように、一日も早く町道の全面通行どめ、あ

るいは危険地帯を解除していただきたいと思っております。 

 次に、これは県道になります。県道横野矢部線ですね。下矢部西部地区の基幹道路として県道

横野矢部線があります。２カ所で大規模崩落がありました。 

 １カ所は、１カ月ほど前、お盆前に開通いたしまして、住民の皆様にも大変御不便をおかけい

たしましたけれども、ようやく安心をされて通行されております。 

 あと一つの現場も、県道のため、県との交渉に町としても最大限の努力をしていただきたい、

このように思います。 

 なお、この横野矢部線は、至るところ路肩や、あるいはのり面の崩落で通行に支障を来してい
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ましたが、工事業者様も決まりまして、随時、復旧工事を行うとのことであります。これは、答

弁は要りません。 

 次に、上水道と簡易水道の統合について、担当課長に質問します。 

 平成29年度の簡易水道事業と上水道事業との統合による公営企業会計制度への移行は、熊本地

震により３年間延長されるようになりました。 

 しかし、統合運営は確実であります。統合に向けてのスケジュールは、計画のとおり実行され

ていますか。今の段階で問題はないのか。このあたりのところの答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 環境水道課長、佐藤三己君。 

○環境水道課長（佐藤三己君） お答えさせていただきます。今、議員おっしゃったように、

水道事業の統合は３カ年延長して平成32年度から企業会計へと移行するということをこれまで説

明をさせていただいたところです。 

 統合後は、企業会計、独立採算性として運営していくことになりますが、統合後の財政シミュ

レーションでは厳しい運営となることが見えてきております。 

 この企業会計の収入の根幹は水道の利用料金です。将来的に人口の減少、また、節水意識の高

まり等により、水の需要量は年々減少していきます。水道の利用料金も減少していくことを想定

しておかなければなりません。 

 一方では、水道施設の老朽化は、また年々進んでおります。有収水量の減少や有収率も低い数

値で推移しており、この原因は管の老朽化、経年劣化による漏水、それから、施設の老朽化が原

因であることは我々も把握してるところであります。安心安全な水道水を安定して家庭に届けて

いくために、老朽水道管の更新、また、施設の更新事業は、統合後の運営の中では最重要課題と

して捉えているところでおりますし、取り組んでいかなければならないと考えております。 

 また、一方で、財源の確保も大きな課題として捉えております。簡易水道は特別会計での運営

で、一般会計からの繰入金で運営することができましたが、企業会計では繰り出し基準のルール

がありまして、一般会計からの繰入金で不足する分を補塡するということができなくなります。

必然的に水道利用料金の見直し、これは値上げになるわけですけれども、これを実施する時期が

間近にあるということもあります。 

 統合に向けて、このような水道事業の現状と課題を利用者の皆さん方にも説明していかなけれ

ばならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） ただいま、課長答弁のとおり、やっぱり利用者に対するところの啓蒙

をやっていかなければいけないと私も思います。やはり、簡易水道、上水道ともに、やっぱり問

題がありますね。 

 きのうも、ある地域で、簡易水道の水源地を、課長、係長、そして、担当者、私で見てまいり

ましたけれども、簡易水道の施設においても、やはり老朽化したところがたくさんあります。新

しいところも、御岳中央のように新しいところもありますが、古い施設もたくさんありますので、
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どうかその辺のところの優先順位をつけて、工事なり、あるいは、安心した安全な水が供給でき

るようにさらに努力をしていただきたいと思います。よろしくお願いしときます。 

 次の質問に移ります。 

 平成27年６月に山都町光情報通信基盤整備計画が策定されましたね。そして、27年度から計画

に基づいて民設民営方式にて町内全域を対象とした整備事業を行う、そういう事業者に対しまし

て補助金を交付しています。金額総額で６億5,300万の整備補助金であります。 

 既に矢部局エリア、清和、蘇陽局エリアが開局をしています。残りのエリアの開局は30年４月

の予定であります。 

 これにより、おくれていた我が町の情報通信基盤は確立されますが、現状のインターネット利

用環境はどの程度でございましょうか。そしてまた、将来の通信網というのはどのようになりま

すか。わかる範囲で、予想される範囲で通信網の整備について答えてください。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） お答えいたします。今、議員が申されましたとおり、既に、

矢部局、それから清和、蘇陽局は開局しておりますが、あと６カ月余り、200日を残して、残り

の下矢部局、金内局、名連川局、柏局が全線山都町に布設されることになりますので、非常にこ

れにつきましては期待しているところであります。 

 議員おっしゃいましたように、民設民営ですので、あくまでも加入してもらわなければその利

用はできないということではございますけれども、このように町域全体に布設されたことをもっ

て、今後、子育て、それから、教育、そして、先ほどありましたが観光振興に寄与するように。 

 また、起業、創業という形で、いろんなこの町で生活をしていこうという方々がこれを活用し

てもらえるというふうに、その点を非常に期待しているところでございます。 

 現在、まだ全域布設ではございませんけども、おおよそ今、開局した部分についての加入率は、

推定ですけどもまだまだ２割程度ではないかと思っております。もちろん、全員が、全世帯が活

用するということにはならないかとは思いますが、これはやはり、４割程度まで伸ばすことは必

要だと思っております。 

 今般、予算をいただきまして、今、山都町地域情報化計画ということで、敷設をした後、どう

いった、この光ケーブルを使った情報化施策を行っていくかということを計画を本年度策定する

ことにしておりますので、山都町全部に張りめぐらせた後、この活用についてはしっかりとした

方向を打ち出していきたいと考えているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） 今、課長答弁にあったように、これから先がまた、一つの大きな、こ

れを生かしたそういうまちづくり、生かしたところの、それぞれの生活の向上、このあたりを考

えながら、さらなるインターネットあたりの推進をお願いしたいと思っております。器はできて

も、それが利用できなかったではどうにもなりませんので。答弁はもうそれで結構でございます。 

 次に、農業振興について。今回は、特産品の生産販売について質問いたします。 

 通告では、ユズ、お茶、タケノコ、あるいは、酒米のそれぞれの特産品の作物についての質問
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を考えていましたが、時間配分もありまして、27年３月の一般質問で山都町南西部の振興開発に

ついて、つまり地域でいえば、下矢部、白糸を念頭に、道路網の整備、農林業の振興、観光開発

の３点について質問をしていますので、今回は気候風土を生かし、付加価値の高い地場の農業振

興及び安心安全の特産品としてのユズの産地化について取り上げます。 

 私も、ＪＡの生産部会の一つであるユズ部会の総会に毎年呼ばれ、出席をしております。その

中で、ことしは「スパークリングゆずはちみつ」というユズを原料にしたアルコール分４％の低

アルコール炭酸ユズ蜂蜜の新製品の発表がありました。その説明文の中に記してありましたので、

少し読んでみたいと思います。これはアルミ缶入りの商品です。 

 その中に、九州有数のユズ産地、熊本県上益城郡山都町、標高400から500メートルの寒暖差の

ある土地で、香り高い品質にこだわったユズを生産しています。厳選したユズを使用し、添加物

を一切使用しない製法でユズの香りを生かし、国産の蜂蜜とブレンドしました。爽快なユズの香

りと明快な飲みやすさを実感してください、と記してありました。 

 ユズ果汁製造は大分県前津江、そして、製造者は大分県日田市大山町。大山町といいますと、

皆さまも御存じのとおり、一村一品運動で有名になりましたね。そこの道の駅にも販売をされて

おります。 

 このように、大分の業者さんが加工販売をこの山都のユズを利用して商売をされています。地

元にも加工販売をされ、付加価値の高いユズの利用、活用をされている農園もありますので、ど

うかひとつ、行政といたしましても、関係機関、ＪＡあたりと相談しながら、この長い歴史と栽

培の伝統を誇っておりますところのユズの生産、加工、販売にかかわり、産地化を推進してもら

いたい。 

 町長の住所も、ユズが柚木ということで、山都町大字柚木でございますので、ユズと関係があ

りますので、理解はされているかと思いますけども、どうかそれぞれ各関係の課長さんあたりも、

ユズの生産、加工、販売にも目を向けていただきたいと思っておりますし、その栽培のほうも、

なかなか今は、収穫なんかが重労働です。段々畑にかごを背負っての収穫は大変でありますし、

老齢化してしまっております。中には、少し最近、若い人もユズ栽培に力を入れていらっしゃる

方もおられますけれども、全体的に、やはり老齢化ということで、栽培の人たちが少なくなって

いるというような状況で、ここはひとつ、ユズばかりではなく、先ほど言いましたように特産品

のお茶とかタケノコとか、そういうものの一大産地をつくるためにですね。これは、すぐではあ

りません。これはひとつ、皆さん方の構想の中に、そういう加工場建設あたりも、何年か先かわ

かりませんけども、頭の中に入れていただくならば非常に幸いかと思っております。 

 何か御意見があったらですね。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 今、御質問にありましたユズということで、主に矢部地区の

柚木、それから、目丸地区で生産をされているわけでございますが、一つは栽培の部分で、いわ

ゆる隔年結果、いわゆる表年裏年の対策が必要かなとありますので、ＪＡを初めとした生産部会

で取り組まれている状況でございます。 
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 それから、町のほうでも、改植事業等を行っております。いわゆる若木による青果物としての

ユズの高品質化、それから、予措技術と申しまして、いかに青果として回らない商品を加工品に

回すかということで、地元のほうで予措技術の向上によって加工品の品質向上を図っております。 

 議員の指摘もありましたとおり、従前、女性の加工グループ等もあって、非常に多方面でのブ

ランド化、あるいは販売ということで、農家の婦人の方の収入源となっていたわけでございます

けれども、今現在、加工グループがないような状況でございます。かないますならば、今の生産

者の中から声が上がってきて、先ほどありました加工所、あるいはそういう生産グループという

ことで声を上げていただくと幸いかなというふうに感じておる状況でございます。 

 それから、その他の特産品につきましても、それぞれ収穫時期も違いますので、先ほど４品目

を合わせますとＪＡの28年度の実績でございますが、１億2,000万ほどの収入がございます。収

穫時期が異なりますので、農業の貴重な収入源とも考えておりますので、今後も町としましては

改植等の整備事業と、あるいは、生産者、農協との緊密な連携によりまして、ますますの産地づ

くりということで努力していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） 今、課長答弁のとおりであります。やはり、収入そのものは何千万と

は上がらんとですよ。ただ、複合経営的に、ユズ、プラス、タケノコとか、ユズ、プラス、酒米

とか、そういう複合的な経営を推進していってもらって、特に山都町南西部ですね、専業農家が

少ないということを考えれば、そういう農家も助けていっていただきたいと思っております。 

 そういうことで、課長答弁にあったように、いろいろ手を打つ。そして、関係団体と手を結ん

で、農家を手助けしていくという答弁をいただきましたので、大変安心をしております。一朝一

夕に、すぐ加工場ができるということはありませんので、長いスパンで考えていただきたいと思

っております。 

 次の、災害復旧については、同僚議員があした質問をされますし、また町長、この１年間、災

害の復旧復興に全力を挙げて、最優先課題として取り組んでいるということを何回もおっしゃっ

ていますので、私が今、殊さら、この壇上で申し上げることは省略したいと思います。 

 ただ、道路河川の維持管理についてだけは質問をさせていただきたいと思います。 

 私は、昨年の梅雨豪雨の被害現場や災害の復旧状況などを見て回りますけども、いつも自然災

害の恐ろしさを感じながら、今後ますます多発されると予想される災害に対して、道路河川の維

持管理は最重要課題になってくるのではないかと思っております。道路河川の維持管理には地域

住民の協力が大切です。先ほど、藤澤議員も述べておられましたが、やっぱり、河川の維持管理

なども大変重要であります。もちろん、少人数で頑張っておられる今のこの山都町建設課、道路

維持課には敬意を表したいと思います。 

 地元道路の危険な場所の見回りとか、側溝や横断溝の排土、枯れ葉や崩れた土で道幅が狭くな

って、そういうところがよく目につきます。集落でそういう排土作業などをされているところも

ありますけども、以前は、私がまだ若いころというか、学校に行くころは、道路工夫さんという
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方がいらっしゃって、日ごろからそういう道路管理をされておりましたけども、今はもう時代が

変わりましたので、それを望むすべもありません。木や竹の伐採などは、緊急を要するところは、

話に聞けば、シルバー人材さんを利用されているという情報もありますので、このあたりの日ご

ろの維持管理はどうなっているでしょうか。 

 河川の維持管理についても、結局は財政面が大きな問題になってくるわけですね。一級河川は

ともかく、県の河川はともかく、町が管理する河川においては、その辺のところ災害が発生しな

いようによろしくお願いしたいと思いますが、維持管理はどうなっているかだけ簡単に、課長、

答弁をお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） お答えをいたします。道路につきましては、今、議員おっしゃら

れましたように、本町におきましては嘱託職員が１名、それから、各支所につきましては、シル

バー人材のほうに委託をして行っております。 

 緊急時、風が吹いて木が倒れたとかいうときには、当然、建設業に頼むこともありますが、簡

単な作業につきましては職員が出張って作業を行っているところでございます。 

 それから、河川につきましては、昨年の災害時から皆さんにお伝えしたかと思いますが、管理

区間の延長ということで、高地、またはあるいは人家の存在が確認できるところまでは延長区間

を延ばして、去年の災害からかなり上流まで延長区間を延ばして査定を受けて災害でとるという

格好で進めておるところでございます。 

○議長（中村一喜男君） ９番、藤川憲治君。 

○９番（藤川憲治君） ありがとうございました。とにかく、これから先、災害が多発するか

と思いますので、日ごろからの維持管理が重要になってくると思いますので、よろしく手配のほ

うをお願いしときたいと思います。 

 一番最後の観光行政については、先ほど中村議員も述べておられましたので、もう時間の都合

上割愛いたします。基幹産業としての観光を前面に打ち出していただきたいと思っております。 

 先日は、この町の最大のお祭りである八朔祭が町内外からも多くの見物客を集めまして、呼び

物の大造物に感動、感嘆の声を上げ、山都の町も久しぶりににぎわいを見せました。このにぎわ

いを見せた二日間でしたね。 

 ことしの三大祭りは、火伏地蔵祭、八朔祭、そして最後の、一昨日の文楽の里まつりも、いず

れもすばらしい天候に恵まれ、町長が変わったから天気もようなったんじゃなかつかいという声

もたくさん寄せられまして、そぎゃんかなと思いながら話を聞いておりましたけども、それはそ

れとして、本当に人出が多い祭りが３週連続で行われました。この山都に伝統と歴史、そして、

創意あふれる祭りが行われ、山都の名をあげることができました。 

 祭りが終わって、もう静かになった町を歩いてみますと、造り物小屋や各組の造り物の前でカ

メラを手に熱心に見物をされる人を本当に多く見かけました。この役場の前でも、あの造り物を

背景に写真を撮られる方もたくさんいました。 

 そしてまた、浜町の各商店街の、夏の夜の恒例となっています夜市リレーもすっかり定着をし
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ましたね。各商店街が知恵を流しながら、催し物をそれぞれ独自に創意工夫されております。 

 それぞれの祭りに対しまして、いろいろ問題、課題も多いと思います。八朔祭りについても、

造り手が高齢者になってしまったと。このままであったら行き詰まるのではないかという声も聞

きました。しかし、これら祭りに対するところの役場の対応、山の都創造課を初め、職員の皆さ

んが一丸となって祭りを盛り上げておられる姿を至るところで見せていただきました。駐車場の

整備、そして交通の整理、そして人手の整理と、本当に頭の下がる思いでございました。どうか

ひとつ、これから先もこの町を発展させていくためには、先ほど町長もおっしゃったように、職

員の皆さんの今までとは違った取り組み、やり方、これが非常に大切になってきます。 

 私たちも最後の議会でございますけれども、一町民となられる方、そしてまた再選を目指す方、

多くいらっしゃいますけども、願うのはこの町の発展でございます。そして、住民の皆さんの幸

せでございます。 

 以上をもちまして私の一般質問を終わります。 

○議長（中村一喜男君） これをもって９番、藤川憲治君の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はここで散会します。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

散会 午後３時21分 
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平成29年９月第３回山都町議会定例会会議録 

 

１．平成29年９月７日午前10時０分招集 

２．平成29年９月13日午前10時０分開議 

３．平成29年９月13日午後２時38分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 山都町役場議場 

６．議事日程（第７日）（第３号） 

日程第１ 一般質問 

      11番 田上 聖議員 

      １番 吉川美加議員 

      ４番 後藤壽廣議員 

日程第２ 議案第58号 山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正につい

て 

追加日程第１ 議案第63号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部変更について 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

７．本日の出席議員は次のとおりである（13名） 

  １番 吉 川 美 加     ２番 藤 原 秀 幸     ３番 飯 星 幹 治 

  ４番 後 藤 壽 廣     ５番 藤 澤 和 生     ６番 赤 星 喜十郎 

  ８番 工 藤 文 範     ９番 藤 川 憲 治     10番 稲 葉 富 人 

  11番 田 上   聖     12番 中 村 益 行     13番 佐 藤 一 夫 

  14番 中 村 一喜男 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

８．本日の欠席議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

９．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

  町 長   梅 田   穰     副 町 長   岡 本 哲 夫 

  教 育 長   藤 吉 勇 治     総 務 課 長   坂 口 広 範 

  清 和 支 所 長   増 田 公 憲     蘇 陽 支 所 長   橋 本 由紀夫 

  会 計 課 長   藤 島 精 吾     企画政策課長   本 田 潤 一 

  税務住民課長   田 中 耕 治     健康福祉課長   山 本 祐 一 

  環境水道課長   佐 藤 三 己     農林振興課長   荒 木 敏 久 

  建 設 課 長   後 藤 誠 輝     山の都創造課長   楢 林 力 也 

  地籍調査課長   玉 目 秀 二     老人ホーム施設長  藤 原 千 春 
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  学校教育課長   渡 邉 尚 子     生涯学習課長   工 藤 宏 二 

  そよう病院事務長  小屋迫 厚 文     監 査 委 員   志 賀 美枝子 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

10．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

  議会事務局長   緒 方   功   外２名 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

開議 午前10時０分 

○議長（中村一喜男君） おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第１ 一般質問 

○議長（中村一喜男君） 日程第１、一般質問を行います。 

 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） おはようございます。私たちの大先輩でございます中村議員が、きの

う、一般質問でスーツにネクタイで威厳を正して質問されました。私もきょうは中村議員に負け

ないように、威厳を正して質問をしていきたいと思います。 

 設定１番はまちづくりでございます。浜町づくり、そのことでよく赤星議員と話し合い、いろ

いろどうすれば町がにぎわうようになるのかというようなことを、いつも話しているところでご

ざいます。私がかわりに質問をさせていただきます。 

 ことしも、八朔祭が晴天のうちに盛大に終わりました。しかし、ことしはお客さんが何だか大

分少ないような感じでございます。私は八朔祭のときは、いつもカメラ片手に浜町を１周します。

そして、珍しいもの、造り物、スナップ写真等を撮っていくわけでございますが、ことしは下市

の交差点から通潤橋のほうに入る道筋ががら空きでございました。露天商の方も、お客が来なく

て手持ち無沙汰のようでございます。 

 その原因は何なのか、お客が少なかったのは何なのかと、いろいろ町内の人、地域のそばの人

たちに聞いてみますと、まず返ってきたのが、通潤橋の放水がことしはなされないからだという

ことでございました。通潤橋がこんなに我が町に影響しているのかということでびっくりしまし

た。町長は提案理由説明書の中で、修理に入っているように言われました。これがどのような状

態で工事が進められているのか。いつごろでき上がる予定なのか。これは通告外でございますが、

それくらいはおわかりになると思いますから、御答弁願いたい。教育委員会、ようございますか。

よろしくお願いしたいと思います。 

 私たち、子供のころから八朔というと物すごく憧れておりました。子供のころから、親からお

小遣いをもらって、八朔のときはお小遣いをもらって、まちまで走って出てきて、出店で露天商

の人たちのところをあちこちと回りながら、楽しんでおりました。私たちの子供も同様でござい

ます。しかし、近年、子供さんの数が少ないこともあろうと思いますが、お客さん、露天商の人

たちのところもお客が少ないのではないかと思います。まちに来るということは、子供のころか
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ら大変な楽しみでございました。浜町に行って、歩いて、お店屋さんをのぞいてということが楽

しみで、まちに行くというと前の夜から眠れんごつ楽しかったんです。これは大概、私たちの後

の30年、40年ぐらいまではそうであったろうと思います。ここにおられる矢部出身の方は、町長

含め同じ思いだったと思います。そのまちが、このごろ勢いがないといいますか、お店屋さんも

何も減ってしまった。そういう感じで見ております。 

 そのまちを昔に戻す。活力のあるまちに戻す。それにはどうしたらよいかというようなことで

考えております。このきれいなまち、高原のまち、道筋が２本通って、横道も通って、こんなに

きれいな町は、私たちも大分よそをさるきますが、なかなか見出せるものではありません。ぜひ、

こういうまちを後世まで残したい、活力あるまちにしたいと思って、質問をしていきたいと思い

ます。馬見原のまちも同様でございます。歴史あるまちが、白壁の通りが、日中に行けばなかな

か車もない、通りも人通りが少ないというような状態でございます。同じように、何らかの手を

打たなければならないのではないかと思います。 

 そこで、質問でございますが、質問するのは私でございます。しかし、答弁は有線放送を通じ

て聞いておられる町民の方々が聞かれるわけでございます。毎回、同じことを言っておりますが、

ぜひ答弁される方は、町民の皆様方にわかるように、丁寧に、防災無線で聞けるように答弁をお

願いしたいと思います。 

 ここから九州横断自動車道が30年に中島まで供用されます。中島から矢部までそう時間はかか

らないのではないかと思いますが、現時点でいつぐらいに供用開始になるのか。まず、２点お尋

ねします。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） はい、質問はしてあります。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） それでは、九州地方自動車道の開通予定についてお答えを

していきたいと思います。仮称中島インターまでが平成30年度ということで、31年３月31日まで

には供用を開始するという国の公表がなされておりますけれども、仮称矢部インターまでにつき

ましてはまだ公表がされておりませんので、同時に、今、皆さん御承知のとおり橋脚等の工事も

進められておりますので、近い将来とお聞きしているところです。正式にはまだ公表を受けてな

い状態でございます。 

○議長（中村一喜男君） 通潤橋のことですか。 

○11番（田上 聖君） 言ってあります、質問は。通潤橋……。 

○議長（中村一喜男君） いや、通告にありませんので……。 

○11番（田上 聖君） それでも答弁をしてもらえませんか。 

○議長（中村一喜男君） いや、きのう……。 

○11番（田上 聖君） わかりました。いいです。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 矢部まで開通したとき、現時点で車の流れはどう流れるか、想定して
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おられるならば答弁願いたい。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 国交省の九州地方整備局の回答によりますと、事業評価委

員会というのがございまして、開通後の自動車の入り込み台数の予測がされておりますけども、

それによりますと、7,800台から１万2,000、あるいは１万3,000台の１日の交通量を想定されて

いるとお聞きしております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） その車の流れがどのように流れていくか、浜町にどれくらい入ると想

定されているか、わかりますか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） その辺につきましては、山の都創造課、それから建設課

等々で協議をしているところでございますけども、これは非常に難しい試算になります。車１台

当たり２人なのか３人なのか１人なのかということもございますし、非常に難しいところで、い

ろいろな試算を一度、経済建設常任委員会のほうでもお話をしたことがありますけども、「楢林

君、それは多過ぎるばい」というような話もございました。そういったこともございまして、予

想が非常に難しいところでございますけども、いずれにしても、仮称矢部インターから必ず１万

台以上の車がおりてくると想定されておりますので、浜町商店、それから、通潤橋にいかに引っ

張ってくるか、これが非常に大きな課題だというふうに今認識しているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） インターができて栄えるまち、あるいは、それほどでもなかったとこ

ろ、そういうことについて以前にも質問したと思いますが、改めてどういうところが発展して、

どういうところがそれほどでもないのか、わかっているだけ。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 以前にも、田上議員のほうから御質問を受けまして、私も

できる限りいろんな施設を見てまいりました。そうした中で、特に一番わかりやすいのが九州縦

貫道の西回り高速道路ですね。津奈木とか河浦のほうにインターができておりますけれども、そ

ういったインターを見てみますと、やはりインターができてストップ効果があるうちは、やはり

そこで当然おりなければなりませんので、そこの物産館はにぎわいますけども、次のインターが

できたときが非常に大きな課題になってくるわけで、実際にやっぱり半分ぐらいに売り上げを落

としているまちもございます。 

 ところが、もう一つ次のインターができたときも売り上げが変わらないまちがございます。や

っぱりそれは何でなのかというと、新鮮な魚介類があったり、お肉があったり、野菜があったり

と、やはりどうしてもそこにおりて買い物したい、そのまちを見たいという魅力があるまちが、

やはり売り上げを落とさずにまたさらに伸ばしていくというような状況があります。今回、矢部

インターができたときに、山都町がどうするのか。やはり山都町の安全安心な農作物、それから、

歴史、文化、そういったものの魅力の発信のさらなる磨き上げと魅力の発信が必要かというふう
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に思っております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 大体同じような感覚でおります。私もいろんなところをさるきながら、

車が入りやすいところがまず第一条件でございます。そして、入った先に魅力があるところ、そ

ういうところではないかと思って見ております。そういうふうにするには、魅力のあるまち、入

りやすいまちにぜひやっていかなければならない、そう思っております。 

 今のままだと、218号線に乗ったならば、それから畑の橋でまた右折とか下にそってまた左折

とかというような入り方は私もします。多くのお客さんがそうだと思います。いい例が吉野ケ里

遺跡で、皆さん方も行っておられる方はお感じになるかもしれませんが、ぜひまだの方は行って

みてください。東脊振からインターからおりて、そのまま真っすぐ吉野ケ里遺跡でございます。

桁違いに大変お客さんも多いわけですが、そういうことを感じませんか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） この矢部インターをおりた後の対応をどうするかというの

は非常に大きな課題ですけども、平成31年にそれが迫っておりますので、しっかりとこの１年間

で対応することが必要だというふうに思っております。通潤橋の放水につきましても、インター

が開通するときまでには補修を終えたいということで、町長のほうも希望を伝えてあるところで

すけども、いずれにしても、そのあたりが鍵になってきます。どうしても通潤橋の放水に頼る部

分がございますけれどども、それはそれとして、通潤橋だけでなくて、やはり商店街の魅力が必

要だというふうに思っております。幸いに拠点施設もできました。ここを拠点にして、文化の森

と通潤橋の道の駅とをつないで、バスを相互に乗り入れることが必要になってくるというふうに

思っています。そして、受け入れる店舗、商店街の飲食店であったり、あの店に行くと必ずおい

しいものがあるというようなところをつなげてほしいというふうに思っております。 

 実は、文化の森のほうにも、数社、来年のバスツアーの企画の調査に来ております。先般も鹿

児島のＪＡの旅行社が来られまして、通潤橋からここまでのバスのアクセス、それから、ここの

拠点施設、文化の森から、例えば通潤酒造とか、いろんな商店へ徒歩で何分ですかというような

問い合わせもございまして、実際に来て、歩いて見て回られました。そして、それぞれの造り物

小屋の場所、そういったところも確認されましたけれども、これは、あとの判断は旅行社が判断

するわけですから、そういったところをしっかり、まちとして売っていきたいというふうに思っ

ております。トイレとか駐車につきましては、文化の森もできましたし、バスセンターもござい

ますし、役場の庁舎もございますので、庁舎のことも、駐車場も含めて、利活用を最大限にでき

るように、今後チームをつくってやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） これは町長にお願いでございます。今、高速道路からおりて、218号線

でＴ型の交差点になります。それをおりたならばそのまま浜町に入れるような道路をつくってい

ただきたい。つくってはいかがか。ぜひお願いしたいと思います。インターからおりて、218に

かかるところを真っすぐ浜町のほうに突っ切って、えびすぱーなの横の、今、高校の生徒さんた
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ちが単車の運転の練習をされている、あの場所の一角をそのまま真っすぐ突っ切って、そして、

先は水道町のほうに振るか、曲げるのか、高校の横の道路につなぐのか、それは専門的に考えて

いただかなければなりませんが、まずは、道路を真っすぐ入り口をつくっていただく、それが浜

町に入る一番の最大の効果だと思います。浜町の活性化の第一の条件はそれであろうと思います。

町長、ぜひそういうことでお願いしたい。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 取りつけ道路の件につきましては、先ほど、楢林課長が検討をすると、

また、きのう言われましたが、今後、開通を目指す中、町内の活性化も含めた中で、道路につい

ては非常に、あの部分を私も見ますと、高校のグラウンドまでどのような形でおりるか、いろん

な技術的な問題もあろうかと思っております。早急にそういう分も含めながら検討していきたい

と思います。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 長谷のインターです。長谷のインター、中島の瀬戸と長谷とのインタ

ーでございますが、これは進町議が１人で頑張って、それこそ、そぎゃんこつばっていうような

ことを言いながら、ついにあそこにインターをつくりました。１人の議員でも、そういうふうな

動きができます。町を挙げて、町長が音頭をとってやっていけば必ずや道はできると思います。

県道とか町道とか国道とかでなく、町道でも構いません。車がスムーズに入る、それがまず第一

の条件だと思います。浜町に入れば、通潤橋があります、五老ケ滝もあります、きれいなまち並

みもあります。楢林課長がお答えになったように、造り物小屋もいっぱいあります。それから、

若い人向けに小一領神社があります。これは大いに宣伝していい。小一領神社を一周してお参り

すれば恋が成立するというような宣伝までしていけば、若い人が今でも相当来ていると聞きます

が、ぜひそういうことでお願いしたい。 

 そして、それから、もうちょっと足を伸ばせば清和砥用線です。あれに入って、大川のほうに

抜ける。そうすれば、九州山脈のすぐ下で、山が見える。５月、春先には緑がはえて、そして、

秋にはもみじがはえるところでございます。矢筈岳があり、そして安徳天皇陵があります。それ

から行けば滝下の渓谷美、都会から来た人は見飽きることがないと思います。そういうドライブ

コースも整備されてはいかがかということで答弁をお願いしたい。後でよか、また、町長。はい、

どうぞ。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 田上議員が今、御指摘のとおり、山都町には、本当にいろ

んな観光資源、それから歴史、文化がありますので、そういったものをしっかりとつなげる方策

をしていきたいというふうに思っております。 

 それから、先ほどの道の件は、従前より大分、インターが将来できるということがわかってお

りますので、浜町の商店街にどうつなぐかというのは、いろいろな方向――南田からがいいのか、

インターから直接がいいのか、いろいろとルートについては協議をしているところであります。

ただ、いろいろ予算面とか非常に難しい部分がございます。 
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 いろんな観光地の例をとってみますと、仮に直線で結んだとして、それが成功する場合もあり

ますけども、逆に失敗する場合もございます。なぜかといいますと、インターからすぐ通潤橋ま

で来れれば、すぐ帰ることができます。こうしたときには浜町の商店街に寄らなくてもいいとい

うようなことになって、彦根城があります彦根市のお城の前の道路は、全くそういうふうな形に

なっておりますが、それが是か非かは判断の別れるところです。それから、滋賀県のほうにあり

ますまちでは、わざわざ細い道にして、どうしてもそこに車を通して商店街に行っていただくと

いうようなことをしているまちもございますので、そういったまちの条件に合わせたつくり方を

していきたいと思いますが、まず、できることとして、国県と一緒に案内サインをしっかりと整

備し、アクセスマップあたりを周知していくことが大事だというふうに思っております。 

 先ほどの九州脊梁のことにつきましても、やっぱり周遊ルートをしっかりつなぐことは、砥用

線のこともそうですけれども、鮎の瀬大橋にも行けますし、そういったいろんなバラエティーに

富んだ観光ルートをしっかりとつくって、発信していきたいというふうに思っております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 山都町には自然を生かした観光地というのはいっぱいあります。しか

し、点、点、点で、なかなかつながりません。それをつなぐのは何かというと、線でつないで一

括して観光地として売り出すべきだろうと思います。いっぱい名前が売れて客が来れば、まちも

にぎわうという考え方で言っております。ぜひ、点だけでなく、線でつないで、そして、大きな

円の中の一つにしてしまう、そういうことを考えることも大切だろうと思います。後でまたやり

ます。 

 次に、矢部阿蘇公園線がごさいます。６月の増永県議の一般質問で、町長も副町長も傍聴にお

いでになりました。その中で、県のほうは、今までと私が議員になってすぐから地元の期成会の

会長をさせていただき、その関係で年頭にお願いに行っていたのが、やっぱり阿蘇の土木事務所、

あるいは、県庁、土木部あたりに行っていたんですが、そのときの答弁と余り変わらないわけで

ございます。クマタカがいる、あるいは国立公園の中である、地形が急峻だ、そういうふうなこ

とが言われておりました。今度の答弁でも同じようなことが言われております。私たちも行って

猟をしますが、クマタカはどこにおりますか、行動範囲がそれなりにあると思いますから、私た

ちは見たことがないが、あなた方は見ましたかと言えば、いいえ、見ておらない、しかし、おる

ということでございます。 

 経済効果、国立公園、そういうふうなことでいろいろお逃げになるわけです。しかし、今度は

予算が500万ついて調査するということでございますが、国にお願いしたほうが、県だけにお願

いするよりも国にお願いしたが早いんではないかと思います。というのが、500万ついたのも、

南阿蘇村が石井国土交通大臣がおいでになったとき二つの項目を陳情されました。災害復旧と矢

部阿蘇公園線を避難道路として通してくれということでございます。その関係で500万の予算が

ついたのではないかと思っています。これを通すには、やはり南阿蘇と一体となりながら、国の

ほうにも積極的にお願いしていただきたいと思います。町長の広い顔で――人脈が広いという意

味の広い顔でございます、そういうことを生かしながら、ぜひお願いしたいと思いますので、御
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答弁を。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 阿蘇公園線につきましては、本当に長年、皆さん方の、また私たちの

希望でありました。500万円という予算での調査費、いろんな部分で思いもありますし、県の思

いもあるようでございますが、まずは予算がついたというようなことで、来年度以降についても

予算化できるような取り組みを早急にしていきたいという思いでおります。それと同時に、国交

省等々には、常に行ったときには必ずつけ加えるような形の中でやりたいという思いでおります。 

 長年の念願の予算ができたというようなことでございます。第一歩であります。南阿蘇村のほ

うから避難道路としてと、早くから山都町ではそういう思いで、また、観光ルートとしての役割

もという思いの中で阿蘇と協議をしてこられたようでございますが、なかなか阿蘇のほうが腰が

重かったというようなことでございますが、今回の大地震の影響等もあった中で、非常に二つの

町と村ががっちり手を結んだ中で取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 国にお願いしたほうが早いのではないかと思うのは、大臣の鶴の一声、

九州自動車道が５月29日だったですか、東京でその日に開通させるということで石井大臣が言わ

れて、通れるような状態ではありませんでしたが、一応、名目上は開通ということになりました。

この線も、いつかは起きるであろうという想定の大地震、大津波関係で、宮崎、鹿児島あたりか

らの避難道路も含めて、混乱を含めて、この道路はぜひ必要な道路だと思いますし、１年に

1,000万ぐらい阿蘇のほうに来るというお客さんが、九州横断道路の矢部のインターで乗りおり

ということが相当数出てくると思います。横断道路の活用にもなりますし、ひいては、畑の交差

点から真っすぐ浜町のほうに行っていただき、まちのにぎわいにもつながればと思っております。

ぜひ、そういうことでお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

 それから、農業新聞に出ておりました。これは島根県の江津市というところでございます。田

舎だからという概念を壊すということで、農業新聞に書いてあったわけでございます。起業連鎖

ということで、５年で50件の企業がここに来たということになっております。私も、この付近を

一昨年、27年の今ごろでございます、通ったことがございますが、日本海岸はやはり鳥取、島根、

人口が減っている県でございますので、本当に通りが寂しいといいますか、なかなか人がおらな

い。寂れたまちになっていくという感じで全体を通っていきました。この付近で、何で27年を思

い出したか、今ごろということを考えますときに、この付近にイチジクの産地がございます。イ

チジクが名産として、特産としていっぱい売られておりましたので、今ごろだったんだなという

ことで思い出しました。 

 そういうことで、全国的に見れば元気のいいまちがいっぱい農業新聞あたりに出てきます。元

気のいい起業の人、業を興された方、そういうのも出てきます。我がまちもどうにかならないか

という考えで質問をしております。答弁いいですか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 今、御紹介の江津市のことですけれども、そういった形で
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若者の起業が数十件あらわれているということでございますけども、これは一つには、石見銀山

というのが世界遺産に登録されましたけれども、それが一つの誘因になって、シャッター通りが

少しずつ開いていったという要因がございます。いろんな自治体、全国1,700の自治体がござい

まして、いろんな要因の中で、寂れるまち、繁栄するまちとありますけれども、そういった一つ

のきっかけをもとに、それを利用して、そのまちが活性化しているというのが現状でございます。 

 山都町に置きかえますと、九州中央自動車道ができる一つの要因が大きなきっかけになると思

っておりますので、そういった先行事例と同じように、企業化を進めていきたいというふうに思

っておりますし、昨日の答弁で申しましたとおり、やはり商店街に若い起業家の店舗への入店と

いうようなこともありますので、山の都づくりファンドのほうでしっかり応援して、今のうちか

ら対応していきたいというふうに思っております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 近くでもにぎわいのあるところがございます。前回も言いましたが、

湯布院の、私に言わせれば、小さな通りでございます。私の目から見れば、何でこぎゃんとばこ

ぎゃんところに買いにこやんとかという感じの通りでございます。ところが、その通りが年々広

くなっていっております。延びております、両側に。私に言わせれば、がらくたという感じです

が、それでも、若い人たちが、若い女性の人たちが、若くない人もおいでになりますが、それに

連れられて男性の人たちもいっぱい来ておられます。それから、近くで菊陽町が４万人を超えた

という話がございました。すぐ近くの町です。大津町、にぎわっております。本田技研の関連も

あろうかと思います。それから、松橋です。宇城市松橋も、食べ物屋さん、そのほかいっぱいあ

って、にぎわっております。にぎわう要件は、企業があるからだけではなく、何かがありはしな

いか。そのもとを突きとめていただきたい。 

 例えば、馬見原にしてもぼたん祭りというようなことが行われております。これは山鹿で、た

しか、ほの宵という祭りじゃなかったかなと思いますが、土曜、日曜か、金曜、土曜か、週末に

２日だったと思います、催されております。長い期間、１カ月か１カ月半ぐらい続くようです。

一番最初始まったころ行きました。八千代座の近くで、最初のころは見られたもんじゃなかねと

思って帰ってきました。ところが、近年になれば、車を置く駐車場もないぐらい、天気のいい、

条件のいいときは、それこそ人でごった返すようになっております。うわあ、継続は力なりって

これだなと思って見ております。よそのまねをしろとは言いませんが、そういう例もあるわけで

すので、ぜひ何かをして、そして、継続して、地域の人たちと町内の人たちと協議をしながら進

める必要がありはしなかと思うが、いかがですか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 御紹介の湯布院についても、ある意味、山都町の浜町商店

街とよく似た部分があると思います。高速道路があって、国道があって、その下に道の狭い商店

街があって、その中に湯布院のまちがあるということです。30年前はやはり温泉だけの小さなま

ちだったわけですけれども、そこに溝口薫平さんという玉の湯の経営者がおられまして、このま

ちをどうにかせないかん、観光協会に民間からそういうプロパーを呼んで立ち上げようというこ
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とで、三十数年前から取り組んで今の湯布院があるわけですけれども、条件的には同じような状

況にあると私も思っております。 

 あとは、人であったり、地域のリーダーであったりということになります。観光協会にも、そ

ういう観光のやっぱりリーダーになっていただきたいというふうに思いますし、町としても、そ

こらあたりをもうちょっと手厚く支援することも必要ではないかというふうに思っております。

一番必要なことは、やはり町民の皆さんがいろんな立派な施設であったり観光でのよさを利用す

ることが必要ではないかというふうに思っております。 

 町長も就任当初から、いろんな山荘とか、そよ風パークとか、文楽をしっかり職員がみんな利

用してくれということをおっしゃいました。町民の皆さんは、文楽まつりと神楽を見られたこと

がありますでしょうか。多分、半分にも満たないと思っております。ですから、そういう町民の

皆さんが自分たちのまちのよさを知って、そして、ここはよかとばいということでしていただく

ことが非常に大事ではないかというふうに思っております。町長がその先頭に立つということを

おっしゃっておりますので、そういったことをしっかりやっていきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 南小国にそば街道がございます。そば街道、あれが当初は３軒でござ

いました。家が３軒。そば街道って３軒かって思って入っていきました。お店に入った途端に写

真撮っていいですかと、店主に、そのお店の人に尋ねました。ここを写真撮っていいですかと。

思わず写真を写したくなるようなつくりでございます。外観は、小屋に横からスギの木で突っ張

りをいれてありました。倒れんごつ、こぎゃんして斜めに。そういうところででも、中がいいか

ら、入ってみて写真でも撮りたいと思うぐらいのつくりでございます。そういう魅力、お客さん

がまちなかに入ってきて、わーっと言うようなつくりも必要ではないかと思います。そういう仕

掛けも必要だろうと思います。とにかく私たちのまちが、蘇陽も含めて活力があって、昔の元気

を取り戻すように、行政も町長もお金はそれなりにかけてつくっていただきたいと思います。 

 次に移ります。高齢者の福祉についてでございます。 

 貧困層というのがこのごろよく言われます。マスコミでも流れます。それで、その貧困層とい

うことについて、まずお尋ねします。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） おはようございます。高齢者福祉の部門についてのお尋ねで

ございます。 

 まず、直近の高齢者の数をお知らせしたいと思います。８月31日現在、一番直近です、6,945

名、これは割合にしますと44.7％が65歳以上の人口となっております。その中で貧困層はどうい

う人たちかというお尋ねですけれども、貧困というのは、一般的に言いまして、生活をする上で、

食料費や光熱費など生活する上での支出がありますけれども、その上で、一定基準を下回る収入

しかない人たちを貧困層という呼び名で言われるところであります。これにつきましては、さま

ざまな要因がございまして、個人の原因や、その他社会的な原因がございます。個人の原因から

申しますと、失業されたり、職業的なもの、低賃金労働で働かれている人、それから、その人自
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身や家族の方が思いがけない病気や介護状態になるというふうな状態のこと、また、子供さんが

おられる場合は、教育費、養育費などがたくさんあるというふうなこと、また、浪費される方や

無気力で精神疾患などのある方とか、いわゆる低収入、無収入状態の方、そういうふうなことが

貧困につながるというふうなことでございます。 

 それから、社会的な原因につきましては、社会保障制度の不備ということ、これは世界的には

そういうこともあるかと思いますが、日本には社会保障制度は十分に備わっているかなと思いま

す。また、地理的な条件、それから、交通事情が大変悪いところ。そのようなことが貧困につな

がるものと言われておりまして、これは平成27年度の厚生労働省、それから総務省の調査が出て

おりますけれども、それでは、国民の大体１割が総体的に見て貧困状態にあるというふうな調査

結果が出ております。 

 また、特に最近におきましては、ひとり親世帯になりますと、やはり養育費というものが大分

かさんでまいりますので、ひとり親世帯につきましては貧困状態が約半分と言われている状態で

ございます。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 高齢者の方のひとり暮らし、２人暮らし、大体どれくらいなのか。戸

数。私は以前調べたのでは、1,500ぐらいあったと思いますが、現時点でどうですか。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 大変近い数字でございます。大体ひとり暮らしが800、また、

同じように２人暮らしも大体800件ございます。あわせて1,600件ぐらいだろうという数字が出て

おります。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） あるところで、福祉の第一線で働いておられる民生委員、あるいは、

福祉委員さんたちの話の中で、無年金の人たちの生活が大変だという話がございました。無年金

という人たちがあるのか。あるいは、保険料を納めなくて年金をもらっておられた年代がござい

ます。時代がございます。そういう人たちもおいでになるのかどうかお尋ねしたい。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 無年金という言葉につきましては、年金制度、いろいろ個人

の状態がかかわってきますので、この無年金者というのを実際に把握するのは大変難しゅうござ

いまして、この質問をいただきまして、年金機構のほうに問い合わせておりますけれども、まだ

確かな回答を得ておりません。 

 それから、議員がおっしゃいました制度が始まるときにもう既に60歳を迎えていらっしゃる方

は、年齢にすれば106歳以上ということになられますので、現在のところ、そういう対象者の方

が山都町には１名おられます。 

 やはり年金につきましては加入者の納付する年金というのが財源となっておりますので、いわ

ゆる普通でいう老齢基礎年金、この資格は、満額もらうには40年以上の納付が必要だというふう

なことで計算されております。 
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○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 私も月に１回病院に行きます。何かというと、血圧の薬、定期健診で

ございます。病院で見かけるのが高齢者の人たちの２人連れで、両方とも病人でございますが、

元気のいいほうの人がより重い人を支えながら病院に通っておられます。診察を受けておられま

す。受付のところ、支払いのところ、あるいは、薬のほうの支払いのところあたりで見れば、大

変気の毒でございます。そういう人たちにそれとなくお尋ねすると、病気だから病院には行かに

ゃんけれども、バス賃、あるいは薬代、そういうお金がないからなかなか行けない、そういう話

をされる人がおられるということを聞いております。 

 高齢者の福祉、ぜひそういうところも考えていただきたい。憲法第25条で最低の生活を保障さ

れておりますが、その適用について何か支障があるのかどうかお尋ねします。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 憲法第25条は１項と２項からなっているわけなんですけれど

も、ちょっと読み上げますと、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有

する」ということです。２項につきましては、「国は、すべての生活部面について、社会福祉、

社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」というふうなことで、最低限度

の生活を営む権利を有するというふうなことでございますので、先ほどの貧困にもかかわります

けれども、一定基準の生活に収入がない方につきましては、それを、国が生活保護制度というの

がございますので、その保護制度で補塡するというふうな制度がございます。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） ２人暮らしの方が1,600戸ぐらいあるという先ほどの答弁でした。そう

いう人たち、本当に困っておられる方に生活保護が適用できないかということでお尋ねしたわけ

です。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 生活保護がいわゆる認められる基準につきましては、地区的

なもの、これは全国は６階級に、６つに分かれております。その他、生活の基準、助けを求めら

れる人やいろいろその人の生活においての状況が違いますので、その窓口としましては役場の中

で福祉係が担っておりますけれども、県の福祉事務所に相談していただければというふうなこと

でございます。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） ほとんどが農家の方、資産、財産がある方、土地とか山とか、それが

ある方が多いのではないかと思っております。そういうことが条件として引っかかるのかどうか。

例えば、生活保護を受けるには、車に乗るとできないというような規定が以前はあったようでご

ざいますが、そういうことが……。私有財産があれば生活保護の認定ができないのか、お尋ねで

す。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 生活をしていく上で、そのような使えるような財産、お金に
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換算できるようなものとかいうのを調べられますので、その人によって、持っている財産とか家

族構成とかも複雑でございまして、それぞれ違うと思いますので、ぜひとも、そういう相談には

福祉事務所が応じますので、活用していただきたいということではないですけれども、相談は随

時受け付けております。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 今、農家の財産にしても、杉の木が大きくなったのはとにかくとして、

手入れがなされていない山とか、それから、畑にしても田んぼにしても買い手がなくて荒れ放題

というようなところもいっぱいあります。農地がお金として見られるのかどうか、それも疑問で

ございます。そういうことも含めてしっかり考えていただくならばと思います。どうですか。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） やはり山林についての山の価値というのも随分変わってきて

おります。それから、農地につきましても、耕作条件のいいところ、悪いところとありますので、

それがどんな価値を有するかは、やっぱり専門の福祉事務所のほうが判断いたします。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 高齢者の方、ずっと一生、今までしっかり働いてきておられます。そ

れこそ自分の人生は何だったのかという思いがあっても不思議ではないくらい、戦中戦後の混乱

期を含めて、生活と国の施策と合わせて働いてこられて、しかし、晩年になって病気がだけが痛

みだけがいっぱい残って、何も俺の人生よかったことはなかねということではなく。初めと終わ

りがよければ人生に満足されるのではないかと思います。終わりの人生はわずかな人生でござい

ます。ぜひ、俺は幸せだったと思えるような施策をお願いしたいという思いです。そういうこと

を考えながら、行政に携わっていただきたい。町長にもお願いでございます。本当に楽しい人生

だったと喜んで終われるような施策をしてやるのが私たちの務めではないかと思っております。

私も高齢者でございますが、そういうことを考えていただきたい。 

 同じように、浜美荘をリフォームするとき、修理したり新しくつくりかえたりするときに、矢

部町では当時、大変な論議の中でなされました。しかし、一貫して思われていたのは、ついの住

みかとして、みんな、入っている人に喜んでいただける、そういう施設をつくりたいということ

で、今の施設をつくっていったわけでございます。ぜひ、ついの住みかとして、多くの高齢者の

人たちの終わりとして、満足していただけるような施策をお願いしたいと思います。 

 これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、11番、田上聖君の一般質問を終わります。 

 ここで10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午前11時０分 

再開 午前11時10分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 一般質問を続けます。 

 １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 皆さんおはようございます。１番、吉川でございます。 

 今定例会で、早いものでもう16回目の質問というふうになりました。きょうも傍聴にお越しい

ただき、ありがたいと思っております。 

 さて、この夏を各議員の方が振り返って、一言おっしゃっていますけど、私も私なりにこの夏

を振り返りたいと思います。 

 まず、夏休みに入ってすぐ、絵本カーニバルが催されました。これは合併の年に始まりました

ので、ことしで何と13回目ということでした。その年に生まれた子供が中学生になり、中学生で

参加していた子供はもう成人になり、中でもことし高校時代にボランティアとして参加してくれ

ていた男子生徒が親となり、自分の子供を連れて絵本カーニバルの会場に戻ってきてくれた、こ

れは大変うれしい出来事だったと思っています。 

 次には、８月23日、町内で童話発表大会が催されました。童話といいましても物語のほうでご

ざいます。町内の小学生29人が挑戦をいたしました。以前と違って、今では希望者が全員参加で

きる形になっております。みんな好きなお話をよく覚えて発表してくれました。物語を覚えるこ

とは自分の形のない財産となります。自分の一生の宝物となるというふうに思っております。そ

の折、山都町代表になった清和小学校６年生の石井君は郡大会でも代表となり、さらに10月７日

に開催されます県大会のほうに進みました。石井君の健闘を祈りたいというふうに思っておりま

す。 

 また、８月の終わりから町の三大祭りが開催されました。どこの祭りも天候に恵まれた珍しい

年ではなかったかというふうに思っております。馬見原では、裸みこしを担ぐために祭りに帰っ

てくる若者たちと出会いました。浜町では八朔の造り物をつくる技を伝承する人たちの心意気を

感じました。清和では、地域の大人と子供が一緒にたたく若葉太鼓のオープニングで始まり、地

域内の農産物の品評会やおいしいものを堪能いたしました。それぞれにすばらしい祭りだったと

いうふうに思っております。 

 また、今月24日には、第10回目の九州脊梁山脈トレイルランが開催されます。町内外、全国か

ら380名の参加があるというふうに聞いております。愛好者のふえたトレランは各地で大会が乱

立している傾向があり、我が大会は年々参加者が減少しているというふうなことがあるのですが、

この10回大会を契機に、また、この地域の脊梁のすばらしい風景、すばらしいコースを全国に発

信し、また、山都町ファンがふえることを望んでおります。また、皆さんが本当に気持ちよく完

走されるように応援したいものです。また、この大会が10回目まで運営をできましたのも、地元

緑川の皆様方の御協力、そして、主催の山都町観光協会の一方ならぬ努力のたまものだというふ

うに思っております。皆様にも、この場をかりて御礼申し上げたいと思います。 

 それでは、先ほども申し上げましたが、議員となって16回目の一般質問でございます。きょう

は、学校教育や町の公共交通システム、また、棚田の創造的復興など通告書に従って質問いたし

ますので、時間内に終えることができますよう、御協力のほどよろしくお願いいたします。 
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○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 最初にまず、学校教育の部分についてでございます。 

 私はよく小中学校あたりを学校訪問させていただくんですが、大概、職員の先生方から、職員

室に支給されているパソコンが少なくて仕事に差し支えるという苦情、苦情といいますか、お悩

みをよく伺うところです。先日から熊日紙上でも、教員の皆さんの大変厳しい環境の中での労働

というものがシリーズで伝えられましたけれども、まちなかの学校ほど、生徒数も少ない我が町

においては労働過重という緊張した場面までには至ってないのではないかといふうに想像はいた

しますが、こちらのほうも含めて、教育長、教育委員会のほうでは先生方の職場環境をどういう

ふうに捉えていらっしゃるか。また、本当に子供たちのために先生方が毎日身を粉にして、時間

もいとわず、私の主人も教員でしたので思いますが、本当に24時間、時間にかかわらず、いつも

自分の受け持ちの子、あるいは、学校の子供のことを考えて過ごしてらっしゃるはずです。 

 そんなところに、パソコンの支給すらできていなくて先生たちがお仕事に支障を来してらっし

ゃるということは、大変いかがなものかというふうな状況だと思いますが、教育長にお伺いしま

す。まず、この間まで現場にいらした立場からもよくおわかりと思いますので、まずは、職場の

現状についてお考えをお聞かせください。 

○議長（中村一喜男君） 教育長、藤吉勇治君。 

○教育長（藤吉勇治君） それでは、お答えいたします。 

 御質問は、各小中学校へのパソコンの配給の現状ということでしたのでお答えしますけども、

まず、御存じのように、本町には七つの小学校、そして三つの中学校があります。合わせて10校

あるわけですけども、その10校の小中学校に職員が、まず県費の職員ですけども、全部で131名

おります。それから、県費の職員以外にも、それぞれの小中学校に町のほうから教諭補助という

ことで19名の先生方を配置しております。合わせますと150名の職員の方々が小中学校におられ

るわけですけども、それぞれに確かにパソコンを必要としております。それぞれのパソコンとあ

わせて、それぞれの学校で共有して使うパソコンも必要です。ですから、必要数ということで言

いますと、職員数に合わせて、学校の教員のパソコンということで考えますと、160台が必要に

なります。では、実際、現状はどうなのかということでいいますと、御指摘もありましたですけ

ども、28台が不足をしております。この不足分については、順次、配備を計画中であります。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） お答えありがとうございます。今、160台が必要なうちの28台が不足を

しているということですね。案外、現場から聞くお声よりも多いかなというふうに思ったんです

が、ただ、これが最新型であるのかどうかということも非常に問題ではないかというふうに思っ

ております。世界的に見ても日本は教育予算が非常に少ないという現状を皆さん御存じかという

ふうに思うんですが、この町の未来を担う子供等に対する予算を惜しんではいけないというふう

に考えておりまして、これから、次の教育課程の内容も今検討されているところですが、特に、

世の中を見回してみますと、やはり、次の教育課程の中で英語教育であるとかＩＣＴを使った教
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育であるといったところがクローズアップされてくるというふうに聞いております。そういった

ものがこう導入されるときに、山都町はそういう古いパソコンを使ってるからとか、あるいは先

生方が使えるパソコンがないからというふうなことでおくれが出ては本当に遺憾なことだという

ふうに思っていますし、ＩＣＴが全てではありませんけれども、これからの社会を生き抜く子供

たちにとっては避けては通れない勉強なんですね。これを勉強し、学校ではこの活用、リテラシ

ー、つまり、それが自分にとっで必要か必要でないかという判断ができるような勉強をしっかり

と伝えるべきだというふうに思っています。 

 また、多くの先生方が、ほかの町村、あるいは市から異動されてきたときに、やはりパソコン

――自分たちの教室のですよ。子供たちにもちろん必要なものですが、御自分たちが使うパソコ

ンの数がない、町から支給されてるものが全てに行き渡ってない、しかも、形が古いというふう

なことで非常にびっくりされているということもよく聞く話です。建前では、支給のパソコンで

仕事をするべきだというふうに言いますけれども、実際には御自分のパソコンで仕事をせざる得

ない。個人情報の問題等々いろいろ社会的に問題があっておりますけれども、実際は仕事ができ

ない。並んでというか、順番を待っていて、結局、自分の仕事はできないというふうなこともま

まあるようでございます。先生方が自分の研さんができないまま子供たちにそういう教育を伝え

ることができるのかというふうなところも非常に問題だというふうに思っていますし、今回の開

会当日にありました監査報告の中でも、光通信がせっかく整備されてまいりました、そういった

ことを有効に活用しながらパソコンやタブレットを使った教育の必要性というものも促されてい

ったというふうに思っております。 

 役場におきましては、新築の際に役場職員全員に新しいパソコンが支給されたというふうに思

っておりますが、それはもちろん世の中の動きについていかなくては話になりませんし、セキュ

リティーの問題等があるからだというふうに思っております。町が管轄する教育現場でも同じこ

とが言えるのではないかというふうに思っています。今、教育長が言われた28台不足という部分

ですが、では、満たされている部分については、そういったところの環境整備ができているのか

ということを、もう一度改めてお伺いします。新しい教育課程が発せられたときに、山都町の子

供たちがこの整備ができていないためにその恩恵にあずかれないということは非常に情けないこ

とですので、町の未来を担う子供たちの教育現場にきちんとした手だてをすべきだという観点か

ら、今のところをもう一度お伺いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 教育長、藤吉勇治君。 

○教育長（藤吉勇治君） お答えをいたします。 

 先ほどの不足分が28台という状況、本当に厳しい状況であります。その不足分については、今、

個人のパソコンで対応してもらっている状況もあるわけですけども、先ほどおっしゃいましたよ

うに、かなり古いといった状況も確かにあります。数年前に中身についてはバージョンアップを

しながら現在のものに対応できるようにしているわけですけども、それにしても確かに型が古い

のもあります。そこにつきましては、教育委員会のほうで全て把握はしているところです。 

 それから、ＩＣＴ教育ということもおっしゃいましたので、そのことにもちょっと触れていき
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ますけども、現在、各学校に電子黒板を配備しております。移動式のもの、それから固定式のも

のを含めて、各学級全てに配備をしてるわけですけども、それにあわせまして、それに使うソフ

トが必要です。教材が必要です。この教材といいますのは、教科書をデジタル化しまして、それ

を電子黒板上で授業で使うわけですね。この教材につきましても非常に高額です。これは全ての

学校に購入をしまして配備ができました。かなりの確かに予算も使いました。 

 その一方で、確かに職員のパソコンがまだ型が古いという状況もありますので、それは順次、

計画をしながら新しいものにかえていくわけですけども、同時に、子供たちが使うパソコンを各

学校に配備をしております。これは子供の必要数に応じてそれぞれの学校に配備してるわけです

けども、現在のところ必要数分が各学校に入っております。ただし、型も古くはなっております

ので、それで、本年度から、今後のＩＣＴ教育に対応するということでタブレット型の端末に変

えていくという計画をしまして、早速、本年度、一つの学校についてはタブレット型の配備がで

きました。順次、そこも今後進めていく予定でもあります。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） ありがとうございます。本当に電子黒板等は以前にも予算、それこそ

私たちもびっくりした記憶があります。電子教科書の高さですね。デジタル化されたものがこん

なにも高いのかと思ってびっくりしたこともあります。そのＩＣＴ教育について先行的に研修を

受けてらっしゃる先生方が帰ってきても、皆さんにそれを伝えるものがない、使える機種がない

とかというふうなことも聞きますので、ぜひ、そこら辺はもちろんお金がたくさんかかりますが、

やはり子供のことはファーストで考えていただきたいというふうに思っております。 

 子供用のパソコンにつきましては、私は毎週、清和小学校に読み聞かせに行っておりますので、

校長先生とよくお話をするんですが、多分、あそこのことでしょうか。あそこは、ことし、特別

支援学級ができたことによりパソコン室を改築しました。先生、今、パソコンはどうされていま

すか、各教室に持っていってるんですかと言ったら、いや、そうじゃなくって、ことしはおかげ

さまでタブレットが子供たちに入ることになりましたというふうなことをおっしゃったんですね。

だから、それをこれから順次、各小中学校に配備をしていただけるように本当にお願いしたいと

いうふうに思っております。 

 また、国のほうのことをちょっと調べましたところ、私が以前、学校図書の司書配置について

お願いをしていたときに、やっぱり文科省から学校図書を整備しなさいというふうなお金が出て

いて、それは地方交付税の形で入ってくるというふうに、その当時の課長に説明を受けて、それ

は一般会計として入ってきますのでというふうな話だったんですが、確かに文科省のほうから、

ＩＣＴ教育についても地方交付税の形で、多分昨年度、あるいは一昨年度でしょうか、はっきり

とは昨年度からこれは入っているようなので、こういったお金の使い道というか、こういったお

金がどのぐらい来ているのかを把握されているか、あるいは、それをどういうふうに活用してい

くべきなのか、そこら辺がわかってらっしゃったらお願いしたいんですが。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 
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○総務課長（坂口広範君） 交付税算定の件でございますので、私のほうからお答えをしたい

と思っております。 

 確かに、今、議員がおっしゃいましたように、交付税の算定基礎の中に、まず、小学校費、中

学校費というのがございます。その中に教育情報化関係経費という名目で算入があることは間違

いございません。ただ、御指摘のように、教育の情報化が一定の水準を満たすように位置づけら

れている、そういう言い方はできるんですけれども、その使途については、先ほどおっしゃいま

したように地方公共団体の自主的な判断に任せられております。つまりは一般財源という性質に

なるものでございます。この一般財源をその必要性、緊急性、経済性、行政効果などを踏まえて

調整していくということになろうかと判断しております。 

 金額につきましては、小中学校全体の経費として捉えておりますけれども、算入額としまして

は、小学校、中学校学校経費のトータルで約３億6,000万程度算入されております。これは一般

財源額として捉えて結構だと思います。 

 それでは、うちの予算としてどういうふうに計上しているんだということでございますけれど

も、同じ教育関係経費、これは社会教育費を除きますけれども、そこに一般財源経費を３億

7,000万ほど投入しておりますので、ほぼ、今、学校に来ております財源につきましては一般財

源として使用しているという言い方ができるのかなというふうに思っております。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） ありがとうございました。このことについては安心しました。ちゃん

と理解をしていらして、ちゃんと教育予算のほうに入っているということですね。ただ、現場を

見ると、どうも教育予算の中での割り振りがまたどうなのかなというふうなところも気になると

ころでございます。せっかく国が、地方自治体のいろんな力の差があるところを子供の教育に差

があってはいかんだろうということで出してらっしゃる趣旨のお金だというふうに思っています

ので、財政のほうも、それから教育委員会のほうも、そこら辺のところを十分に勘案しながら、

子供たちの教育に損失がないように、ぜひよろしくお願いしたいというふうに思っています。 

 では次に、昨年から質問をしておりますけれども、ついに平成31年４月から、今、小学校で行

われている部活が社会体育のほうに移行されていくという流れになっております。完全移行まで、

あと１年半というふうになったんですけれども、その進捗状況をお伺いしたいんですが、まず、

その前に、この部活ということがどういうふうな考えになるのか。私たちは部活、部活と言って

いて、何かみんなが自動的にするものだというふうな感じでありますが、社会教育ということに

なると、そうではないんだろうなというニュアンスを感じとれますけれども、教育委員会として、

教育長として、この部活についての考え方、これをどのように今から先理解していかなくていけ

ないのかというところを教えていただきたい。さきの田上議員の言葉をかりれば、私もよく理解

しておりませんが、これを聞いてらっしゃる保護者の皆さんにわかるように御説明をよろしくお

願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 教育長、藤吉勇治君。 

○教育長（藤吉勇治君） 小学校の体育部活動の社会体育への移行ということで、数年前から
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御質問もあり、お答えしているところでもあるわけですけども、ちょっと経緯をまずお伝えした

いと思います。 

 熊本県が、社会体育移行ということを打ち出しましたのが平成26年になります。そのときに、

運動部活動及びスポーツ活動のあり方ということでまず提言を出しました。それに基づいて、平

成27年３月ですけども、熊本県の教育委員会が基本方針を出しました。その基本方針の中身とし

て、小学校の運動部活動については平成31年度から社会体育に完全に移行することを示しました

ので、それを受けて、それぞれ本町においても検討してきたわけです。県の狙いとしましては、

非常に少子化の中で、チームも組めない、そういった状況が県内各地に出てきたわけですね、学

校等において。それから、保護者や児童の体育に対する、運動、スポーツに対するニーズ、これ

が非常に多様になってきたということ。それから、指導者の不足、そういった状況もある中で、

子供たちにとって適切なスポーツ環境を整えていく、このことが県の基本方針の中身として出さ

れました。 

 部活の考え方ということでは、私も現場におりましたので、非常に子供たちのスポーツ活動の

大切さというのは十分にわかっておるつもりでおります。これは体だけでなくて、心の成長とい

うこともあわせて非常に大事なものでありますし、その機会をいかにつくっていくのか。県のほ

うが社会体育への移行ということで打ち出しましたので、それに基づいて本町も考えていくこと

になりますけども、ほかの町等と同じ歩調では非常に難しいところがあります。本町の場合、面

積も広いですし学校数も多いです。それぞれの子供たちの生活状況もいろいろ違います。そうい

う中で、本町において、どういう形が一番子供たちにとっていいのか、そのことを非常に考えま

した。 

 そういうことで、まず平成27年に町の校長会で説明をしまして、それを現場の先生方におろし

ていただきました。そして、27年10月に各小学校のＰＴＡの会長さんへの説明会を開きました。

そうしまして、平成27年12月に、教育委員会のほうでずっと各学校の状況を調べました。どれく

らいの子供たちが部活に参加しているのか。そして、実際には社会体育のほうにいろんなスポー

ツの競技のチームがありますので、そこへの参加の状況も調べました。それを調べた上で、昨年

の３月なんですけども、小学校運動部活動社会体育移行に関する意見交換会ということで、各小

学校の校長、それから、ＰＴＡ会長、それから社会体育の指導者、そして、教育委員会が集まり

まして意見交換会を開きました。各学校の状況はどうなのか、実際に社会体育の状況はどうなの

か、そこで指導している方々からもいろんな意見等をいただきました。 

 そして、じゃあ、本町としてはどういう方向で進めていくのかということについては、委員会

をつくって、その中で具体的に中身を詰めていきましょうというところまで来たんですけども、

その後の熊本地震、豪雨ということで、一旦そこが中断しましたので、その間に、再度教育委員

会のほうで各学校を訪問しまして、実態調査をして、それは既にまとまりました。準備ができま

したので、この10月に実はその委員会を設置ということで、今、準備を進めているところです。 

 ということで、子供たちにとって非常に体育的な活動というのは大事なものとして考えており

ますし、それは社会体育という形へ移行しますけども、やはり教育という視点をそこに持ちなが
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ら、子供たちがよりよく将来にわたって成長できるように考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 部活が、結局、子供の心と体の成長に必要なものだという認識はわか

りました。ただ、社会体育になったときに、これが自主的な参加になるかというところをちょっ

ともう一言お伺いしたいと思っています。そして、もしこれが社会体育になるということであれ

ば、行ける子と行けない子――もちろん自分は行きたくても親が送っていけない子、町の交通状

況を見てみますと。また、後に質問いたしますけれども、行きたくても行けない子というのが出

てくることを非常に懸念しておりまして、そこら辺を１点と、それから、まとめて質問いたしま

すが、先ほど、教育長からおっしゃられた委員会ですね。今回の補正予算の中にも、社会体育移

行委員会の費用弁償が計上されております。この委員会の構成メンバーと今後のスケジュールに

ついて、課長にお伺いしたいと思います。 

 そして、このメンバーと絡むかもしれませんが、その地域に社会体育の指導者がいないところ

も、特に清和地区あたりはそうなんですけれども、そういったところの掘り起こしあたりの具体

策はどういうふうにされているか。以上のことをよろしくお願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 学校教育課長、渡邉尚子君。 

○学校教育課長（渡邉尚子君） お答えいたします。議員の御質問の中で、今度、検討委員会

をつくっていくところなんですけども、確かに予算を計上しておりまして、名称的にはちょっと

長くなりますが、山都町小学校運動部活動社会体育移行検討委員会として、今、整理をしている

ところです。こちらのほうにつきましては、構成員としまして現在考えておりますのが、各小学

校の学校長及び各小学校のＰＴＡの保護者の代表、あわせて山都町内でスポーツクラブ運営に関

し識見を有する者ということで考えております。それに加えまして、行政のほうから、教育委員

会のほうからの参加を委員としていくつもりです。 

 こちらのほうの委員会の目的としましては、社会体育移行について検討し、運動部活動の環境

整備を推進することを目的に、町の実態に応じた社会体育への移行を図ることを考えていきます。

実際、今回の予算で計上させていただいておりますので、実際の検討委員会の開始としては、大

体10月からを考えております。任期としましては、部活動の以降について平成31年３月までに検

討していくということを県が示しておりますので、そちらの中で開催をしていく。今年度につき

ましては、やはり30年３月までということで回数を重ねていきたいと考えております。 

 議員の御質問の中で、じゃあ、社会体育になって、行ける子と行けない子が出た場合にどうい

う対応をするのかということなんですが、これにつきましては、現在、検討委員会のほうを今か

ら設置ということになりますので、そちらのほうで検討しながら進めていく必要もございます。

ただ、社会体育に移行することになりますと、今現在、かなりたくさんの子供さんたちが社会体

育のほうに参加している現状がございまして、そちらのほうにつきましては各保護者が責任を持

って送迎をされているところがございます。そういったところの兼ね合いも見ながら考えていか

なければいけないと考えているところです。ただし、学校活動でない場合は、やはりスクールバ
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スの御利用はできませんので、そちらのほうの検討も出てくると思います。 

 以上です。 

○１番（吉川美加君） 指導者の掘り起し、社会体育の。 

○議長（中村一喜男君） 学校教育課長、渡邉尚子君。 

○学校教育課長（渡邉尚子君） 社会体育の指導者の掘り起こしにつきましては、生涯学習課

長のほうからお答えできると思います。 

○議長（中村一喜男君） 生涯学習課長、工藤宏二君。 

○生涯学習課長（工藤宏二君） お答えをいたします。指導者の件についてでございますが、

現在は、社会体育スポーツクラブで活動しているまた生徒が、これは山都町の小学生全体の598

人中、社会体育に参加している子供が245人ほどございます。全小学校７校でございますが。そ

の中で、多くの社会体育がある中で、全18会場ごとが山都町内にございますが、それぞれの種目

ごとに各指導者がついて指導をしているところでございます。山都町の会場、種目については大

体14種目ほど、今、私どもが把握している中ではございますが、それぞれの種目ごとに町内の有

志、それから経験者等を含めながら、そうした指導のもとで社会体育をやっているところでござ

います。 

 児童自体が、学校の部活動のある競技種目や練習日、練習時間など、学校での活動がさまざま

な取り組みを時間等にやっておりまして、それ以外の時間等を割いて児童が参加している状況で

ございます。中には、御船とか、嘉島、高千穂あたりの町外などに意欲的に参加している児童も

おるようでございます。 

 それと、送迎等につきましては、家族の協力によって対応している状況でございます。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） わかりました。今後は検討委員会の中で十分に話し合いを進めていか

れることを期待しておりますし、また、本当に私が一番懸念しております、今、工藤課長のほう

からもありましたが、親御さんたちが頑張ってやはり送迎をしてらっしゃるところは頑張れるけ

れども、そうでないところはお家に帰るしかないのかなというところがあります。この二極化と

いうものが進まないような配慮をぜひお願いしたいというふうに思っていますし、また、各小学

校におきましては、本当に校長先生初め、現場の先生方は本当に工夫されて、子供たちが運動不

足に陥らないように、学校の授業のコマ割りを変えてみたり、スクールバスが来るまでの間に全

校体育をやってみたり、本当に涙ぐましい努力をされているところです。先ほど、冒頭に申し上

げました先生方の職場環境というものもありますが、そこら辺のことをきちんと教育委員会のほ

うでも把握されて、先生たちが本当に過重な労働に陥らないように、精神的負担を強いられない

ように、子供たちが本当すくすくと育つ教育環境を今後とも心がけていただきたいというふうに

思いまして、この質問を終わります。 

 続きまして公共交通の課題についてなんですが、先ほどもちょっと申し上げましたが、これは

本町の広い空間を今コミュニティバスがクモの巣のように走っているわけなんですけれども、よ

く皆さんおっしゃるように、余り活用されていないではないか、あいたまんま走りよるよねとか
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言われるようなこともよくあります。今、本当に高齢者の問題もあります。当初はもちろん、運

転ができない御高齢の方なんかの交通の便ということで考え出されたシステムではないかなとい

うふうに思っているんですが、私のところの個人的な話ですが、うちも90の父が来月返納すると

言っております。大して介護が必要な人ではないので、そうなると、私たちは清和の郵便局まで

送り迎えをしなくちゃいけないような事情になってくるわけなんですね。そんなとき、そんなと

きというか、もっと柔軟な交通システムをもう考えざるを得ないじゃないか、今やコミュニティ

バスのバス停までも出ていけないお年寄りもいるんではないかなというふうなことを想像してお

ります。 

 そんなところをどういうふうに町として、今から考えるか。もう瀬戸際ではないかというふう

に思っております。委託しながらコミュニティバスを管理運営しているわけなんですけれども、

その金額の中でもっとできることがあるのではないかなというふうに私ながらに思うわけなんで

す。さすがに、今はどこの自治体でもやっておりますデマンドシステムというふうなものを具体

的に考えていかなくていけないのではないかと思っていますが、その辺についての担当課のお考

えと、その研究がどのように進んでいるかというところを伺いたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 企画政策課長、本田潤一君。 

○企画政策課長（本田潤一君） 公共交通について、コミュニティバスの利便性の検証並びに

次の手段としてのデマンド交通等の取り組みはどうかという御質問だと思います。御存じのとお

り、コミュニティバス事業につきましては、民間バス事業が幹線から撤退しまして、俗に言う全

支線から撤退したもんですから、そこを行政が代替運行措置として運行事業を行っているもので

ございます。 

 なぜ、行政がやるかというのは、もちろん今の裏返しになりますけど、民間事業者で採算が合

わない、そういった路線がゆえに、行政負担、公共負担をもって住民のサービスを確保していく

ということでございますが、この公共交通という捉え方の中では、非常に道路に関する法律で厳

しく規制がされておりまして、コミュニティバスは路線を確定させなさい、バス停を確定させな

さいという制度の中で、路線、そして、そのダイヤでしか運行できないという厳しい規制がござ

います。そのような中で運行しなければならないということで、このコミュニティバス事業を、

合併後、全地域をまとめて行っている状況です。 

 今おっしゃいましたように、それでは、なかなか対応できない、俗に言う交通弱者の皆さんが

発生しております。この前も山都町を取り上げて、マスコミ、新聞に載っていましたけども、免

許返納者の返納の取り組みを進めなければならないという状況も載っておりました。そういった

方々、そして、そう遠くない将来に半分が、俗に言う高齢者になられるという中では、免許を返

納された方々がどう利用されるかというところも重要な課題になります。そこで出てくるのが、

一つにはデマンドという考え方であります。また、そのほかにも、現在取り組んでもいるんです

が、福祉輸送、それから住民が地域で限定的に乗り合いをされる乗り合い運行という方法もござ

いますが、その方法についてどう考えているのかということだと思います。 

 うちの町では、平成24年度に、山都町総合交通体系運行計画というのを策定しておりまして、
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これが第二次です。これが24年ですので、このときにも、課題として、デマンド交通についての

制度について研究して、取り入れについて検討していくということをうたっております。今回で

すが、これから既にもう５年たっておるわけでございまして、本年度事業者の更新も行ったとこ

ろでございますので、今般、来年度に第三次という形での公共交通体系の運行計画を策定する予

定でおります。これにつきましては、国が指示しております公共交通網形成計画というものとあ

わせて、この新たな交通体系について検討していくべきではないかというふうに考えております。 

 ただ、デマンド交通の考え方ですが、タクシーがわりに使えるものではございません。これも

あくまでも乗り合いですので、ルートを決めて、ただ予約型になるということです。今、論議に

なっておりましたスクールバスは必ず朝夕、そして、部活にも今、運行しておりますから、その

合間に一般の方が利用されるし、混乗便もございますが、これと別にデマンドを入れるとなりま

すと、システム導入、それから、予約を誰が受けるかというシステム、そして、それを再配する、

そういう仕組みを入れるには、さらに、経費的には上乗せになるんではないかということも予想

しております。 

 そういったことを踏まえて、全国にこの前、議員さん方も千葉県市原市で研修されたと思いま

すけども、私ども独自にこの山都町と類似したやり方をしてるところに研修に本年度は事業者と

一緒に行こうということで、今計画をしているところです。ちなみに、よそがやっている状況と

いうのは、コミバス一辺倒でございませんし、乗り合いタクシーなり、デマンドバスオンリーで

もございません。さまざまな地域での体系を組み合わせたやり方で交通弱者の方々の利便性を確

保するやり方ですので、組合せ型だということです。これをぜひ取り入れていくと。 

 ですから、うちの町でそれを取り入れた場合は、コミュニティバスが行かないエリアについて

デマンドを入れましょうと。ただ、それが出てくるところが、じゃあ、例えば、ある離れた地域、

ほとんど利用者がいらっしゃらないところを予約型で行ったとしても、例えば、浜町まで買い物

や病院とかに出てこれるかというと、そこはなかなか規制上できないというようなことも聞いて

いますので、その辺のことも本当に課題が多い研究テーマだというふうに考えております。 

 ちょっと冗長になったかもしれませんが、御説明といたします。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 事情はそれぞれよくわかります。私たちもおっしゃったとおり、市原、

あるいは、県内でも、きんぎょタクシー、御存じだと思いますが、長洲町、結構、上手にやって

らっしゃるというふうに思っています。もちろん理解しております。これはタクシーではないで

す。個人的にドアからドアに行ってほしいというふうな意味でのものではなく、地域と各自治振

興区、あるいは区あたりと相談しながら、火曜日はまとまって五、六人で病院に行くとか、この

日はまとまって買い物に行くとかいった際の便が図れればいいんではないかなと。誰々さんちま

で行ってという話ではないということは私も重々わかっておりますので、そこら辺の研究も十分

重ねられて。 

 これは本当に待ったなしだと思っています。いろいろできない理由はあるんだと思うんですけ

れども、待ったなし、本当に子供の教育もそうですが、先ほど、山本課長からもありました、本
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当にも50％に近まる勢いでの高齢者率でございますので、そこら辺のケアも十分、町としてはや

っていかなくちゃいけないんじゃないかなというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 では、最後の質問です。棚田の復興策についてなんですが、これも震災以降、私、たびたびお

伺いしているんですが、多分、昨年12月のときに、まだ前の町長のときでしたが、棚田をそのま

ま復旧させても、また、大雨が降ったら崩れてしまう、また地震が来たら崩れてしまう、そんな

同じことの繰り返しではないかと。もちろん今までずっと、これは急に始まったことではなく、

連綿とした歴史の中で、農家の方々が自力でそういった仕事を重ねてらした結果が今の美しい棚

田の景観なんだというふうに思っています。私なんかよそから来て、本当に最初はその棚田の美

しい景観というものに心ひかれたものでありますが、今、本当に実際に農家の方々と触れ合うこ

とができるようになってみると、いかにあの景観を維持していくことが大変なことであるか。後

継者が今少なくなっている中で、あれを本当に命がけで守ってらっしゃるということをひしひし

と感じています。 

 そのときに、12月に、一つの谷を埋めるぐらいの緩やかな傾斜の棚田を生活していくために形

成してはどうなのだろうか、そういうことはできないだろうか。ちょうど阿蘇が本当にああいう

ふうに大きな崩れを起こしましたときに、県が創造的復興ということで、緩やかな傾斜のものを

創造していくのだということを発表した折だったと思うんですけれども、我が町には当てはまら

ないのかというふうなことをお伺いしましたところ、答弁としては、原形をとどめない農地につ

いては改良復旧を進めてよいことになっている、国の補助制度を利用して考えていきたいという

ふうに言われたわけなんですが、その後、担当課長もかわられましたが、その折の話はどうでし

ょう。つながっていますでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） それでは御質問にお答えします。 

 12月に確かに議員のほうから創造的復興復旧ということでありまして、その後もその施策につ

いてはつないでおるところでございますが、実は５月だったと思いますが、棚田の地域で30アー

ルほどの山が全伐をされて、小高い丘の状況に、丘陵地帯になっているという状況がございまし

た。その両側の裾野というのは水田が広がっていましたので、これは町長がたまたま同席をしと

ったんですけども、これを両側の水田のほうに押し開いて、少しでもいわゆる畦畔とか、あるい

は傾斜の改良、地元ではせまちだおしと言いますけども、今までずっとせまちだおしをした中で

の今の状況ですけども、それから、もう一つ工夫ができないだろうかと。ただ、その丘陵を押し

開くに当たっては、いわゆる土質の状況、あるいは、岩があるかないかというふうな状況もござ

いますので、一つの方策としてそういった方法もとれるのではないか、それが一つの創造的復興

につながるんではないかということを現場で話したことがございます。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 何か、私もちょっとその話は耳に挟んだんですが、そのことについて

研究を進めてらっしゃるということで、非常に安心といいますか、ぜひ、具体的に話をしていっ
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ていただきたいなというふうに思っております。 

 そして、震災後、具体的に言いますと、白糸のほうの大地の話ですが、通潤橋の被災というこ

とがありまして、特にあそこは全国的にも知名度が高いところでありますので、いろんな方が心

配をしてボランティアに入ってらっしゃいますね。高齢化が進んで、これ以上、棚田を先ほど言

ったように、復旧しても、どうせまたイノシシと鹿との闘いで続けてられないということで、離

農を考えられる方も少なくないというふうに思っています。そんなところでも、そういうふうに

ボランティアさんが、白糸のほうというか、同地区の農業ボランティアというものを呼びかけら

れたところ、ついこの間が６回目でしたか、本当に繰り返し繰り返し、棚田の復旧、あるいは用

水の復旧に努めていらっしゃっています。 

 その方たちは、もちろん復旧を手伝いながらも、農業ボランティアというのは、もちろん御存

じのように災害ボランティアとはちょっと違うんですよね。災害ボランティアでは農業は手伝え

ないという鉄則があるらしく、しかし、そんなところでも、御存じのように西原村での百姓応援

団というものが、そういった掟を、からくりを使いながらでしょうか、本当に継続的に、今、他

県から全国的にも西原には継続的に応援団が入っています。そういった仕組みをこの山都町でも

つくり、さらに農家を励ましていただきたい。そのために、そういう制度というか、仕組みとい

うか、それは今、民間でもちろんやってらっしゃるので、そこら辺を課長が認識してらっしゃる

か、どのように町としては考えてらっしゃるか、ちょっとお伺いします。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 今ありましたとおり、地震なり、豪雨なり、大規模な災害が

発生したときには、まずはライフラインの復旧を優先させながらも、今は、数日後にボランティ

アさんのほうが活動に入りまして、住宅等の土砂出し、あるいは災害ごみの搬出、または避難所

あたりで活躍される、活動されているというところに集中しておりますが、ずっと議員がおっし

ゃってるとおり、いわゆる基幹産業が被災した場合の復旧ということで、第一次産業が特に復旧

の大きな課題であるというふうに私も思っております。大多数が個人事業者であるので、自力復

旧には限界があるということです。 

 ただし、生活の復旧には収入減である農業の復旧は絶対欠くことのできないということであれ

ば、大規模災害時のこのボランティアの作業メニューに、もともと農地、あるいは施設復旧もお

願いしますということを加えてはどうかなということも考える余地があるかなというふうに思い

ます。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） ぜひ、よろしくお願いしたいと思います。課長、結構です。ありがと

うございます。 

 この農業ボランティアに関しては、きのうの御質問の中、藤澤議員でしたか、ありました。避

難所の問題があって、花高原をそういう工事業者の宿泊所にということがありましたが、私はぜ

ひ、こういうボランティアさんのための宿泊施設というのも考えていただきたいと思っていまし

て、花高原のほかにも、遊休の校舎、あるいは保育園跡があると思います。そんなところもぜひ
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計画を進めていただきたいと思いますし、農業ボランティアだけではなく、繰り返し――農業ボ

ランティアさんの中にも、本当に山都町が好きでやってきてくださってる方が今ふえています。

やっぱり食べ物がおいしい、景色がすばらしい、ここに来ると癒されるというふうなこと。前に

も私はちょっと発言しましたが、やはりこういう繰り返し来ていただく方というのが町を元気づ

けるんじゃないかというふうに思っているんです。 

 だから、こういう交流人口を深めていくためにも、農業ボランティア、あるいは、ほかの例え

ば八朔祭を盛り上げたい、あるいは、清和の文楽を継承したい、そういった旨と宿泊所あたりの

絡みがあったらいいなというふうに思っているんですが、これは町のにぎわいというふうなこと

から、よければ、町長なり山の都の楢林課長あたりに答弁をお願いしたいんですが、今後の交流

人口のかなめとして農業ボランティアというものを考えていけないでしょうか。よろしくお願い

いたします。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 御指摘の災害ボランティアにつきましては、昨年の場合、

災害時の実際の支援ということで町と社協が提携を組んでおりまして、42件、275人の災害ボラ

ンティアが来られました。しかし、それ以外のところで、先ほど、議員の御指摘のように、手弁

当で農地の復旧あたりにいっぱいお客さんが来られております。そしてまた、今、御質問のトリ

プルボランティアという考え方ですね、町を応援したいというような形でいっぱい今来られてお

ります。東京の有名な企業とか、もともと企業は社会的貢献というようなことをする必要がござ

いますけども、今は社会的な責任として企業がそういう活動を応援したいということがございま

す。 

 そういったことが、今、山都町に民間で山都町復興ボランティアというような形で、山都町の

復興プロジェクトという形で民間で立ち上げてやってきたいというような動きも見えております

ので、そういった方々を受け入れる団体が必要かと思っております。今、そういう立ち上げを民

間のほうでやられておりますけども、それにはやっぱり限界がありますので、やっぱり行政的な

支援も必要だと思います。そしてまた、受け入れ体制として、やっぱりボランティアですので、

通潤山荘とか、そよ風パークに泊まっていただくわけにはいけませんので、やはり前回の、参考

で言いますと、公民館とか保育園等の跡地とかがありましたけれども、やはりしかるべき受け入

れ体制をしっかりと町としもしていく必要があると思います。 

 町長のほうも、さっきの花高原の指示は一番最初に町長が申し上げられましたけれども、その

ほかにも、いろんな町の遊休施設もございますし、菅原工場の跡地もありますので、それも検討

してくれというようなことでしておりますので、そういったいろんな形の受け入れ体制をつくる、

それから受け入れ組織もきちんとつくる必要があると思います。そのあたりは、トータル的に町

長のほうから御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 今、災害ボランティア、また農業ボランティアの話が出ましたが、楢

林課長からありましたように、去年の震災後、多くのボランティアの方々に山都町に入っていた
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だいて、災害復旧また農業施設の復旧等に当たっていただいたのは事実であります。その後の受

け皿としても、何らかの形で進めてまいりたいという思いでおります。 

 先般の花高原の跡地の建設業者の方への宿舎の提供につきましても非常に、すぐできるかなと

思っておりましたが、福祉課等々と協議をしなければなかなか展開ができないというようなこと

であります。先ほどありましたように、保育園であったり旧小学校跡地であったりもそのような

形になろうかなという思いでおりますので、早急にそういうものをクリアしながら進めていかな

いかんなという思いでおります。 

 先ほどの創造的復旧につきましても、農林振興課はもちろんでございますが、上益城振興局、

そして、県の農政部のほうにもつなぎながら、どのような形でできるかなと。現地を何回も見て

おるところでございますので、まずはそこからできればなと思っておりますが、棚田の景観であ

ったり通潤用水の施設等々のある地域でございますので、非常に難しい部分もあろうかなと思っ

ておりますが、継続的に永久的に農業を続けてもらっていくためには避けて通れない部分だろう

という思いでおりますので、取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 力強い御答弁をありがとうございます。今後も山都町のファンがふえ

ますことを祈っておりますし、具体的に言えば、今、震災後に入ってこられている東京の企業の

方が、今度、トレイルラン大会で走られます。中には、地元の米粉、あるいは、お茶、イチゴを

使ったスイーツを開発して東京に売り込みたいという方もいらっしゃっています。本当にここに

は、何回も出てきますけど、いい材料、いい宝物がたくさんございますので、そういったものを

損なわないように、そういった人たちと上手につながりながら山都町を盛り上げていくために、

私も今後とも力を注いでいきたいというふうに思っております。 

 そんなことをお願いしながら、きょうの質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、１番、吉川美加君の一般質問を終わります。 

 ここで昼食のため、午後１時10分まで休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午後０時08分 

再開 午後１時10分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） どうもお疲れでございます。４番議員の後藤です。４年前、選挙があ

りまして、ここの席に立って質問したとき、第１番目でございました。非常に緊張したことを覚

えております。今回はアンカーを務めることになりましたので、最後まで皆さん、よろしくお願

いしたいと思います。 

 まず、本年度ももう９月になり、８月の祭り、三大祭りも終わりました。大変、皆さんいい思
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い出ができ、楽しい思い出をつくることができました。その中で私は、９月10日に行われました

オールドカーフェスティバルのほうに行きまして、これは民間が自分たちの力で何とか町を盛り

上げようという企画をされたわけですね。ことしで２回目を迎えたわけですけれども、非常に多

くの人に集まっていただきまして、遠くは鹿児島から、あるいは福岡から、170台の車が集まり、

ギャラリーも1,000人を超えるという状況でございました。 

 中でも、出店が二十数件ありましたけれども、ほとんど１時過ぎには品物も売り切れてしまう

というような状況で、若者はトラック市、軽トラ市というものを企画いたしまして、地元農産物

を市場から持ってきて、自分たちでつくったものを出して、軽トラで販売して町をＰＲする。こ

の民間の力が私は非常に今後、町の活性化につながっていくんじゃないかと思いますし、このオ

ールドカーフェスティバルというものは、九州でも何カ所で行われております。ただ、お客さん

に聞いてみますと、この山都町のそよ風パークで行われるオールドカーフェスティバルは、景観

もいいし、気候もいいし、最高だという評価を得ております。こういう民間の力を今後はもっと

もっと勢いつけてやらなければいかんなというふうに考えているところです。 

 そういう中で、今度11月は、蘇ジョレヌーボーとあか牛まつりというものが企画されます。こ

れも民間の力です。そういう民間の力というものが町の原動力になっていくというふうに考えて

おります。ぜひ、そういう民間の力をもっともっと出していただくとともに、行政はそれを精い

っぱいサポートするような体制づくりをやっていかなければならんというふうに考えております

し、民間の力と行政の力を融合させる地域づくり、これは今から先、みなさんと一緒に考えてい

くべきじゃなかろうかと思います。ぜひ、町の中の山の都創造課あたりとか、総務課あたりとか、

企画あたりで、総合的なプロジェクトを組んで、そこをサポートする体制をつくっていただきた

いというふうに思っているところであります。ぜひお力をいただきたいと思います。 

 それと今回は、決算審査意見書というものが提出されました。この中で私は非常に気になると

ころがありまして、行政の方々はこれらを十分理解した上で、今後、行政にどのように生かされ

ていくのかなという気になりましたところだけ、三、四点、ちょっと読み上げていきたいと思い

ます。 

 まず、この中に光情報通信基盤整備事業というのがありまして、決算審査意見書の中には、28

年10月に矢部局エリアが、平成29年４月に清和、蘇陽局エリアが開設すると。30年に下矢部、名

連川、柏局が開設される予定であるが、このための民間プロジェクトをちゃんとつくってやりな

さいよということが書いてあるわけですね。これはＩＴ産業あたりも含めたところで、この決算

審査の意見書というのは議会で言うよりも重いというふうに私はいつも受けとめているわけでご

ざいます。ここらあたりを行政の皆さん方は十分に理解しながらやっていかなければいけないの

じゃないかと思います。 

 あと１点は、20ページに書いています。これは農林水産関係でございまして、国営開発事業、

矢部開パ地区における回復可能面積の30.4ヘクタールということが書いてあります。これらの企

業の農業進出を促進しながらやっていくべきだという意見が出ているわけですね。全くそのとお

りでありまして、これらの決算審査に対する意見書というのを真摯に受けとめてもらいたい。 
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 あと１点が、山都町農産ブランド化推進事業、これは矢部高校を冠とした仕掛けできないのか、

このことで知名度アップにつながる事業効果があらわれるんじゃないかという意見が出ているわ

けですね。ここらあたりも、ただ単に決算意見書が出たということで受けとめず、これは全く一

般質問より私は重いものだなと思っておりますし、このようなところを皆さんに十分理解してい

ただきたい。 

 最後に、この決算意見書の中で、21ページの定住促進事業、空き家バンク制度、山都町空き家

改修・活用事業補助金、山都暮らし人交流サイト、数多くの事業を連ねて定住促進事業に努力さ

れているけれども、実際に住める条件を満たさない空き家、物件が多く、県内外からの移住者の

受け入れが難しい状況にあるというふうに結論づけていらっしゃいます。これはどういうことか

というと、今まで50万ほどの金でやってますけれども、もうちょっと上乗せしてでも、定住を促

進するならば、その空き家をきちんと来た人が住めるような状況に持っていってくださいという

ふうに監査委員は書いているわけですね。 

 ここらあたり、監査委員さんも新しくなられましたけれども、こういう本が出たということに

関しまして、皆さん、私たち議会も真摯に受けとめて、これを行政にどう反映することを検証し

なくちゃならないというふうに考えておりますし、行政の皆さん方も、ぜひ、だてや酔狂で監査

したわけじゃございませんので、ぜひそこのところを御理解していただきたいということと、ぜ

ひこれで事業に推進していただきたいということを、監査委員の立場にかわりまして、お願いし

たいというふうに考えおりますので、よろしくお願いします。 

 次に、私、一般質問におきましては三、四点考えておりますけれども、一番は町長の３本の矢

といいますか、３本の柱ですね。体育館、農業振興、あるいは定住、ここらあたりに焦点を絞り

ながら質問していきたいと思っています。余り前段は言わない主義でございましたけれども、私

も最後で、今度出てくるか出てこんかわかりませんので、力いっぱい気合を入れて皆さんと一緒

に最後の議会を、町の発展のために頑張っていきたいと思いますので、簡潔明瞭な回答をよろし

くお願いしたいと思います。 

 一般質問席のほうから述べさせていただきます。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） まず、有害鳥獣駆除の施設が10月にオープンするということでござい

ます。これにつきましては、蘇陽地区での議論もいろいろありまして、到達したところ、10月に

オープンというところにたどり着いたわけであります。 

 これつきましては管理するのが清和資源ということで、これに至った経過と、あと、ここの運

営ですね。運営は清和資源が黒字だから頼んだのかよくわかりませんけど、その経過と委託費あ

たりをどのように考えていらっしゃるのか、そこについてちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） それでは質問にお答えします。 

 まず、本施設でございますけども、捕獲した鳥獣肉の有効活用を行い、将来は本町の食文化に

ジビエをということを目標にする施設であることを御理解いただきたいというふうに思います。
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また施設には、捕獲現場でとめ刺しを行いまして、適切に血抜きをしたもの持ち込み、解体処理

を行い精肉するものです。説明不足等があり一部に屠殺場という誤解もあるようでございますの

で、おわびを申し上げまして、皆様の誤解を解いておきたいというふうに思います。 

 さて、本施設の稼働ということで、議員の御指摘がありましたとおり本年の10月を予定してお

ります。その運営に当たりまして、本町において初めての施設、未知の施設ということでござい

ましたので、運営体制を確立するためには、他市町村の事例等を参考にしながら、今後、運営を

図りたいというふうに思いますが、まずもっての委託先として町が考えましたのは、町と十分な

連携が図れる信頼できる会社であることと、それから、町が出資する法人等を含めて検討しまし

た結果、食品衛生責任者の資格を有する社員が在籍しております有限会社清和資源を選定したと

ころでございます。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） これを委託するに当たって、年間、これは当初から黒字になるという

ことは当然見込んでないというふうに考えております。年間の委託料はどのぐらいで考えていら

っしゃいますか。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） お答えいたします。現在のところ180万程度の当初の管理委託

を考えております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） １年間に180万ですね。これでもしやっていく中で、どうして無理だと、

10月から180万円だと無理だという結果を招かざることもない。そのときは、それ以上の上乗せ

は考えてないと理解してよろしいですか。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） この施設におきましては、狩猟者等からの要望等もありまし

て、もう五、六年の経過を要しております。公益的な施設と考えておりますので、どうしても運

営上で厳しい部分が出ましたら、町としては支援する必要があるというふうに考えております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） じゃあ、５番議員からも質問がありましたけれども、１日の処理能力

は５頭ですよね。私も東竹原の猟友会を担当しておりまして、うちも会員が十数名いるわけです

けれども、１時間以内で持ってきてくれということで、幾らやらすとかいということに関しまし

ては、まだ私も答えていません。それもわかっていませんでしたので。もし、仮に10頭持ってき

たとしますね。どこそこから集まってくるわけでしょう。竹原から金内からいろんなところが持

ってきて、きょうは５頭持ってきたから終わりですよと言っても、７頭目、８頭目、９頭目が来

る場合があると思うわけですね。そこら辺の調整については十分議論されていますか。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 処理能力、応じる部分でございますけども、今、猟友会の各

支部の代表の方、それから、年間200頭以上とられる多頭捕獲される方に、ルールと申しますか、
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うちの処理能力とオーバーしたときの連絡体制等々について、今、詰めを行っているような状況

でございます。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） あと一つ、単価の話もあったんですが、単価は後からでいいです。そ

うしたときに持っていきますよね。私が今考えているのは、じゃあ、持ってきました、５頭とり

ましたよねという話ですね。それから、夏場の間は受け付けないんだろうというお話は担当課長

の話してよくわかっているんですけれども、イノシシ５頭分を処理をする、それをどのように加

工して、どんなものをつくりたいのか、また、それをどこにどのようなルートで販売していくの

か、これは具体的には決まっとかんとですね、実際、とるわけですので。保管して、どう処理し

ていくのか、それとも二次加工に持っていくのか、そこ辺の今後のプロセスはどのような形を考

えていらっしゃるのか。 

 なおかつ、せっかくの施設ができるわけですので、それを町内に置いて食するところが必要と

私は思うわけです。せっかくあるならば食するところを考えないかんだろうし、いろんな形での

消費活動も促さにゃいかんし、販売活動も考えにゃいかんわけですね。そういうところの具体的

な将来計画、これあたりについては私は経済常任委員会でありませんではっきりとしたことはわ

かりませんけれども、ぜひ、町民の皆さんにもわかりやすく、また、この席でもわかりやすく、

また、それがわからないならば徹底的にわかるように、やっぱり周知徹底する、告示する義務が

あると私は考えますんで、そこら辺の方向性についてもお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） まず、買い取り価格ということでございますが、具体的な単

価につきましては、まだ最終の猟友会との打ち合わせができておりませんので、こちらからの案

はございますけども、その部分は控えさせていただきたいと思いますが、形態としては枝肉の取

引で価格を設定したいというふうに考えております。これは近隣の事例も参考にしております。 

 それから、販売ということでございましたけども、本施設におきましては、とたいを解体処理

して精肉する施設でございまして、ハム、あるいはソーセージという加工品を製造できる施設で

はございませんので、当面は精肉のみの販売ということで考えております。 

 それから販売先ということでございますけども、現在、施設の運営の支援と施設の稼働の支援、

あるいは今後の販路の支援ということで、一般社団法人日本イノシカ６次産業化協会というとこ

ろに御協力を求めながらやっておりますが、その協会に加盟するジビエ肉の取引先もあります。

それから、熊本に熊本ジビエ研究会という組織もありまして、そこにも肉を取り扱う会員の方、

あるいは、お店等もございます。それから、本施設の稼働の情報が結構広がっておりまして、天

草の業者からも引き合いの問い合わせというのがあっているのが現状でございます。 

 それから、町内会への拡販ということでございますが、もちろん町内飲食店への啓発につきま

しては、山の都創造課と連携しながら販路開拓を行い、町の管理する施設もございますので、例

えば、季節メニュー、鍋物、それから、焼き物という提案に寄与できたらというふうに考えてお

ります。 
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 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 今、計画を聞きましたけれども、ここで議論するよりも何よりも、や

っぱりそういう施設ができるわけですね。できるとしたら、やっぱりフローチャート図、そうい

うのも町民にわかりやすくやって、ここで販売しますよと。10月からやるわけでしょう。あと１

カ月後にやるわけですので、やっぱりそこ辺のフローチャート図とか、そういうのをさっとつく

って、販売ばしますよとか、これは幾らで買いとって、このように衛生的に安心安全ですよって

いうようなリーフレットなりパンフレットをつくって、職員はもちろんのこと、町内区長会など

全ての方々がわかるように。またネットでもこういうことをやりますのでというような、今ＩＴ

時代ですので、そういうところはちゃんと、誰が見てもこんなことを山都町はやるんだというこ

とをやっぱり告知する、知らせるといいますか。それには、行政はもとより、受け入れ側ですね。

清和資源ですか、そこあたりとも十分協議し、猟友会とも協議しながら、猟友会の人の顔が見え

る、また、とれた場所がわかるような、そういう安心安全で、なおかつうまいというようなキャ

ッチコピーが要ると思うわけです。ぜひ、そういうきちんとしたキャッチコピーをつくって取り

組まんと、あいた、あいたということが多分……。 

 ５番議員からも言いました後の処理の問題とか、いろんな問題がまだ残ってると思います。そ

ういうところも、各課連携した中で、山の都創造課のみならず、環境課あたりとも十分協議して、

これに取り組まなければ、多分、「あいた。こら、しもうた」とか、持ってきたのを「持って帰

れ」って言わにゃんだったりですね。竹原からでしたら、私のところからしたら、１時間以内で

すか、山で地抜きして持ってきよると、多分、時間的にも難しいかなという議論もあってますし、

絵にかいた餅にならんように。やっぱりつくった以上は、反対できんわけですから、つくるなと

は言われん、やらにゃんわけですので、ぜひそこのところを十分町民が納得し、また、猟友会の

方も納得し、清和資源も納得し、各住民も納得するような体制づくりをですね、やっぱり町長含

めて、町長筆頭にやっぱり十分な議論をしていただきたい。 

 当然、建設経済委員の中にもやっぱり知らない人がおっちゃならんわけです。誰が言っても答

えられるようなリーフレット、パンフレットをつくって。誰から言われても答えは一つしかない

わけです。そういうところをきちんと議論していただき、９月中には、ぜひそういう方向を出し

ていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。何かありましたら。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） 町民の皆さんへの周知等については非常に大事なことという

ふうに思いますので、まずは稼働させてみまして、順調な運営が見込めるような状態にならない

と、この施設もなかなか周知が徹底できないかなというふうに思います。順序な運営に向けまし

て、最善の努力を関係団体で協議しながらやってきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 私はいつも議会議員になって思うことが、大体計画をきちんと出した
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上で、こんなことをやりますというフローチャートがあって、こんなことをしますよというのが

大体普通だろうかなと思いますが、やった後考えますという話が、大体、うちの町の場合は多い

わけですね。つくってしまってから考える、全てがそうなっているわけです。それがうちの体制

かもしれませんけど、そんな体制はできるならぶち壊して、やっぱりする前からこげんなります

ということを計画性を持ってやっていただきたい。今さら言ってもしようがありませんけれども、

新町長体制になりまして、そんなことを望みたいと思います。ぜひ、町長から御答弁をお願いし

たいと思います、その件に関しまして。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 鳥獣処理施設につきましては課長が答弁したとおりであります。本来

であれば、もう少し早く狩猟者の方々、一般の町民の方々への情報発信をしておくべきところで

す。あと十数日で稼働が始まる中で、まだまだ価格の決定もしてないというようなことですが、

現場的には解体の研修等は十分今行っているという報告を受けておりますので、大丈夫かなとい

う思いでおります。 

 それと、今ありましたように非常に、私も半年を過ぎたところでございますが、今言われるよ

うな収益性の計画であったり非常に遅いなというのは十分――いろんな施設の建設等々、役場の

施設は収益を上げる施設はほとんどないわけでございますが、こういう分には十分、やはり委託

をするということになれば収支もまずは考えなくてはいけない分もあるという思いでおります。

きのうもありましたように、いろんな観光施設等々についても、非常に今までそういう部分が多

かったなという思いでおりますので、今後についてはいろんな施設の建設等がまたあるという思

いでおりますので、周知なり、また、その前の周知徹底を、まずは議員の皆さん、そして町民の

皆さんにわかりやすいような形でおつなぎをしながらという思いでおります。今後ともいろんな

部分で提言なり、我々も私も相談をしたい、特に常任委員会等でいろんな部分を協議をしていた

だいて議会に言えるような形を今後つくっていきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） どうもありがとうございました。よろしくお願いします。 

 続きまして、山の都プロジェクトの具体的な進捗状況についてというふうに書いておりますけ

れども、これにつきましては、今、山都町の中でも、文化交流施設ができました。光もおおむね

整備されていきます。山都交通のほうも整備されて交通の便がよくなりました。庁舎もきれいな

庁舎ができました。いろんな点が整備されてまいりました。 

 その中で、つい先般ですが、グラウンドゴルフがありましたけれども、できないことになりま

した。私も責任がありますけれども。そういう中で、この町長の提案であります体育館施設があ

りますし、また、安全安心な農業推進というのもありますし、定住事業というのがあります。こ

れはやっぱり一つの町の形というものでありまして、これがまた点で終わるというようなことじ

ゃ困るわけですね。いろんな施設の整備ができてまいりました。山都は一つです。旧蘇陽から金

内まで、全部１本ですね、それは。その中で、町民が利用しやすい、わかりやすいまちづくりと

いうのは、やっぱり体育館１個つくるにしても、文化センターつくるにしても、何をつくるにし



- 115 - 
 

ても、これは共有して共用しなくちゃいけないと私は考えているわけです。 

 ですから、体育館ばつくらにゃ、町民がいうけんつくらにゃいかんけん、つくりましょう。４

カ所あるけん、あそこがよかろうか、ここがよかろうかという話じゃなくて、定住事業に関して

も、体育館に関しても、防災に関しても、矢部高校支援に関しても、全て一つの場なんです。そ

ういうふうにものを考えて地域をつくっていかないと、また、点が点になって線として結びつか

ないというふうになるというふうに懸念しております。 

 そういう中で、ぜひ町長の三つの柱はやらないかんわけですね。当初からの選挙公約ですので、

ぜひ、12億の予算の中で毎年20億ぐらい使うたっちゃやらにゃいかんと私は思っておりますし、

20億が30億でん構わん、やらにゃいかん。それは区長会議でもぴしゃっと自分の意思を貫いてし

てもらわにゃいかんと考えております。そういう中で、それを貫く以上は、やっぱり町のきちん

とした顔がなくちゃだめなんですね。矢部高校の問題も、体育館のことも、文化センターをつく

るにしても、将来的にグラウンドをつくるにしても、プールをつくるにしても、全てが一つの絵

になって、山都交通はこういうふうに動くんだ、高校はここにある、定住事業もそのそばに持っ

ていかにゃいかん。それと、特産品つくるならば、当然、ふるさと納税等も絡みながら、どうい

う商品をつくって、どういうふうに発送するという総合的なプロジェクトが必要と私は思うわけ

ですね。これは企画課長、あんたがしなさいと言ってもそれは難しい話です。これは町長直轄の

プロジェクトチームが必要と私は考えております。 

 こういうことを町としてやるのか。それとも、あくまで淡々と１点１点を押さえていくのか。

それとも、総合的な企画書をつくって町民に提案して、若者に提案して、まずは、20年後、30年

後、今の小学生の子供たちの将来が見えるようなまちづくり企画書をやっぱり提示して、みんな

がここに集まる、こんな町なら来てみたいというような町をつくる意思があるのかないのか。そ

のためには、何をしなくちゃいけないのかということにつきまして、第三者の目から見て副町長

のほうに答えてもらいたいと思いますけれども、どんな気持ちでこの町に携わっていかれようと

しているのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君、本町の正式町名はやまとちょうですので注意し

てください。 

 副町長、岡本哲夫君。 

○副町長（岡本哲夫君） 町では、さまざまなプロジェクトに取り組んでおりますけれども、

後藤議員御指摘のように、一つの大きなグランドデザイン、町の方向性はこういった方向に行く

んだというものは必要であると思います。また、別のプロジェクトを進めるに当たりましても、

お互い連携させながら、高速が開通しますし、光ケーブルも通ってくる。そういったことを見据

えながら将来の町の姿というのを描きながら、取り組みを進めていく必要があると思います。こ

れは議員御指摘のとおりだと思います。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 副町長、どうもありがとうございました。これにつきましては、私個

人的に見ていくと、やっぱりまた点で終わるんじゃないかなというふうに考えておりますし、一
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つ農業問題につきましても、昔、10年ぐらい前、農産物の金銀銅という制度がありました。今ど

うなっているのかわかりませんが、その状況について回答をちょっとお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） それでは、お答えいたします。今、御質問がありましたのは、

山都町環境保全型農産物認証制度という制度でございます。概略を説明申し上げます。本制度は

平成20年度に認証が開始した制度でございます。化学合成肥料、化学合成農薬の使用状況に応じ

て、全く使用しない部分は金、それから、８割以上削減が銀、５割以上削減の銅という３種類の

栽培基準を設けて、それぞれシールを交付している状況でございます。そのシールを張ることに

よりまして、ブランド化等、あるいは販売促進につなげる目的で制度化されたというふうに理解

しております。 

 状況を申し上げますと、平成20年度当初、18名の方が金の認証を取られましたが、平成28年度

においては４名の方ということで、思うような制度定着には至ってないような現状でございます。

要因といたしましては、有機ＪＡＳ認証等、流通業者、それから消費者の知名度が高い制度もあ

りまして、なかなか町の認証を取得するメリット感がなかったのかなというふうに考えておりま

す。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） そういうことでしたよね。ですから、例えば、今度の政策に当たって

も、ぜひそういう尻切れトンボになるようなことではまた困るし、また、それをまた再度復活す

るのか、それはまた皆さんで議論していけばいいことでありまして、ぜひ、そぎゃんだけんやめ

ましたというようなことじゃなくて、そういう制度もあったということを脳裏に入れながら、時

期の山都まちづくりの根幹となるようなことを考えていかなければ、それは終わったけ終わりた

い、なら次に行こうぜとかいう、そぎゃんいいかげんなことじゃいかんわけですよ、町としての

考え方は。ぜひ、そういうことも踏まえながら、この３本の柱についての取り組みを考えていた

だきたい。山都町の将来につながることでございます。ぜひ、町長からも御意見をいただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） お答えします。グリーン農業、また、先ほどの認証制度につきまして

は、私の農協長時代にあった制度だと、まだ続いておると思っておりますが、課長から報告があ

ったとおり、今はなかなか利用されていないのが実情だと思っております。また、農業、特に有

機農業につきまして、今回、強い農業をつくると同時に、有機農業の町をもう一回宣言をしたい

なという思いは――今、山都町を目指して農業をしたい、また、定住をしたいという若い方々の

ほとんどの方々が有機農業のために山都町を目指しておられます。それに合わせまして定住なり

いろんなことをしたい。また、今、有機農業の研究会の方々に早い時期からいろんな提言等を今

いただきながら、有機農業のまちづくりをどうしたらいいかなということであります。先般も、

矢部高校の校長先生、県立大の先生等にいろんな提言をいただきながら、有機農業の里づくりを

どのような形にし、それが強い山都の農業づくりになれば一番いいんじゃないかなという思いで
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進めてまいりたいと。まずは、先ほどありましたように、認証制度の上に立った中での次のステ

ップが有機農業政策の柱になると、したいという思いでおります。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 山の都プロジェクトの３本柱につきましては、ぜひ、有機農業、ある

いは、体育館整備、あるいは移住定住、総称した中で、今までの整備も踏まえて、また光ケーブ

ルも踏まえて、今まで町がやっておりますふるさと納税制度、全部総称した中で、ぜひチーム山

都をつくって、ぜひ、その20年後、30年後、ここに住みたい、ここに移住したいと、吉川議員、

１番議員から話がありましたように魅力があるわけですし、それを、錯覚じゃなくて実感できる

町なんですよ、うちの町は。ですから、ぜひ。 

 そこのところの人もいます。先ほど冒頭申し上げましたように、町を何とかしようという若者

もたくさんいるんです。ですから、ああいうオールドカーフェスティバルとか、蘇ジョレヌーボ

ーとあか牛まつりとか、地域の中でいろんなイベントが今盛んに行われているわけです。昔なか

ったイベントです。神楽にしてもそうです。復活したんです。みんなが復活して、地域が復活し

て、頑張っているんです。そういうのに町は応える時期なんです。今、これにさえ応えて、きち

んとやっていって、一つの柱、一つのチームをつくれば、必ずや山都町は九州で最高の町になる

と信じております。ぜひそこは町が音頭をとっていきながら、やっていただきたい。これを町長

の基本理念として、３本の矢じゃなくて、これをまとめることが町長の役割と思いますので、ぜ

ひ一歩も下がらない前向きな姿勢で取り組んでいただきたいというふうに思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。何かありましたら。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 基本的には、今言われた部分を基本姿勢として持っていきたいと思い

ます。きのうもオールドカーのことを言いましたが、おととい、興侶の園の社長が早速挨拶に来

られました。その明くる日には、楢林課長のほうに、幾らぐらいしたのか、200万ぐらい補助金

やってしたのかを聞いてびっくりしました。金はほとんどやらない中で、あのようなイベントが

できたと。いつも言っておりますが、行政ではできない部分を今、民間の矢部、山都では「山都

でしか」という若い会社がことし設立されましたが、いろんな事業をされております。やはり行

政ではできない部分を民間がされることについては積極的な応援体制をとっていきたいと思って

おります。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 次の質問に移ります。 

 山都町観光文化交流館の活用と運用についてということについてお尋ねしたいと思いますけれ

ども、これに要した経費をちょっと聞かせてください。買ったときから、壊してつくるまで。い

いですか。買いましたよね。買った経費、壊した経費、整備した経費、総称して幾らかけました

か。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） それでは、山都町観光文化交流館の説明をさせていただき
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たいと思います。 

 当初の計画が上がって、用地、建物の買収に１億8,000万かけております。それから、建物本

体を解体したときに約900万かけております。そして、実際の建物に約9,000万かけまして、外構

が1,400万ということで、２億4,000万から5,000万円、トータルでかかっております。 

 その中で、また、もろもろの経費等も入っておりますので、それを全て合わせますと、３億円

までは行きませんけれども、２億8,000万円ぐらいまでは経費として要しております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） 大体３億としましょう。３億かかった中で、今、造り物小屋ができつ

つありますけれども、その中で補助金とか起債はどのくらい使っていますか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） 補助金は、木材使用の補助金を900万円等使っておりますけ

れども、そのほかは起債等々で、あとは一般財源になりますので、言ってみれば単費の部分が非

常に多かったというふうに思っております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） それは終わったことで３億は仕方ありませんけれども、今後、この前

もこのことは質問しましたけれども、今、職員が３名か４名仕事していまして、物販もできない

状況で、私も４日ぐらい、ちょいちょいあそこに行って、「おまえたちも大ごとね」と言いなが

ら、ジュースを持っていったりして「どげんかい」という話ば聞くと、どぎゃんしたら一番いい

かと考えておりますと、後藤議員ならどげんされるかと言われて、俺に聞かれても朝晩おらんけ

んわからんとばってんが、課長として、あのままの状態でいいということはまさか思っていらっ

しゃらないと思いますが、いかがですか。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） これまで、再三、議員の皆さんの質問に答えてまいりまし

たとおり、そもそも商工会、観光協会の連名による、あの地域を活用していただきたいという要

望書からそもそも始まったわけです。ですから、当然、浜町商店街、それから観光協会等々の団

体の方々が活用していただくのが当然です。ですから、当初、建設するまでに、実際に建設まで

の間には３年ぐらい要しておりますけれども、その間も、商店街の皆さん、それから、中心市街

地活性化の皆さんと協議した上で、行く行くは商工会、観光協会で運営していこうという話にま

でなっております。それが昨年の悲しい出来事であります地震のもとで体制が整わなかったとい

うことで、ことし１年間、平成29年度については山の都創造課の商工観光の担当がそちらのほう

に出向いて、商工観光業務をしながら施設運営に当たっておるという状況でございます。 

 そのことを町長に説明申し上げましたけれども、町長はやはりそれは早くやるべきことはやる

んだと、観光協会にもう少し協力してもらえんのかという指示も受けまして、さらに、商工会、

観光協会と再度協議を申し上げました。その結果として、観光協会のほうで運営するための体制

が整ったということで、10月からは観光協会に運営に協力していただくことになっております。

行く行くは指定管理制度にしたいと思っておりますが、これから先、しばらくの間は町と観光協
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会が協力していくことになってまいります。当然、観光協会が主体になりますけれども、商店街

の方々にも主体になっていただけなければ困ります。 

 ちまたで、物産ができないとかいう話を商店街の方々からも聞きます。非常に私としては本意

ではございません。商店街の方々にも、大いに物販とか軽トラ市とかフリーマーケットとかをや

ってくださいとこちらのほうはむしろ頼んだほうですから、町はどげんするとかっという話は私

はないと思っております。そこらあたりはもう少し責任を持って取り組んでいただきたいし、今

後はそういう形で、また、商店街の方々、観光協会の方々にも投げかけていきたいと思っており

ます。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） ここで課長から観光協会と商店街は頑張れと言われても私は困るわけ

ですが、基本的にそうなんですよ。町の方々が、「あら何じゃろうか」という話が出てくるけん、

言わにゃんいかんごとなっとですよ、実際にここで私が。物販なでけんとだろうと言わすけん、

「観光協会は何であげしこ言うとったって受けあわんとな」と言ったら、地震のせいさすとか何

か知らんばってんが、いや、物販はできんという話になってくるわけです。それは、やっぱりコ

ミュニケーションが足らんちゃ足らんし、説明不足ちゃ説明不足。ですから、こりゃちょっと言

うとかにゃいかんなと思って。 

 要するに３億もかけた施設ですよ。それを役場で管理する、全くあり得ない話です。誰が考え

たっちゃ、そんなばかなという話になるわけですよ。ですから、私はここで、この本会の中で、

町民の皆さんに答えるべくですね。やっぱり蘇陽、清和の方たちから見れば、来たとき入ってみ

て、あの中入ってみて何じゃろうかという話になるわけです。何すっとなって、役場職員が４人

おったがという話ば聞きます。そうすると、それが蔓延していくわけなんです。何ば町はさした

ったろうか。幾らかかったんね。はっきり言ったですよ、３億円かかったって。だけん、もう一

度がつんとやらにゃいかんということを、この席を通じて町民の皆さんにわかりやすく、そして

また、方向性はこう持ってくんだ、物販もできるんだ、軽トラでもするし蘇陽から持ってきたっ

ちゃええ、どこから持ってきたっちゃええ、誰でも自由に使えるような施設にする。コンサート

もできるし、いろんなイベントもできるというような、やっぱりそれも町民向けの広報紙でも１

枚つくってやっぱり宣伝し、また、理解してもらう努力はやっぱりですね。言われっぱなしじゃ

だめですよ。私はわからんけん答えきらん、それはだめですから、ぜひそういうところを明確に

していきながら。オープンじゃないですかと。そういうことをきちんとすべきだろうと思うし、

言われっ放しじゃだめですよ、やっぱり。 

 ですからぜひ、町長も一丸となって、ここはこぎゃんしてこういう施設であると、人の悪口よ

りも、どうするかということをまず方向を示していただきたいし、それを皆さんに理解していた

だきたい。ぜひ、観光協会長、商工会長あたりとも十分議論した上で、そこら辺のところの明確

な答えを出して町民にわかりやすく説明してください。今、課長のほうで説明できるなら、ここ

で声を張り上げて、ぜひ町民の皆さんに説明してあげてくださいよ。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 
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○山の都創造課長（楢林力也君） 代弁していただきまして、ありがとうございました。今、

議員がおっしゃったとおりの部分もございます。やはり情報不足、それから、情報発信、周知不

足の点はおわびしたいと思っております。今後、やっぱり前段の説明で申しましたとおり、山都

にあるいろんな施設を町民の皆さんが使ってこそ初めて生きていきますので、この観光文化交流

課館のほうも、いろんな皆さんにいろんな形で使っていただきたいと思います。当然、物販もそ

うであります。 

 先日、町長のほうに、矢部高校の校長先生がお見えになりまして、矢部高校はシクラメンとか、

ゆずマーマレードとか、いろんな物産をつくっておりますけれども、そういったの販売できんと

かという相談がございました。どうぞどうぞ大いにやってください、将来的には商店会に矢部高

校の店もつくったらどうですかというお話もありました。そういう拠点施設で、そこからいろん

なことにつながっていくような施設にしていきたいという思いがありますので、そういった形で

やっていきたいと思っております。 

 また、通潤橋から拠点施設の文化交流館につないで、そこで全ての情報発信をしてやっていき

たいと思っております。観光協会があちらに入りますと、町のいろんな指定管理施設、キャンプ

場とか、そういったものがございますけども、そういった情報を一元化して、予約等ができない、

ネット環境がない青葉の瀬とか緑仙峡とか、そういったところは観光協会のほうが一元化して予

約とれるようなシステムづくりも、今回、ＩＴの関係で入ってくれていた企業あたりとも連携し

ながらやっていきたいと思っておりますので、そこらあたりの情報発信は今後しっかりやってい

きたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） この山都町の観光文化交流館に関しましてはいろんな意見が出ており

ますけれども、町長もこの施設については思い入れがあろうかと思います。ぜひ一言お願いした

いと思います。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） これにつきましては、今、楢林課長からも話をしましたが、あれだけ

の施設をあれくらいでは非常にもったいないという思いで指示をしたところであります。それと

同時に、職員が３名、聞きますと、本町の仕事をあそこでしているというようなことでございま

したが、誰が見てもあそこの職員という思いの中で、町民の方からいろんなお話があって、早急

に観光協会と話をしながら進めてほしいということで、10月からというようなことでございます。 

 本当にコンサートとか、いろんな話が今ありましたが、先般も言いましたが、八朔祭の本部機

能だけであれだけの施設は大変もったいないという思いでおります。今後、いろんな部分で、イ

ベントなり物販等々ができるような施設にすれば、また、幾ばくかの経費もかけなくては、恐ら

くあのままではでけんとやないかなという思いでおりますが、これだけの２億8,000万近い金額

を投じた施設でありますので、解体するわけにはいきませんので、ぜひ有効に使えるよう、幾ば

くかの投資もせなん部分もあろうかという思いでおりますが、これにつきましては委託をします

観光協会とも十分協議をしながら、有効に、本当に大事な財産でありますので、使えるような形
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をつくっていきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） どうもありがとうございました。よろしく、幾ばくかの投資というこ

ともありましたけれども、ぜひ、投資をしてでも、ぜひ有効な活用ができるようお願いしたいと

いうふうに思っております。 

 最後になりますけれども、高齢者住宅につきまして、先ほどもひとり暮らしの人とかの話が出

ましたですね。実際、お年寄りの方、私もずっと見ておりますと、ひとり暮らしの方が一人おっ

て、蘇陽地区のほうしか私は知りませんけれども、滝下あたりでひとり暮らししたり、いろんな

ところでひとり暮らしされて。孤独死の方がうちの地域でも１名、２名、死後何日か後に発見し

たというふうなこともありまして、本当にひとり暮らしの人というのは不安が物すごくあるわけ

なんですよ。 

 そういう中で、社会福祉協議会というのがありまして、これは町がつくった施設ですよね、社

会福祉協議会。当然、行政ができない部分を、職員だけじゃ無理だから、社会福祉協議会という

のを立ち上げて、地域の支援をしてくれというようなことで立ち上がった社会福祉施設でしょう。

最近におきまししは、デイサービスあたりもやっておりますけれども、デイサービス等につきま

しては民間企業ががんがんやっていますので、それはプロに任せて、今後はお年寄り。施設には

介護３以上しか入れないわけですね。そうすると、この前も言いましたけど、蘇陽地区にある高

齢者住宅、あるいは、ほかの老人福祉施設に行くと１人当たり12万5,000円か13万ですよ。とて

もじゃないが、四、五万の年金もらっている人が入れるような状況ではありません。 

 私も経験があります。５万ぐらい年金がありまして、入ってもらったら７万円を毎月持ってい

かないかん。年間に100万ぐらい要るんです。そういう施設に子供が支援するわけもないし、自

分の年金で入れるわけもないです。ということで、自分とこの家で何とか何とか生きていこうと

しても生きていけないですよ。これを真摯に町は受けとめて、社会福祉協議会あたりと十分協議

して、金が幾らかかってもいいですから、高齢者住宅あたりをつくって、やっぱり孤独死がない

ような地域社会をつくっていくというのは行政の義務であるというふうに。11番議員も言いまし

たけれども、最後まで幸せという話じゃなくて、支援する体制づくり、これは社協と十分協議し

ていきながら。高齢者住宅でしたら４万ぐらいで入れるわけですね。朝、昼、晩、ご飯つきで、

風呂に入って、介護してもらって。介護保険料を納めてもですね。ひとり暮らしの人がそこで生

活するということは非常に大変なことだろうと思うし、自由もきかない。それでも施設に入れな

い。３以下だったら、ほかのところに頼んでも、金はかかる。金はない。そんな状況が非常に今

後どんどんふえてくると思います。 

 その中で、町独自に、やっぱりやらなければいけないことがたくさんあると思います。その中

には、保育所も合併して、あいた施設、そういうところを高齢者住宅。山都町の中でも菅尾地区

だけにあるんですね、今入れるところは。社会福祉協議会の中でサービスをしてくと、午前中一

人、午後一人ですよ。離れているから、行って、介護して、社協に帰って、また行く、これで採

算が合うわけないんです、実際。集まってもらわにゃ。集まってもらえれば、五、六名いっしょ
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に見られる。 

 そういう総合的なことを社協と十分協議していきながら、どうすれば安い経費でいいサービス

が提供できるのか、それを住民がどう納得するのかというのは、プロジェクトチームをつくって

でも、町の将来を見ていく必要があるんじゃないかなと思いますし、ぜひ、役場の中の健康福祉

課あたりとも相談して、いろんなプロの皆さん方がいらっしゃいます、支援係とかがいらっしゃ

いますので、そこら辺の現場サイドの意見を十分聞いて今何が必要かということを検証していた

だきたい。 

 障害者福祉、高齢者福祉、この問題は町が抱える大きな問題となり、これが将来の山都町の地

域づくりに大きくかかわってくるというふうに私は認識しております。高齢者に優しい地域づく

りも含めたところでまちづくりの基本なんです。ですから、そういう基本のところを、ぜひ、社

協あたりとも十分協議して進めていってもらいたいし、これに対する取り組みにつきまして、町

長のほうから方向性につきまして、ぜひ。前回も質問しましたので、大体整理されておるという

ふうに、聞き逃しちゃあおらっさんだろうなというふうに思っておりますので、ぜひ、この前の

質問を踏まえて、３カ月たちますので、御意見をお伺いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） 高齢者住宅につきましては、私も12月の出馬表明以来、全町内を回っ

た中で必要性を一番痛感したのは高齢者の住宅です。蘇陽地区のものが全ていいというわけでは

ありませんが、何らかの形で清和地区にも矢部地区にもせんといかんなという、定住化促進の住

宅の提供の部分について一番の思いはその部分でありました。 

 ある地区を１日で八十数件回りましたが、そのうちの７軒から８軒がひとり暮らし、二人暮ら

し、こういう、言い方は悪うございますが、住宅環境の中に住んでおられるかなという住宅環境

があったのも事実です。やっぱりこの方々をどうかせないかんなというのが今一番の思いであり

ます。 

 敬老の日を迎えた中で、山都町、100歳以上にことしなられた方が12名だと思いますが、高齢

化を嘆くばかりでなくて、高齢者の方々がまだこれだけ元気で生活をしておられる山都町という

部分も含めて発信ができる分については、大変厳しい環境の中におられる高齢者の方々を、先ほ

ど言われますように、福祉施設であったりいろんな分に入ることができない老人の方々の受け入

れ施設として高齢者住宅が一番適当であると私は思っておりますので、そういう中で協議をしな

がら早急に計画を詰めていきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） ありがとうございます。これは国の制度じゃなかなかできないという

ことはわかっております。ただ、うちの町独自のこういうサービスをすることによって国が動く

と、私はそのくらいの気持ちを持って、国を動かすような力になると信じております。ぜひです

ね。 

 社会福祉協議会の現場の皆さん方と私はよく話します。何が大変なのかというと、この広さな

んです。山都町という広さが問題なんです。社会福祉協議会あたりもあっち行ったり、こっち行
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ったりと。山都町の東竹原から向こうまでに社協が三つあります。蘇陽地区、矢部地区、清和地

区とありますけれども、ここの職員の話を聞きますと、サービス行ってくださいと電話がかかっ

て頼まれます。竹原まで行って、その次に長崎っていったら１日２軒ですよ。経費が合うわけな

いんです。幾らもらっても介護保険で合うわけがないんです。それは現場から話を聞きます。 

 ですから、そういうところをぜひ考えていきながら、この山都町の広さというのが非常にネッ

クになっているし、町独自のサービスを考えなければならない地域なんです。ぜひ、そういうと

ころも踏まえながら、現場のことは、社協の皆さんのみならず健康福祉課の皆さん、支援係の皆

さん方もみんなわかっていると思いますので、ぜひ現場の声を聞きながらやっていただきたいと

思いますし、健康福祉課長からも、何か一言言わにゃいかんなという顔をしておりますので、ぜ

ひお願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） 議員の熱い思いがひしひしと伝わってまいります。山都町社

会福祉協議会の理事の改選もことしあっております。町長が山都町社会福祉協議会の会長となら

れておりますので、その強みを生かしながら、それぞれの支部等の意見を聴取しながら、ぜひと

も実効力のある住民のための計画をやってきたいと思いますので、議員各位の御協力もよろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ４番、後藤壽廣君。 

○４番（後藤壽廣君） ありがとうございました。このことに関しましては、本当に社会福祉

協議会の職員の皆さんの話もぜひ聞いていただいて、今度、町長が協議会長になられましたので、

ぜひ足を運んで現場の話をぜひ十分お酌み取りいただき、社協の職員からも、「ああ、今度はよ

うなったばい。変わるばい、町が」って言われるよう社会福祉協議会をつくり上げていただきた

いし、また、そういう地域をぜひつくり上げていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（中村一喜男君） これをもって、４番、後藤壽廣君の一般質問を終わります。 

 ここで10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

休憩 午後２時08分 

再開 午後２時26分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

日程第２ 議案第58号 山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正について 

○議長（中村一喜男君） 日程第２、議案第58号「山都町個人情報保護条例及び山都町情報公

開条例の一部改正について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 
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○総務課長（坂口広範君） それでは、議案第58号について説明をいたします。 

 山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正について。 

 山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 平成29年９月７日提出。山都町長。 

 提案理由です。 

 個人情報の保護に関する法律及び行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の改正を踏

まえ、適切な個人情報保護対策を実施するため、個人情報保護条例及び情報公開条例を改正する

必要があります。これが、この議案を提出する理由でございます。 

 大変、本条例、多岐にわたっております。今、お手元に個人情報保護条例及び情報公開条例の

見直しの概要ということで、ペーパーをお配りさせていただきました。この条例改正の背景、そ

れから趣旨及び内容について御説明をしたいと思います。この概要のペーパーもあわせてごらん

いただければというふうに思っております。 

 今回は、個人情報保護法及び行政機関個人情報保護法の改正を受けまして見直しを行うもので

ございます。お手元の見直しの概要にありますように、主に個人情報の定義の明確化、それと、

要配慮個人情報の取り扱いについて、一部改正を行うものでございます。 

 まず、第一の個人情報の定義の明確化ですけれども、現行の個人情報保護法におきます個人情

報の定義といいますのは、当該情報に含まれます氏名、生年月日、その他の記述等により特定の

個人を識別することができるものとされております。これに対して、個人の行動や状態等に関す

る情報等の中には、現状では個人情報として保護の対象に含まれるか否かが事業者にとって明ら

かではないために、利活用の壁であったり個人情報解釈の曖昧さが指摘されておりました。具体

的には、指紋認証データ、顔写真データのような個人の身体の特徴をコンピューターの用に供す

るために変換した文字、番号、記号等の符号や旅券番号、運転免許証番号のように個人に割り当

てられた文字、番号、記号等の符号です。このため、個人の権利・利益の保護と、事業活動の実

態に配慮しつつ、新たに個人識別符号に該当するものを定めて個人情報に含まれることを明確化

したものでございます。 

 ２点目の要配慮個人情報の取り扱いでございます。これまで、人種、思想信条等に係る情報の

収集の制限については、個人情報保護法の中では一律に類型化して規定はしておりませんでした。

今回、個人保護法の改正により新たに導入された定義でございます。しかしながら、諸外国の主

な国々では、これらの情報収集の制限等、その性質上、慎重な取り扱いを求めるべき規定を定め

るのが趨勢であることから、今回の改正へとつながったものであります。 

 このため、概要２の１に記載のとおり、本人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴、

犯罪により害を被った事実、その他本人に対する不当な差別、偏見、その他の不利益が生じない

ように、その取り扱いに特に配慮を要するものとして規則で定める記述等が含まれる個人情報と

定義をされました。その取り扱いについて、本人の意図しないところで要配慮個人情報が取得さ

れ、それに基づき本人が差別的な取り扱いを受けたり、偏見が生じないように特に配慮し、そう

いったことを防止するために、あらかじめ本人の同意を得ないで取得することを原則禁止し、あ
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らかじめ本人の同意を得ずに行う第三者提供の対象から除外することとされたものでございます。 

 このほか、法改正に合わせ今回、整理整備をしておりますけれども、ただいまの説明にて、今

回の条例改正の議案の説明とさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） 議案第58号の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから議案第58号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第58号「山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正につい

て」は、原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 ただいま町長から、議案第63号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の一部変更について」が提出されました。これを日程に追加し、追加日程第１として議題にし

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第63号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一

部変更について」を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 追加日程第１ 議案第63号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部変更について 

○議長（中村一喜男君） 追加日程第１、議案第63号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理

する事務の変更及び規約の一部変更について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） それでは、議案第63号について説明させていただきます。 

 議案第63号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更につい

て。 

 地方自治法第286条第１項の規定により、平成29年９月30日限りで、熊本県市町村総合事務組

合の共同処理する事務を変更し、熊本県市町村総合事務組合規約の一部を次のとおり変更する。 

 平成29年９月７日提出。山都町長。 
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 熊本県市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。 

 熊本県市町村総合事務組合規約の一部を次のように変更する。 

 別表第１中「公立玉名中央病院企業団」を「地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組

合」に改め、別表第２第３条第１号に関する事務の項中「、公立玉名中央病院企業団」を削り、

同表第３条第９号に関する事務の項中「公立玉名中央病院企業団」を「地方独立行政法人くまも

と県北病院機構設立組合」に改める。 

 附則。 

 この規約は、平成29年10月１日から施行する。 

 提案理由。 

 一部事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更しようとするときは、地方自治法第

290条の規定により議会の議決を経る必要があります。これが、この議案を提出する理由です。 

 ページをめくっていただきますと、規約の変更理由書でございます。これも読み上げます。 

 熊本県市町村総合事務組合の構成団体である公立玉名中央病院企業団が、病院事業の経営移行

先である地方独立行政法人くまもと県北病院機構の設立団体としての一部事務組合へ移行するこ

とに伴い、平成29年９月30日をもって熊本県市町村総合事務組合規約第３条第１号に掲げる事務

から脱退し、同年10月１日から地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合に名称変更する

ため。 

 以上のことにより、熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の共同処理する事務を

変更し、規約の一部を変更する必要があるということでございます。 

 めくって、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更に関する

協議書の案でございます。 

 本件は、公立玉名中央病院と玉名地域保健医療センターで構成しておりました公立玉名中央病

院企業団が統合して、一つの経営体として、先ほどから説明しております地方独立行政法人くま

もと県北病院機構となることに伴う規約の一部変更でございます。また、本件は構成団体におき

ます同文議決案件であることを申し添えておきます。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） 議案第63号の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） お尋ねです。この病院は、黒字か赤字かわかっておりますか。数字が

どれくらいかもついでに。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 経営状況につきましては全く存じ上げておりません。これは企業

統合して、これから黒字化に向けて――現在、黒字かどうかわかりませんけれども、黒字化に向

けて、しっかりと共同処理するということでございますので、そういったことであろうというふ

うに捉えております。 
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○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） これで質疑を終わります。 

 これから議案第63号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第63号「熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一

部変更について」は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会とします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

散会 午後２時38分 
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平成29年９月第３回山都町議会定例会会議録 

 

１．平成29年９月７日午前10時０分招集 

２．平成29年９月14日午前10時０分開議 

３．平成29年９月14日午前11時03分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 山都町役場議場 

６．議事日程（第８日）（第４号） 

日程第１ 議案第59号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第２号）について 

日程第２ 議案第60号 平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

日程第３ 議案第61号 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）について 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

７．本日の出席議員は次のとおりである（13名） 

  １番 吉 川 美 加     ２番 藤 原 秀 幸     ３番 飯 星 幹 治 

  ４番 後 藤 壽 廣     ５番 藤 澤 和 生     ６番 赤 星 喜十郎 

  ８番 工 藤 文 範     ９番 藤 川 憲 治     10番 稲 葉 富 人 

  11番 田 上   聖     12番 中 村 益 行     13番 佐 藤 一 夫 

  14番 中 村 一喜男 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

８．本日の欠席議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

９．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

  町 長   梅 田   穰     副 町 長   岡 本 哲 夫 

  教 育 長   藤 吉 勇 治     総 務 課 長   坂 口 広 範 

  清 和 支 所 長   増 田 公 憲     蘇 陽 支 所 長   橋 本 由紀夫 

  会 計 課 長   藤 島 精 吾     企画政策課長   本 田 潤 一 

  税務住民課長   田 中 耕 治     健康福祉課長   山 本 祐 一 

  環境水道課長   佐 藤 三 己     農林振興課長   荒 木 敏 久 

  建 設 課 長   後 藤 誠 輝     山の都創造課長   楢 林 力 也 

  地籍調査課長   玉 目 秀 二     老人ホーム施設長  藤 原 千 春 

  学校教育課長   渡 邉 尚 子     生涯学習課長   工 藤 宏 二 

  そよう病院事務長  小屋迫 厚 文     監 査 委 員   志 賀 美枝子 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

10．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

  議会事務局長   緒 方   功   外２名 
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────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

開議 午前10時０分 

○議長（中村一喜男君） おはようございます。これから本日の会議を開きます。本日の議事

日程は、お手元に配付のとおりです。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第１ 議案第59号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第２号）について 

○議長（中村一喜男君） 日程第１、議案第59号「平成29年度山都町一般会計補正予算（第２

号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） おはようございます。それでは、議案第59号、平成29年度山都町

一般会計補正予算（第２号）について説明をいたします。 

 予算書、歳出から説明をいたします。12ページをお開きください。 

 ２款１項５目財産管理費でございます。町有林整備委託料として、600万円を追加補正をお願

いをいたしております。これは、蘇陽地区の積前団地10ヘクタールに係ります、今回、間伐でご

ざいます。次の43万2,000円は町有林道の整備工事ということで、これも積前団地の延長286メー

トルに係ります林道整備でございます。これについては、その他の財源ということで、水源林整

備事業補助金が43万2,000円、これは森林総合研究所のほうから参るものでございます。 

 続く、14目の情報費13節の委託料です。社会保障・税番号制度システム改修委託料98万8,000

円です。これは、年金情報連携のためのシステム改修ということで、具体には国民年金システム

の改修であったり、国保や年金保険システムの改修ということでございます。情報連携に伴うレ

イアウト対応のための改修ということで御理解いただきたいと思います。財源のほうは、76万3,

000円でございます。これにつきましては、社会保障・税番号制度システム整備補助金というこ

とで、厚労省の補助金になっております。 

 続く、13ページの一番上です。 

 これも同じく、社会保障・税番号制度システム改修委託料でございますけれども、これにつき

ましては、総務省分ということで、内容はマイナンバーカード等の記載事項の充実に関するシス

テム改修というものでございます。こちらは10分の10の補助になっておりますので、一般財源の

ほうは、計上はいたしておりません。 

 続く、３款１項３目障害者福祉費です。この３件は、いずれも前年度国県負担金の精算負担金

ということでございます。 

 続いて、15ページをお願いいたします。 

 ５款１項農政費でございます。こちら、負担金補助及び交付金ということで、848万2,000円の

計上を行っています。まず、耕作放棄地の解消事業補助金で156万8,000円です。これは、耕作放

棄地の有効利用促進ということでございまして、今回は１地区２名の方の促進事業に関します補

助金ということでございます。これはもう全額県費でございますので、トンネル事業ということ
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になります。 

 次の、地域特産物産地づくり支援対策事業補助金。こちらは、上益城農協茶部会の茶園の被覆

資材の補助金ということになります。対象は９戸、1.38ヘクタールに係るものでございます。税

抜き２分の１の金額91万8,000円ですが、これもトンネルということで、その金額を計上いたし

ております。 

 次が、農業経営力向上支援事業補助金80万でございます。こちらは、長田と田小野地区、この

二つの地区の法人化支援の事業補助金でございます。定款の作成であったり、免許税、そういっ

たものの支援というものでございます。これは、上限が１法人当たり40万ということで、２法人

ということで80万という計上になっております。 

 その下の地域営農組織ステップアップ支援事業補助金、これにつきましても、これは今申しま

した二つの地区の法人化後の初期費用の補助ということでございます。こちらは１地区10万円と

いうことになっておりますので、２地区で20万円です。 

 くまもと土地利用型農業競争力強化支援事業補助金129万6,000円です。こちらは、田小野地区

の田植え機の１台購入助成となっております。全体金額は280万円でございます。税抜きの２分

の１補助ということで、その分の129万6,000円が県費計上ということになっております。 

 続く台風につきましては、台風３号によります被害からの復旧支援という事業でございます。

土壌の病害対策ですとか、病害の蔓延防止対策事業ということでございます。150万ということ

で、これは県費３分の１の補助ということになっております。 

 それから、次の台風被害生産施設復旧対策事業補助金です。こちらも被災作物の生育回復等に

係ります経費の支援というものでございます。補助率は10分の４で、県が10分の２、町が10分の

２ということで、全体事業費550万のうち110万円を県、さらに110万円を町ということで、今回2

20万円を計上したところでございます。 

 続く６万8,000円は、農地中間管理事業機構集積協力金返還金でございます。これは、公団経

由で貸し付け、返還金を行うものでございます。 

 次の畜産振興費です。牛の予防注射補助金は追加分でございます。放牧活用型草原等再生事業

補助金につきましては、郷野原の牧野利用組合、これは６月の補正でもお願いしよった分ですけ

れども、こちらに係ります追加事業ということで、今回、牧柵用の扉一式ですとか、牛のつなぎ

とめ具の追加分があったものでございます。２分の１の補助ということになっております。 

 続く16ページをお願いいたします。 

 ５款１項13目の中山間地域総合整備事業費でございます。91万8,000円は、矢部中部地区、長

田山中ですけれども、こちらの換地員の追加ということで、換地業務に移管します必要が生じた

ということで、今回追加を行うものでございます。87万9,000円の補助があるものでございます。 

 次の５款２項２目の林業振興費です。100万円を今回計上いたしました。有害獣の被害防止対

策事業補助金、これは電気柵になりますけれども、既設予算で1,100万円を計上を既にいたして

おりますけれども、今回３月までの見通しを行いまして、さらに100万円を今回計上するという

ことでございます。ちなみに、28年度は85件の1,077万1,000円ということでございました。 
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 続く、６款１項の５目山の都づくり事業費です。73万円の公有財産購入費を計上いたしており

ます。こちらは、県の土木事務所の所長官舎跡ということでございます。場所は、上寺の字園田

ということで、乳児保育園がございますけれども、その下といいますか、東側ということでござ

いますけども、そちらのほうに、木造、セメント瓦ぶきの平屋建て83.22平米でございますけれ

ども、こちらを県のほうから譲渡を受けるということになっております。土地代が243万円で、

建物が解体見積もり額ということで、一応、170万円控除した額を今回差額として73万円を計上

しているということでございます。 

 続く17ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目土木管理総務費です。19の負担金補助及び交付金ということで、100万円を計上

いたしました。戸建ての木造住宅の地震に対する安全性の向上のために、耐震の改修工事等に対

しまして補助金を交付するという要綱に基づきまして、今回100万円を計上いたしました。耐震

改修設計が１件、耐震改修工事が１件、耐震のシェルター工事が１件ということでございます。

それぞれ補助率が変わっておりますけれども、総計の100万円、こちらにつきましては、うち33

万8,000円が社会資本整備交付金に係るものでございます。住宅耐震化支援事業が該当になりま

すので、33万8,000円はそのうち充当がなされます。残りの66万2,000円は復興基金の交付金とい

うことを充当しているところでございます。 

 続く、７款３項１目の河川管理費につきましては、これも250万を既に６月に計上しておりま

すけれども、今回追加がございましたので、126万5,000円を計上いたしました。 

 続きまして、８款消防費です。常備消防費ということで、1,000万1,000円ですね。上益城消防

組合負担金ということで減額をいたしております。こちらにつきましては、構成の御船町、嘉島

町、甲佐町、それから本町、４町の消防組合の負担金につきまして、この負担金の算出が、普通

交付税の歳入額、これをもとに町村の負担割合が決められておるものですけれども、今回、再算

定後に構成町村の負担割合に変更が生じましたために減額計上を行ったということでございます。

確定額ということでございます。 

 続く18ページをお願いいたします。 

 ９款１項３目の教育振興費です。18万円を計上いたしました。社会体育移行委員会の委員に対

します費用弁償18万円でございます。 

 続きまして、19ページをお願いいたします。 

 10款の１項農林水産施設の災害復旧費でございます。まず、現年度農業施設災害復旧費につき

ましては、２億4,198万円を計上いたしました。95件の災害に係ります復旧事業でございます。

国県支出金のところは、一応、農地92％、施設95％、査定設計50％の補助率で補助金算定をいた

しております。 

 続く、３目の現年度林業施設災害復旧費です。5,820万3,000円を計上させていただきました。

これは、菊池人吉線ほか６路線16カ所に係ります災害復旧費でございます。これは、奥地とその

他とに分かれておりまして、奥地につきましては85％、その他が75％ということになっておりま

す。 
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 20ページをお願いいたします。 

 10款２項１目の現年度公共土木施設災害復旧費です。8,965万円を計上いたしました。これは、

25件の災害復旧に係ります計上額でございます。こちら、国県支出金は80％で今回計上いたした

とこでございます。 

 続きまして、歳入をお願いいたします。 

 それぞれ、歳出予算の財源として説明いたしましたものにつきましては、省略をさせていただ

きたいと思います。説明しました以外のものにつきましては、７ページをごらんください。一番

上の地方交付税でございます。今回は、普通交付税が確定をいたしました。54億7,785万3,000円、

これが普通交付税の金額でございます。現計額との差は、特別交付税が３億円計上しておるとい

うとこでございます。これが前年度比較で申しますと、３億1,800万円程度、前年度に比べます

と減額になっております。ちなみに、27年度をさらに比較をいたしますと、２年間で６億3,000

万普通交付税においては減額がなされているというような状況でございます。 

 次に、10ページをお願いいたします。 

 17款財産収入でございます。この土地貸付収入につきましては、井無田メガソーラー設置に係

ります町有地の貸付料ということで274万1,000円を計上いたしているところでございます。 

 それから、19款の繰入金の特別会計繰入金。これにつきましては、前年度介護保険精算に伴い

ます介護保険特別会計からの繰入金を計上いたしました。 

 続く、２項１目の財政調整基金繰入金。これは、財源調整のために6,589万2,000円を今回繰り

入れるものでございまして、この繰り入れによりまして、財政調整基金の現在高につきましては、

約４憶6,000万円ということになるものでございます。 

 続く11ページの繰越金でございます。今回、決算が確定をいたしました。それによりまして、

5,507万円を繰越金として計上いたしたところでございます。 

 戻っていただきまして、４ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正の変更でございます。今回は、歳出のところで述べました災害復旧事業債

1,600万円追加に係ります変更分を計上いたしたところでございます。 

 表紙の次のページをごらんください。 

 平成29年度山都町一般会計補正予算。 

 平成29年度山都町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億2,800万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ150億8,200万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。 

 平成29年９月７日提出。山都町長。 
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 以上で一般会計補正予算（第２号）についての説明を終わります。 

○議長（中村一喜男君） 議案第59号の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 過年度、現年度の公共災、あるいは農林災を含めて、今度また補正が

出たわけですが……。 

○議長（中村一喜男君） 中村議員、ちょっとマイクを。 

○12番（中村益行君） 失礼しました。町長の提案理由に、契約率がたしか４割とおっしゃっ

てましたかね。恐らく不調になったとこもあるでしょう。あるいは最初から参加しないという案

件もあったんじゃないかなというふうに思います。 

 今度また、これ、10億ばかり出ますね。どれだっけかな、トータルで。この災害復旧費が、８

億9,000万か、全てですね。それらを総合して、それから前年度の繰り越しが約79億ぐらいあり

ましたね。これ、私勘違いしまして、総契約額の104億だったかなということで、議会だよりに

書いてしまいましたけれども、それらを合わせると、今後の工事見通し、あるいは契約の成立の

見通し、これはどうなのか、聞いておきたいと思います。 

 恐らく、担当者が大変焼きもきをして、手を尽くしておると思いますね。きのうも、出ており

ました、よそから来る人たちの宿舎の問題まで心配しなきゃならない状態。これは上益城一円、

あるいは熊本県下、去年災害を受けたとこは全部そうなんですね。加えて、北九州のあの被害も

あってるということで、大変な状況、これを各自治体の困難が見えますけれども、どうでしょう

か。今後、発注しながら、予算は組まなきゃならない、しかし、果たして応札があるのかという

ことさえ心配しなきゃならないと思って、私、今、聞いておるんですがいかがでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 議員御指摘のように、災害復旧事業債につきましては、本年の３

月から入札発注業務を行っているとこでございます。28年度に発生しました災害が全県で2,300

件程度、そのうち約1,800件弱が農業施設災害復旧事業に係るものでございます。 

 先ほど、４割ということで契約率をおっしゃいました。私どもはちょっと入札不調率というよ

うな形で整理をしておりますけれども、入札をしても応札者がない。この入札不調が本町の場合

は、不落はございません。入札不調でございまして、全体で約５割が入札不調でございます。中

でも深刻なのが、ただいま申し上げました農業施設災害復旧事業でございます。これは64％を超

える入札不調が現在発生いたしております。 

 それで、これは前回の議会のときでも申し上げましたけれども、現場代理人の常駐緩和措置で

すとか、いろいろそういった措置をとっておりますけれども、やはり主たる原因というのは、労

働者不足ということに、これはほかならないと思っております。よって、現在、先月ですけれど

も、臨時的に入札参加の受け付けを再度全国にかけました。約20社を超える業者が本町の入札に

参加していいという、応札意思があるということで確認をとったとこでございます。 

 さらに、４月の一月間で約600社程度が本町の入札に参加したいということで入札参加資格審
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査がございます。そのうちの大体400社程度が災害復旧工事ができる土木一式工事の許可業者だ

というふうに認識をしております。こちらに対しても、再度、現在、本町の災害復旧工事に対し

て応札の意思があるかということを確認をしておるところでございます。何とか今月中にはそう

いった対応をして、10月から、来月からもまた、入札のほうに当たっていきたいということでご

ざいます。 

 それともう一点は、きのうも出ておりましたけれども、花高原等、そういった宿泊施設、町外

からの作業員に対します宿泊所ということの対応も早急に、今、図っているところでございます。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 大変な状況を、改めてわかるわけですけども、私の近所でやってるの

は県工事のやつ、県道清和砥用線、何カ所もあるんですが、やっと１カ所、橋のそばで２カ所、

やっと着手してるんですけれども、崩落のところは、たしか宮崎の人です、来ているのは。県で

もなかなか県内に業者がいないということでしょうかね。そういうのを考えると、担当者たちは、

大変、私は御苦労と思います。ただ過労にならないように努めてもらいたいと。町長のほうで何

かコメントがあれば聞かせてください。 

○議長（中村一喜男君） 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） おはようございます。 

 これにつきましては、もう先般もお話をしたと思っておりますが、きのう、おととい、建設業

の山都支部長の武原さんとも話したところでございますが、どうにかして入札は行いますという

話であります。しかしながら、工事の完了が今年度末にできるかと。なかなか確約はできないと

いうのが実情でありますので、先ほど坂口課長が申しましたように、いろんな方々にお願いをし

なくてはならない、また、お願いをしておるとこであります。 

 また、今、宮崎からということでございますが、町内の入札を落札していただいた建設業者の

方々も、下請けという形の中で、福岡からも、いろんな他県からの応援もいただきながら建設工

事をやっていただいておるのが実情でございます。 

 先般、鶴越線の工事も見に行きましたが、ほとんどの方が宮崎の人で、監督さん二人が地元の

会社の監督さんというようなことで、現場を、仕事をされとるのはそういう部分でありまして、

業者の方々も一生懸命、他の地区の業者を呼んで応援をいただきながら、今やっていただいてお

るというのが実情であります。花高原も早く供用できればいいなと思っておりますが、足りない

部分については、きのうもあったかなと思っておりますが、旧菅原工場の宿泊施設等々もありま

すので、早急に整備をしながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） 蛇足ながら申し上げますが、とにかく来てくれるだけでもいいという

状況ではあります。しかし、これは非常に粗漏工事になったりということであれば、これは何に

もなりませんので、技術力、施工能力、ここはきちんと見ていくと。農災あたりは現場責任者と

いうのは、何カ所か統一してやっていくと。これまでの基準を厳格に当てはめないでやっていく

という話を聞きました。それはそれでいいと思いますが、殊、安全・安心が保証されるようなの



- 135 - 
 

り面とか、あるいは橋梁とかは、きちんとした能力のある、施工能力のある人たちを選んでほし

いと、蛇足ながら申し上げておきます。これはぜいたくかもしれませんが、これだけは譲れない、

大事な原則ですから、よろしくお願いしときます。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

 ６番、赤星喜十郎君。 

○６番（赤星喜十郎君） 19ページ、お願いいたします。きのう、一般質問の中で災害復旧の

話があっておりまして、棚田の創造的復興策についての質問があっております。その中の件につ

きまして、現場の状況から、そういった方策ができないかということを検討したいという前向き

な答弁がありましたが、災害復旧工事は原形復旧が大前提であります。そういったことを踏まえ

ますと、本当に棚田の創造的災害復旧策ができるのかと思いまして、質問をしておりますが、ど

うでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） お答えいたします。きのうの答弁の部分につきましては、あ

くまでも農地等の災害復旧以外の部分とそれから災害復旧が終了して何年か後、今後、山都町全

体に広がる棚田の改良についての説明をしたわけでございまして、議員御指摘がありましたとお

り、農地等の災害復旧につきましては、原形復旧ということでございます。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） ６番、赤星喜十郎君。 

○６番（赤星喜十郎君） きのう、家に帰りましてからネットでいろいろ創造的復旧の話を調

べましたところ、やはりそういったことでございまして、災害復旧に関連してできるということ

は、かなりの面積と規模が決定したところであるということでした。同時に、きのう言われまし

た当該地区は通潤橋、または用水路関係で環境保全関係でかなり厳しい制約があっておると思い

ます。そういったところも頭に置かれての答弁だったかと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） お答えいたします。御承知のとおり、通潤橋を含めた文化的

景観等々ございますので、関係する諸管庁との十分な協議は必要というのは自覚しておりますの

で、そういった地元のほうから整備等の要望と、今、具体的にはございませんけども、今後やは

り農家の維持ということにつきましては、必要な分については協議等をする必要があるというこ

とでございます。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

 ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 16ページですかね、私はワイヤーメッシュのことで、ちょっとお尋ね

です。有害鳥獣防止対策事業補助金ですよね。これは、きのうもちょっと課長と相談したんです

けども、ワイヤーメッシュは３戸以上、これは国の補助という格好になっておるんですが、今、

私のとこの近くも一緒ですけども、栗の最盛期がだんだん終わりますと、田んぼのほうにおりて

きます。それで、電柵ぐらいじゃあ、もう対応がでけんわけなんですよ、実際に言いますと。ど
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うしたもんかとなれば、やっぱしワイヤーメッシュを設置せんことにはどうにもならんと。 

 そうすると、ある地域あたりはお年寄りが多くて、施設に入ったり、空き家があって一人の方

が農業をされとるところがあります。これはもう電柵じゃあどうにもならんから、どやんかなら

んのかという御相談でしたので、ちょっと課長にも相談したんですけども、そのあたりがどうに

かならんかなと。ワイヤーメッシュも大変かと思いますけども、非常に広い範囲でありますし、

最近はもう道路の際から、田んぼじゃなくて道路からずっと回して大きいところはワイヤーメッ

シュを張ってございます。そういう対策をせんことには簡単にはいかんだろうという気持ちもし

ておりますし、そのあたりの対応はどうにかならんですかね。１戸でもワイヤーメッシュを申請

したらできないか、ちょっとそのあたりをお願いしたいんですが。 

 それと、これはちょっと変わりますけど、今、町道の草切りも、業者さんが決まって、下請け

に出してございまして、よその方が来て、切られております。それで、切られるのはいいんです

けど、片づけをしてない部分があると。その草が側溝の上のふたに皆たまって、ほかさんまた流

れよっと、そういう指摘も受けまして、ちょっと聞いたところ、よそからの業者さん来とらすも

んですから、捨てる場所がなかと、簡単にどけて捨てられんという話も聞きましたもんですから、

上のほうで入札された方は、やっぱ捨てどこあたりも教えてもろて、そこに捨ててくださいとい

うことが必要じゃないかと思いますので、その辺の指導もしていただきたいなと思います。 

 以上です。お願いします。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） お答えいたします。町の有害獣被害防止対策事業ということ

で、28年度から１世帯なり１業主体で補助要綱を緩和しまして、その事業種目の中にもワイヤー

メッシュ柵はございますので、現場の状況等、ただしワイヤーメッシュにおきましては、1,500

メートル以上を超えますと事業費が大きくなりますので、その分については国庫補助を利用いた

だくということでございますので、地域の方々で延長をはかっていただいて、現場の状況等を担

当のほうに説明していただいた上で、御相談できるというように思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） おはようございます。お答えをいたします。 

 道草切りですね、要するに。昔から言う、一払い分ということで、約のり長にしまして２メー

トル分ぐらい切っておるわけですけれども、私のほうにもその話は入りましたもんですから、業

者に一応指導はしたところです。うちで見積もっておる中には、その処分費もちゃんと入れてお

りますので、確かに言われたとおり、よそからの下請けでされてたかもしれませんけれども、一

応、町道の分と県道も切っておりますもんですから、それについては十分気をつけるように、協

会を通じて注意したところではございますので、今後、そういうことがないように気をつけたい

と思います。 

○議長（中村一喜男君） ５番、藤澤和生君。 

○５番（藤澤和生君） 先ほどの農林振興課長の1,500メートル以上が控除になるという話だっ
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たんですけども、これはやっぱり人数は３人以上という格好ですかね、一人でも構わんというこ

とじゃなかでしょう。 

 それと、建設課長にお尋ねするんですけど、今、草切りの話をしましたが、要請がいろいろ言

われるのが、下はきれいにとってあるけど、上のほうは全然切ってないと。雨が降ったら皆垂れ

下っとると。話によれば、個人の所有だから、要するに承諾をいただかにゃ上は切られんという

話も聞きましたのですが、その辺は、私は一緒に、仕事をする人はこれはと思われるなら、やっ

ぱ切ってもらわんと、皆車がちょっと大きいので、皆つかえていきよっとですね。雨が降ったら

ずっと滝やったら皆下がっとりますし、そのあたりは臨機応変にやれんもんかなということを思

いましたもんですから、その辺も指導していただきたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） 農林振興課長、荒木敏久君。 

○農林振興課長（荒木敏久君） お答えいたします。国庫補助につきましては、３名以上とい

うことがございますので、地域によりまして、町単、あるいは国庫ということで相談をしたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 建設課長、後藤誠輝君。 

○建設課長（後藤誠輝君） 今の高いところは、確かにそういうところがございます。私が蘇

陽におるときには、蘇陽の場合ですけれども、高いところは地元の区長さんにお願いをしまして、

できるかできないかですね、お願いをしまして、できるというところは業者に頼んでしていただ

きました。また、地元でお願いできるところもありますけれども、高齢化が進んどるもんですか

ら、なかなかできないというのが現状でございまして、スクールバス路線については、なるだけ

そういうふうにしたいと思いますので、それは区長さんを通じて、ちょっとお話をさせていただ

くならと思っております。 

 それは、同様に県道のほうもございますので、他人の所有物ではございますので、勝手にとい

うわけにはいきませんので、それは諮っていきたいなと考えます。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番、藤原秀幸君。 

○２番（藤原秀幸君） 10ページの財産的収入ということで報告がありました274万1,000円、

これ、井無田の牧野のところにソーラー発電ができて、その貸付料だと思います。もちろんあの

土地は町有地であって、町が権利を有すると思っております。政策審議会のときにも、清和の支

所長のほうから、今後どれぐらいの集落への管理費的な収入だったり、あるというようなことを

聞いております。ただ、町には税収的に入ってくる金額も提示されておりました。 

 もちろん不備はないということで、こういった報告はなされると思いますが、どうも話してみ

ますと、井無田地区に関しては、やはり分収契約とちょっと混同されたようなところもあって、

余りにも金額が管理費ばかりでは安過ぎるという意見もある。それから、入会権ということもお

っしゃって、何か集落内でまだ全部の総意がとれてないような話も聞いております。そういった

ことで、町としては、入会権とかそういったことに関してどのような考えをお持ちか、ちょっと

総務課長のほうにお尋ねをしたい。支所長でも結構ですが。 
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○議長（中村一喜男君） 清和支所長、増田公憲君。 

○清和支所長（増田公憲君） 失礼します。その前に、事業に至るところの経過を説明したい

と思います。 

 一応、町有地の東側に共有地が５町３反分ありますが、そこは40名近くの共有地でございます。

そこに、先に、三、四年前に南国殖産さんがメガソーラーをつけたというところでございます。

そこを利用して、今度はその電力の増設分として町有地にできないかということで、地元のほう

に相談があったそうでございます。地元のほうに相談があったものですから、町有地を借りて、

自分たちの収入を得たいということで、要望書の提出がございました。要望書の提出がありまし

たけども、町有地だからということで、何ですかね、又貸しはできないということで、そこで一

旦お断りをして理解をいただいたところですが、それから、町のほうから借りようかということ

で、南国殖産さんから、町と契約したらどうかということで、そういう話をして、地元では特別

委員会を開いてもらって、区長さんの承諾も得て、理解を得たいただいたところでございます。 

 ちょっと、今、何も用意してませんでわかりませんけども、済みませんが、分収林契約は10年

前に切れております。地上物件に対する分収林という形でやってるんですけども、天文台を含む

20ヘクタールぐらいがずっと地元のほうで管理していただいていたということでございますが、

その分だけの２町７反分がどんどんメガソーラーでしているところでございます。 

 入会権の問題も、ちょっと今くすぶっているところで話があっておりますが、そういうことで、

ちょっと私のほうも聞いてみますが、なかなか納得できないところでございますが、今の町有地

については、もう納得できたというとこで、承諾して、建設に至っているところでございます。 

 入会権のことについては、ちょっと申しわけありませんけど。 

○議長（中村一喜男君） ２番、藤原秀幸君。 

○２番（藤原秀幸君） もちろん、町有地は町が権利を有するということはわかっております。

しかし、そういったソーラーだったり何だりとかができるというのは、やっぱり何十年にわたっ

て地区の方が、牧野だったり何だったりして管理してこられたからできるわけですね。そういっ

たこともちょっと考えてほしかったなという気はいたします。納得するところでですね。 

 集落との話し合いですので、これは業者と町ですね、契約はですね。集落に対しては、業者の

ほうから管理委託料で来るということでしょう、収入的にはですね。そういったことですので、

町はそれにはタッチしとらんというとはわかりますが、税収もかなり上がってくるということも

わかっていますので、貸付料の一部からでも、納得するような対応ができなかったかなという思

いをいたしておりますので、そこは支所長がずっと担当されていたのはわかりますが、そういっ

たことができないもんでしょうかね。総務課長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 先ほど、ちょっと入会権のお話がございました。一般的には、採

草とか、ずっと慣習によって牛馬の餌等の収集のためのやってこられたのかなと感じております。

ですから、当然、その権利というのは当時から尊重して、これまでも続いてきたものと思っとり

ますけれども、最近はもう一切そういったことはなく、ただ牧野としての管理ということで、そ
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ういった草切り等はお願いしてきたということでございます。その草切りの管理する部分につい

ては、やはり十分な業者のほうから委託をさせるという形で支所長も間に入って、十分業者と地

元との協議を進めてきたところでございますので、そういったところで、何とぞ、地元のほうに

も、また御理解を求めていかなくちゃいけないなと考えております。 

 貸し付けの一部からというのは、それはちょっとできませんので、一応申し添えておきます。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番、藤原秀幸君。 

○２番（藤原秀幸君） 何しろ、やはりいろんな、そういった集落と町がもめたり、そういっ

たことをすれば、行政の不信とかにつながりますので、話し合いをしっかりして、納得していた

だくような形を、支所長、大変でしょうが、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（中村一喜男君） ほかに。 

 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） ７ページです。地方交付税減額ですね。ちょっと詳しく説明していた

だきたい。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 先ほど、歳入の７ページということで、交付税の説明をさせてい

ただきました。これは、合併算定から一本算定に変わってまいります。縮減措置がもう始まって

いると、既に27年度からですね。ということでございますので、当然にその分につきましては減

額になってきているということでございます。なお、一つには人口の減少、国調人口でございま

すけれども、こちらも大変歳入の計算式に当たっては重要な要素でございますので、こちらも平

成22年の国調人口は１万7,000人程度でしたけれども、27年度は１万5,000程度ということで、約

1,800人、正確には1,817人ですけれども、こういった人口減少、これも大きく交付税の算定式に

影響を与えているということでございます。 

 なお、昨日も申し上げましたけれども、31年度までこの縮減措置が続きます。この５年間で、

じゃあどれだけと。トータルではございませんで、その差額はどれだけかなということで、今現

在、財政のほうで試算しておりますのは、大体11億から12億程度は減少するのではないかと考え

ておりますので、実際には50億を切るような状況になるのではないかなと予想をいたしていると

ころでございます。 

○議長（中村一喜男君） 11番、田上聖君。 

○11番（田上 聖君） 当初想定した以上の減額になったということですか。それとも、急に

減額されたということなのか。それから、合併特例債が期限切れで、だんだん減らされていくと

いうことは当初からわかっていたのか。当初から10年という年限が切られていたと思いますから、

それなりに算定して予算を組まれたものと思っております。ところが、急に多額の減額というこ

とでショックを受けております。だから、聞いておるわけです。これが固定して、このまま減額

されるのか。また、補正で、次の議会、あるいはその次の議会あたりで増額されるのか。その見

込みがあるのかどうか。 
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○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） 当然、この補正予算で減額をするということは、当初予算で予想

できなかった不測の事態ということで、今回8,300万円を減額計上させていただいたとこでござ

います。中では、算定式がどうしても変わってきている部分がございます。これは当初はもう少

し縮減額が小さいものということで算定しておった、当然これは前年度のいろんな数値を用いて

試算するものですから、実際に今年度試算をした場合に、国のほうが定めておりますいろんな数

式、指数、これらが変わってきますと、大きく変更いたしてまいります。これらがなかなか当初

の段階では読み込むことができなかったというふうに御理解いただければなと思っております。 

 なお、これも先ほど説明しましたけれども、特別交付税を今３億合わせて計上いたしておりま

す。それで57億という形になっておりますけれども、特別交付税のほうは、もう少し増額補正を

できるのかなと思っております。この分につきましては、多額の財政調整基金の繰り入れを行っ

ておりますので、こちらのほうに差し戻したいと今のところ考えているとこでございます。 

 なお、10年間の、先ほどの合併算定替えの話をなさいました。12年前、合併した当時は、これ

が大体８億と、その差額はですね、というふうに試算をされておりました。今回は、その当時、

余り予想ができたのかどうか、ちょっと私も詳しくわかりませんけれども、人口減少がかなり急

激に進んだということもありまして、そういったことも相まって、下方修正せざるを得なくなっ

たということ。この８億が大体11から12億程度になるのではないかということで、今のところ考

えているところでございます。当然、これにつきましては、何回も言っておりますけれども、持

続可能な財政運用していくためには、こちらも十分見据えながら、事業等の見直し等々も行って

いきたいと思っております。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

 １番、吉川美加君。 

○１番（吉川美加君） 失礼します。質問は、16ページの山の都づくり事業費のところですが、

それに先立ちまして、先ほど、私も地元ですので、メガソーラーの件については、本当に十分な

話し合いを丁寧に、今、藤原議員もおっしゃいましたように、溝ができると、やっぱり住民感情

はいろいろなことが発生してくるんじゃないかと思っておりますので、本当に丁寧な話し合いと

いうものが一番大切ではないかと思っておりますので、この際お願い申し上げております。 

 質問のほうは、商工費のほうです。家屋購入費、先ほど、坂口課長のほうから御説明があった

ところで金額のほうはわかりましたが、当初、町なかの家を買い上げるという予算が上がってい

たかと思います。それが予定変更になった流れと、今の、この購入費だけですが、今後の改築等

に向けた今からの予定あたり。 

 それから、地方交付税、田上議員のほうからもありましたが、一人でもやっぱり多くの方に住

んでいただきたい。つい先般も、夏休みの間に子連れの方が１週間ぐらい空き家をお借りになっ

て、町内に住みたいというふうな下見をされたことを聞いておりますが、住む家がないというの

は本当にいつも出てくるところでございますので、どのような。 

 それともう一つは、きのうもありました遊休地の利用ですよね。飯場のようにして工事業者に、
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あるいは、私もちょっと申し上げましたが、そういうふうな短期的に繰り返し来ていただくよう

なボランティアさんの短期宿泊場としても有効なのではないかという、家屋購入、今回このよう

な金額ですが、そういったところの改修等も視野に入れてやっていかなくちゃいけないことじゃ

ないかと思っているのですが、そこら辺の説明を担当課長のほうから詳しくお願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 山の都創造課長、楢林力也君。 

○山の都創造課長（楢林力也君） ６月の予算のときに、今、議員御指摘のようなことで募集

して、改修をしていくということでしておりました。これは、地方創成の加速化交付金の中で見

ていただくということでしておりましたけれども、県、国との協議の中で、私有財産をそういっ

た形で加速化推進交付金でするのはまずいということで、公共施設、遊休施設であったらいいで

しょうということがございまして、軌道修正はしたところでございます。 

 いずれにしても、御指摘のように、今住みたいと思っても、貸し手と売り手の中で、あるいは

借り手と貸し手の中で契約が整って改修するということで時間がかかったりしますので、これは

やっぱり町がみずから改修した上で募集して借りていただくということにも今後していかなけれ

ばならないということを今考えております。また、町長のほうからもそういう指示を受けており

ます。 

 当初予算でしとった部分につきましても、先ほど町長のほうからも発言がありましたように、

菅原工場の跡地とか、いろんな遊休施設を有機的に、多目的に使えるようにしていきたいと思っ

ております。そのためには、固有の施設について乗り越えなければならないいろんなハードルも

ございますけれども、それはそれとして、しっかり別協議しながら、法的なものはきちっとクリ

アする必要がありますので、そういったことでしていきたいというふうに思っております。 

 今回の物件につきましては、県のほうから町のほうに、公有財産ですので、まずは該当町村の

ほうに、そういう物件の利活用はないかという問い合わせが、平成28年の１月にございましたの

で、全課に総務のほうから問い合わせがありまして、山の都創造課のほうで協議しまして、この

物件については、先ほど申しましたように、多目的にショートステイの町のお試し期間で調査し

て、町への移住希望者の方にそこに泊まっていただくとか、あるいはインターンシップで使うと

か、短期滞在で使うとか、多目的にできます。物件的にも、３年前まで土木事務所の職員の住宅

として使われておりましたので、改修費はそうかからないという判断のもとで、それから物件購

入につきましても、格安で県のほうからお譲りいただくということで、今回、予算を計上したわ

けであります。 

 また、予算の可決の暁には、もう一回町の公有財産評価委員会のほうで協議をした上で、購入

に当たっていき、早急に改修については既設の予算を使って改修して、そういった多目的に使え

るようにしていきたいと思います。 

 また、町のほうでも、企画のほうで公有財産の利活用についてはいろんな物件がございますの

で、それについては、それはそれとして、別件でいろんな多目的に使えるように、壊すべきもの

はもう壊していくということで、使えるものはいろんな法的なものをクリアして使っていきたい

ということで、どんどん進めていくように各課で協議をしてるところであります。 
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○議長（中村一喜男君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） これで質疑を終わります。 

 これから議案第59号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第59号「平成29年度山都町一般会計補正予算（第２号）について」は、原案

のとおり可決されました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第２ 議案第60号 平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（中村一喜男君） 日程第２、議案第60号「平成29年度山都町介護保険特別会計補正予

算（第１号）」についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 健康福祉課長、山本祐一君。 

○健康福祉課長（山本祐一君） おはようございます。それでは、議案第60号、平成29年度山

都町介護保険特別会計補正予算（第１号）のほうを説明申し上げます。 

 まず歳出のほうから説明申し上げます。４ページを開いてください。 

 ３の支出です。６款諸支出金１目第１号被保険者保険料還付金及び還付加算金129万7,000円の

償還金でございます。これにつきましては、熊本地震及び災害、これの減免によるものでござい

ます。対象者は169名となっております。 

 ２目償還金1,054万6,000円です。これは、平成28年度の国県支払基金の精算ができまして、償

還金でございます。 

 それから、６款諸支出金１目一般会計繰出金５万9,000円でございます。一般会計からの繰出

金でございます。それから予備費を充用しております。 

 歳入のほうをごらんください。３ページになります。 

 いずれも過年度分の追加交付金等でございます。４款支払基金交付金２目地域支援事業支援交

付金、過年度分で31万3,000円です。 

 ７款繰入金１目介護給付費繰入金147万6,000円です。 

 ２目の地域支援事業繰入金、介護予防事業ですけども、これも過年度分として137万3,000円。 

 その他一般会計からの繰入金392万9,000円、これは事務費の繰入金でございます。 

 繰越金のほうが、実績が確定いたしましたので、3,799万3,000円です。 

 表紙の裏をごらんください。 

 平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算。 

 平成29年度山都町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次の定めるところによる。 
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 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,508万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ27億7,058万円とする。 

 第２条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 平成29年９月７日提出。山都町長。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村一喜男君） 議案第60号の説明が終わりました。これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから議案第60号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第60号「平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算（第１号）について」

は、原案のとおり可決されました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第３ 議案第61号 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）について 

○議長（中村一喜男君） 日程第３、議案第61号「平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予

算（第２号）について」を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 環境水道課長、佐藤三己君。 

○環境水道課長（佐藤三己君） おはようございます。議案第61号について説明いたします。 

 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）。 

 今回の補正においては、平成28年度決算に係る消費税の申告額が確定したことにより、平成29

年度での消費税納入予定見込み額に不足が生じたことによる補正をお願いするものでございます。 

 歳出のほうから説明しますので、３ページの下段をお願いします。 

 １款１項１目一般管理費のうち、27節公課費を増額補正するものです。補正前の額9,947万

3,000円、補正額466万1,000円、計１億413万4,000円となります。財源は一般会計からの繰入金

となります。これは、先ほど申しましたように、消費税の申告額が確定したことによるものです。 

 簡易水道特別会計の消費税の基本的な仕組みは、売上額と仕入れ額の差額分が申告額となりま

す。簡易水道の特別会計での売上額は水道利用料金として預かった分、それから仕入れ額は消費

税の発生する委託料、それから資材購入費、工事請負費等で預けた分が主なものになります。こ

れから補助金と繰入金を差し引いたものが、仕入れ額として算定されることになっております。



- 144 - 
 

平成28年度の決算の中で、簡易水道整備事業に伴う工事請負費を平成29年度へ約１億6,100万円

繰り越したことによって、この仕入れ額が減額となりました。これにより、消費税申告額が総額

で602万5,600円となり、当初予算で計上しておりました137万5,000円から不足分が460万1,000円

発生したということで、今回、その不足分をお願いするものでございます。 

 次に、一般管理費の総額は、補正前の額５億5,819万6,000円、補正額466万1,000円、補正後の

額５億6,285万7,000円となります。 

 次に歳入のほうです。同じく３ページの上段をお願いします。 

 まず、繰入金です。補正前の額１億6,721万4,000円、補正額232万1,000円、計１億6,953万

5,000円となります。これは一般会計からの繰入金です。 

 次に、繰越金です。補正前の額150万円、補正額234万円、計384万円となります。これは28年

度からの繰越金となります。 

 次に、１ページをお願いします。 

 歳入歳出予算補正の表になります。歳入歳出ともに、補正前の額７億2,102万3,000円、補正額

466万1,000円、補正後の額７億2,568万4,000円となります。 

 表紙の次のページをお願いします。 

 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算。 

 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入・歳出予算の補正。 

 第１条、歳入・歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ466万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７億2,568万4,000円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 平成29年９月７日提出。山都町長、梅田穰。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（中村一喜男君） 議案第61号の説明が終わりました。これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから議案第61号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第61号「平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）について」

は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 



- 145 - 
 

 本日はこれで散会します。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

散会 午前11時03分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 29 日（金曜日） 
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平成29年９月第３回山都町議会定例会会議録 

 

１．平成29年９月７日午前10時０分招集 

２．平成29年９月29日午前10時０分開議 

３．平成29年９月29日午前11時21分閉会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 山都町役場議場 

６．議事日程（第23日）（第５号） 

日程第１ 議案第64号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第３号）について 

日程第２ 認定第１号 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第３ 認定第２号 平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

日程第４ 認定第３号 平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について 

日程第５ 委員会報告 陳情等付託報告について 

日程第６       各常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の閉会中の継続調査

申出について 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

７．本日の出席議員は次のとおりである（13名） 

  １番 吉 川 美 加     ２番 藤 原 秀 幸     ３番 飯 星 幹 治 

  ４番 後 藤 壽 廣     ５番 藤 澤 和 生     ６番 赤 星 喜十郎 

  ８番 工 藤 文 範     ９番 藤 川 憲 治     10番 稲 葉 富 人 

  11番 田 上   聖     12番 中 村 益 行     13番 佐 藤 一 夫 

  14番 中 村 一喜男 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

８．本日の欠席議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

９．地方自治法第121条の規定により会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

  町 長   梅 田   穰     副 町 長   岡 本 哲 夫 

  教 育 長   藤 吉 勇 治     総 務 課 長   坂 口 広 範 

  清 和 支 所 長   増 田 公 憲     蘇 陽 支 所 長   橋 本 由紀夫 

  会 計 課 長   藤 島 精 吾     企画政策課長   本 田 潤 一 

  税務住民課長   田 中 耕 治     健康福祉課長   山 本 祐 一 

  環境水道課長   佐 藤 三 己     農林振興課長   荒 木 敏 久 

  建 設 課 長   後 藤 誠 輝     山の都創造課長   楢 林 力 也 

  地籍調査課長   玉 目 秀 二     老人ホーム施設長  藤 原 千 春 
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  学校教育課長   渡 邉 尚 子     生涯学習課長   工 藤 宏 二 

  そよう病院事務長  小屋迫 厚 文     監 査 委 員   志 賀 美枝子 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

10．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

  議会事務局長   緒 方   功   外２名 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

開議 午前10時０分 

○議長（中村一喜男君） おはようございます。これから本日の会議を開きます。本日の議事

日程は、お手元に配付のとおりです。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第１ 議案第64号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第３号）について 

○議長（中村一喜男君） 日程第１、議案第64号「平成29年度山都町一般会計補正予算（第３

号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） おはようございます。議案第64号、平成29年度山都町一般会計補

正予算（第３号）について説明をいたします。 

 昨日の臨時国会で衆議院が解散をし、政府はその後の臨時閣議におきまして、第48回の衆議院

議員の総選挙の日程を10月10日公示、22日投開票と決定をいたしました。この衆院選に係る経費

につきましては、不測の経費でございますので、今回、補正予算を編成し対応するべく、本日、

御提案をいたすものでございます。 

 それでは、予算書、４ページをごらんください。 

 ２款４項５目衆議院議員選挙費でございます。今回、2,100万円の補正額を計上いたしたとこ

ろでございます。特定財源につきましては、全額国庫委託金ということで、一般財源の持ち出し

はございません。 

 右側の説明ですけれども、１節報酬でございます。選挙管理委員会の報酬、それから、投票管

理者、それから、投票立会人等々の報酬を計上いたしております。職員手当としまして、804万

5,000円でございます。これは時間外勤務手当ということで、投開票事務、それから、期日前投

票等々の時間外勤務手当ということになっております。共済費、賃金につきましては、臨時職員

の賃金、それから、共済費でございます。需用費につきましては、消耗品費でございます。入場

券ですとかポスター掲示場の注意書き等々、こういったものを消耗品として計上いたしておりま

す。食糧費は投票所経費ということでございます。役務費につきましては、入場券等の郵便料、

それから、電話料、機器設定作業等手数料につきましては、計数機の点検、分類機の設定作業の

委託料ということになっております。あとは、不在者投票の取扱手数料が11万3,000円というこ

とでございます。 

 ５ページのほうで、委託料が464万7,000円です。現在、239カ所設置を予定いたしております。
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この設置等の業務委託料ということで、464万7,000円でございます。使用料につきましては、投

票箱の送致用のタクシー代、それから、会場の借り上げ料、投票所の会場借り上げ料ですね。そ

れから、開票事務用の備品等レンタル料と申しますのは、今回、急遽、衆議院選が執行されます

けれども、それに係ります机、椅子等の不足分を今回レンタルという形で、一時的に増加します

ので、その分をレンタルで18万2,000円ということにいたしております。それから、投票用紙の

分類機も、これも非常に高額でございますので、今回レンタル料ということで、103万1,000円の

計上をいたしました。備品につきましては、これは投票用紙の計数機の購入費です。現在、８台

保有しておりますけれども、うち４台が非常に老朽化しておりまして、この４台の更新を今回い

たすものということにいたしておるところでございます。 

 歳入につきましては、先ほど説明いたしましたので、割愛させていただきます。 

 ６ページから８ページは、特別職、それから、一般職の給与明細書でございます。 

 今回は、先ほど説明しました時間外勤務手当に係る数値を反映しているところでございます。 

 表紙の次をごらんください。 

 平成29年度山都町一般会計補正予算。 

 平成29年度山都町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,100万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ151億300万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成29年９月29日提出。山都町長。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（中村一喜男君） 議案第64号の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 12番、中村益行君。 

○12番（中村益行君） １点、聞いておきます。これは、町議会議員選挙と重なります。その

分と、完全に別個に予算を組んだのかどうかということを一つ聞いておきます。私はこれを見て、

非常に腹立たしい。勝手な解散をさせとって、こういう国民の税金を使わせるということでしょ

う。ここでも2,100万円。びっくりしますね。町議会議員選挙が幾らだったですかね。やっぱり

それくらいだったかな。だから、合わせて4,000万ということ。これは、完全に別個に立てなき

ゃならない予算なのか。重なる部分があるから、少しは安くなるのかなと。それを聞いておきま

すが、意見としては、私はこれは絶対許せない。本当は認めたくない予算です。しかし、民主主

義のコストだと、ぎりぎりコストだと。町議会は、民主主義の学校ですから、これは大事にした

いと思います。その１点を聞いておきます。 

○議長（中村一喜男君） 総務課長、坂口広範君。 

○総務課長（坂口広範君） お答えいたします。今回の2,100万といいますのは、全く町議会議
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員選挙とはダブらない数値でございますけれども、実際の執行はこちらの衆議院議員選挙のほう

から執行すると。特に時間外勤務手当等は、これにつきましては、同じ業務を同じ時間帯でやる

わけですので、こちらのほうから執行すると。 

 ですから、今、町議会議員選挙、当初予算で認めていただいております分につきまして、既に

執行しているものにつきましては、そちらのほうから出しますけれども、これから生じます経費

につきましては、こちらの衆議院議員選挙費のほうから執行していくということになります。で

すから、当然、剰余金が生じるという形になります。 

○議長（中村一喜男君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） これで質疑を終わります。 

 これから、議案第64号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第64号「平成29年度山都町一般会計補正予算（第３号）について」は、原案

のとおり可決されました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第２ 認定第１号 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

○議長（中村一喜男君） 日程第２、認定第１号「平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳

入歳出決算の認定について」を議題とします。 

 本案について、各常任委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長、中村益行君。 

○総務常任委員長（中村益行君） それでは、決算審査、皆さん、御苦労さまでした。一応、

連合審査の結果を総務委員会分について、報告をさせていただきます。 

 読み上げます。 

 28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算……。 

○議長（中村一喜男君） 中村委員長、最初の委員会審査報告書からお願いします。かがみか

らですね。 

○総務常任委員長（中村益行君） かがみからですね。わかりました。失礼しました。それで

は、報告いたします。 

 委員会審査報告書。 

 山都町議会議長、中村一喜男様。 

 総務常任委員長、中村益行。 

 本委員会及び各常任委員会に付託された平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算



- 150 - 
 

は、連合審査の結果、次の意見をつけて認定すべきものと決定したので、会議規則第77条の規定

により報告します。 

 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見書。 

 初めに。 

 平成28年度は、４月14日、16日の２度にわたる激震と６月20日の滝を思わせる大豪雨による未

曽有の天候に見舞われ、歴史に残る年となった。 

 まさに天地が荒れ狂ったような自然の猛威の中で、町民は茫然自失の態だった。町ではそのよ

うな事態の中に、初動に若干の戸惑いはあったものの、的確な状況把握に努めながら、関係機関

との連携に基づく迅速な対処によって、大方の町民に安心感を与え、なおかつ、人身事故が皆無

だったことの労を多としたい。 

 とりわけ、いち早く現場確認に走った職員を初め、消防団、建設会社作業員の方々などの危険

を顧みることのない献身的な対応に深い感銘を覚えました。 

 それでは、決算の概要を申し上げます。 

 合併特例による優遇措置解消の２年次に入り、普通交付税が平成27年度60億8,891万3,000円に

対して、当年度は、28年度は57億7,596万6,000円で、３億1,294万7,000円の減でありました。こ

れには、国勢調査に基づく人口減も算定要素に加わっており、将来の見通しはさらに厳しい。た

だし、特別交付税は災害という特殊事情を考慮して、前年度に対して２億1,000万円増額された

が、それでも地方交付税の総額は１億円の減額である。この辺の詳しい数字は、監査委員さんの

ほうにありますので、それ以上は詳しく書いておりません。 

 歳出については、他会計への繰り出しが年々増嵩してきており、委託を含めた第三セクターの

完全独立採算制移行など、厳しい見直しが必要だ。 

 以下、監査委員報告となるべく重複しない形で、各常任委員会との連合審査の要点を報告した

い。 

 総務常任委員会関係。 

 総務課。 

 職員提案制度。とかく事務的前例主義的に陥りやすい面を克服して、資質の向上と意欲の喚起

につながるはずだ。活用を望みたい。 

 職員研修。これこそ資質の向上、専門性の修得に不可欠で内容を吟味の上、積極的にやってほ

しい。議会傍聴もその一つである。 

 安全衛生。災害復旧で過重労働とならないよう注意してもらいたい。心因性疾患の場合、周り

の気づきが大事だ。健康管理は自助共助でもあります。 

 財産管理。奥官山頂上のセメント記念柱には、貴重な資料価値がある。新たな石柱などで復元

してほしい。これは高村村長時代に建てられたやつです。学校跡地など貸し付ける場合、管理責

任の範囲、内容を明示した契約にすべきだ。かなりファジィな面もありますので、厳格にやって

もらいたいと思います。 

 防災無線。平成31年度までにデジタル化が義務づけられて、７億円かかるというが、財源問題
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と同時に、活用の方法についても検証を重ねてほしい。 

 蘇陽支所関係。 

 広大な建物をセントラル空調では効率が余りよくない、セパレート型にすべきではないか。 

 ３、清和支所関係。 

 井無田のソーラーは契約期間を明確にし、町有遊休地の積極的活用も行ってほしい。分譲につ

いては、区画が残った土地は、当団地住民の共用地にすべきではないか。 

 ４、企画政策課。 

 土地活用。乱開発を避けて、節度ある土地利用が望ましいが、町外地主の場合などでは、行政

指導にも限度がある。そのときのために、十分あらかじめ研さんをしておってほしいと思います。 

 景観と棚田。棚田の景観保全と農作業効率とは相矛盾する面があります。白糸台地は文化的景

観の規制を受けるが、他地域については創造的復興、これはやたらと言われておりますが、これ

は状況によって、そのような取り組みもあっていいんじゃないかということでございます。 

 コミュニティバス。高齢化が一層進み、玄関口で乗降車を必要とする人が多くなってきました。

間近に迫ったそのときに備えて、どう対応するか。多様なシミュレーションを行ってほしいと思

います。 

 住民との対話。マンネリ化したやまトークにかわる対話の方法を考えていく必要を感じる。何

かこれは、もう考えられておるようでもございます。 

 新エネルギーと景観。開発と自然破壊はコインの表裏のようについて回る。大規模ソーラー発

電の場合、麓に雨水が集中することも考えられる。また、耐用年数を終えたパネルは、産廃とな

って現場に放置されるおそれもある。地権者と排出者責任を明示した契約を結ぶよう、行政指導

を行うべきだ。 

 地域おこし協力隊。あっせんの際、地域の生活文化になじんでもらい、郷に入っては郷に従え

式の心構えを強調してほしい。今の場合は、やっぱり地域おこしをしてやるぞという姿勢をこち

らのほうから、ちょっとあおった面もあるんじゃないかなという気がして、これを書きました。 

 デタポンの問題。利用方法が分からない人が多いようだ。啓発が必要ではないか。 

 仮設住宅。入居者の生活設計ともかかわってくるが、仮設住宅活用の将来図を早い時期に示す

べきだ。 

 税務住民課。 

 被災者の課税軽減のため、その実態把握に忙殺された年だったようだ。何よりも被災者と向き

合った相談業務に傾注したという。あれほどの災害であったのにもかかわらず、さしたる税収減

とはならない。もともと課税基準が低いゆえなのかと思っております。 

 不納欠損処理。所定の期間を過ぎて納税の見込みのない場合は、不納欠損となるのはやむを得

ない。滞納の徴収努力の一方で、時効中断の措置は怠りなくやっていってほしい。 

 相続者不明。この場合、不動産に対する課税は、民法上の手続が必要と思われる。違法、これ

は遺漏なきを望むということです。違法じゃなくて、遺漏なきを望む。 

 個人情報セキュリティセンター。２カ月に１回、自主的に研修を行って、個人情報保護に努め
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ておるということで、これは了としたいと思います。 

 マイナンバー。行政側は利便性が高まり好都合だが、住民のほうはなりすましなど悪用される

かも知れないという不安のほうが大きい。そこに大きなギャップがあるようだ。とにかく、この

マイナンバー発行については、高齢者が多い状況を考えると、抑制的であってほいものだ。利便

性と引きかえに、多大な不利益をこうむることがあってはならない。これは当然、啓発が伴って

の話であります。 

 郵便局の代行窓口。各種証明の郵便局窓口は、機器の老朽化と利用実態に照らして、今後の方

針を示すべきだ。このメリット、デメリットをちょっと深く検討する必要があります。 

 会計課。 

 毎日、巨額の出納と保管業務を行っていることを、数字を見て、私どもも改めて驚いたところ

であります。大変な数字が１日、7,000万、8,000万という金が出入りしておるわけでございます。 

 教育委員会関係。 

 学校教育課。 

 障害児教育、不登校児問題。教育の基本は健常児たちとの共同教育であります。隔離教育は好

ましくありません。また、やまと教室についても同様の方向が望ましい。友だちとつなぎ、とも

に遊び学ぶ居場所をつくることが大事だろうというふうに思います。 

 奨学金。受給者名簿と返済状況を一覧できるシステム導入以来、奨学金の徴収率も上昇したよ

うである。滞納者については、条理を尽くして、その金額が次の後輩たちの原資になるというこ

とを理解してもらうということであります。 

 学校施設。学校施設の被害もかなり多かったが、迅速な事前調査の結果、建設業の繁忙期の前

に発注ができて、教育実践にはほとんど影響はなかったようであります。これは災害についてで

すね。 

 生涯学習課。 

 各種集会参加者の固定化。人権集会などへの参加者が固定化している。隗より始めよである。

まずは、町職員への呼びかけから始めてほしい。また、講師の人選についても、考慮が必要です。 

 矢部高校問題。矢部高校の魅力をどう高めていくか、難しい課題である。生徒たちを励まし、

誇りを持つような地域社会づくりが必須条件ではないか。 

 図書館。利用者の実人数をふやす方法を考えるべきではないか。これもかなり固定化してきた

傾向も、なきにしもあらずというところであります。 

 通潤橋。石管列間の底盤に敷かれている粘土は、雨水を石垣に染み込ませないために、たたき

締めるべきだと思われるが、これは素人の考えでございますが、そういう感じを現場で見たとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） 次に、厚生常任委員長、藤澤和生君。 

○厚生常任委員長（藤澤和生君） おはようございます。それでは、厚生常任委員会関係をお

示しいたしたいと思います。 
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 厚生常任委員会では、少子高齢化が進む中、町民の健康を守り、安心して暮らせるまちづくり

を目指す基本理念に基づき、特に妊娠から出産、老後に至るまで、特別会計を含む幅広い分野に

おいて、町の取り組みについて審査した。 

 平成28年度においては、４月の熊本地震、さらには６月の豪雨による対応についても、各係の

さまざまな取り組みについて審査した。 

 社会福祉事業。 

 社会福祉協議会は、介護保険事業や障害福祉サービス等を初め、地域に密着したさまざまな事

業を行っている。各種事業の見直しを初め、第２期山都町地域福祉活動計画の策定により、地域

での支え合いが重要になっている。さらなる地域福祉の充実に向けた取り組みに期待する。 

 民生委員、児童委員においては、64人で活動されている。地域のことをよく調査し、社会奉仕

の精神を持って、常に行動されている。また、各地区で子供見守りも行われている。区長制度の

改編により、民生委員、児童委員の存在意義が高まる中、福祉活動の中心的存在として、今後も

さらに地域支援に取り組まれることを期待する。 

 平成28年度は、熊本地震、豪雨災害が発生し、避難所開設、救援物資の対応、義援金等被災者

支援に係る対応を関係機関と協力し、迅速に行われている。被災後においては、社会福祉協議会

へ地域支え合いセンター事業を委託し、応急仮設住宅入居者のみならず、一部損壊以上の世帯の

見守り支援等、被災者の生活サポートが行われている。今後も継続した見守り支援をお願いした

い。 

 児童福祉事業。 

 公立保育園７園、私立保育園５園、へき地保育所２カ所で保育事業が行われた。保育料につい

ては、国の基準の40％で算定している。また、子ども医療費助成については、助成対象年齢を18

歳とし、子育て世帯への保護者負担の軽減を図っている。このような取り組みは、広く町内外に

情報発信することが必要だろう。 

 放課後児童クラブは、町内七つの全小学校で実施され、放課後の子どもの居場所づくりや安全

確保に努めている。 

 地域子育て支援センター事業の運営は、社会福祉協議会へ委託しているが、平成28年度をもっ

て委託を終了し、平成29年度から町直営で運営する。 

 老人福祉費事業。 

 山都町老人クラブは、59単位クラブで、会員数4,326人で活動を行っている。各単位老人クラ

ブでは、それぞれの地域において、清掃活動、美化作業ほか、シルバーヘルパー活動など、熱心

に活動され、地域に大いに貢献されている。高齢化率が進む中、介護予防に努められ、元気で人

生を楽しんでほしいものである。 

 介護予防施設運営事業。 

 高齢者生産活動センターについては、老人クラブ連合会に管理を委託されているが、築40年近

くたち、老朽化が目立っている。加えて、昨年の地震及び豪雨により、雨漏りや漏電など施設設

備が故障し、運営もままならない状態である。既に老人クラブ連合会の事務局は保健福祉センタ
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ーに移設されており、今後は利用団体との調整を図り、施設の利用禁止、防犯、危険防止の観点

から、解体等の対策も必要と考える。 

 健康づくり事業。 

 平成28年度の新規事業で、特定不妊治療費助成事業を実施し、一人の利用があった。また、県

内の自治体と比べ、本町は乳幼児期の虫歯が多いというデータが出ており、町内歯科医師と健診

担当歯科衛生士と行政が一緒になって、３歳児の虫歯ゼロ本を目指し、歯科対策会議を開催して

いる。 

 健康づくり推進員については、自治振興区ごとに一人選任され、現在28人が行政と一緒になっ

て健康づくり活動を行っており、特に特定健診率アップに努力されている。特定健診については、

毎年60％近くの受診率を維持しているが、がん健診については20％台で、なかなか受診率が伸び

ない状況にある。 

 特定健診結果においては、糖尿病予備軍と糖尿病の罹患者が多く、子供のころからの食生活が

重要である。町においては、小学５年生を対象に、小児生活習慣病教室を学校へ出向き実施して

おり、全国的にも珍しい取り組みをしているので、今後も継続して実施していただきたい。 

 熊本地震の際は、約２カ月もの間、千寿苑が避難所として開設され、保健師等、健康福祉課職

員が交代で待機され、避難者の健康管理等に努められたことに、改めてその労をねぎらいたい。 

 国民年金事業。 

 国民年金の被保険者は、平成29年３月末現在で2,351人である。給付状況は、7,260人が何らか

の年金を受給されており、年金の給付金額は約49億円と、町民の生活基盤となっている。今後も、

年金度の周知を図り、被保険者の受給権の確保と納付率向上に努めてもらいたい。 

 町立養護老人ホーム浜美荘。 

 平成28年度末の入所者は50人で、平均年齢85.1歳となっており、年間を通して、常に定員数を

満たしている状態である。 

 平成28年４月の熊本地震では、施設に大きな被害を受けたが、入所者の安全確保、生活支援を

最優先し、早期の災害復旧に努められた。 

 近年、浜美荘においては、入所者の高齢化が進んでおり、要介護者も増加の傾向にあり、平成

28年度末では27人が要介護認定者である。 

 本来、浜美荘は自立した日常生活が営める者の入所施設として設置されていたが、行き場のな

い高齢者を継続して入所させることはやむを得ないが、身体介助や生活支援に施設の対応が迫ら

れてくることになる。 

 また、本町は少子高齢化が一段と進み、高齢者のみ世帯も増加しており、今後も老人福祉施設

への入所希望者もふえ続けると思われる。 

 今後予定されている民営化において、入所者の多様なニーズに対応できるよう、詳細な引き継

ぎを行っていく必要がある。 

 人権センター。人権センターは、日本国憲法によって保障された基本的人権にかかわる課題で

ある同和問題を解決するための拠点として、昭和51年に開設された。当地区の人口は66人で、65
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歳以上が33人、高齢化率は50％である。また、そのうち約半数がひとり暮らしで、空き家もふえ、

その対策も必要である。あわせて、地域内の町営住宅の老朽化も進んでおり、改修等の対策も必

要と思われる。 

 児童館で行われている子供ランチの取り組みや、子供デイサービスなどは、今後、必要性が増

すと思われ、子育て支援策として充実を求めたい。 

 生活相談、健康相談、住民相談、巡回相談と相談回数もふえている。生活の実態を把握し、手

厚い支援が必要と思われる。 

 環境衛生。 

 昨年４月に発生した熊本地震、６月に発生した豪雨災害による被災は甚大なものである。 

 熊本地震で発生した災害廃棄物の処理には、いち早く瓦れきの仮置き場を設置し、受け入れを

実施され、被災者のニーズに対応されていた。 

 損壊家屋の公費解体においては、熊本県解体業協会との連携で、ほぼ計画どおり進んでおり、

平成29年３月末で75棟が終了している。 

 豪雨災害では、浸水家屋の防疫活動として、職員による消毒作業が実施されている。 

 また、小峰クリーンセンターでは、震災により煙突や機械器具が被災し、修繕工事が実施され

ている。 

 震災直後は、環境衛生３施設への影響が心配されたが、稼働中止するまでの被災には至らず、

町民の日常生活への影響は最小限であったことは幸いであった。 

 しかしながら、３施設には整備後20年以上が経過しており、老朽化にあわせて、今回の震災の

ダメージにより、さらに耐用度の低下につながることが想定され、今後の維持修繕費の増加が懸

念されるところである。 

 一方で、熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会では、震災の影響で整備スケジュールの

見直しが検討されたようであるが、平成37年度の稼動目標は変更しないとの方針が確認されてい

る。 

 平成29年度において候補地が決定され、平成30年度には用地交渉に入ることとなっているが、

スムーズに候補地が決定するよう望む。 

 これから協議会では、各種計画の策定や施設整備、運営に関する重要課題が協議されていくこ

ととなるが、新組合として、また、本町にとってより効率的な整備計画となるよう期待する。 

 特別会計、国民健康保険事業。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険を支える基盤として重要な役割を担ってきたが、低所得者や

高齢者の加入割合が高く、医療費水準が高いなどにより、財政基盤が脆弱であるという構造的問

題を抱えている。このような状況の中、国民皆保険を将来にわたって堅持するため、平成30年度

から都道府県も国民健康保険の運営主体の一つとして、財政運営の責任主体になる。 

 市町村は、資格管理や保険給付、保険税の賦課・徴収、保健事業等、住民に身近な事務を引き

続き担うこととなる。今後は、健全で安定的な運営を図るため、被険者への保健指導を徹底し、

さらなる健康づくり事業を進めて、医療費の高騰を抑える努力が必要である。 
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 介護保健事業。 

 高齢化率44％を超えた今、団塊の世代が後期高齢者となる2025年に向けて、高齢者が住みなれ

た地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、地域包括ケアシステムの

構築推進に向けてさらに努力されたい。 

 そのシステムづくりの核となる地域包括支援センターの役割は、さらに強化されるべきと考え

る。また、昨年は、地震及び豪雨により被災された方への保険料やサービス利用料の減免等に取

り組まれたが、今後の支援について復興の視点も入れて進めてもらいたい。 

 後期高齢者医療事業。 

 後期高齢者医療制度は、熊本県下全市町村で構成する広域連合が運営を担っている。被保険者

は、平成29年３月末で4,207人と昨年より50人減少しており、全人口のうち後期高齢者の割合は、

26.9％である。医療費も増加傾向にあり、引き続き、安定的かつ円滑な制度運営に努められたい。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） 次に、経済建設常任委員長、工藤文範君。 

○経済建設常任委員長（工藤文範君） それでは、経済建設常任委員会関係を報告します。 

 １、農業委員会。 

 専業農家の作業の効率化や生産コストの抑制が期待できる農地集積・集約化の推進に向けた農

業委員の積極的な活動に期待したい。 

 農林振興課長が事務局長を兼務する体制となり、職員配置も本庁のみとなった。各支所との連

携を保ちながら、窓口での相談業務や現地確認等の対応について、支障を来たすことがないよう

な態勢の強化が望まれる。 

 ２、農林振興課。 

 熊本地震と６月豪雨は、農林業に甚大な被害をもたらした。現地調査から災害復旧に至る膨大

な事務に対し、昼夜を問わず、真摯な態度で取り組まれたことに敬意を表したい。本町基幹産業

の一日も早い復旧・復興を切望する。 

 （１）農政。集落単位での組織化が推進されてきた中、平成28年度も新たに２地区で法人化が

決定した。集落機能を維持することが農業の基盤を安定させるとの観点から、集落営農について

は、今後も積極的に取り組まれたい。農業用施設については、補助事業を活用し、ハウスの導入

が積極的に行われている。夏秋野菜の主要産地として市場評価も高く、本町の主要作物の生産拡

大と後継者育成につながることを期待したい。 

 （２）林政。鳥獣被害防止対策は防御と捕獲を中心に進められ、電気柵等設置事業では、一人

事業体への助成対象拡大を評価したい。また、捕獲事業では、有害鳥獣捕獲隊の尽力により、イ

ノシシと鹿の捕獲頭数は昨年度に引き続き5,000頭を超えた。防護柵の適正管理と徹底した捕獲

による被害の減少に努められたい。 

 水源の涵養、地球温暖化の防止等、森林の持つ多面的機能維持のための森林整備は、関係団体

等との連携を図り、継続的な事業展開を期待したい。 

 （３）農村整備。不利な耕作条件にある農地整備については、農家からの要望も強いので、今
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後も積極的に取り組まれ、作業受委託の推進や農地の集積による営農維持や専業農家の規模拡大

に期待したい。 

 ３、山の都創造課。 

 熊本地震、豪雨被害を受けた商店街及び観光関連業者への支援を最優先に取り組まれたことで、

日常生活や経済的な打撃などの被害を最小限にとめる努力は評価に値する。 

 観光の客足はいまだ回復しておらず、今後、町と商工会が連携して進める中小企業グループ補

助金を使った創造的復興に向けた更なる取り組みを願う。 

 商工振興事業については、商工会、中心市街地活性化協議会が連携し、さまざまな企画やイベ

ントに取り組んでいるが、事業や活動の成果が見えにくい。疲弊する商店街の復興に向けた支援

にさらなる努力を期待する。 

 観光振興事業については、震災で観光客が激減する中、観光協会と協力し、福岡都市圏を初め、

九州各地のイベントや物産販売会に出かけ、積極的販路拡大に努められたが、観光入り込み客の

回復には時間がかかり、観光関連団体のさまざまな誘客対策が必要で、平成30年度の九州中央自

動車道の開通を見据えた、山都町全体の受け入れ体制の整備が必要ではないか。 

 11の指定管理施設については、地域経済の牽引役を担う責務があり、さらなる工夫が必要。第

三セクターの経営健全化に関する指針に基づき、指定管理の方針を早急に決定し、民間委託や再

編等を視野に入れた検討を願う。 

 山の都づくり推進室は、発足２年を経過し、移住定住促進や山の都ブランド推進事業などに取

り組み、ふるさと納税も順調に伸ばしているが、制度上の課題を克服しながら、同時に山都町の

魅力発信に期待したい。 

 矢部高校応援プロジェクト、移住定住策は人口減少に歯どめをかける重要施策と考える。さま

ざまな支援策を検討しながら、町の活性化につなげてほしい。 

 ４、特別会計、国民宿舎。 

 震災の影響をいまだ引きずっているが、インバウンドに力を入れつつ、本町のすぐれた食材を

生かした山都町ならではのメニューの開発等、さらなる総意工夫に力を入れ、指定管理の更新時

期を控えており、危機感を持って経営回復に努めらたい。 

 ５、地籍調査事業。 

 本町の地籍調査対象面積は429.95平方キロメートルで、平成28年度末現在の地籍調査済み面積

は209.31平方キロメートルで、進捗率は48.68％である。旧町村ごとの進捗率は、矢部地区

18.77％、清和地区63.20％、蘇陽地区89.84％である。 

 第６次10カ年計画に沿って事業を進めており、最終年度である平成31年度末までに、蘇陽地区

が現地調査を完了し、緑川を除く清和地区が現地調査を完了する見込みである。著しく高齢化、

過疎化が進行する中にあって、１年でも早く調査が終わることを望む。 

 ６、建設課。 

 （１）土木管理費。単県道路工事８件が実施されている。また、単県急傾斜地崩対策事業及び

総合流域防災事業（急傾斜）も３地区実施された。今後も要望活動や用地交渉に協力し、積極的
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に取り組んでほしい。 

 （２）道路橋梁費。地方創生道整備推進交付金事業11路線、大矢野原演習場周辺民生安定事業

及び特定防衛施設周辺整備調整交付金事業２路線、社会資本整備総合交付金事業５路線、橋梁長

寿命化計画に基づく橋梁修繕１橋、橋梁詳細点検、橋長15メートル未満66橋、橋長15メートル以

上26橋が、平成27年度繰り越し事業と平成28年度事業において実施された。財源が縮減される状

況であるが、実施計画を住民の要望に応えられるよう、補助事業と有利な地方債の併用で事業の

推進を期待する。国、県に対する要望活動も重要である。 

 （３）河川費。県河川の護岸雑草処理業務を本年度は14河川27カ所を実施し、各集落に委託料

として430万円を支払っている。このことは、住民自治意識の高揚につながっている。 

 （４）住宅費。公営住宅355戸、小集落改良住宅30戸を管理している。山都町住生活基本計画

及び山都町公営住宅等長寿命化計画に基づき、安全確保と環境改善に引き続き取り組んでほしい。 

 （５）高速道路対策室。北中島インターが、平成31年３月までに供用開始となる。今後におい

ては、建設に伴う土捨て場の選定、排土の利用運用、将来の利活用、事業費負担には考慮すべき

である。 

 （６）公共土木施設災害復旧費。平成27年度災害の繰り越し事業68件を実施完了している。平

成28年度災害は、地震及び梅雨前線豪雨により甚大な被害が発生した。道路355件、橋梁１件、

河川197件、合計533件である。その被害は県下一円に及ぶものであり、業者の不足に伴う不調・

不落という最悪の事態に陥った。しかし、住民生活を第一として捉え、応急仮工事及び応急本工

事110件、９億4,739万円の復旧工事を実施している。担当課の頑張りに労をねぎらいたい。 

 ７、特別会計、簡易水道事業。 

 平成28年４月14、16日に発生した熊本地震や６月の豪雨により町民全域の簡易水道施設に甚大

な被害が発生した。 

 水源地に濁水が発生し、断水や濁水被害により飲料水としての機能が失われた。自衛隊、県外、

町内等のボランティアの応援により応急給水が行われた。 

 配水管の切断、漏水、停電による断水、地震と豪雨で85件、被災額1,060万、それから、漏水

調査３件の127万、原材料費242万円を支出する。小規模水道事業補助金２分の１助成により、14

施設に助成した。 

 このように、本町の水道事業も甚大な被害により、その対応と処理に追われたが、一日も早く

安心安全な水を町民の皆様に届けるべく、日夜努力されたことはたたえたい。 

 厚生労働省所管の簡易水道等施設整備国庫補助事業として、山都中央地区簡易水道事業、矢部

地区簡易水道事業、朝日地区簡易水道事業、柏地区簡易水道事業の４件は、国庫補助率40％の事

業で、計画的に取り組まれているが、熊本地震により、工事発注時期及び県道等工事使用許可の

遅延のため、一部を次年度へ繰り越したことはやむを得ない。 

 他地区でも住民の要望も多く、飲料水は道路とともに大変重要であり、町の責任において、イ

ンフラの整備に力を入れてもらいたい。 

 水道使用料収入未済額は、前年度に比べてほぼ横ばいであるも、まず、現年度分未納に力を入
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れ、収納率100％の完納を目指し、あわせて、過年度未納額の解消に取り組んでいただきたい。 

 簡易水道と上水道の統合においては３年間延長されたが、施設の老朽化もあり、円滑に移行で

きるように、万全な準備と体制の構築を望む。 

 決算状況については、正確に整理されており、簡易水道特別会計、歳入歳出差し引き残高

4,009万2,000円の決算は妥当である。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） 各常任委員会の報告が終わりました。結びについては、各常任委員

会を代表して、総務常任委員長、中村益行君の報告を求めます。 

 総務常任委員長、中村益行君。 

○総務常任委員長（中村益行君） それでは、結びを申し上げます。読み上げます。 

 おわりに。 

 我々は、未曽有の天災に遭遇して、多くのことを学んだ。日ごろからの迅速な避難体制を初め、

防災、減災の方法論はもとより、住民の自助共助の心構えに至るまでさまざまである。 

 とりわけ行政においては、住民の安心安全の確保を第一に、行政資料、情報の万全な保管シス

テムの構築等々が必要である。これらを磨き続けて、今後に生かしてほしいと思います。 

 最後に、議会の意思によって、工事予算の１億円余りが執行不能となり、予備費に組み込まざ

るを得なかった決算となったのは、議会制民主主義の上で、大変これは教訓というよりか、私は

汚点だというふうに思います。予算を組んで、何の瑕疵もなかったのに、あのグラウンドゴルフ

場が否決をされた。それで、１億円余りを執行不能としてしまった。ただ、数字は１億と書いて

おりますが、これはフローとしては、実際は起債の分がありますので、フローは１億まではなっ

ておりません。しかし、形の上では、こういう形の決算というのは前代未聞でもありますし、今

後の教訓にしてほしいということをつけ加えて、結びといたします。 

○議長（中村一喜男君） 報告が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから認定第１号を採決します。 

 お諮りします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定とすべきものとするものです。これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号「平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」は、認定することに決定しました。 

○議長（中村一喜男君） ここで、10分間休憩いたします。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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休憩 午前10時54分 

再開 午前11時04分 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

○議長（中村一喜男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第３ 認定第２号 平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

○議長（中村一喜男君） 日程第３、認定第２号「平成28年度山都町水道事業会計利益の処分

及び決算の認定について」を議題とします。 

 本案について、委員長の報告を求めます。 

 経済建設常任委員長、工藤文範君。 

○経済建設常任委員長（工藤文範君） 平成28年度山都町水道事業会計決算審査意見書です。 

○議長（中村一喜男君） 工藤委員長、かがみのほうも……。 

○経済建設常任委員長（工藤文範君） 済みません、失礼しました。 

 委員会審査報告書。 

 山都町議会議長、中村一喜男様。 

 経済建設常任委員長、工藤文範。 

 本委員会に付託された平成28年度山都町水道事業会計決算については、審査の結果、利益の処

分案については可決すべき、また、決算については認定すべきものと決定したので、会議規則第

77条の規定により報告します。 

 それでは、平成28年度山都町水道事業会計決算審査意見書。 

 平成28年度山都町水道事業決算においては、上水道事業の決算の認定にあわせ、地方公営企業

法第32条第２項の規定により、同事業当該利益の処分について、議会の議決が求められている。 

 審査の結果、当該利益2,450万7,286円を利益剰余金に組み入れることとする処分案については

妥当と認め、当該利益の処分案については可決すべきものと決定した。 

 また、決算については、執行状況、計数の精度、事業の適否等について審査し、監査委員の審

査意見を踏まえ検討した結果、これを妥当と認め、認定すべきものと決定した。 

 平成28年度は、熊本地震及び６月の豪雨による水道施設破損の災害復旧工事、濁水の発生等に

よる応急給水に県内外の自治体、自衛隊や町内企業等の支援を得て、迅速に対応され、住民生活

の安定に努められた。しかし、老朽管の更新がおくれており、今後は計画的な更新が必要である。

また、水道事業運営に対し、将来、老朽管の更新や給水人口の減少により、水道料金の値上げが

考えられるが、利用者の急激な負担とならないよう、丁寧な説明と効率の良い運営を求めたい。 

 最後に、上水道と簡易水道の統合が地震の影響により延期となっている。統合に向けては、円

滑な移行ができるよう、準備作業に万全を期し、町民の安心安全な水の確保に向け、町として責

任を持って取り組まれることを望む。 

 以上でございます。 

○議長（中村一喜男君） 委員長の報告が終わりました。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから認定第２号を採決します。 

 お諮りします。 

 本案に対する委員長の報告は、可決及び認定するべきものとするものです。本案は委員長のと

おり、可決及び認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第２号「平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

て」は、原案のとおり可決及び認定することに決定しました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第４ 認定第３号 平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について 

○議長（中村一喜男君） 日程第４、認定第３号「平成28年度山都町病院事業会計決算の認定

について」を議題とします。 

 本案について委員長の報告を求めます。 

 厚生常任委員長、藤澤和生君。 

○厚生常任委員長（藤澤和生君） 山都町議会議長、中村一喜男様。 

 厚生常任委員長、藤澤和生。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された平成28年度山都町病院事業会計決算については、審査の結果、次の意見

をつけて認定すべきものと決定したので、会議規則第77条の規定により報告します。 

 そよう病院は、へき地医療、地域包括医療、救急病院としての役割を果たし、関係機関、施設

との連携を強めながら、平成28年度事業を行い、決算に至っている。 

 延べ患者数は、入院患者数が605名増となり、外来患者数は医科、歯科あわせて692名の減であ

ったが、患者単価が上がったこともあり、医業収益が対前年度比4.18％増となったことと経費の

抑制ができたことで、新病院建設後、初めて単年度黒字決算となり、約1,880万円の収益を計上

することができた。患者内訳を見ると、町内全域からの来院が見てとれるとともに、五ヶ瀬町等

からも多くの患者が来院されている。今後も良質な医療の提供により、地域住民の信頼を得られ

るよう、職員一丸となって取り組んでいただくとともに、大きな課題である医師確保のために、

熊大病院や熊本県への積極的な働きかけを町とともに進めてもらいたい。 

 昨年４月の熊本地震では、幸いにも病院施設、また職員が大きな被害を受けることがなかった

ため、震災直後から医療活動や救急患者の受け入れ等を行うことができた。 

 唯一の救急病院であるそよう病院の担う役割は大きく、急速な高齢化と人口減少が進む中では

あるが、今後も万全の体制で臨んでいただき、予防、介護、保健に関する機関や施設との連携を

進めるとともに、病院のさらなる健全運営に努められたい。 
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 以上です。 

○議長（中村一喜男君） 委員長の報告が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから認定第３号を採決します。 

 お諮りします。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定とすべきものです。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第３号「平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について」は、認定する

ことに決定しました。 

○議長（中村一喜男君） 次に、町長から発言の申し出があっております。 

 これを許します。 

 町長、梅田穰君。 

○町長（梅田 穰君） お許しを得ましたので、一言御挨拶を申し上げます。 

 ただいま平成28年度の一般会計、特別会計、水道事業会計及び病院事業会計の決算につきまし

て、認定の御決定をいただき、まことにありがとうございます。 

 この間、各委員会の皆さんにおかれましては、御多忙の中にもかかりませず、熱心に御審議と

現地に出向いての確認等々をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。 

 各部署の審査の過程でさまざまな御指摘、御指導があり、ありがとうございました。私どもと

いたしましても、これらの御指導、御指摘のありました事項につきまして、十分留意をしながら、

今後も適切な予算執行を図り、効率的、効果的な行財政運営になお一層努力する所存でございま

すので、今後とも御指導をお願いしたいと思います。 

 また、議員各位におかれましては、10月末をもって任期満了を迎えられます。合併、山都町の

一体感を醸成する大変な、重要な時期における町政推進に当たって、議会活動を通じ、大所高所

からの御意見や執行部に対する御指導、御鞭撻を賜り、この場をおかりしまして、感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。 

 今議会をもって勇退されます議員におかれましては、真摯な議会活動とこれまでの御苦労に対

し、心から敬意と御慰労を申し上げます。 

 今後とも、立場は違った部分からでございますが、町政に対しまして、御支援、御指導、御指

示を賜れれば幸いに存じます。 

 また、今回、再出馬をされる議員におかれましては、御健闘をお祈りしております。議員各位

におかれましては、今後とも、御指導、御支援を賜れますようお願いを申し上げまして、お礼の

言葉とさせていただきます。ありがとうございました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 
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 日程第５ 委員会報告 陳情等付託報告について 

○議長（中村一喜男君） 日程第５、「陳情等付託報告について」を議題とします。 

 陳情第２号「森林環境税（仮称）に関する意見書提出を求める陳情」について報告を求めます。 

 総務常任委員長、中村益行君。 

○総務常任委員長（中村益行君） それでは、審査意見書を読み上げて、報告いたします。 

 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定しましたので、会議規則第95条の

規定により報告します。 

 件名は、森林環境税（仮称）に関する意見書提出を求める陳情書、これは森林組合から出てお

ります。 

 審査の結果、採択。 

 意見として、森林は水が生まれる命のふるさとである。文明はそこを起点として発展してきた。

森林なくして現在文明は存在しない。森林を守ることは流域を守り、下流域の都市を生かすこと

である。したがって、森林の再生産のため、広く国民から負担を求めることは当然のことである。

よって、本陳情を採択とした。 

 以上です。 

○議長（中村一喜男君） 中村委員長。 

○総務常任委員長（中村益行君） ただいま、田上議員から指摘をされました。大事なところ

が抜けておりました。 

 この意見書につきましては、つけておる文章のとおりですが、事務局から読み上げてもらいま

す。失礼しました。 

○議長（中村一喜男君） 意見書案について、職員に朗読させます。 

 議会事務局長、緒方功君。 

○議会事務局長（緒方 功君） 意見書を朗読します。 

 「全国森林環境税」の創設に関する意見書案。 

 我が国の地球温暖化対策については、2020年度及び2020年以降の温室効果ガス削減目標が国際

的に約束されているが、その達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が不可欠となって

いる。 

 しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林業従事

者の高齢化、後継者不足に加え、急速な人口減少など、厳しい状況にあるほか、市町村が、森林

吸収源対策及び担い手の育成等山林対策に主体的に取り組むための恒久的、安定的な財源が大幅

に不足している。 

 もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保などの取

り組みは、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にもつながるものであり、その

ための市町村の財源の強化は喫緊の課題である。 

 このような中、平成29年度税制改正大綱において、市町村が主体となって実施する森林整備等

に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め、都市・地方を通じて国民
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に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設に関し、平成30年度税制改正

において結論を得ると明記されたところである。 

 本町議会は、森林、林業、山村対策の抜本的強化を図るため、「全国森林環境税」制度の早期

導入を強く求めるものである。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 山都町議会。 

○議長（中村一喜男君） 報告が終わりました。 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 質疑なしと認めます。 

 これから、陳情第２号を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、陳情第２号「森林環境税（仮称）に関する意見書提出を求める陳情」は、採択と

することに決定しました。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

 日程第６ 各常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の閉会中の継続調査申出について 

○議長（中村一喜男君） 日程第６、「各常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の閉会

中の継続調査申出について」を議題とします。 

 お手元に配付した申出書のとおり、会議規則第75条の規定により、各委員長から、所管事務に

ついて閉会中の継続調査の申し出がありました。申出書のとおり、閉会中の継続調査とすること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村一喜男君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 本日の会議を閉じます。 

 これで、平成29年第３回山都町議会定例会を閉会します。 

────―────―────―────―────―────────―────────―───―────── 

閉会 午前11時21分 

 

 

平成29年９月定例会に議した事件のてんまつは、次のとおりである。 
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報告第９号 平成28年度山都町財政健全化判断比率等報告書について   ９月７日 報 告 済 

報告第10号 平成27年度山都町一般会計継続費精算報告書について    ９月７日 報 告 済 

議案第62号 工事請負変更契約の締結について（白小野鶴越線②道路災害 

      復旧工事）                       ９月７日 原案可決 

議案第58号 山都町個人情報保護条例及び山都町情報公開条例の一部改正 

      について                        ９月13日 原案可決 

議案第63号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規 

      約の一部変更について                  ９月13日 原案可決 

議案第59号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第２号）について   ９月14日 原案可決 

議案第60号 平成29年度山都町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ 

      いて                          ９月14日 原案可決 

議案第61号 平成29年度山都町簡易水道特別会計補正予算（第２号）につ 

      いて                          ９月14日 原案可決 

議案第64号 平成29年度山都町一般会計補正予算（第３号）について   ９月29日 原案可決 

認定第１号 平成28年度山都町一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定 

      について                        ９月29日 原案認定 

認定第２号 平成28年度山都町水道事業会計利益の処分及び決算の認定に 

      ついて                         ９月29日 原案可決 

                                       原案認定 

認定第３号 平成28年度山都町病院事業会計決算の認定について     ９月29日 原案認定 

委員会報告 陳情等付託報告について                 ９月29日 報 告 済 

議 長 報 告 各常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の閉会中の継 

      続調査申出について                   ９月29日 原案可決 

 

 

会議規則第120条の規定によりここに署名する。 

 

 

            山都町議長                        

 

 

            山都町議員                        

 

 

            山都町議員                        
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